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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第149回 年次総夫会報告

1979年3月31日 ，4月1日 の 両 日， ユ タ 州 ソ ル トレ ー ク ・シテ ィ ー

の テ ンプ ル ス ク ェ ァ に あ る タ バ ナ ク ル にお い て 催 さ'れた 大 会 の 報 告

1836年 ， 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は主 に向

か って こう祈 っ た。 「主 よ，汝 のす べ ての教 会

貝 を， そ のすべ て の家 族 と直 接縁 故 あ る もの

と，す べ て その病 め る者 と，苦 しめ る者 と，ま

たすべ て世 の 貧 しき者柔 和 な る者 たち と共 に

憶 え た まい， 以て 汝 が手 を用 いず して建 て た

まい し王 国が 大 いな る 山 とな りて全 地 を充 た

さん こ と を。

また， 汝の教 会 暗 き荒 野 よ り出で 来 りて，

月の如 くうら らか に， 日の如 くあ ざや か に輝
はたさしもの

き出 で，旗 指 物 を持 ち た る軍 勢 の如 く怖 るべ

き もの とな ら しめ た まわん こ とを。」(教 義 と

聖 糸勺109：72-73)

大 いな る予 言的 展望 と教会 の使 命 に関 す る

象 徴 的 な記述 が こ との ほか増加 して い る状況

にあ って， スペ ンサ ー ・W・ キン ボール 大管

長 は教 会 の指 導者 や 会員 た ちに，1979年4月

の総 大会へ の 参加 を呼 びか けて， こ う評 され

た。 「教 会 はす でに成 長 と円 熟の 域 に突 入 し，

私 たちが さらに前 進 を遂 げ るため に 最後 の準

備 をす る時に 来 て いる。 この よ うな印象 を私

は ど うして も拭 い去 る こ とが で きない。 これ

まで に数 々の事 項 が 決定 されて きた。 また ほ

か に も懸案 事 項が 残 され て い るが ， それ もや

が て組 織 的に 明確 に され て くるこ とだ ろ う。

しか し，私 た ちが ひ とつ の民 と して 前進 を遂

げ るため に必要 な基 本的 決定 は， 教 会貝 一 人

一 人が 行 なわ なけ れ ば な らない
。」

この キ ンボール 大 管長 の言 葉 は， 大会 での

発 表 に よって は っ き り と裏付 け られ た。 評議

会 に よ って運営 され る教 会政 体 につ い て，福

祉 部会 で 包括 的 な説 明が 行 なわ れ た。(p.141

参 照 〉す なわ ち，教 会 の 必要 をさ らに 的確 に

満 たす た めに，教 会 指導 者の 地 区，複 合地 区，

地 域評 議会 が 設け られ た。

大会 の すべ ての部 会 は キン ボー ル大 管長 に

よって 管理 され， また大 管長 会 のふ た りの副

管長 ，'N・ エ ル ドン ・タナ ー 第一 副 管長 お よ

び マ リオ ン ・G・ ロム ニー 第二 副管 長 も司会

者 を務 め た。 大会 に は，教 会幹 部全 員が 出席

した。

大会 は ，3月31日(土)，4月1日(日)の 両

日， テ ンプル ス ク ェア の タバ ナ クルで開 かれ，

25名 の教 会幹 部が 話 を した。

大会 の模 様 は，合 衆 国 とカナ ダ のテ レ ビ局

180局 ，7局 のテ レ ビ衛 星 中継放 送，800の 有

線 テ レビ放 送 ， さ らに2局 の有 線 ビデ オテー

プ シス テム を使 って放 送 され た。 また， ラジ

オ放送 は中南 米74局 ， 合衆 国65局 ， オー ス ト
ヒコ

ラ リア44局 ， ニ ュー ジー ラ ン ド30局 ， さ らに

電 話 回線 を使 って合衆 国 の567カ 所 の礼 拝堂

に流 された。 ヨー ロ ッパ では フ ランス語 ， ド

イ ツ語 ， オ ラ ンダ語 で81カ 所 の礼拝 堂 に放 送

され ，合 衆 国 内で も5カ 所 の礼 拝堂 で スペ イ

ン語 の放 送 を聴 くこ とが で きた。 その ほかF

M放 送局7局 か ら放送 された 。 さ らに， 神権

部 会 につ い ては， 合衆 国 をは じめ， カナ ダ，

プエ ル トリコ， オー ス トラ リア， ニ ュー ジー

ラン ド， フ ィ リピン， 韓 国の1599カ 所 で電話

回線 に よる放 送 が行 なわ れ た。

また，2日 間 に わた る一 般 大会 とは別 に，

3月30日(金)に 教 会本 部 ビル で地 区代表 セ ミ

ナー が催 され た。(詳 細 につ いて は，p.147参

照)
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3月31日(土)午 前の部 におけ る説 教

悪に対 して家庭を堅固に築 く

現在，.悪の軍勢が私たちを取り囲んでいる。私たちは信仰と日常生活を切リ

離して考えることはでさない情勢にある

L、

大 管 長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 す る兄 弟姉 妹 の皆 さん・ この よ っに 王の
教 会， 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会の

大会 を開催 す るに あ た り， 心 か らの 愛 と感謝

の気持 ち を皆 さんに お伝 え した い と思 う。 こ

れ は，神 が定 め た も うた世 界 大会 で あ る。

私 は， 全世 界 のすべ て の聖徒 ， 数 限 りな い

友 人， な らびに福 音 を求 め てお られ る方 々 に

私 の祝福 を送 り， 歓 迎 の言葉 を述 べ た い と思

う。 それ と同時 に， 全世 界 の心 の正 しい 人々

が私 たちの主 であ り救 い主 で あ るイエ ス ・キ

リス トを礼拝 す る場 に， 私 た ち と共 に加 わっ

て下 さ るよ うお招 きす る次 第 であ る。

前 回 ソル トレー ク ・シテ ィー の この テ ンプ

ル ス クェアで総 大 会が 開か れ てか ら， この6

カ 月間に， 主 の王 国は 著 しい 発展 と成長 を遂

げ た。神殿 の儀 式 を行 な うた めに， ブ ラジル

のサ ンパ ウ ロで南 ア メ リカ最初 の 美 しい神 殿

が献堂 され， さらにユ タ州 の ロー ガ ン神 殿が

主 のみ業 の ため に再 献 堂 され た。

そ して現在 ， さ らに5つ の 神殿 が建 設 中 で

あ り， ほか に も各 地 に神 殿 を建 て る計 画 が進

め られ てい る。 これ はす べ て，末 日の予 言者

たちが， やが て聖 な る神 殿が この地 だけ で な

く，世 界各地 に建 て られ， 主 のみ業 が確 立 さ

れ る と述べ た予 言 を成 就 す る もので あ る。

宣 教師 の数 も増加 の一途 をた ど り， 現 在，

約28，000人 の宣教 師 がい る。 ユ タ州 を初 め と

す る世 界各地 に は， 監督 が召 す な らば専任 宣

教 師 と して十 分 に その責任 を果 たせ る， ふ さ

わ し くかつ有 能 な兄 弟，姉 妹 が何 万 とい る。

しか も これ らの宣 教 師が 皆一 様 に若 い 男性 ，

女性 であ り， その数 は年 を追 って増 え て いる。

彼 らは ， それ ぞれ の伝 道 地 で2年 間 ，最 も価

値 あ る非利 己 的な奉 仕活 動 に就 き， 回復 され

た イエ ス ・キ リス トの福 音 の メ ッセ ー ジ を世

界 の 国々 に携 えて行 くの であ る。 その数 は驚

異 的 であ る。 しか し私 た ちは それ で満 足 して

はな らない。 宣教 師が もっ と必要 であ る。働

き手 は全世 界 で ます ます大勢 必要 とな っ て く

る であ ろ う。

新 しい伝 道 部が 設立 され ，教 会 は 自由世 界

の ほ とん ど全 域 を覆 うよ うに な った。 また現

在 私 た ちは， い わゆ る鉄 の カーテ ンや 竹 の カ

ー テ ンの背後 に住 む天 父 の子供 た ちに福 音 を

宣 べ伝 え る 日の来 るの を心 待 ち に して い る。

私 たち はそ の 日の ため に備 え をす る必 要 が あ

る。そ の準備 を急が なけ れば な らない。 そ の

日は，予 想 以上 に速や か に訪 れ る こ とだ ろ っ。

現 在教 会 で は， 毎年 約100の ス テー キ部 が

新 設 されて い る。 これ らの ステー キ部 はそ れ

ぞれ幾 つか の ワー ド部 や 支部 か ら成 り， 地 元

の 教会 員 に よって管理 され て いる宗務 上 の ユ

ニ ッ トで あ る。数週 間前 に， 私 た ちは1，000

番 目の ステー キ部 を教会 歴 史 ゆか りの地 ， イ

リノイ州 の ノー ヴーに 設立 した。

兄弟 姉妹 の 皆 さん，私 は この よ うな統計 に

は っ き りと見 られ る全世 界 の シオ ンの 進歩 と

発展 を非常 に うれ し く思 って い る。会 員数 は.
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400万 を 越 え， 多 くの 人 々が 続々 と教 会 に入

って い る。 また 神 殿 が建 設 さ れ， 方 々 の地

に 人々 の礼拝 す る集 会 所 が建 て られ， 青 少年

や 成人 の ため に充実 した教 育 と訓 練 の プロ グ

ラムが 実施 されて い る。

さらに教 会福 祉 プ ロ グラム の伸 展 と共 に，

貧 しい人 々 を助 け るため の監 督 の倉庫 や 生産

工場 も新 たに建 て られて い る。救 い主 は教会

の初期 の 時代 か ら，貧 しい 人々 に手.を差 し伸

べ るよ うに命 じ， その責 任 を私 た ちに課 せ ら

れた 。 そ して ， その責 任 を果 たす 方 法 まで も

示 して下 さ った 。 それ は， 困 って い る人々 に

働 く機 会 を与 え， 社 会復 帰 の必要 が あ る人 々

に指針 を与 え るこ とに よ って，個 人の 自立 を

促 す プ ロ グラム で あ る。ほ か に も数 多 くの 点

で，私 たちが 訪 れ る各地 の教 会 の著 しい発 展

を 目にす るζ：とが で きた。私 た ちは その こ と

を非常 に喜 ん でい る。

各神 権 定 員会 は着 実 に会 貝 を増や し，補 助

組織 も， 特 に教 会 の子供 た ちや 青 少年 ，女 性

た ちの 間で 多大 な貢 献 を して い る。

この よ うな発 展 が あ るな らば， 私 た ちは も

っ と喜 ん で よいは ず で ある。 しか し， 不幸 に

も私 た ちは まだ， 「シオ ンの 中で は万事 よろ し

い」 と宣 言す る ほ どに はな って い ない。 この

悪 の はび こ った世 の 中 にあ って， 私 た ち末 日

聖徒 ま で も強 力 な悪魔 の軍勢 の攻 撃 に さ らさ

れて い るこ とを， 私 た ちは よ く知 って い る。

しか も悪魔 の最大 の関心 事 は，私 た ちの家庭

と家族 を崩壊 させ る こ とで あ る。

私 た ちは これ まで教 会 貝 に呼 びか け， 繰 り

返 し，家 の 内外， 納 屋， 物 置 き，垣 根 ，仕事

場 を美 し くす る よ うに ， また私 た ちが 住 んで

い る地域 社 会 を魅 力的 で住 み よ い町 にす る よ

うに述べ て きた。 ま た，樹 木や か ん木 を植 え，

家庭 菜 園 を造 り，敷 地 を美 し く し， さ らに食

物 の必要 を満 たす よ うに と，呼 びか けて きた

が ， こ こで も う一 度皆 さん にそ の こ とをお勧
セ　　

め したい と思 う。 また皆 さんが この呼 びか け

に喜 んで応 えて下 さ り心 か ら感謝 して い る。

この こ と を実 践 して い る とい う便 りもた くさ

ん 寄せ られ て お り， 私 はそ の よ うな方 々 を誇

りに思 ってい る。

現状 に満 足 して はな らな い。継 続 して いた

だ きた い。 そ して， 家 の外観 を きれ いにす る

こ とに加 えて ，家 の内部 に もも っ と気 を配 る

よ うに皆 さん にお願 い したい。 それ も， ただ

部 屋 の 中や 家具 を きれ いで魅 力的 に してほ し

い とい うの では ない。 もちろ ん， その こ とも

大切 か もしれ な いが， 私が 申 し上 げた いのは，

家 族一 人一 人の清 さ と霊 性 ， また その家 庭 内

に ただ よ う家 族 の雰囲 気 に気 を配 る よ うに し

て ほ しい とい うこ とであ る。

教 会 は長年 ，絶 えず 子供 たちに 関心 を寄せ

て きた 。時 間 と精 力 と資材 を投 じて子供 た ち

の育 成 に あた って きた。 その こ とはだ れの 目

に も明 らか で あ る。 そ して今 後 も，私 た ちは

家族 を強め ，子供 たち に祝 福 を与 える方法 を

求 め続 け るだ ろ う。 この決意 は今 年 も， また

これか ら後 も持 ち続 け， さ らに強 め て行 くつ

も りであ る。

教会 は また， この よ うな有 益 な 目的 を正 し

い方法 で達 成す るため に， 大勢 の 人々が 関心

を示 して下 さる こ とを非常 に喜 ん でい る。 し

か し， 繰 り返 し申 し上 げ るが，私 たちが 自分

の子供 たち に与 え るこ との で き る最 大 の祝 福，

しか も全世 界の子 供 た ちに広め るこ とので き

る祝福 は，主 の方 法 に よって子 供 た ち を教 え，

訓 練 す る こ とか ら もた ら され るの で ある。

家庭 生 活， 家庭 に おけ る正 しい教 育， 両親

の指 導.，これ こそ世 界 を悩 ます 難病 か ら子 供

た ち を救 う特 効 薬で あ る。 それは ， 人々の霊

的， 情 緒的 な病 気 を癒 し， 問題 を解決 して く

れ る。 両親 は， 子供 た ちの教育 を.決して他 人

に委 ね て はな らな いの であ る。

しか し， 近年 この責任 を学校 や 教会 な どの

外部 の力， さ らに心 配 な こ とに は，種 々 の養

育施 設に転 嫁 しよ う とす る傾 向 が見 られ る。

確 か に， この よ うな外部 の 力 も重要 か も しれ

ない 。 しか し，母親 や 父親 の影 響力 に代 わ る

こ とは決 してで きな いの であ る。家 庭 を完全

に保 つ ため に， また主の 方 法 に よって子 供 た
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ちに祝福 を授け るため に， 常 日頃 か ら子供 た

ち を訓練 し，注 意 を払 い， よ く交 わ り，子 供

た ち を見守 る必 要が あ る。、

その こ とは教 義 と聖約 の中に はっ き りと述

べ られて い る。子供 を教 え るの は両 親 の責 任

で ある。 その他 はす べ て それ を補 う もの で し

か ない。 自分 の子供 た ちを正 し く教 えな い両

親は，責 め を負 うこ とに な る。

私 た ちは，家 庭 と家族 を堅 固 に して， 離婚

や家族 の崩 壊， 妻子 に対 す る虐 待や 残 忍 な行

為 ， いわ ゆ る家 庭 内暴 力か ら家 族 ・を守 る必要

が ある。 さ らに，老 若 を問わ ず家族 の貞 節 を

失わせ る不 道徳 や ポ ル ノ， 性 の解放 な ど と戦

って いか なけ れば な らな い。

この よ うな邪 悪 はす で に由 々 しい現 実 の問

題 として， 人 々の脅 威 とな って い る。新 聞や

雑 誌 の見 出 しに 目 を通 す だけ で， 私 た ち を取

り巻 く破壊 力 の大 きさ を知 って 身震 い を覚 え

るほ どで あ る。

私 の声 が警報 機 のベ ル の よ うに聞 こえ るか

も しれ ない。 それ は， 私 が これ まで その よ う

な警告 を受 け て きたか らであ る 。私 は この こ

とを非常 に心配 して い る。恐 ら く， 副管 長や

十二使 徒評 議 員会 をは じめ とす る他 の教 会幹

部の 方々 も同 じ意 見 であ る と思 う。

もし皆 さん が これか ら家 に 戻 って， 窓や 戸

を閉 め， しっか りと鍵 をかけ て この ような邪

悪 を閉め 出す こ とが で き るな らば，事 は 簡単

で あ る。

しか し， その よ うな防衛 手段 では， 私 が今

述べ て い るよ うな邪 悪 に抗 す るこ とは で きな

いの で ある。悪 の力 は ラ ジオや テ レ ビの 電波

に乗 って 家庭 に侵 入 して くる。 しか も， これ

らの軍勢 は，私 た ちが行 く先 々 に見受 け られ

る。 肉体 を露 出す るこ とが今 で は 当た り前 に

な って いる。 しか もそれ が学校 をは じめ ，公

園，劇 場，1会社 ， マ ーケ ッ ト， ど こ を見 て も

あふ れて い る。 日々 の生 活の 中 で これか ら逃

れ られ る所ば ほ とん どない よ うな状 態で あ る。

それ に対 して.私 た ちは どの よ うな助 け を

与 え，何 をす る必要 があ るだ ろ うか 。 まず家
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庭 の 中に悪 の 力が侵 入す る こ とに絶 えず 注意

を払 い，病 原菌 や細 菌 をで きるだ け撲 滅 して

しま っこ とで あ る。私 た ちは 自分 の心 か らそ

の よ うな邪 悪 を閉 め 出 し，世 の汚 れ を一 掃 し，

それ らが 人 を焼 き尽 くす大 きな炎 とな る前 の

種 火 の間 に消 して しま うこ とであ る。

この よ うな恐 るべ き悪 魔 の攻 撃 を 回避 し，

私 た ち を取 り囲 む破 壊 の 力 に 対 して堅 固な

防備 を 固め ， 家 庭 と家 族 を守 るた めに1ヰ，

この 家族 の計 画 を考 案 し， 組織 立 てて下 さ っ

た創造 主御 自身の助 け を得 る必 要が ある。確

実 な方 法 は ただ ひ とつ しか な い。す なわ ち，

主 イエ ス ・キ リス トの福 音 を受 け 入れ， しか

もその霊 感 され た深遠 な教 え に忠実 に従 うこ

とで あ る。私 た ちは， この よ うな邪 悪 の 力か

ら家族 を守 るには， 神 の戒 め に従 うしか ない

こ とをは っ き りと自覚 す る必要 が あ る。

結婚 ，特 に誉 れ あ る結 婚 は神 の定 め た もう

た制度 であ る。神 は， 家庭 が社 会 の基 本単 位

であ る よ うに 定め られ た。 しか し， 私 た ちが

気 を付 け なけ れば な らな いの は，現 代 の教 育，

文 化 が神 の定 め られ た計画 か ら逸脱 しつつ あ

る こ とであ る。

主 は この霊 感 され た計画 をこ う宣 言 してお

られ る。

「見 よ
， これわ が業 に して わが栄 光， す な

わ ち人に不 死不 滅 と永遠 の生命 と をもた らす

な り。」(モ ー セ1：39>

またヘ ブル 人へ の手紙 には こ う記 され て い

る。 「すべ て の人 は，結婚 を重 んずべ きである。

また寝 床 を汚 して は な らない 。神 は，不 品行

な者や 姦 淫す る者 をさばか れ る。」(ヘ ブ ル13

：4)

この よ うに して， 「昨 日も今 日も，いつ まで

も同 じに 」(モ ル モ ン9：9)ま し ます主 は，

この神 聖 な計 画 に従 い， 子供 を も うけ， 育 て

る よ うに ， いつの 時代 に も人 々に求 め て こ ら

れた の であ る。

この福 音の神 権 時代 の初期 に与 え られ た次

の聖 句 も， 時 の初 め に教 え られた基 本 的 な教

え を繰 り返す もの で あ り， そ の教 えは今 後 も



時 の終 わ りに至 る まで存続 す るこ とだ ろ う。

「また， シオ ン または組 織せ られ た る シオ

ンの ステー キ部 内に て子供 を有す る両 親 あ ら

ば ， その子 供 八才 の時 ，悔 改 め， 生 け る神 の

子 キ リス トの信 仰 ，バ プテ スマ と按 手 に よる

聖 霊 の賜 な どの教 義 を教 えて理解 せ しめ ざれ

ば ， 罪 その両 親 の頭 に留 るべ し。」(教 義 と聖

糸勺68・：25)

私 は8歳 とい う年齢 をも う一 度強 調 して お

きたい。私 たち は， 彼 らが青 少年 にな る時代

や ， 彼 らが 自分 で神 の律 法 を教 え られ るよ う

に なる まで待 つ必 要 は な い。彼 らは8歳 の 時

に， あ るい は8歳 にな るまでに ，バ プ テ スマ1

と確 認 の儀 式 に つ いて すべ て を理解 す る必要

が あ るので あ る。

この命 令 は シオ ンに 住む 者 た ちに与 え られ

た律 法 であ る。 単 な る希 望 や提 案 で はな い。

今 日， シオ ンの ス テー キ部 は世 界 各地 の 民の

間 に ます ます広 が っ てい る。 したが って， そ

の責 任 もまた， か つ てな いほ どに大.きくな っ

て い る。

主 は， シ オン に住む 両親 たち に，繰 り返 し

こ う勧 告 して お られ る。

「ま た両 親 は その子 供 た ちに祈 るこ と と
，

主 の前 に正 し く歩む こ ととを教 え ざ るべ か ら

ず 。」(教 義 と聖 約68：28)

この戒 め はた だ単 に祈 りの こ とだ け を述べ

て いるの で はな い。教 会 の すべ ての 教義 ， ま

た生 活 自体 を表 わす 言葉 で あ る。

子供 を教 え る よ うに とい う命令 は，子 供 を

も うけ る よ うに とい う命令 とま った く同等 の

力 を持 ゲ こい る。神 は エデ ンの 園 で こ う命 じ

られ た 。「生 め よ，ふ え よ，地 に満 ち よ，地 を

従 わせ よ。」(創 世1：28)

この練 聖 な結 婚生 活宏 腐 敗 さ世 ゆ、一破壊 す る

要因ゑ灘比己主義エ 煮 る.。一測 轟 主 義 は個 人 の生

活だ け で な鳥.一す 諜ヱ の 善 ゑ破 壊 す る。 結婚

した夫 婦が 健康 であ るに もか か わ らず，子 供

鋤 志 烈 ζ↓ 煮戯 の は，、極 め て身 騰 手 な

嵐 あ姦.1量 親a金 葱危」幽 圭』控 重大

な理 由 が な い限 り，堕 胎 をす るこ とは殺 人 に

雌 毅 あ.る。

これ まで も機 会 あ る ご とに しば しば述べ て

きた よ うに， 天 父の子 供 た ちの 中 に，姦 淫，

私 通， 同性 愛 ，堕 胎， アル コー ル 中毒 ，不 正

直， そ の他 諸 々 の犯 罪 を含 む恐 るべ き罪が蔓

延 しつつ あ る こ とを， 天 父は確 か に嘆 いて お

られ る。 この よ うな 罪は間 違 い な く， 家族 と

家庭 の崩 壊 を招 くもの であ る。

愛 す る若 人の皆 さんに， 結婚 生 活に伴 う責

任 につ いて もう少 し述 べ てお きたい と思 う。

生涯 の伴 侶 を選択 した な らば， 適切 な時 に，

若 人は聖 な る神 殿 で結婚 し， 家族 を持 つ よ う

にす べ きであ る。教育 を終 え，有 益 で誉れ あ

る， しか も価 値 あ る仕 事 に就 き， また 自分 自

身 を家 族 と福音 と教 会 に捧 げ るよ うに しなけ

れ ば な らない 。

永遠 の結婚 につ いて私 た ちが語 って いる こ

とは私 の独 断 的 な考 えでは な い し，今 日の教

会 の指 導者 の考 えで もな い。 これは神 の言 葉
りょうが

であ り，他 の いか な る人々 の考 え を も凌駕 す

る もので あ る。

世 の退廃 した地域 では結婚 に反対 す る人々

が 増大 し， また結婚 して も子供 を もうけ よ う

としな い夫婦 も急激 に増 えて い る。 そ して次

の過程 として， 「なぜ 結婚す るんだろう」と彼

らは 疑問 を持 つ 。 さ らに 「反結 婚革 命」 なる

もの が 人々 に もてはや され る よ うに なる。子

供 は 重荷 だ， か すが いだ， 責任 だ といっ た論

議 が 展開 され る。 そ して， 多 くの 人 は教 育 を

受 け， 制 約や 責 任 のな い 生 活 を送 るこ とこ

そ よ い生 活 で あ る と信 じて い る。不 幸 に も一

部 の末 日聖徒 は， この よ うな暗 愚で退 廃的 な

考 え に染 ま りつ つ あ る。

結 婚 は神 が定 め た も うた制 度 で ある。結婚

は 欠 くこ との で きな い， 喜 ば しい制度 で あ る。

それ は不 変 の真 理 で あ り， た とえ挫 折す る結

婚 生 活が どん な に多 くて も，結婚 の正 当性 を

変 える こ とは で きな い。

私 た ちが永 遠 の結婚 を し，無 上 の幸福 を破

壊 す る ものか ら家族 を守 ろ う とす る時， 主 は

決 して私 た ち を孤 独の まま放 置 なさ らな いこ
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とを覚 えてお い てい た.だきたい 。

主 は私 た ちが銀 難や 苦 難に遭 わな い よ うに

しよ う とは約 束 して下 さ って い ない 。む しろ，

私 た ちに祈 りとい う交 通 の手段 を与 え，私 た

ちが謙 遜 に神 の助 け と導 きを求 め られ る よ う

に して下 さって い る。つ ま り，私 た ちが祈 り

の家 を築 け る よう に して下 さ ってい るの で あ

る。以前 に も申 し上 げ た よ うに， 静 け さの 中

で神 のみ 声 を聞 くこ との で き るよ うな 人生の

深 みに到 達 した 人は， 苦 難の 嵐 の 中に あ って

も落 ち着 いて 前進 で きる安 定 した 力 を持 って

いる。 その こ とを，ハ ロル ド ・B・ リー 大管

長 は次 のように述 べている。 「照明 の光 を受 け

た神 殿 はひ どい嵐や 濃 い霧 の 中ほ ど際立 って

美 し く見 える。 それ とま った く伺 じよ うに，

イエ ス ・キ リス トの福 音 も， 心 の悩 みや 個 人

的 な悲 しみ ，苦 しみが 深 い時 ほ ど一 層 輝 きを

増す もので あ る。」(Co卿 解η66Rのo"「 大

会報 告」1965年4月 ，p.16)

今 日ほ ど， 私 た ち を神 と深 く結 び つけ ， 親

しい交 流の 道 を開 いて くれ る祈 りを必要 とし

て い る時 は な レ㌔ いか な る人 も， 生 活 に追 わ

れ忙 しいか ら と言 って， 祈 りや熟 考 をす る 時

間が ない とい うこ とは な いはず で あ る。 祈 り

は霊 的な力 を得 る ため のパ ス ポー トの よ うな

もの であ る。

世 界の歴 史の 中 で今 日ほ ど， 主 の健全 か つ

神聖 な教 えを よ く理 解 し，私 たち の生活 や 隣

人 との交 わ りの 中 に生 か して い くこ とが必要

とされ て いる時 は な い と，私 は感 じて い る。

今 ，私 の声 に耳 を傾 け てい る皆 さんに， 「主 を

失望 させ ては な らな い」 と申.し上 げ たい。福

音 の 原則は試 行 段階 の もの で はな い。現 実 に

私 た ちが守 っ ていか なけれ ば な らな い原則 で

あ る。古 代や 近代 の 予言 者 を通 して明 らか に

され て きたイエ ス ・キ リス トの 教 えは， いつ

の時代 に も一 貫 した不変 の 原則 で あ る。

人類 の歴 史 は， これ らの教 えが真 実 で あ る

こ とをは っ き りと告 げ て いる。 人類 が正 義 と

邪 悪 の間 を往 来 す る時 に文 明 は.栄枯 盛衰 を繰

り返 して いる。 この こ とは， 人 々が 救 い主 の
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神 聖 な教 えに耳 を傾 け る必要 のあ る こ とを物

語 って い る。私 た ち は個 人 と して， また教 会

として， なお 一層 自己の備 え を して， 無神 論

や 不信 心 のは び こ る世 か ら福 音 の真 理 を守 る

よ うに しなけ れば な らな い。私 た ち は，理 屈

ですべ て の答 えを割 り出 そ う とす る いわ ゆ る

イ ンテ リに反対 す る もの であ る。 ま た私 たち

は，権 力 と世 の富 に おぼれ ，善 悪 の感覚 が 麻

痺 して し まって い る人々 と断 固戦 って ゆか な

けれ ば な らな い。

キ リス トの まこ との教 会 の会 員 で あ る私 た

ち は，今 こそ しっか りと立 って，文 字 通 り神

の子供 であ る人類 の権 利 と威厳 を守 る こ とが

必要 で あ る。私 た ちは信仰 と 日常生 活 を切 り

離 して考 える こ とは で きない 。正義 こそ， 私

た ちの生 活や 家庭 を貫 く原則 とな らなけ れば

な らな いの であ る。

私 た ちは キ リス トへ の 愛 を育 み ，神 の 王国

の建 設 の ために完 全 な忠誠 と奉 仕 を捧 げ なけ

れ ばな らない。 これ は私 た ちに不可 欠で あ る。

善 良 な ク リスチ ャ ンであ るた めに は， 自分 が

住 む 国 の良 い公 民で あ るこ とが必要 であ る。

隣 人 との交 わ りの 中で常 に人 々か ら尊 敬 され ，

愛 され る人 とな ら なけれ ばな らない 。心 か ら

主 を礼拝 し， 主 の戒 め をすべ て守 る必要 が あ

る。.また， 自己の資質 を伸 ば し，世 の人 々が

正 義 と神 の純 粋 な愛 に立 ち返 るよ うに感 化 を

与 え る必 要が ある。

願 わ くは， 主 の祝福 が皆 さんの 家庭 と家族

の上 に あ って， なお一 層神 に近 づ き， 神 の戒

め を守 る こ とが で きる よ うに ， イエ ス ・キ リ
ノ

ス トの み 名 に よ りへ り くだ り祈 る も の で あ る 。

ア ー メ ン 。



「だ って， お父ざんが教 えて くれたんだもの」

私たちが神のみ手に委ねようとする時，主はその問題を解決できるよう手助

けをしたいと待っておられるのである

七十人第一 定員会会長

ボー ル ・H・ ダ ン

世 界 中の数 百万 の 人 々カ㍉ キ ンボー ル大管
長 を主 の予 言者 として支持 し， 「感謝 を神

に ささ げん， 予 言者 の導 き」(讃 美歌170番)

と歌 う。 長 い歴 史 を通 じて， これ まで予 言者

は私 た ちの ため に数 多 くの こと をな して きた。

そ して スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大管 長 も

また実 にそ の予 言者 の ひ とりであ る こ とを私

は証 したい 。

長 い 間私 は 人々 を観 察 して きた 。私 は 人 を

観察 す るの が好 きで あ り， 多 くの 人 々に興 味

を抱 い て きた。.皆それ ぞれ の顔 に教 訓 を秘 め

て い る。に こに こ顔 ， しか め っ面 ，怒 った顔 ，

穏や か な顔 ，不愉 快 そ うな顔， 満 足 した顔 。

丸顔 ，角 顔 ，卵 形 の顔 ， え くぼの あ る顔， 美

しい顔， 不 器 量な 顔， 目立 つ 顔， 平 凡 な顔 ，，

年寄 の 顔， 若 々 しい顔 な どいろ い ろあ る。

誕生 日を迎 え た少年 の顔 ，婚 約 したば か り

の 若 い男女 の顔 ， 初め て子 供 を抱 く夫婦 の顔 ，

息 子や 娘 の卒 業式 に 出席 した誇 らしげ な両親

の顔， 金婚 式 を迎 えた夫 婦 の顔， これ ほ ど生

き生 き とした顔が ほ か にあ るだ ろ うか 。

またお か しな顔 もあ る。 風船 ガ ムが破 裂 し

て，顔 一 面 にガ ムが くっつ い た6歳 の 坊や の

顔 ，一 晩 にふ たつ のデー トの約束 を して 困 っ

てい る少女 の顔 ，何 も知 らずに さや のつ いた

豆 をその ま ま煮 る花嫁 の顔， 子供 の名 前 を呼

ん で捜 し回 る親の顔 ， そ して歯 が抜 けて しま

った お じい さんの顔 。

しか し， 人々の心 を動 か さず には おか ない

顔 もあ る。転校 して きたば か りで友達 もいな

くて さ び しそ うな中学 生の顔 ，初 め ての 子供

を亡 くした夫 婦 の顔， 親の い う こ とを聞 か な

い子供 に手 を焼 いて い る両 親 の顔，訪 れ る人

の いな い老 人の顔 ，熱 心 に神 に祈 って いる子

供 の顔 。

顔， これ ほ ど多 くの こ とを語 って くれ るも

の はな い。 そ こには物 語が あ る。 こ こで顔 に

つ いて， 私 の ささやか な経 験 をお話 したい と

思 う。

あ る 日，私 は子 供 た ち との対 話 を放 送す る

ラジオ 番組 の録音 を して いた 。 ス タジオに は，

5，6人 の子供 たちが よそ行 きの新 しい服 を着

て集 まって い た。私 は ひ と りずつ 対話 を始 め

るこ とに した。聴 衆 に受 け る よ っに子供 たち

とのや り と りの 中 にお もしろ さを出 して いか

なけれ ば な らない 。最 初 の相 手 は，5歳 の 女 ，

の 子 だ った。彼 女 をひ ざの上 に のせ て こ り言

った。

「どう
， 教会 は 好 きですか 。」

「ううん。」

「どう して
。」

「つ まん ない もの
。」

私 は その子 をお ろ して 言った。「次 の 入，ど

つぞ。」

これ以 上家庭 の こ とを詮 索す るのは良 くな

い と思 ったか らであ る。 それか ら2，3人 の子

供 た ち と話 をした後， 最後 に ドア を あけ て入

って きたの は よち よち歩 きの女 の子 であ った。
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きちんとアイロンのかか った洋服 を着 た そ の子

は本 当にか わ いか った 。 その子 が ス タジ オに

来 るまでに母 親 は その仕 度 で どん なに忙 しか

ったか はお察 しい ただ け る と思 う。 な ん とい

う汚れ を知 らない顔 を して い るの だ ろ う。私

はその子 を抱 き上げて尋ね た。 「名 前 は何 です

か 。」

「コ リー」

「い くつ ですか
。」

「3つ 」 と指 を 出 してみせ た
。

ほか の子供 た ちに い ろい ろな質 問 を した の

で， も う尋ね るこ とが なか った。 そこ で私 は

言 った。

「何か 歌 を知 って い ますか
。」

「うん 。」

「じゃあ
，何 か 歌 って くれ ます か 。」

「うん
。」

す ぐにその子 は ，初 等協 会 の歌 を何 曲 か歌

って くれ た。 そ して最 後 に 「わ たしは神 の子 」

歌 って くれた の であ る。皆 さんは どの よ うに

思 われ るか知 らないが ，私 は何 と も言 えな い

愛 を感 じた。 ガ ラス の向 こ うでは， 放 送 技術

者 たちが 涙 を抑 さえ てい た。

「コ リー
，神 様 を知 っ てい る よ うに歌 うん

だね 。」

「うん
。」

「まだ3歳 で し ょう
。 それ なの に ど う して

神 様 を知 って い るの。J

その子 は私 を じっ と見 て言 った 。 その答 え

を私 は一生忘 れ な い であ ろ う。

「だ って
， お 父 さんが 教 えて くれ たんだ も

の。」

「家庭 にお け る父 親 の影響 の なん と大 きな

こ とか 」 と私 は思 った 。

「それ じゃ
， イエ ス様 は知 って るか い。」

「うん
。」

「イエ ス様 って だれ の こ と
。」

「私 た ちの一 番上 の お兄 さん
。」

「イエ ス様 が 好 きか い
。」

「うん
。」

「どう して
。」
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「だ って
， イエ ス様 は みん なの ため に よ い

こ とを して くれ たん で し ょ。」

「イエス様 は何 を して下 さっ たの
。」

コ リー は す ぐ に 答 え た。 「死 ん で くれ た

の 。」

「なぜ 死 んで下 さった のか な
。」

す る とコ リー は，「お じさん，そんな こ とも

知 らな いの」 と言 わん ばか りに答 えた 。

「私 たちが も う一 度生 き られ るよ うに で し

ょ う。」

何 と驚 くべ きこ とで あ ろ うか 。

33歳 や53歳 の大 人に理 解 で きな い よ うな こ

とをわず か3歳 の子 供 が知 っ 七い る。 ま さに

驚 異 で ある。 その子 は， 父 な る神 が この世 に

お い て も私 た ち をお，忘れに な って いな い こ と

を話 して くれ た。天 父 は，宇 宙 の は るか か な

たに隠 れ て， さも 自分 には 関係 な いか の よ う

に 人間 の行 な い を見て お られ るの では な い。

し.かし， 大勢 の 人々 は その よ うに 考 えて い

.る。大 勢 の人 々に は，神 が宇 宙 を創 造 し，何

十億 とい う人 を地球 に住 ませ ， しか もその一

人一 人に起 こる事 柄 を詳 細 にわ た って心 をか

け てお られ る とい うこ とが信 じられ な いの で

あ る。 彼 らは また， 自分 た ちが それ ほ ど大切

な もの だ と信 じられ な いので ， 自分 を万 物の

創造 主 に託す こ ともで きな いの であ る。

私 は神 が生 きてお られ， 私 た ち を心 に かけ ，

一 人一 人 を個 人名 で知 ってお られ るこ と をはr

っ き りと申 し上 げ る。 多 くの 人々 は， 子供 か

ら 大 人へ と成 長す る過程 で，子 供 の時 の純 粋

な信仰 を どこかへ 置 いて きて しま う。一 体 だ

れが1あ の 目の輝 きを取 り去 って しまっ たの

だ ろ う。 そ して なぜ ほ とん どの人 は曇 っ た 目

で しか世 の 中や 自分 の立 場 を見 な くなっ たの

だ ろ うか 。 自分 に は耐 え られ ない と思 われ る

不 満 がつ の るこ とが あるか もしれ な い。 また，

さ さいな こ とに心 を奪 われ て しま って い るか

らか も しれな い。

あ る人が この よ うに言 ってい た。 「時折 ，素

晴 らしい話 を聴 き， 精神 を鼓 舞す る書物 を読

ん で， 気持 ち を奮 い立 たせ る よ うに して い ま



す。 そ うす る と，私 の心 の中 の眠 れ る獅 子 が

目を覚 ます よ うに感 じられ ます 。

しか し，仕 事 に行 く途 中に車 が パ ン ク した

り， 予期 しな い高額 の請 求 書が 送 られ て きた

り， 子供 たちが 長電 話 を した り，会 社 で だれ

かが 昇進 した りす る よ うな こ とが あ る と， そ

れ まで の良 い気 持 ちは い っぺ んに 吹 き飛 んで

しまい ます 。」

私 た ちは皆 ， 人種 や 国籍， 地 位， 富 に関係

な く同 じよ うに生活 し， 生 きてい る。皆 ，.毎

日を生 き抜 くたあ に精一 杯努 力 して いる 。不

満や 圧 力が わず か な こ と もあ る。 しか し逆 に，

す る こ とが 多 い割 には 人 に認め られ てい ない

と感 じた りして ， どう して も俗世 の事柄 に心

が奪 わ れて しま うこ と もあ る。いつ もこの よう

に悩 まされ て い るわけ で はな いが， これが毎

日重 な る とまさに老 朽化 した モー ター の よ う

に な って しま う。先 日， 近 所 の家 の皿 洗 い機

につ まよ う じが つ ま って修理 代 が50ド ルか か

っ た とい う話 を聞 い たが， まさに その よ うな

状態 に な って しま う。

本 当 の悲劇 や 試練 に立 ち向か わ なけ れ ばな

らな い時が あ る。 人生 の光 と も言 え る愛 す る

人 を亡 く した 人 もいれ ば，病 にむ しば まれて

い る人 もいる。 私 の話 に耳 を傾 け て お られ る

皆 さん の 中に は，生 活 が苦 し く， 十分 な 食物

を買 えな い人が い るか も しれ な い。ベ トナ ム

戦争 で捕 虜 に な った青年 が 脚気 か ら くる痛 み

で 眠れ な い夜 が1カ 月 も続 い た とい う話 を以

前 に読 んだ こ とが あ る。彼 の心 が休 まる のは

痛み が ひ ど くな り， 耐 え られ な くな って気 を

失 っ た時だ け だ った とい う。 もしあ なたが そ

の よ うな状 態 にな っ た ら どうす るだ ろ うか 。

時 折， 私 た ちの心 にあ る疑 問が生 じるこ と

が あ る。私 は もっ と強 くな れなか っ たの だ ろ

うか 。.もっ と何 とか で きたは ず では ないか 。

気づ か ず に幸福 に な るチ ャ ンス を逃 が したの

で は な.いだ ろ うか 。 この ような疑 問 に ど う対

処 した らよい だ ろ うか 。

御 存 じの よ うに， す で に大 勢の 人 々が この

答 え を見 いだ し， 永遠 の メッセー ジ として人

類 にそ れ を伝 え よ うと して きた。 その メ ッセ

ー ジ とは
，神 が実 際 に生 きて お られ， イエ ス

が キ リス トで あ り，神 は 末 日に御 自身 を現 わ

し， 予 言者 を通 して今 も人々 に語 りか けて お

られ る とい うこ とであ る。.私た ちは今朝 ， そ

の 予 言 者 の 話 を聴 いた 。私 たち は近代 の予

言 者 を通 して， 真 理 と神 の 原 則 を知 る こ と

が で きる。私 た ちが 生 活 を正 し く営 め るよう

に助 け， 人生 を意義 付 け，指 示 を与 え る原則

で ある。 これ らの 原則 に従 って生 活 す る時，

私 たちは何 ものに も打 ち負か され ないで あろ

う。

人の心 を射 し貫 く神 の鋭 い眼の 前に あ って

は， だ れ も 自分 の本心 を覆 い隠す こ とはで き

な い。皆 さんが だれ で あろ う と， どの よ うな

人 で あろ う と， も し望 む な らば，神 は その ま

ま を受 け 入れ て下 さる であ ろ う。

ウ ェ リン トン公 爵 は， ワー テル ロー の戦 い

で イ ギ リスが勝 利 を収 め たの は イギ リス軍の

兵士 が フ ラ ンス軍 の兵士 よ りも勇敢 であ った

か らで は ない と語 って い る。 イ ギ リス軍の兵

士 の方 が5分 間だけ 長 く勇敢 で あっ たか らに

過 ぎない ので あ る。

私 たち個 人 の問題 につ いて も同 じこ とが言

える。 すべ てが挫 折 へ と傾 いて い る時， その

時 こ そ も う5分 間 勇気 を持 ち続け るこ と， も

う少 し熱心 に努 力 してみ るこ と， そ して決 し

て あ き らめ な い こ とが大切 であ る。

全身 が麻 痺 して いた ひ と りの青年 が い た。

手 足は 全 く動 か ず， 死 んだ も同然 で あっ た。

動 き回 るため には， 特別 製の 車に横 にな り，

あ ごでそ れ を操 縦す る しか ない状 態 であ った。

しか し，素 晴 らしい こ とに， 彼 は決 して希望

を失 わなか った。 この若 者 は動 か な い足 に時

折赤 い靴下 をはい てい た。 それは あ たか も，

ハ ンデ ィキ ャ ップ に対す る彼 の挑 戦 の しる し

で あ り， その しる しは あたか も車 椅子 に乗 っ

た彼 を見 る人 々に 向か って こ う叫 ん でい る よ

うで あ る。「見 て† さい。僕 は決 してあ きらめ

ませ ん か ら。」

数 年 前 に父 は私 にひ とつ の言葉 を教 え て く
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れた。 「自分 で何度 もや ってみて失 敗す るの な

ら構 わ ない。 しか し， 一度 失 敗 したか らとい

って，二 度 と努 力 し よ うとし な いの は大 きな

問題だ 。」皆 さん は ど うだ ろ うか 。私 の知 って

いる人 の中 に笑顔 の よいこ とで評 判 の女性 が

いた。彼 女 はほ とん どいつ も笑顔 を絶 や した

こ とが ない。 私 は彼女 に， 日々 の生 活の 中 で

い らい らす る こ ともあ るはず な の に， ど う し

ていつ もそ の よ うに 明 る く振 る舞 え るのか尋

ねた こ とが あ る。彼女 は次 の よ うに 話 して く

れた。 「子 供 の時， 大切 な手紙 を届 け よ うと，

有 刺鉄 線の 向 こ う側 に立 っ てい た父 の ところ

にかけ て行 きま した。 ところが， 早 く父の と

ころに行 こ うと思 って気 ばか りせ いた もの で

す か ら， 石 につ まず き， 有 刺 鉄 線 の方 に倒

れて し まい ました。 そ して額 か ら頬 にか け て

顔 を大 き く切 って し まった のです 。 そ して，

一 生消 え ない傷跡 が 残 って しまい ま した
。 そ

のため に， いつ も不機 嫌 で しか め っっ らを し

てい る ように見 られ ま した 。そ こ で， 人々 に

いつ もむず か しい顔 ばか りをして い る と思 わ

れな い よっに し よっ と， 笑顔 をつ くるこ とに

したの です 。」

どん なに苦 し くて も，私 た ちは あ き らめ て

は な らな い。 私 た ち は怖 れ を抱 く者 であ っ

て も， 逆 に 人 を打 ち 負 か す もの であ って も

な らない。心 の奥 深 くで， 「私 た ちは もっと崇

高な ものに 帰属 してい るは ずだ」 と呼ぶ 声 が

す る。 そ して その崇 高 な ものが 永遠 の家 族 で

あ る。

この 地上 にお け る私 た ちの問題 は取 るに 足

らな い問題 であ1)， 主 とは 関係 の ない こ とで

あ る と思 っては な らな い。天 文学 の進 歩に.関

心 の あ る人な らば，最 近科 学 界 で大 きな論争

があ った こ とを覚 えて い る と思 う。 この銀 河

系は天 の川 の10倍 もあ り， そ こに は数 十 億 に

のぼ る，誕 生 した ばか りの熱 い 星が散 在 して

い る とい われて い る。主 が それ らのすべ て を

創 造 し， ま さに 驚 異的 な広 さの宇 宙 の偶 々 ま

で知 り尽 くして お られ る こ とを考 え る と，主

が私 た ち人間の ささい な苦 しみ とか 問題 に ま
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で関心 を示 して下 さって い る とは信 じられ な

いか もしれ ない。

しか し， この地 上 におけ るキ リス トの生 涯

の記録 が示 す通 り， キ リス トは， 地上 の 人々

の必要 を満 た し， 怖れ を取 り除 くこ とに心 を

砕 い て下 さった。 マ リヤ とマ ル タの兄 弟 で あ

る ラザ ロが死 ん だ時 の こ とを覚 えて い るだ ろ

うか 。マ リヤ とマ ル タは， 悲 しみ を打 ち明け，

慰 め を得 るため にキ リス トの も とへ 走 り寄 り，

そ して言 った。 「主 よ， も しあ な たが ここに

いて下 さ ったな ら， わた し.の兄 弟 は死 な なか

っ たで しょ う。」(ヨ ハ ネ11：21，32)と こ ろ

で， 万物 に は復 活 が あ り， ラザ ロ も生 き返 る

とい うこ とを， イエ ス ・キ リス ト以上 に知 っ

て い る者 が ほか にい ただ ろ うか 。 しか しキ リ

ス トは，ふ た りに向 かって ， 「元気 を 出 しな さ

い。 またす ぐに兄 弟 に会 え るだ ろ う」 と慰 め

の言 葉 をか けて はお られない 。聖典 に は， 「イ

エ スは涙 を流 された」(ヨ ハ ネ11：35)と 記 さ

れて い る。 イエ スは この姉 妹 の心 痛 に同情 し，

涙 を流 され たの であ る.。それか ら墓 に急 い で

行 き， ラザ ロ をよみが え らせ た もうたの で あ

る。

また， キ リス トが群 衆 に教 え を宣べ 伝 え，

奇 跡 に よ って，魚 とパ ンで彼 らの 空腹 を満 た

され た こ とを思 い出 して い ただ きた い。 その

時， 主 は地 を震 わせ た り， 特 に高 尚 な こ とを

され た わけ では ない。 人々が 空腹 で飢 えて い

るの を見 て神 の 力 を使 って， その 必要 を満 た

され た ので あ る。

私 た ちの煩 いや 苦難 は永 遠 の計 画か ら見れ

ば針 の 穴の よ うに小 さい こ とか も知 れ な い。

しか し， 私 たち は そ うは 思 わな い。 主 もそ

の よ うに 考 えて お られ な い と思 う。 明 日に

.なれ ば問 題 は解 決 され る。 明 日に なれ ば生 活

も良 くな るだろ うとい った考 えな どはや め て

もらい たい。皆 さんが 主の み手 に委 ね よ うと

す る時，主 は皆 さんが その 問題 を今 す ぐに も

解 決 で き るよ う手助 け をした い と待 ってお ら

れ るの であ る。問 題の 大小 に関係 な く， あな

たの成 長 を妨 げ，夢 を打 ち砕 くよ うな 問題 に



つ いて具 体 的 に主 に祈 って いた だ きた い。 門

をた た き， 求め な さい。 そ うすれ ば 必ず祈 り

に 答 えて 下 さるはず で あ る。 皆 さん は神 の子

供 で あ る。 したが って， 私は そ の こ とをお約

束 す る。神 は私 た ちに必要 な慰め と.助言 を与

え，私 た ちが 信仰 と希 望 を持 って胸 をは り，

雄 々 し く生 きて ゆけ る よ うに勇気 を与 えて下

さ るの であ る。

明 るい 目 を した3歳 の女 の子 の 言 っこ とに

間違 い はな か った 。私 た ちが今 日の世 を立 派

に生 きて行 け るの は なぜ だ ろ うか 。問題 を解

決 して行 く力 が あ るの は なぜ だ ろ うか 。そ れ

は コ リー の言 う通 り， 「お 父さんが教 えて くれ

.た」か らで あ る。 この こ とをイエ ス ・キ リス

トの聖 な るみ 名 に よ り証 申 し上 げ る。 アー メ

ン。

七 十 人第 一 定 員 会 会 長 の ニ ール ・A・ マ ック ス ウ ェル， マ リオ ン ・D・ ハ ン クス， ポ

ー ル ・H・ ダ ン，W・ グ ラ ン ト ・バ ンガ ー タ ー の各 長 老(左 よ り)
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家庭は教育の場である

悔 い 改め ，キ リス トを信 しる信 仰， バ プテ スマ ，聖 霊の 賜， 祈 り，安 息 日の

遵 守， 忠 実 に働 く こ とが ， 家庭 教育 の基 本概 念 であ る

七十人第一定員会会員

G・ ホー マー ・ダラ ム

主 の導 きを いた だい て・私 は今・ キ ンボー
ル大 管長 が き ょうお話 しにな っ た， 福 音

を中心 とした家庭 に求め られ る基本 的 な教 育

につ いてお話 した い と思 う。

家 庭 に問題 が あれ ば世 の 中は 混乱 す る。 キ

ンボール大管長が述べ られた よ うに， 末 日聖徒

イエ ス ・キ リス ト教会の第一 の 目的 は，家 庭 を

強め るこ とであ る。 家庭 と家族 は， 最 も：重要

かつ影 響 力 の大 きい宗 教 上， 教育 上 の組 織 で

ある。大 学や 学校 ， また そこで働 く教師 も大

切 であ る。 しか し， もっ と大切 な のは， その

よ うな専 門 の教 師 を送 り出す 家庭 であ る。 学

校の 友達 も大 きな影響 力 を持 って い る。 しか

し， さ らに大 きな影響 力 を持 って い るのは，

それ らの 友達 を送 り出す 家庭 で あ る。 回復 さ

れ た教 会 で は， 家族 は永遠 に続 くもの であ る

と宣 言 され てい る。福 音 中心 の家 庭 生活 は，

私 たちが その よ うな 目標 を達 成 で き るよ うに

助け て くれ る。

子供 が生 後2年 間 に受 け る教 育 ほ ど重要 な

もの はな い。 この重 要 な期 間 に 身につ け る仕

草， 言葉， 話 し方， 表 現方 法， 彼 らが見 よ う

見 まねで覚 えた敬慶 さ，親切 ， あ るいは 残忍

な心 な どはすべ て将 来 に影響 を及ぼ す。 家庭

では プ ラ ズマ物 理学 の教 育 は行 な われ な い。

その よ うな こ とは大 学 に任 せ て おけ ば よ い。

しか し， 人間 が神 の子供 で あ ること を 自覚 す

る よ うに教 える第一 の場 は， 家庭 でなけ れ ば

な らない 。讃美 歌の 中 に， 「祈 りは子 どもも言

い得 る言葉 」(讃 美歌176番)と い う歌 詞 が あ

る。 その よ うな教 え を受 け た子供 こそ， 大 き

くな って箴 言 の中 に述べ られ て い る祝 福 を刈

り取 る こ とが で きるの であ る。

「ロ と舌 とを守 る者は その魂 を守 って
，悩

み に あわせ な い。」(箴 言21：23)'

モル モ ン経 の冒頭 に述べ られ た言葉 ほ どチ

ャ レンジ に満 ち， しか も私 た ちに 多 くの こ と

を教 えて いる聖 句は な い。

「私 す なわ ちニー フ ァイは善 い父母 か ら生

れ たの で， 父の知 ってい たすべ ての学 問 の 中

か らい くらか の教 え を受 けた 。… …

… … それ はユ ダヤ 人の学 問 とエ ジプ ト人の

言葉 か ら成 って い る。」(1ニ ー フ ァイ1：1

-2)

「父 の知 って いたすべ ての学 問 の 中か らい

くらかの 教 え を受 け た。」私 たちの子 供 は この

よ うな記 録 を残す こ とが で きるだ ろ うか。 ユ

ダヤ 人の 学問 で は， その子 供 た ちの心 に， 申

命記 に記 され て い る予 言者 モー セ の教 え を刻

む こ とが要 求 されて いた。

「あ なたは心 をつ くし
， 精神 をつ くし， 力

をつ くして， あ なたの神 ， 主 を愛 さ なけれ ば

な らな い。

き ょう， わ た しが あなた に命 じる これ らの

言葉 をあ なた の心 に留め ，努 め て これ をあ な

たの子 らに教 え， あな たが家 に座 して い る時

も，道 を歩 く時 も， 寝 る時 も， 起 き る時 も，

これ につ いて語 らなけれ ば な らな い。」(申 命
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6：5-7)

1775年 ， ジ ョン ・ア ダム スは フ ィ ラデ ル フ

ィア で新 国家 建設 の 構想 を ま とめ てい た時，

将 来 の国 の指 導者 につ いて憂 うる気 持 ち を妻

のア ビゲ イルに 書 き送 っ た。 それ に対 して，

アビゲイルは こ う返事 した 。「もし本 当 に英雄

や 大 政治 家， 大 哲学 者 が必要 な らば，知 性 の

あ る女性 を育 て るこ とです 。」(ペ ー ジ ・ス ミ

ス，ノo肋 ・44α初s「ジ ョン ・ア ダム ス」 よ り)

ユ タ州 ドレイパー の クラ ラ ・ホ ー ン ・パ ー

ク とい う人が93歳 の時 に書 い た詩 に も同 じよ

うな こ とを言 われ て い る。

ピル グ リム ・フ アー ザー ズ，

その偉 業 を数 々耳 に した。

私 は思 い をはせ る。

彼 らに飲 食 を与 えた の はだ れか と。

彼 らが物 思 いに ふけ ってい た時，

子 供 を静 か に させ てい たの はだ れか 。

不 思議 でな らな いの は，

だれ もピル グ リム ・マ ザー ズの 存在 に気 づ

いて い な いこ とだ。

私 た ちは子供 に何 を教 えれ ば よい のだ ろ う

か 。今 朝， 大 管長 が 引用 して下 さ った よ うに ，

主 は教 義 と聖約68：25-30の 中 で，.子供 に対

す る基 本 的 な教 育 につ いて述 べ てお られ る。

その こ とにつ い て少 し考 えてみ よ う。

まず 第1は ， 「悔 い改 めの教 義 」を教 えるこ

とであ る。 この 言葉 を快 く思 わ な い人が い る

か もしれ な いが， だれ も恐 れ る必要 は ない 。

悔 い改め ば進 歩 の道 で あ る。真 の喜 び と幸福

を得 る最 も栄 えあ る機 会 は， この教 えの中 に'

見 いだ され る。.

第2は ， 「生 け る神 の子キ リス トを信 じる信

仰 」 を教 える こ とであ る。 キ リス トを信 じる

信仰 を持 つ ように教 え られ た子 供 は， キ リス

トの模 範 に 従ってすべての人々に善 を行 な うこ

とがで きる。 この よ うな子 供 は， 同胞 に心 か

ら仕 える こ とが で きる。

アー ノル ド ・トイ ン ビー 氏 は，10巻 か ら成

る歴 史研 究書 の 中 で，社 会 が崩 壊 し始 め る と

次 の よ うな現 象 が表 われ る と述べ て い る。世

界 は偶 然に よ って支配 され てい る と人々 が考

え る よ うに な る。俗悪 で野蛮 な行 為が 目立 っ

て くる。伝統 的 な価値 観 が失 わ れ， 因習 打破

の気 運 が高 まる。 人々 は解決 策 を求 めて奔 走

す る。 い わゆ る天才 といわ れ る人，武 力 ，擬

古主 義， 未 来主 義， あ るい は プラ トンの よっ

な偉 大 な哲 学者 の思 想 に頼 ろ う とす る。 トイ

ン ビー 氏 は， この ような人 々 は皆 落伍 者 で あ

ると言 って い る。そして 「洪 水の 中か ら突 如現

わ れ たひ と りの人 が， 水平 線 のか なた に広が

って い く」 と記 して い る。その人 こそ， 救 い

主 ，す な わ ち主 イエ ス ・キ リス トであ る。

ク リス トフ ァー ・コ ロンブ スの最 初 の航海

日誌 の 冒頭 に 「イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ

りて」 とつ づ られ て い る。(ビ ョン ・ラン ドス

トー ム，Co1%〃z伽s「 コロ ンブ ス」p.「54)

歴 史 記録 は この言 葉 で始 ま って いた。 コロン

ブ スの息子 ， フ ェル ジナ ン ドの助 け を得 て こ

の航 海 日誌 を要約 したバ ル トロム ・ラ ・カサ

スー 行 は1492年10月12日 にア メ リカ大陸 に

上 陸 し， そ の時 コロ ンブス はひ ざ まず いて祈

り， そ れか ら立 ち上 が って最 初 に上陸 したそ

の地 をサ ン ・サ ルバ ドル， す な わ ち 「聖 き救

い主 」 と名付 け た と記 して い る。 それ は， ヨ

ー ロ ッパ人 が最 初 に名付 け た地名 であ った。

私 たちは ，主 イエ ス.・キ りス トを信 じる信

仰 こ そ， 人類 を救 う原 則 であ る と宣 言す る。

しか もこの救 いは， 子供 を教 え るこ とか ら始

まるの で あ る。

第3は ， 子供 に バ プテ スマ と按 手 に よる聖

霊 の賜 な どの教 義 を教 える こ とで あ る。 これ

に よって， 子供 は実際 に教 会 とい う大 きな家

族 の輪 に加 わ るので あ る。 聖霊 の 賜は， 私 た

ち をす べ ての 真理 へ導 く手 段 として与 え られ

る。

教義 と聖 約68：25-28に は， 家 庭 で教 え る

べ き事 柄 が記 されて い る。 「シ オ.ンま た は 組

織 せ られ た る シオ ンの ステー キ部 内 にて子 供

を有 す る両親 あ らば， ・一…教義 を教 えて理 解
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，せ しめ ざれ ば， 罪 その両親 の頭 に留 るべ し。」

第4に ， この教 え を さ らに確 か な もの とす

るために， 主 は同 じ章 の 中で こ う言 わ れた 。

「また両親 は そ の子供 たち に祈 る こ と と， 主

の前 に正 し く歩む こ とを教 えざ るべ か らず 。

シオ ンに住 む民 は， また安 息 日を守 りて こ

・れ を聖 くす べ し
。」(教 義 と聖約68：28-29)

最 後 に， 熱心 に努 力す るこ と を教 えなけ れ

ば な らない。 これ こそ， すべ て の こ とを成 し

遂 げ る鍵 で あ る。シオ ンに住 む者 は 皆， 「全 く

忠実 に務 むべ し」 と戒 め られ ている。(教 義 と

聖約68：30)労 働 の 習慣 を植 え付 け る最 良 の

場 は家庭 で あ る。

私 は， 父親 で あ る皆 さん が， 真 の神 権指 導

者 として その召 しを全 力 を尽 くして遂 行 し，

これ らの原 則 を学 ぶ こ と を模範 に よって 家族

に教 えて下 さ る ように祈 っ てい る。母 親 の皆

さん，母 親 に しかで きな い方 法 で子 供 を愛 し，

慈 しみ， 励 ま し， 人 を敬 うこ との大切 さ を教

え， 鼓舞 して いただ きたい。 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スは ，昔 も今 も予 言 者で あ る。永 遠 の父 な る

神 の御子 ， イエ ス ・キ リス トは生 きてお られ ，

この 回復 され た教 会 の頭 で あ る。スペ ンサ ー ・

W・ キン ボー ル大管 長は， 主 の生 け る予 言者

と して， 今 日この教会 を管理 してお られ る。

これ らの こ とを イエ ス ・キ リス トの聖 な るみ

名 に よっ て証 申 し上 げ る。 アー メ ン。

幾鰻懇鎌灘灘灘灘灘灘灘麟 鱗

大会の光景
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神の王国

神 の 王国 の民 に はそ の容 貌 と行 動 と奉仕 に，そ れ とわか る変 化，

違 い があ っ て しかる べ きで ある

目に見え る

十二使徒評議員会会員

L・ トム ・ペ リー

数 週間前・家に帰る途中の飛行機の中での
こ とで あ る。隣 の座 席 に無 造作 に開か れ

て置 か れて い たニ ュー ス雑 誌 の記事 が私 の 目

に とま った 。「疑 い深いアメ リカ人 台頭 す

る世代 」 とい う題 で あっ た。(ひS.N伽S

αη4W∂7砺R6ρoガ 「USニ ュー ズ ・ア ン ド・ワ

ー ル ド ・レ ポー ト」1979年2月26日 ，p.74)

それは， 有 史以 来， 進 歩 の活 力 あ るいは文 明

を結 ぶ 絆 とな って きた信頼 が， 最近 失 わ れ始

め た とい う内容 であ った 。 人々 は もはや政 府

指導 者 を信 頼せ ず， 仕 事 にか つ ての ような尊

厳 を感 じな くな って きた 。 さ らに恐 るべ きこ

とは， あ る調査 に よる と， 宗教 意 識 も失 わ れ

つつ あ る とい うこ とで あ る。

またそ の記事 は，宗 教 に対 す る様 々 な疑 問

を投 げか け た後 に こ う結 ん でい た。 つ ま り既

成 の宗 教 で はす でに宗 教 か ら離 反 して い る人

入 の生 活 の 中心 を占め る こ とは で きな い， と。

多 くの人 々 はだ れの援 助 も受 け ず にすべ て 自

分 でや って ゆけ る と思 って い るの で ある。

そ の記事 は さ らに，次 の よ うな若 者 の言 葉

を載せ 」実 情 を訴 えて いた。 「私 た ち はなぜ 他

入の ため に何 か をす る必 要 が あ るの ですか 。

なぜ盗 む ことが いけ ないの です か。 なぜ 姦淫

して は な らない のです か。 なぜ両 親 を敬 わな

けれ ばな らない のです か。私 たちに は そのわ

けが わか りませ ん。」

次 々 と大 きな問題 が 生 じ， それ に悩 ま され

て い る世 界 にあ って，恐 れ と疑 いが 人類 の心

をむ しば ん で きた と して も無理 か らぬ こ とで

あ ろ う。 しか し， そ うした事実 とは裏 腹 に，

歴史 は 人間が 独 力で その よ うな問題 を解 決 で

きない こ とをは っ き りと教 えてい る。 人が 自

分 に合 っ た 自分勝 手 な律法 を定 め られ る と考

え る こ と自体 ，不 合理 な こ とで ある。 各 自が

勝手 に 自分 の道徳 律 を定 め，正 直 の基 準 を決

め， 原 則 を取 り決め て よい と考 える こ とは 聞

違 って い る。私 は過 去の 歴 史 を振 り返 って み

て も， そ の よ うな秩 序の下 で成功 を収 め た人

を見 たため しが な い。む しろ歴 史は， ひ とつ

の は っ き りと した価 値標 準， 中心 思想 ，結 束

を持 った文 明 ほ ど大 き く発展 してい るこ とを

物語 って い る。

宗 教 の歴 史 をとって みて も， 人が定 め た標

準 以上 の もの に雄 々 しく従 った 人々 の成功 が

数 多 く述べ られて い る。時 の初 め よ り予 言者

た ちは， よ り高度 な王 国，神 の 王国 を求 め る

よ うに人 々 を励 ます こ とを教 え られ て きた。

モル モ ン経の 初め に， ニー フ ァ イは こう警告

して い る。

「神 は すべ て の人 に向 って
， 汝 らは イス ラ

エル の聖 者 を全 く信仰 して悔 い改め ，神 の御

名 に よってバ プテ スマ を受 け よ。 さ もなけ れ、

ば神 の王 国 に は救 わ れ な い と仰せ にな る。」

(IIニ ー フ ァイ9：23)

バ プテ スマ の ヨハ ネは救 い主が この地 上 で

み業 を行 なわれ る道 を備 えるため に，ユ ダヤ

の荒 野 で福音 を宣べ 伝 えて いた時 ， 人々 に向 ・
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、か ってこ う叫 んだ 。「悔 い改め よ，天 国 は近 づ

いた。」(マ タ イ3：2)

この 神権 時代 に教 会が 回復 され る と， 主 な

る救 い主の再 臨 に備 え て この地上 に 神 の王 国

を建 設 す る ように とい う勧告 が 人々 に与 え ら

れた。 ブ リガム ・ヤ ングは1847年 に ， ウ ィ ン

ター クオー ター ズで聖徒 た ちに 向か って こ う

語 った。

「私 た ちが建 設 して い る王国 は この世 の 王

国で はな い。大 い な る神 の 王 国で あ る。 それ

は， ア ダムか らア ダム の最 後の 子孫 に至 る ま

で それ を受 け 入れ るすべ て の 人々 に とっ て，

正義 と平安 と， 救 い を もた らす 所 で あ る。私

たちの善意 は万 人に及 び， 私 た ちはす べ ての

人が 今 も永世 に も救 い を得 られ る よ う願 っ て

いる。 そ して私 たち は神か ら力 をた まわ る 限

り彼 らに善 を行 な うつ も りであ る。 そ して 人

人は私 たち にそ の特権 が あ る こ とを認め るよ

うに なるで あ ろ う。 ……

来 れ， 聖 徒 た ち よ。 来れ， 地 の誉 れ あ る

人々 よ。 来 れ， 賢 き者 ， 学 識 あ る者 ， 富め

る者 ， 高 貴 な る者 よ， 大 いな るエ ホバ の富

と知 恵 と知 識 を受 け る者 た ち よ。あ らゆ る国

国， 血族 ， 王国 ，国 語の 民， 全 地の あ らゆ る

言語 を話 す 人々 の 中か ら出 で来 た りて， イン

マ ヌエルの旗 下 に参 じて，私 た ち と共 に神 の

王国 を築 き，真 理 と生命 と救 いの原 則 を打 ち

建 て ようでは ないか 。 そ うすれ ば主 な る イエ

ス ・キ リス トが 来 た りて宝 を集 め た も う時 ，

あ なた方 は清め られ た る者 の 中に あ って その

報 い を受 け るで あろ う。 その時 に いか な る地

上の 力，地 獄 の力 もあな た を打 ち砕 くこ とは

で きな いであ ろ う。」(ル1〃 εη痂α18彦α7「ミレ

ニア ル ・ス ター 」1848年3月15日 ，p.87)

神 の王 国の民 と して生 活 しよ う と努 め る者

之 ， 人の標 準 に よっ て生 きよ うとす る者 には

確か に明 らか な違 いが あ る。 人が よ り高 い律

法 に従 って生 きよ う と決 意 す る時， その容 貌

と行動 ， 人 と接 す る態 度や 隣 人，神 に対 す る

奉仕 の姿 にそ れ とわか る変 化， 目に 見え る違

いが あ る。聖典 には， 主 の律法 に改宗 した人
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人の生 活 に劇 的 な変化 の あ った こ とが ，数 多

く記 され て い る。

モル モ ン経 に は，信 仰 を持つ よ うに努 め た

人々 と不 信者 た ち との間 に あつ れ きのあ っ た

こ とが記 されて い る。

「無信 者 た ちが教会 員 に加 え る迫害 が 非常

に ひ ど くなっ たので， 教会 の聖 徒 た ちがつ ぶ

や いて これ を司 た ちに訴 え， またア ルマ に も

これ を訴 えた。 それ でア ルマ は この事 件 をモ

ーサ ヤ王 に告 げ た… …

その結 果 モー サヤ 王は 全 国に ふれ を廻 し，

無信 者 が神 の教 会 に属す る者 を迫 害 す る こ と

を禁 じた。 …… 」

特 に この話 の 中で も悲 しい とこ ろで あ るが，

「モー サヤ の 息子 た ちは無信 者 の仲 間 に入 っ

てい た。 また アルマ の 息子 の一 人 もそ うで あ

った 。 この息子 は 父の名 を とってア ルマ と呼

ばれ たが， か れは非 常 に罪 深 い男 で邪神 を信

じ， 言葉 が 多 くて よ く人 にへつ らい， 多 くの

者 を まどわ して 自分 の してい る よ うな罪悪 を

犯 させ た。

この 男は人 の心 をい ざな って民 の間 に い ざ

こ ざ を起 し，神 の仇 に民 の心 を司 ど らせ たか
さかん

ら神 め教 会が 盛 にな る こ とを非 常 に さ.またげ

た。

また神 の命 令 に も王 の命 令 に も逆 らって モ
ほろ

一サ ヤ の息子 た ち と共 に神 の教 会 を亡 ぼ し
，

主 の聖徒 らを まどわす た めに， ひそか に 歩 き

まわ って いた。」(モ ー サ ヤ27：1-2，8-

10)

アルマ の息 子 が悪 を働 いて 歩 き回 って い た

時， 主 の使 いが 彼 とモー サヤ の 息子 た ちに現

わ れ，雷 の よ うな声 で叫 んだ 。

「か れ らは地上 に倒 れ るば か りに 驚 いた
。」

そ こ でみ使 いは アル マに こ う命 じた 。「『ア ル

マ よ，起 きて わが前 に立 て。 汝 は何故 に神 の

教会 を迫 害す るか。 主は 「これ わが教 会 な り，

わ れ はこれ を立 て て守 るべ し。 され ば わが聖

徒 らの 罪悪 の ほか これ を覆す ものなか るべ し」

と仰 せ に なっ た』 と言 い，

また 『見 よ， 主 はす でに その聖 徒 らの祈 り



も神 の僕 で あ る汝の 父 アルマ の 祈 りも聞 き と

どけた もうた。 汝の 父 は汝 に真理 を知 らせ よ

う として堅 い信 仰 を もっ て汝 のため に祈 った 。

そ れ であ るか ら，神 の僕 たち の祈 りが それ ぞ

れ の信仰 に応 じて 聞 き とどけ られ る よ う， わ

れ は神 の権能 と威 力 とを汝 に認 め させ るため

に来 たの であ る。』」(モ ー サヤ27：12-14)

天使 の現 われ は アル マ の息子 に非 常 な衝撃

を与 え， その ため ア ルマ は 口が きけ な くな っ

た 。 口 を開 くこ と も， 手 足 を動 かす こ と もで

き.ないの で， 人々 は アル マの 息子 を担 い で父

の前 に連 れて い き，'一部始 終 を話 して聞かせ

た 。ア ルマ の 父は， 主 が 自分 の祈 りに答 えて

下 さった こ と を知 って喜 び， 祭司 た ち を集め

て， アルマ が手 足 の 力 と言葉 を取 り戻 す こと

が で き るよ うに断 食 を して祈 っ た。 その祈 り

と断 食は2日2晩 続 いた 。 この よ うな人 々の

信仰 に よって アル マ は力 を取 り戻 し， 立 ち上

が って 人々 に語 り始 め た。 「私はすでに罪 を悔

い改め て 主に 願 われ た。.ごらん， 私 は 『み た

ま』 に よって 生れ た 。

…… 天下 の 万民 は 男女 を問 わず ， あ らゆ る

国民， あ らゆ る血 族， あ らゆ る国語 の民 ， あ

らゆ る人 々に い た るま でみ な新 に生 れ ざ るべ

か5ざ るこ と を怪 しむ なかれ 。 人1ヰみ な神 に

よ りて生 れ， そ の堕 落 した る肉欲 の 有様 よ り

義 し き有様 に 移 り，神 に贈 われ て神 の息子 ま

たは神 の娘 とな ち ざるべ か ちず。

か くて 人 は新 な る者 とな る。 しか らざれ ば

決 して神 の王 国 に住 む こ とを得ず 。」(モ ーサ

ヤ27：24-26)

ア ルマ の生 活 は変 わ った 。 この時 か ら， ア

ルマ は教 会 を滅ぼ す の では な く， 教会 を築 く

ため に働 くよ うに な り， やが て この 国 の偉大

な指 導者 に な った と聖 典 に は記録 され てい る。

ア ルマ 自身， 次 の よ うに語 って い る。

「私 は主が 私 に下 した も うた命令 を悟 り，

これ に誇 りを感 じて い る。私 は 自分 に誇 りを

感ず るの で はな い。 主が 私 に命 じた も うた こ

とを誇 りに思 うの であ る。す なわ ち，私 は神

の御 手 に使 われ て誰 か を悔 い改 め させ られ る

か と思 って誇 りを感 じまた喜 ぶ の で あ る。」

(ア ルマ29：9)

イエ ス ・キ・リス トの福 音 に改 宗す る と， よ

り高 い律 法 に従 った生 活 をす るこ とが要求 さ

れ る。 その時 か ら，私 た ちは神 の王 国の 民 と

してふ さ わ しい生 活 を しなけ れば な らない。

ス テ ィー ブ ン ・L・ リチ ャー ズ副管 長は ，か

つ て神 の王 国に住 む民 の特 質 を次 の よ うに定

義 した 。

「イエ スの属性 こそ
， 人間生 活 におけ る完

全 な姿 で ある。親 切， 思 いや り，寛 容， 慈悲 ，

自制 ， 温情 あ る裁 き， 誠実 ， 正義 ，正直 ，揺

る ぎな い愛， これ らはみ な民族 の理 想 の根底

に横 たわ るキ リス ト教 の 美徳 であ る。 これ ら

の徳 に加 えて， 自分 に してほ しい と思 うこ と

を人に も行 な え とい う良 き隣 人に な る教 えや

あ るいは 人の ため に 自分 の命 を失 う人は それ

を得 る とい う満 ち 足 りた生活 を送 る考 え方 な

どは人 聞社 会 の中 で最 も健 全 で正 しい哲 学 で

あ り， 幸福 に至 る道 な ので あ る。」(陥 θ㎎ た

曙b40初P「 知 恵 はい ず こに」p.324)

福 音 の教 え を受 け入れ た な らば， 私 た ちは

それ を生 活の 中に取 り入れ る義務 があ る。つ

ま り，確 実 に神 の戒 め を守 る こ とで あ る。私

た ちは ，神 の御 子 イエ ス ・キ リス トが この教

会 の頭 として 立 ってお られ， 人類 は この苦難

の世 界 をひ と りで 歩 く必要 の ない こ とを知 っ

て いる。神 が これ まで告 げ られ た律 法， そ し

て今後 も地上 の神 の子 らに告 げ られ る神 の律

法 を守 って生 活す るな らば，必 ず大 きな喜び

と満 足 と成功 が あ るはず で あ る。

聖典 は ， よ り高 い律 法 に従 って生 活す る模

範 を示 す よ うに と私 たちに教 えて いる。 ニー

フ ァイ は こ う述べ て い る。

「それ で あ るか ら
， あ なた たち はこれ か ら

もキ リス トを確 く信 じて疑 わず， 完全 な希 望

の光 を抱 き， 神 とすべ て の人 とを愛 して 強 く

進 まなけ れば な らな い。 それ であ るか ら， こ

の後 もたえず キ リス トの 言葉 を よ く味わ い な

が ら強 く進み ，終 りまで堪 え忍 ぶ な らば 『永

遠 の生 命 を受 け る』，か くの如 く天 の御 父 が言
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い た も うた 。

さ て ご らん 私 の 兄 弟 た ち よ 。 こ れ が す な わ

ち道 で あ る 。 こ の ほ か に は ， 人 を神 の 王 国 に

救 う道 も名 も天 下 に な い 。」(IIニ ー フ ァ イ31

：20-21)

神 は 生 きて お ら れ ， イエ ス は キ リス トで あ

り，世 の救 い主 で あ る。神 の王 国 は必ず世 に

広 が って ゆ くであ ろ う。 この地上 で見 いだす

こ との で き る最 高 の喜 びは， 私 た ちの生 活 を

主 の律 法 に一致 させ るこ とであ る。

これ が皆 さんへ の私 の証 であ る。 イエ ス ・

キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ る。 アー メン。

大会の開場 を待つ聖徒 たち
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幸福を求めている方々へ

皆 さん は教 え て いる原 則や 儀 式 によ って ，イ エ ス ・キ リス トの 教会 を見 分 け

る こ とが でき る はず であ る

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

私 牲 まれ る2年 前 の1896年 の こ とであ る・
英 国の ロ ン ドンか らR・M・ ブ ラ ィス ・

トー マ ス とい う人がユ タ州 の ソル トレー ク ・

シテ ィー を訪 れ， そ こ で初め て， 末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教 会 の こ とを知 った 。

この旅行 か ら帰 る と， トー マ ス氏 は早 速教

会の儀 式 と教義 を徹 底的 に研 究 し， イエ ス ・

キ リス ト御 自身 が建 て られ た初期 の 教会 の教

え と， さ らに 自分 が 所属 してい る英 国 の教会

とを比較 検討 した。 そ の結果 ， 彼は バ プ テス

マ を受 け て この教 会 に 入 った。

その後 ，彼 は1897年5月24日 に英 国 の ロ ン

ドンで， 「私 が末 日聖 徒 イエ ス・キ リス ト教会

に加 入 した理 由 」 と題す る小 論 文 を書 い た。

そ の論文 の初 版 の序 文 に こ う記 され てい る。

「そ もそ もこの小 論文 を著 わ し
， 私 が英 国

の教 会 を離 れ て末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 に加 わ った理 由 を説 明 しよ うと考 えた のは，

私 が先祖 代 々 の信仰 を捨 て るに至 っ た経緯 と，

末 日聖徒 の教 え と を知 りたい と思 っ てい る親

戚や 友 人 の要 望 に で き る限 り応 え よ うと思 っ

たか らです 。」

そ して，最 後 に 次 の よ うな言葉 を結 ん で い

る。 「この論文 を書 くに 当たって，私 は神 の御

子， 主 イエ スの み名 に よ り天 父 にお願 い した

い と思 い ます 。神 の祝 福 が あ って， 私 が書 い

た こ とが真理 と， さ らに神 の聖 な るみ 言葉や

み こ ころ と完全 に一 致す る'ように と。」

1904年12月9日 ， ア メ リカで 出版 され た第

2版 の序 文 に は次 の よ っに記 されて い る。

「私 は この小 論文 を書 い てか ら
，2回 ほ ど

ユ タを訪 れ， ソル トレー ク ・シテ ィーや ユ タ

州 の幾 つ かの町 で末 日聖 徒 の方 々 と個 人 的に

交 わ る機会 を持 ち ました。最 初 の旅行 で は，

聖徒 た ちの間 で よ く知 られ た2つ の 家庭 に滞

在 し， モ ルモ ン社会 の 人々 と自由に 交際 して，

彼 らを正 し くかつ 公平 に評価 す る絶 好の機 会

を得 る こ とが で き ました。 もちろん 彼 ら とて

も人 間 として の弱 点 はあ り， 失 敗す るこ とが

あ ります 。 中には， 末 日聖徒 の名前 が そ ぐわ

な い よ うな 人 もい ます 。 しか し全体 的 には，

彼 らは本 質的 に神 を畏 れ，正 直 で公 正 であ り，

天 父 に対 して堅 い信仰 を持 ってい ます。 そ し

て 自分 た ちが 携 わ ってい る末 日の偉 大 なみ業

が 神 か らの もの であ る とい う強い証 を持 ち，

自分 た ちに は大 い なる行 く末が 待 ち受 けて い

る こ とを堅 く信 じて い ます 。

他 の キ リス ト教 徒 に見 られ るよ うに， 聖徒

た ちの 中 には学 識の あ る聡明 な人 々が大 勢 い

ます 。教 育 は彼 らに とって特別 な意味 が あ り，

彼 らの社 会 に は， ヨー ロ ッパ の芸 術 の中心地

や 合 衆 国 の東部 で声 楽や 器楽 ， また絵 画 な ど

を学 ん で きた 人や 現 在学 ん でい る人 は決 して

珍 し くあ りませ ん。 音楽 的才 能 は特 に顕著 の

よ うです 。教 育 ，学 識，才 能 ，正 直 な どの資

質 を要 求 され る合衆 国 内の数 多 くの要職 に就

いて い る末 日聖徒 も大勢 い ます 。 そのほ か法

律 ，医 療， 報道 ， 商業 な どの領域 で も実 力 を
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備 え， い ろい ろ な仕 事 に就 き， 自分 だけ で な

く，ユ タ州 の 人々 に も大 きな 恵み を もた らし

て います。.

今 回で3度 目のユ タ州 訪 問 です が，1901年

の訪問 の時 に持 った聖徒 た ちに対す る私の 考

え方が 何 ら間違 ってい なか っ た こ とを改め て

認識 した次 第 です 。」

も し トー マ ス氏が あ れか ら70余 年 た っ た今

日のユ タ州 を訪 れ た と して， 多分 彼の 考 えは

変 わ らな い ことだ ろ う。 私 は この こ とを 自慢

す るつ も りもない し， 人々 の感 情 を害 す るつ

もり もな い。 ただ心 か らへ り くだ り， この福

音 が民 の生 活に 及ぼ す恵 み を評価 して， この

よ うには っ き りと申 し上 げ るこ とが で きるの

であ る。

この教 会は 今 もなお同 じ組 織 同 じ理 想 と

目的 を持 って い る。 そ して教 会員 は， 立 派 な

教育 を受 け， 様 々な職 業 に就 き， 政 界， 財 界，

地域社 会 ま た， 今 で は世 界的 な教 会 に まで成

長 した この教 会の 中 で，正 直 かつ効 率 よ く奉

仕す る よ.うに と勧 め られ てい る。

プラ イス ・トー マ ス氏が 初め て小 論 文 を書

い た1897年 に は， ステ ー キ部 はわ ずか37 ， 伝

道 部 は18し か なか っ た。 それ が現 在 では， ス

テー キ部 は1，000を 越 え，伝 道部 は160以 上 に

増 え， 当時222，334名 であ った教 会 員数 は400

万 を越 え てい る。

ここで再 び トーマ ス氏 の論 文 か ら引用 して

み た い。

「この民 は美 しい神殿 と見事 な タバナ クル

を持 ち， しか もその 敷地 は よ く整備 され ，手

入れが行 き届 いて いる。 彼 らが住 ん で い る家

が また きれ いで， 絵 に な るほ どの美 しさで あ

る。そ して どの家 に も立 派 な庭 が つ いて い る。

さ らに彼 らの 自慢 の タバ ナ クル合 唱 団が あ る。

私が これ までに聴 い た 中で， 最 高の合 唱 団 で

あ る。 この民 に関 す る こ とは すべ て， 最 も効

率 よ く管理 運営 され てい る よ うであ る。 宣教

師 は，世 界の 多 くの地 域 で福 音 を宣べ 伝 えて

お り， しか も彼 らは 自費 で 多大 の 犠牲 を払 っ

て 出かけ てい る。教 会 の組 織 は完壁 で，非 の
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打 ちどころがないよ うに思 われ る。私 は この 民

の 特徴 や 教義 につ い て もっ と知 りた い と.思い，

この教 会の 書 物 ， 特 にモ ル モ ン経 を買い求め

た 。」(ト ーマ ス， 初版 ，b.3)

早速， 彼 は それ を実 行 し， 教会 の教 義 を研

究 した 。 その結果 ， イエ ス ・キ リス トが 設立

した教 会か らの 背教 が実際 にあ った こ と を確

信す るに至 った 。彼 は， 旧約聖 書 や新 約聖 書

に あ る通 りの イエ ス ・キ リス トの 教 えや組 織

を持 つ教 会 を見つ け る こ とが で きなか った と

述 べ て い る。

また その研 究 を通 して，.主が民 を通 して，

主 が 民 を導 くため に啓示 を伝 え る予 言 者が 必

要 であ り， また現 に予 言者 が いて， 神 が 人間

に与 え る啓示 を絶 えず与 えて下 さって い る こ

とを確 信 した。 そ して， 聖霊 を受 け， みた ま

の賜 を通 して 啓示 を受 け るこ との必要 性 ， あ

るい は重要 性 を理解 す る よ うにな った。

また，「イエ スが御 自身 と天 父 が ひ とつ で あ

る よ うに， すべ て の神 の子 らが皆 ひ とつ に な

る よ うに と祈 られ た祈 りの 言葉 が理解 で きる

よ うにな って，強い感 銘 を受 け た。(ヨ ハ ネ17

：11参 照)そ の時 の気持 ち を彼は こ う語 って

い る。

「そ うしてみ る と
， この一 致 のみ た ま，す

な わ ちイエ ス ・キ リス トが弟 子 た ちに御 自分

の よ うにな る方法 を示 し， あ らゆ る真 理 に導

くため に送 って下 さった慰 め 主が ，互 いに恨

み と憎 悪 をむ き出 しに し， 最近 では流 血 の惨

事 まで 引 き起 こ した キ リス ト教世 界の お びた

だ しい争 い と対立 を鎮 め る光 にな り得 た と考

えて も不 思議 で はな い。」(ト ー マ ス， 初版 ，

P，11)

また その研 究か ら， 多 くの教 会 では かつ て

イエ ス ・キ リス トと弟子 たちが受 け，.現在 も

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 で行 な われ て

い るよ うな水 に沈め るバ プテ スマ の儀式 まで

も変 え られて い るこ とを知 った。

幼 児のバ プ テ スマ に関 しては，3世 紀 まで

その よ うな こ とが行 な われ た形跡 は な く， し

たが ってそれはキ・リス トの 設立 され た初 期 の教



会 に は なか った こ とで あ るこ と もわか った。

トー マ ス氏 は， 幼 児は イエ ス ・キ リス トにあ

っ て完全 で あ り，悔 い改 め るべ き罪 はな い と

感 じて い たの で，幼 な子 が ア ダム の 罪 を負 っ

て い る とい う教 義 を受 け 入れ る こ とが で きな

か っ た。

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 で は，子 供

は 自ら責 任 を取 る こ との で き る8歳 とい う年

齢 に な る までバ プ テ スマ を受 け ない 。

さらに トー マ ス氏 は聖 書か ら， 初期 の 教会

では死 者 の ための バ プ テ不マ が行 なわれ て い

たが， 後 年 これが 廃 止 され た こ とを知 った 。

そ して この教 義 を裏 付 け る証 拠 を捜 してみ た。

パ ウロ は コ リン ト人へ の書簡 の 中 で こ う書 い

て いる。

「そ うで な い とす れ ば，死 者 の ため にバ プ

テ スマ を受 け る人 々は， なぜ それ をす るのだ

ろ うか 。 も し死 者が 全 くよみが え らない とす

れ ば， なぜ 人 々が死 者 の ため にバ プ テス マ を

受 け るのか 。」(1コ リン ト15：29)

ペ テ ロは この問 い に次 の よ うに 答 えて い る。

「死 人に さ え福 音 が宣 べ伝 え られ た のは ，彼

らは 肉に お いて は人 間 として さば き を受 け る

が ，霊 に お いて は神 に従 って生 き る よ うに な

る ため であ る。」(1ペ テ ロ4：6)

この聖 句か ら， 福 音が 死者 に宣 べ伝 え られ，

死 者 は 肉に お いて は人 間 と して裁 き を受 け る

が，霊 にお いて は神 に従 って生 きる とい うこ

とを 知 った。 この よ う・に ， この 世 の 一 生 の

間 に， 罪の赦 し を伴 う水 に沈め るバ プ テ スマ

の儀 式 を受 け る機会 が なか った人 々 も，バ プ

テスマ を受 け る必要 が あ るの で あ る。

イエ ス ・キ リス ト教 会 では ，生 者 のた めだ

け で な く， 死 者の ため に も代理 で神殿 の儀 式

が 行 なわ れて い る。 キ リス トが私 たち 自身 で

で きな いこ とを行 なっ て下 さ った よ うに， 自

分 では で きない 人々 の ため に私 た ちが代 わ っ

て そめ儀 式 を受 け るの であ る。

主 は死 者 のた め のバ プテ スマ に 関 して次 の

よ うに 言わ れた 。 「死者 な くばわれ ら完 うせ ら

るる を得 ず 。 また われ らな くば 死 者 もまた全

うせ らる るを得ず 。」(教 義 と聖 約128：18)

神 は， 系 図お よび神 殿 活動 を通 じて その全

きを得 る方法 を備 え られ， 私 た ちが先祖 をさ

か のぼ っ てア ダム まで家 系 をた どれ る よ うに

して下 さった。現 在 ， このみ 業は 教会 の神殿

の 中で行 なわ れて い るが ， それ は またマ ラキ

の予 言 を成就 す る もの で もあ った。

「見 よ， 主 の大 いな る恐 るべ き 日が来 る前

に ， わた しは預 言者 エ ラ イジ ャを あな たがた

につか わ す。

彼 は父 の心 をその子供 たち に向け させ ，子

供 たちの 心 をその 父に 向 けさせ る。 これ はわ

た しが来 て， の ろい を もって地 を撃 つ こ との

な い よ うにす るため であ る。」(マ ラ キ4：5

-6欽 定 訳 よ り和 訳)

キ リス トと使徒 たちの死 後 に起 こ った様 々

な教 会 が真理 か ら離 れ，初 期 の教 会の儀 式 を

変 更 した こ とを示 す数 多 くの証 拠 を見 れば，

旧約 や新 約 の予 言者 た ちが予 言 して いた背教

が 実際 に起 きた事 実 も容 易 に理解 で き る。

暗黒 時代 と言わ れ る時期 に，地 上 に神 の言

葉 を伝 え る予 言 者 が お らず ， 人 々は真 の福

音 か らます ます離 れ ，初 期 の教会 で行 なわれ

て いた儀 式 は さらに変 え られ て行 った。

そ してや が て 黙示者 ヨハ ネ の予 言 通 りに，

回復 の鍵 と， この末 日に地 上 に教会 を設立す

る鍵 を託 された ジ ョセ ブ ・ス ミスに よ り，福

音 が 地上 に再 び 回復 され たの であ る。

私 は皆 さんに， ジ ョセ ブ ・ス ミスの話 や，

父 な る神 と御 子 イエ ス ・キ リス トが実 際に姿

を現 わ され た話 ， また聖 書 と対 を なす ア メ リ

カにお け る キ リス トの新 しい証 言の書 で あ る

モル モ ン経 の 由来 につ いて， 読 む よ うに お勧

め した い と思 う。

エゼ キエ ルは， この ふ たつの 書 をユ ダの木，

ヨセ ブ の木 と称 して， これ らがや が て ひ とつ

にな る， す なわ ち同 じ福音 を宣 言 し， 同 じ教

義 を教 え る と予 言 した。(エ ゼ キエル37：16-

19参 照)

こ こで，ヰ ー マ ス氏が教 会 に加 わ った理 由

の幾 つ か を要 約 してみた い と思 う。
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1.教 会員 全体 に感 じ られ る心 の持 ち方。

す なわ ち神 を信 じる信 仰や ，携 わ ってい るみ

業が 神聖 な もので あ る とい う証

2.イ エス ・キ リス トが設 け られ た教 会 と

同 じ儀 式 を持つ 教 会 の完全 で， しか も効 果的

な組織

3.背 教 後 の福音 の回復 ， さ らに神 の 言葉

を明 らか に して人 々 を導 く生 け る予 言者 が必

要 であ るこ と

4.罪 の赦 しを得 るため の水 に 沈め るバ プ

テ スマ，死 者 のため の バ プテ スマ， 幼 児 のバ

プテ スマが な い こ と。 これ らはすべ て初 期 の

キ リス ト教 会 で教 え られ てい た教義 であ る。

5.生 者 と死 者 の ため の系 図お よ び神 殿 活

動 。 この こ とは旧約 聖書 お よび新約 聖書 に も

述 べ られ てい る。

教会 に加 入す る人々が 挙 げ る改宗 の理 由 は

様 々 であ るが，どれ も一 様 に末 日聖徒 イエ ス ・

キ リス ト教会 は 真理 を求 め る 人々 に霊 的 な必

要 だ けで な くこの世 的 な必要 も満 た して くれ

る と言 って い る。

ここで幾 人か の 人々 の個 人的 な証 と教 会 に

改宗 した理 由 を御 紹 介 した い。

フ ロ リダ州 の あ る若 い夫婦 は ， い ろい ろな

宗 派 を訪 ね歩 いた 末 に末 日聖 徒 イエ ス ・キ・リ

ス ト教 会の集 会 に 出席 した。 彼 らは こ う語 っ

てい る。

「この教会 は
， 以 前 に訪れ た 多 くの教 会 と

違 って い ま した 。 レ ッス ンを受 け，教 会 に行

ってみ て， これ こそ私 たちが 今 まで捜 して い

た教 会 だ と思 い ま した。」そ の母親 は，聖 書 と

イエ ス ・キ リス トにつ いて子 供 た ちが学 ん で

い る教 え を知 り， また子供 同 士 の関係 が 良 く

な って， 家 で もよ く手 伝 い をす る よ うに な っ

た こ とに 驚 いて い る と語 った 。

さ らに， 夫 が神権 を受 け る と， そ れが 家庭

生活や 家族 関係 を よ り良 くした い とい う望 み

や 自信につ な が って， 家 の中 が一段 と変 わ っ

て きた。

また， エ クア ドル に住 むひ と りの 男性 は，

家の近 くの通 りで宣 教 師 に会 い， 彼 らを家 に
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招 いた。 そ して， 宣教 師が 置 いて行 った ち ら

しやパ ンフ レ ッ ト， モ ル モ ン経 を読 ん でデ そ.

れ に とて も心 を引 かれ た。 後 に彼 は宣教 師 に

つ い て こ う語 って い る。

「私 は 彼 らの教 えが 好き で した
。 そ れ は 自

分 の教 会 では教 えて くれ なか った こ とで した 。

宣 教師 の 言 う戒 め は守 らなけれ ば な らな い と

思 い ま した。知 恵 の言葉 は私 に新 しい 人生 を

開 いて くれ ま した。 タバ コや 茶や コー ヒー，

酒 を飲 まない よ うに とい うのが確 か に主 の み

ここ ろで あ るこ とを知 って い ます 。 長老 た ち

か らこの戒 め を教 えて いた だい た時 ，良 い人

生 を送 る ため には是 非 ともこれ を守 らなけ れ

ば な らな い と思 い ま した。長 老 た ちは この こ

とにつ い て祈 る よ うに私 に言 い ま した。 そ し

て祈 り方 も教 えて くれ ま した。」

フ ィン ラン ドの ある女性 は 夫 の死 後，孤 独

な毎 日を送 っ てい た。 そん な時 に宣教 師 に会

い， 彼 らか ら自分 が 抱 いて いた疑 問 の答 え を

得 る こ とが で きたの であ る。 彼女 は次 の よ う

に語 って いる。

「私 は宣教 師 の答 えに 驚 き ました
。夫 と再

会 で きる とい うのです 。私 た ちの 結婚 生 活は

それ は素 晴 らしい もので した か ら， 死 ん で そ

れ き りだ なん て とて も考 え られな か った ので

す 。牧 師 様は 何 とも答 え て下 さ らなか ったの

に， あの 若 い宣教 師 たち は永遠 の生 命 とい う

素 晴 ら しい教 え を与 えて下 さい ま した。 聞 い

て いる っちに 涙が こみ あ げて きて， もっ と聞

きた い と思 ったほ どで した。」

彼女 は モル モ ン経 を読 み， 勉 強 し， そ して

証 を得 て バプ テ スマ を受 け た。

イギ リスで のあ る改宗 者 は， 以前 の教 会 で，

洗 礼 を受 けな い うちに亡 くな った子 供 を教 会

の墓 地 に埋 葬す るこ とを断 わ られ る とい う苦

い経験 を味 わ った こ とが きっか け で，妻 が招

いた宣 教師 た ちの話 を聞 く気 持 ち に なっ た と

い う。 彼 は最 初 に， 幼 児のバ プテ スマ につ い

て教 会 で は ど う教 えて い るか 質 問 した。

す る と長 老 たち はモ ルモ ン経 を 引用 して，

幼 児 は罪 を犯 さな い し， す でに救 われ てい る



のでバ プ テ スマ を受 け る必要 が ない と教 え て

くれ た。

続 い て彼 は次 の よ うに述べ ている。 「キ リス

トの教 えは その はず だ と思 い ま した。愛 の神

が子供 た ちに対 して そ れ以 外の 方法 を とる と

は考 え られ なか ったか らです。 それ か ら長 老

た ちは その証 を得 る ため には どうす れ ば よい

か レ ッス ン を して下 さい ま した。私 はそ れ を

実行 し，神 に祈 りま した 。 そ して確 信 を得 た

の です 。聖典 で言 わ れて.いる よ うに心 に 熱 い

もの を感 じま した。 そ して， そ れが正 しい こ

とをは っ き りと知 ったの です 。」

彼 は さ らに こ う語 った。 「私に とって本 当 に

うれ しい教 えの ひ とつ は 日の光栄 の 結婚 です 。

夫や 妻 を心 か ら愛 して い る人が この 原則 を知

った ら， それだ け で この教 会 に入 るの で はな

いか と思 い ます 。素 晴 ら しい 原則 ですか ら。」

最 後 に， 以前 プ ロ テス タ ン トの牧 師 で あっ

た人の こ とをお話 したい と思 う。 彼 は この教

会 に 入ろ うと決 心 してか ら，牧 師仲 間や 友 人

たちか ら多 くの非 難 と迫害 を受 けた 。そ の彼

が次 の よ うに証 して い る。

「私 が これ を書 くのは
，聖 書 にあ るよ うに ，

『高価 な真珠 』 を見 つけ た者 は それ を得 るた

め に，必 要 とあ らば すべ て の もの を売 り払 う

とい うこ とを明 らか にするため です 。(マ タイ

13：46参 照)私 は12年 以上 も求 め続 け て いた

平安 と真 理 をこの モル モ ン教 会 で 見 いだ した

の です 。

まだモ ルモ ン経 を読 み終 えては い ませ んが，

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが明 らか に した豊 か

な真理 は， す でに 私 ども家族 の霊 的生 活 に欠

かせ な い もの とな ってお ります。 神 の力 に よ

らなけれ ば， 人 間に こ の書物 が書 け るはず は

あ りませ ん。 私 ど もが これ まで受 け て きた憎

しみ の数 々 は，私 どもが真心 か ら神 を求 め て

い るか どうか の試 しで あ る と思 ってい ます 。

か た くなに 目を閉 じ， モル モ ン経 を読 んで

福音 を学 ぼ う としな い人 々の心 が いつ か 開か

れ るよ うに と私 は祈 って い ます 。 この本 を読

、む 人 は必 ずや生 活 を変 えな いで はい られ ませ

ん。私 とて一夜 に して モル モ ンの信仰 に通 じ

た訳 では あ りませ ん。 しか し，熱 心 に学ぼ う

と努 力 して い ます し，主 が権 威 を授 け られた

人々 を通 じて聖 霊 が教 え るこ と を進 ん で学 ぶ

つ も りです。

プ ロテス タ ン トの牧 師 であ った私 に とって

悔 まれ る こ とは， いか に想像 を働かせ て も，

とて もキ リス トのみ業 を行 なって い る とは思

わ れ ない組織 の維 持 のため に 貴重 な時 間 をた

くさん 浪費 して きた ことです 。」

私 はすべ て の方々 に， 永遠 の生 命 の言葉 と

昇栄 へ の道 が記 され た聖典 を研 究 す る よ うに

お勧 め したい と思 う。

イエ スは言 われ た。 「これわが業 に してわが

栄 光， す なわ ち 人に不死 不 滅 と永遠 の生 命 と

を もた らす な り。」(モ ーセ1：39)

このみ 業 は非常 に大切 で，主 は私 た ちが復

活 で きる よ うに御 自分 の命 を捧 げ， 生命 と救

い を得 させ る計画 を与 えて下 さった。 きょ う

私 がお話 した こ とを証 す る聖 書 とモル モ ン経

を是 非 と もお読 み いた だ きたい。

この世 で幸福 を得 ，来 るべ き世 で 父な る神

と御 子 イエス ・キ リス トと共 に 永遠 の生命 を

得 た い と思 うな らば， どうか 道 で あ り，真 理

で あ り， 生命 で あ る御方 を見 いだ して いただ

きたい。 そ して その御 方 は末 日聖徒 イエ ス ・

キ リス ト教会 で見 い だせ る こ とを， イエ ス ・

キ リス トの み名 に よ りて証 申 し上 げ る。アー

メン。



1978年 度統計報告

大管長会書記

フ ラ ンシ ス ・M・ ギボ ンズ

大 管長 会 は・1978年12月31日 現 在 の教 会員
に 関す る統計 記録 を以下 の よ うに発 表 し

ま した 。

教会 ユ ニ ッ ト

ステー キ部数

伝道部数

990

166

教師

祭司

長老

七十人

大祭司

ワー ド部数

ステー キ部 内の独 立支 部数

伝道 部 内あ 支 部数

ワー ド部 または支 部 の組織 され てい る国 …60

(1978年 度 内 に，694の ワー ド部 と支 部 が

増加 した こ とに な る)

教会 員数

6，731

1，333

1，790

114，000

211，000

351，000

29，000

137，000

(1978年 度 内に，37，000人 の神 権者 が 増 え

た こ とに な る)

教会員総数 4，160，000

(1978年 度 末 の人数 。 ス テー キ部， 伝道 部 ，

な らび に教 会事 務 局か らの報告 に よる)

1978年 内の会 員数 の増 加

専任宣教師

教 会 の学校

1977-78年 ，在 籍者数 ：

セ ミナ リー ， イ ンステ ィテ ユー ト

(特別 プロ グ ラム を含 む)

教 会 の学校 ，大 学， 継続教 育

幼児の祝福数

子供 のバ プ テスマ数

改宗 者 のバ プテ スマ数152，000

(改宗者 の バ プ：テスマ数 は， 大 会 まで に教

会本部 に届 いた1978年 度報 告 書に 基づ く概 算

に よる)

一 般 統 計

出 生 率(1，000人 当 り)

結 婚 率(1，000人 当 り)

死 亡 率(1，000人 当 り)

97，000

63，000

30.7

13，1

神権者

執 事
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4.1

27，669

301，000

70，000

145，000

福祉 活 動

現 金 また は 日用 品 の援 助 を受 け た人111，500

末 日聖徒 社会 福祉 機 関の

援助 を受 け た 人18，000

有 給の職 業 に就 い た人21，000

労働 奉仕 日数 累計443，500

倉庫か らの支給 日用 品(キログラム)・・8，586，000

系 図

神 殿儀 式 のた め に処 理 した名 前 の数5，120，000

(年 度 内 に43力 国 に お い て ， マ イ ク ロ フ ィ

ル ム に 収 録 し た 系 図 記 録 は ，100フ ィ ー トの

ロー ル で983，000巻 に の ぼ る。 これ は300ペ ー

ジ の 本 で4，679，000冊 分 に 相 当 す る)

神 殿

1978年 度 内 に執行 され たエ ンダ ウ メン ト数

生者

死者

50，400

3，756，600



儀 式 を行 な って い る神 殿

建築 中， ま たは計 画 中の神 殿

改築工事中の神殿

16

5

1

(エ ン ダ ウ メ ン ト数 は ，1977年 度 よ り も

204，900増 加 して い る)

死 亡者

十 二使徒 評 議 員会 会員 デ ルバ ー ト・L・ステ

イプ レー 長 老， 大管 長会 マ リオ ン・G・ロム ニ

一 第 二 副 管 長 夫 人 ア イ ダ ・ジ ェ ン セ ン ・ロ ム

ニ ー 姉 妹 ， 元 ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 学 長 ア ー

ネ ス ト・L・ ウ イ ル キ ン ソ ン博 士 ， ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド ・ウ ェ リ ン トン伝 道 部 ル ドル フ ・H・ル

ッ カ ウ 部 長 ， ユ タ州 セ ン タ ー ビ ル 南 ス テ ー キ

部 ロ バ ー ト ・オ ー ス テ ィ ン ・ト ラ ン プ 部 長 ，

元 教 会 中 央 伝 道 委 員 会 会 員 ・地 区 代 表 レ イ モ

ン ド・J・ペ イ ス 長 老 ， 元 教 会 建 築 委 員 会 委 員

長 ウ ェ ン デ ル ・B・ メ ンデ ン ホ ー ル 兄 弟

末 日聖徒 イエス ・キ りス ト教会大管長会への

教会財務委員会報告

委 員長

ウ イ ル フ ：オー ド ・G・ エ ド リ ン グ

た ちは，1978年12月31日 現在 の教 会 の年
私

次財 政 報告 書 ， な らび に年 間の業 務状 況

を検 査 致 しま した。 当委 員会 は， 教 会の 中央

基 金 お よび その他 関連 組 織の 基 金，教 会 財務

部 の保 持 す る報告 書 等， すべ て の財 政報告 書

と運 用状 況 を検査 致 しま した。 また，予 算編

成， 会計 ，監 査 の手 続 き， な らび に基金 の受

領 方 法 と支払 いの処 理方 法 につ い て も調 べ ま

した。 その結 果 ，教 会 の 中央 基 金 の支 出が大

管長 会 の承 認 の下 に，予 算 手続 きを踏 ん で行

な われ て いる と判 断致 します。 予算 編成 は，

大管 長会 な らびに十 二使 徒 評議 員会 ，管 理 監

督会 よ り構 成 され た什 分 の一配 分評 議会 で承

認 され て い ます 。 そ して， 支 出承 認委 員会 が

毎週 開 か れ る会 合 に おい て， その予 算 の下 で

基 金 の支 出 を管 理 運営 して い ます 。

現 在 ，教 会 の急 速 な発 展に 立 ち遅 れ る こと

の な い よ う，財 政 部や その他 の部 門 に最新 の

会 計 技術 と設備 を導 入 して， 資料 の処 理 を的

確 に行 な って い ます 。 また財務 部 と法務 部 は，

連 邦政 府 な らび に州 政府 ，諸 外 国の 政府 に よ

る課税 問 題 を共 同 で適切 に処 理 してい ます 。

監 査部 は， 他 の あ らゆ る部 門 か ら独立 して

おり ，財 政監 査， 運 営監 査， 教 会が 利用 して

い る コン ピュー ター シス テム の監査 とい う3

つ の監 査 を実施 して います。 また監査 は，教

会 の全 部 門， お よび教会 財務 部が 報告書 を保

持 す る その他 の教会 関連 組織 な らびに伝道

部 ，財 務 セ ン ター， 合衆 国 外教会 部 門につ い

て も実施 します。教 会 の発展 と活動 の拡 大 に

伴 って，教 会 の資産 を保 護す る監査部 の運 営

規 模 も大 き くな って い ます 。 ワー ド部 とステ

ー キ部の 基金 の監 査 は
， ステー キ部 監査委 員

に割 り当て られ てい ます。 また，教 会が所 有

あ るい は管理 して いる法 人組織 の事 業に つい

て は，財 務部 が その報告 書 を保 管せ ず に， 公

認 の会計 検査 員が 監査 を行 な って い ます 。

当委 員会 は，年 次財 政報 告 書， その他 の会

計 資料， な らびに財政 業務 の 管理 の基 とな る

会計 お よび監査 方法 を検討 し， さ らに財 務部，

監査 部 ，法務 部 の職 員 と会合 を持 っ て調 べ ま

した。 そ の結果 ，1978年 度の 教会 中央 基金 の

収 支 は適切 に会 計処 理 され てい ま した。

教 会 財 務 委 員 会

ウ イル フ ォー ド ・G・ エ ド リン グ

ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ ト

ウ ェ ズ トン ・E・ ハ ミル トン

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネ デ ィー

ウ オー レ ン ρE・ ビュ ー
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教会役員の支持

第一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

私 たちは予言者・聖賭 啓示を受ける者・
末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の大 管長

としてスペ ンサ ー ・W・ キ ンボール を支 持 し

て下 さ るよ う提 議致 します 。 この提 議 に賛 成

の方 はそ の意 を表 わ して下 さい。反 対 の方 も

同 じよ うにその 意 を表 わ して下 さい。

大管 長会 第一 副管 長 としてナ サ ン ・エル ド

ン・タナー を，第二副 管長 と して マ リオ ン ・G・

ロムニ ー を支持 して下 さ る よう提 議 致 します 。

賛成 の方は その 意 を表 わ して下 さい。 反対 の

方 も同 じよ うに その 意 を表 わ して下 さい。

私 たちは 十二使 徒 評議 員会 会長 としてエ ズ

ラ ・タフ ト・ベ ンソ ンを支持 して下 さる よ う

提 議致 します。 賛成 の方 は その 意 を表 わ して

下 さい。反対 の 方 も同 じよ うに その 意 を表 わ

して下 さ い。

私 たちは十 二使 徒評 議 員会 会員 と して，エ

ズ ラ ・タ フ ト・・ベ ン ソン， マ ー ク ・E・ ピー.

ターセ ン， リグラ ン ド ・リチ ャー ズ， ハ ワー

ド ・W・ ハ ン ター ， ゴー ドン ・B・ ヒン クレ

ー， トーマ ス ・S・ モ ン ソン， ボ イ ド ・K・

パ ッカー，マ ー ビ ン ・J・ ア シュ トン， ブル

ー ス ・R・ マ ッコ ンキー
，L・ トム ・ペ リー，

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト， ジ ェー ム ズ ・E・ フ

ァウ ス トを支持 して下 さる よ う提議 致 し ます 。

賛成 の方 は その意 を表 わ して下 さい 。 も し反

対 の方が あれ ば， 同 じよ うに その 意 を表 わ し

て下 さい。

教 会 の大祝福 師 と してエ ル ドレ ッ ド ・G・

ス ミス を支持 して下 さ るよ う提 議 致 します。

賛成 の方 は その意 を表 わ して下 さい。 も し反

対 の方が あれ ば， 同 じよ うに その 意 を表 わ し

て下 さい。

大 管長会 副管 長 ，十 二使徒 ， 大祝 福 師 を予

言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る者 と し て 支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を 表 わ し て 下 さい 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ うに そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

私 た ち は ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル を 末

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 信 託 管 理 人 と し

て 支 持 す る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ

ば ， 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 貝 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人 第

一 定 員 会 会 員 と して
， フ ラ ン ク リン ・D・ リ

チ ャ ー ズ，J・ トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ，A・

セ オ ドア ・タ トル ， ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ

ェ ル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス ， ポ ー ル ・H・

ダ ン，W・ グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー ター を 支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と し て ， セ

オ ドア ・M・ バ ー トン， バ ー ナ ー ド ・P・ ブ

ロ ッ クバ ン ク， ロバ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン，

0・ レ ス リー ・夙 トー ン ， ロ バ ー ト ・D・ ヘ

イ ル ズ ， ア ドニ ー ・Y・ 小 松 ， ジ ョセ ブ ・B・

ワ ー ス リン ， ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ

ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン， レ ッ クス ・D・ ピ

ネ ガ ー ， ジ ー ン ・R・ ク ッ ク， チ ャ ー ル ズ ・

A・ デ ィデ ィェ ， ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ド

フ ォ ー ド， ジ ョー ジ ・P・ リー ， カー ロ ス ・

E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッ セ ル ・バ ラ ー ド ・ジ

ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ ロ ー バ ー グ， ジ ェ イ

コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ ー ス

トー ン， デ ィー ン ・L・ ラ ー セ ン ， ロ イ デ ン ・

G・ デ リ ッ ク， ロバ ー ト ・E・ ウエ ル ズ，G・

ホー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ ー ム ズ ・M・ パ ラ モ
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ア ， リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト， ヒ ュー ・W・

ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ ィ オ ・ブ ッ シ ェ ， 菊 地

良 彦 ，・ロ ナ ル ド ・E・ ポー ルマ ン， デ リッ ク ・

A・ カ ス バ ー ト， ロ バ ー ト ・L・ バ ッ クマ ン，

レ ッ ク ス ・C・ リー ブ ・シ ニ ア ，F・ バ ー ト

ン ・ハ ワ ー ド， テ デ ィー ・E・ ブ ル ー ア ー ト

ン， ジ ャ ッ ク ・H・ ゴ ー ス リン ド ・ジ ュ ニ ア

を， ま た 七 十 人 第一 定 貝 会 名 誉 会 員 と し て ジ

ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン ， ウ ィ リア ム ・H・ ベ

ネ ッ ト， ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア ， ス ター

リ ン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラー ，

ジ ョ ン ・H・ バ ン デ ン バ ー グ，S・ デ ル ワ ー

ス ・ヤ ン グ を， そ れ ぞ れ 支 持 し て 下 さ る よ う

提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て

下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に

そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と して ビ クター ・L・

ブ ラ ウ ン を， 第 一 副 監 督 と してH・ バ ー ク ・

ピー ター ソ ン を， 第 二 副 監 督 と してJ・ リチ

ャー ド ・ク ラ ー ク を 支 持 し て 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ

い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。

地 区 代 表 と し て ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

扶 助 協 会 ，会 長 と して バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ドシ

ョー ・ス ミス を， 第 一 副 会 長 と して マ リア ン ・

リチ ャー ズ ・ボ イ ヤ ー を ， 第 二 副 会 長 と し て

シ ャ ー レ ー ・ウ イ ル ク ス ・ トー マ ス を， そ の

他管 理 会 員 を現 状 の ままで支持 して下 さ る よ うに 。

日曜 学 校 ， 会 長 と し て ラ ッセ ル ・M・ ネ ル

ソ ン を， 第 一 副 会 長 と し て ジ ョー ・J・ ク リ

ス テ ン セ ン を，第 二 副 会 長 と し て ウ ィ リア ム ・

D・.オ ズ ワ ル ドを，・そ の 他 管 理 会 貝 を現 状 の

ま ま で支 持 し て 下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と して ニ ー ル ・D・ シ ェ イ

ラー を， 第 一 副 会 長 と し て グ ラ ハ ム ・W・ ド

ク シ ー を， 第 二 副 会 長 と して ク イ ン ・G・ マ

ッ ケ イ を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支

持 して 下 さ る よ う に 。

若 い女 性 ， 会 長 と して エ レ イ ン ・A・ キ ャ

ノ ン を， 第 一 副 会 長 と して ア ー リ ン ・B・ ダ

ー ガ ー を
， 第 二 副 会 長 と し て ノ ー マ ・.B・ ス

ミス を， そ の 他 管 理 会 員 を 現 状 の ま ま で 支 持

し て 下 さ る よ うに 。

初 等 協 会 ， 会 長 と して ナ オ ミ ・マ ッ ク ス フ

ィー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を ， 第 一 副 会 長 と し

て コー リン ・ブ ッ シ ュ マ ン ・レ モ ン を， 第 二

副 会 長 と して ドロ シ ア ・ル ー ・ク リ スチ ャ ン

セ ン ・マ ー ド ッ ク を， そ の 他 管 理 会 貝 を 現 状

の ま ま で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の方 は そ の 意 を 表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 も 同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ

し て 下 さ い 。.

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と し て スペ ンサ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ドン ・タナ ー ， マ

リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン ， ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー ≒♪

ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッカ ー ，

マ ー ビ ン ・」 ・ア シ ュ トン ， ニ ー ル ・A・ マ

ッ ク ス ウ ェル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン クス ， ビ

ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を 支 持 し て 下 さ る よ うに 提 議 致 し ま す 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。 も し

反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ

して 下 さ い 。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 貝 と して ウ イ ル フ ォ ー

ド ・G・ エ ド リン グ ， ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ

ト， ウ ェ ス トン ・E・ ハ ミル トン ， デ ビ ッ ド・

M・ ケ ネ デ ィー ， ウ ォー レ ン ・E・ ビュ ー を

支.持 し て 下 さ る よ うに 。.

タ バ ナ ク ル 合 唱 団 ，団 長 と し て オ ー ク レー ・

S・ エ バ ン ズ を ， 指 揮 者 と して ジ ェ ラル ド ・

D・ オ タ リー を ， 准 指 揮 者 と し て ドナ ル ド ・

H・ リプ リン ガ ー を ， タ バ ナ ク ル オ ル ガ ニ ス

ト と し て ロバ ー ト ・カ ンデ ィ ック， ロ イ ・M・

ダ ー リー ， ジ ョ ン ・ロ ン グハ ー ス トを支 持 し

て 下 さ る よ う に 。 以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ

の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ

ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

キ ン ボー ル 大 管 長 ，以 上 の 役 員 お よび 教 会 幹

部 に対 して全 会 一 致 の 支 持 が 得 られ た よ うで す 。
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まこ との教会 の しる し

この教 会 は この世 に天か ら遣 わ さ'れた春 の いぶ さで あ り，や かて 夏 になれ ば

見事な 霊 性の 花 を咲 かせ て くれ る， その よ うな 所で ある

十 二使 徒 評 議 員 会会 員

マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン

_年 の うち で，春 ほ ど人々が 待 ち こが れ る

季節 は な い。万 物 が更新 され， 未 来 の約

束が開 け，希 望 は頂 点 に達 す る。春 は勇気 と

信 頼 を覚 醒 させ る季 節 で ある。

春 。更 新 の季 節， 生命 の 本質 が よみ が え る

季節 ，特 に 永遠 の生 命へ の神 聖 な約 束 を再確

認 す る時 で あ る。 この こ と を可 能 にす る ため

に救 い主 が 自ら犠 牲 を捧 げ，.そして復活 され

たの も春 で あ った。

イエ スが弟 子 た ち を集 め， 自分が 十字 架 に

か け られ た こ と を忘 れ ない ため に主 の聖 餐 を

いただ くよ うに教 え られ た の も春 であ る。

キ リス トが ゲ ッヤ マ ネの 園で心 か らへ りく

だ り，「わた しの思 いの ままで はな く，み ここ

ろの ままに な さって下 さい」(マ タイ26.：39)

と祈 り， 尊 い模 範 を示 して下 さっ たの も春 で

あ る。

また キ リス トは，天 父 とキ リス トが ひ とつ

で ある よ うに， 弟子 た ち も神 の み業 を推 し進

め るため に ひ とつ とな る ように と祈 られ た 。

(ヨハ ネ17：11参 照)こ れ も春 の こ とで あ る。

教会 の初 期 の時代 に キ リス トは聖 徒 た ち に

向か って こ う言 われ た。 「汝 らひ とつ となれ 。

もしひ とつ とな らず ば， 汝 らは わが もの に あ

らず 。」(教 義 と聖約38：27)

このひ とつ とな る こ と，す な わ ち行 動 と 目

的 に おけ る一 致 は， 主の み業 を遂 行 す る上 で，

欠 くこ とので きな い もの で あ る。 弟子 た ちに

は， 争 い，論 争 す る余 地 は まった く与 え られ

て い ない。 パ ウ ロは分 争 す る コ リン ト人 に次

の ように詰 問 して い る。 「キ リス トは い くつ

に も分 け られ たのか 。」(1コ リン ト1：13)

約2，000年 前， イエ スが教会 を設立 された

時， すべ て の 人が神 の子 を信 じる信 仰 の一 致

と知 識 の一致 とに到達 し， 全 き人 とな り， つ

い には実 際 に キ リス トの よ うな 人に な るよ う

期待 されて いた 。(エ ペ ソ4：13参 照)

しか し，御 存 じの よ うに，現 在 キ リス ト教

の諸教 派 は一 致 して い ない。 キ リス トを信 じ

る と公言 してい る人 々の 中 に意 見の 相違 や争

い，論 争 が あ り， 時 に は敵意 さえ も見 られ る。

これ らはキ リス トが 十字 架 にか か る前に ，一

致 を求め てへ りくだ り祈 った こ と とは ま った

くか け離 れ た こ とで あ る。

それ では再 び使徒 パ ウ ロの言 葉 「キ リス ト

は い くつ に も分 け られ たの か」 とい う問 いに

つ いて考 えて み よ う。主 の教 えか ら遠 ざか っ

て いった コ リン ト人に対 して， パ ウ ロは こ う

願 ってい る。 「さて兄弟 た ち よ。わた した ちの

主 イエ ス ・キ リス トの名 に よ って， あ なた が

たに勧 め る。 み な語 るこ とを一つ に し， お互

いの 間に分 争が ない よ うに し， 同 じ心 ， 同 じ

思 い にな って， 堅 く結 び合 って いて ほ しい 。」

(1コ リン ト1 .：10)

パ ウ ロは コ リン トです で に4つ の 教派 が生

じて いる こ とを指 摘 し， そ の こ とを強 く非難i

した。(1コ リン ト1：12-15参 照)そ の 町 の

改宗 者 た ちは キ リス トの教 義 を変 え， キ リス
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トの復 活 さ え否定 し始 め ていた。(1コ リン ト

15：12参 照)

それ だ けで お さ ま らなか った。 分裂 は さ ら

に続 き，紀 元1世 紀 内に ク リスチ ャンの 間に

広 く及ん だの で あ る。 新約 聖 書の 中 の手紙 は

その大 半 が， この分裂 を抑 え るため に書 かれ

た もの で あ る。パ ウロは ， コ リン ト人の み な

らず， ガラ テヤ 人に も手 紙 を書 き送 って 分争

を非難 して い る。 「あなたがたがこん なに も早

く， あな たが た を キ リス トの 恵み の 内へ お招

きに な ったか たか ら離 れ て， 違 った福 音 に落

ちて い くこ とが， わ た しに は不思 議 で な らな

い。それ は福音 とい うべ きもの で は なく，…… 」

(ガ ラテ ヤ1：6-7)

パ ウ ロは この よ うな不 和 につ い て次の よ う

に予 言 して い る。.「わ たしが去 った後，狂暴 な

おおか み が， あ な たが たの 中に は い り込 ん で

きて， 容 赦 な く群 れ を荒 す よ うに な るこ とを，

わ た しは知 って い る。 また， … … いろ い ろ曲

っ たこ とを言 って弟子 た ちを 自分 の 方 に， ひ

っ ぱ り込 も うとす る老 らが起 る で あ ろ う。」

(使徒20：29-30)

ペ テ ロは またにせ 教師 が現 わ れ， 「大ぜ いの

人が 彼 らの放 縦 を見習」 う ように な るであ ろ

う と予 言 して いる。(IIペ テ ロ2：1-2参 照)

パ ウロは テ トス に 「法に 服 さな い者， 空論

に 走 る者 ，人の心 を惑 わす者 が 多 くお り」(テ

トス1：10)と 語 って い る。 さ らにユ ダは，

神 の教会 か ら分 か れて 「自分 の不 信 心 な欲 の

ままに生 活 す る」者 が現 わ れ るで あ ろ う と書

き記 してい る。(ユ ダ18-19参 照)

この よう.な分 裂 は， 使徒 の死 後 も続 いた 。

歴 史家 は， 第1世 紀に キ リス ト教 界に 少 な く

と も30の 相対 立 す る教 派が 起 こ り， 初期 の教

会 は勝 手に 自分 た ちの 信条 を唱 える教 派へ と

分裂 して行 っ た と述 べ て い る。 キ リス ト教 界

に もはや 一致 が 見 られ な くな って いた 。

この よ うな初 期 の時 代 に起 こ った教 会に は，

次 の よ うな ものが あ る。

ユ ダヤ ・キ リス ト教 。 キ リス ト教 に 割礼 な

どモー セの 時代 の儀 式 を取 り入れ， ユ ダヤ 人

的 に変 えて い った教 派。

千 年期 教 会派 。

エ ン クラテ ィス 派。主 の晩 餐 の聖餐 でブ ド

ウ液の代 わ りに水 を用 いた。

エ ビオ ン派 。

グノー シス 派。福 音 の真理 に ギ リシ ャ哲 学

を加 えて，福 音 を難 し くした。

アル コン派 。天 国は7つ あ り， それ ぞれに

君 主が い て統 治 してい る と信 じて いた。 また

天 に至 高 の御 母 が お られ るこ と を信 じ， エ レ

ミヤ書7章 と44章 を否定 じた。

コプ ト派。現 在 で もエ ジプ トに存続 す る。

シ リア ・キ リス ト教 。当 時の 中東 にお け る

主 要都 市 であ り， また 異教 の町 の ひ とつ で あ

った ダマ ス カス を中心 に広 が って いた。

マ ン ダヤ 教 。水 をふ りか け るバ プテ スマの

様 式が 起 こ って きた こ とに 反対 したバ プテ ス

ト派 の ひ とつ 。

マ ニ教 。

十 四 日教 。

その ほか ギ リシャ文 化の 影響 を受 け た数 多

くの教 派が起 こ った。

第1世 紀末 までに は， キ リス ト教 界 に使徒

や 予 言者 た ちは存 在 しな くな って しまった 。

その上 ，対 立 す る教 派の 人々 は， もはや 使徒

や 予 言者 は必 要 な い， 啓示 も不 要 で あ る と宣

言す るよ うにな っ た。 また真 実の教 えに代 わ

っ て， ギ リシ ャの学 問や哲 学 が幅 をきかせ る

ように な った。 この よ うに して教 会の 柱 とな

る 人々 は どこに も存 在 しな くな って しまった

の であ る。

そ して現 在で も， 人 々は教 会の 柱 とな る人

人 の必要 を認 め よう と しな い。聖 書 に神の 完

全 な言葉 が 記 され てい る と考 え てい るか らで

あ る。 悲 しい こ となが ら， 霊 の暗 黒が世 を覆

ってい る こ とが こ の こ とか らも明 らか で あ る。

しか し，予 言 され て いた新 しい 日， 神が か

つ て授 けて下 さっ たすべ て の ものが 更新 され

る時が再 び この 地上 に訪 れ た。使 徒 パ ウロは，

世 の初 めか ら予 言者 の 口 を通 して語 られ て き

たす べ ての こ とが末 の 日に 回復 され る と告 げ
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てい る。(使 徒3：21参 照)

つ ま り， キ リス トの教 会 は地 上 に 回復 され

る ように定め られて い た。、しか も， その こ と

は教 派 聞の争 い の真 っ最 中 に起 こる と言 われ

ていた。 そ して この教 派間 の争 いは，今 日も

なお続 いて い る。

では， この教 会の 回復 は いつ 起 こ った のだ

ろ うか。 回復 され た キ リス トの教会 を他 の教

派 と見分 け るに は ど うす れ ば よ いの だ ろ うか 。

ま こ との教会 は どの よ うに してわ か るの だ ろ

うか。

まこ との教 会 を知 りた い と願 うす べ て の 人

人 が混 乱す る こ との ない よ うに，教 会 を見分

け る しる しが聖典 には っ き りと述べ られ て い

る。 その しる しにつ いて少 し考 えて みた い と

思 う。

昔， まこ との 教会 の会 員 は 自分 た ち を ク リ

スチ ャ ン とは呼 ば なか っ た。 なぜ な ら， それ

はキ リス トを憎 ん だ人 々が あ ざけ るため に用

いた呼 び名 だか らで ある。 教会 の会 貝 た ちは，

新 約聖 書 の随所(ロ ー マ16：2;1コ リン ト

1：2参 照)に 見 られ るよ うに， 自分 た ちを

「聖徒 」 と称 して い た
。 これが ま こ との 教会

を見分 け るひ とつ の しる しで あ る。 す なわ ち，

教会 員は 「聖徒 」 と呼 ば れ るの であ る。

も うひ とつ の大切 な しる しは， 生 け る予 言

者に絶 えず啓示 が下 され て導 か れて い る とい

うこ とで あ る。ア モ スが語 って い る よ うに，

主は御 自分 の認 め た予 言 者に知 らせ るこ とな

しに は，何 事 もな されな い。(ア モ ス3：7参

照)し たが って， 回復 され た神 の教 会は ，常

に その時代 に 必要 な指 示 を天 か ら受 け る生 け

る聖 見者， 啓示 を受 け る者 に よって 導か れ て

い るので あ る。

パ ウ ロは この こ とに関 して エペ ソの 人々 に，

教会 は使徒 た ちや予 言者 た ち とい う土 台の上

に建 て られ， イエ ス ・キ リス ト御 自身が 隅 の

か しら石 で ある， と語 って い る。(エ ペ ソ2：

19-20参 照)

さ らに パ ウ ロは， これ らの 使徒 や 予言 者 た

ちは私 たちが皆 完 全 な者 とな るま で教会 にあ
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って絶 え るこ とが ない と述べ ている。(エ ペ ソ

4：11-14参 照;マ タイ5：48を も参 照 〉

予 言者 は また，教 会に あ って伝 道 の業 を導

く人 であ る。す な わち 自 ら福 音 を宣べ 伝 え る

と同時 に，伝 道 の業 を行 な う人 を選 ぶ責 任 も

あ る。

そ の よ っな 人々 はア ロ ンの よ っに生 け る予

言 者 を通 して与 え られ る啓示 に よ って神 よ り

召 されな ければな らないと，パ ウ ロは 言 ってい

る。(ヘ ブ ル5：4;出 エ ジプ ト28：1参 照)

パ ウ ロ 自身 もその よ うに して 召 され たの で あ

る。(使 徒13：1-3参 照)こ れ が神 の定 め ら

れ た方 法 であ る。

したが って主 の ま こ との教 会 は， その 管理

役 員 がア ロ ンの よ うに， 生け る予 言 者に 与 え

られ る啓示 に よ って神 か ら召 されて い るか ど

っか に よって もは っ き りと見 分 け る こ とが で

き る。

これは， 主 と主 の教会 の 間の コ ミュニ ケー

シ ョンの 問題 で もあ る。 人 々に 直接 語 りか け

な い とす れば， 主 は どの よ うな方法 で 人々 を

導 か れ るのだ ろ うか 。 その よ うな コ ミュニ ケ

ー シ ョンは， 啓示 に よる。す なわ ち， この地

上 の生 け る予 言者 に定め られ た方法 でみ ここ

ろが伝 え られ るの であ る。

これ らが ま ことの教会 を見分 け る確 か な し

る しで あ る。 しか しそれ だ け では ない。 今 日

の教 会は現 代 に誕生 した もの でなけ れ ば な ら

な い。少 々驚 かれ た と思 うが ， 昔 の教会 では

な く， 現代 に 起源 を有す る教 会 で なけ れば な

らないの で ある。 これ こ そ まこ との教会 を見

分 け る重要 な しる しであ る。

使徒 パ ウ ロは，教 会 は キ リス トの再晦 の 前

に 回復 される と予言 した。(使 徒3：19-21参

照)

黙示 者 ヨハ ネは， 回復 は神 の裁 きが下 る時

に起 こ る と告 げ て い る。(黙 示14：6-7参

照)そ して ， それ は まさに現代 にお いて ほか

に ない 。

救 い主 も同様の こ とを言 わ れた。 つ ま り，

まず 福音 が 国々 に対す る警告 として全世 界に



宣べ伝 え られ， そ れか ら世 の終 わ りが 来 る と

述べ て い る。(マ タ イ24：14参 照)そ れは明 ら

か に現代 の こ とで あ る。

ま こ との教 会 の も うひ とつ の大切 な しる し

は， 昔 もそ うであ っ た よ うに， 聖書 以 外 に新

し く聖 典 が加 え られ る とい うこ とで ある。

聖 書 は， モー セ を初 め とす る古代 の予 言 者

た ちが記 した書 ， さ らに その時 代時 代 に応 じ

て召され た新 しい予 言者 たちが 編 さん したもの

であ る。 こ うして聖典 は時代 と共 に増 えて ゆ

くの で あ る。 これ もまた主 の定 め であ る。

同 じこ とは新約 聖 書 に も言 え る。 私 た ちは

福 音 書 を初 め，他 の 多 くの 書 を含ん だ新 約聖

書 をい ただ いて い る。主 は その 方法 を変 えた

りは な さ らない 。

主 が いつ の時代 に も変 わ らない御 方 であ れ

ば，今 日の ま こ との教 会 で も聖 書の ほか に新

しい聖 典 が加 え られ るはず で あ る。

ほ か に も まこ との教 会 を表 わ す し る しは い.

ろい ろ あ る。 したが って， とて もこの短 い期

間で 言 い尽 くす こ とは で きな い。 しか した だ

ひ とつ の点 だけ を見 て， まこ との教 会 を見分

け るこ とは決 して で きな い。 しる しはすべ て，

使 徒パ ウ ロが コ リン ト人に語 った よ うに，堅

く結 び合 っ てい るは ず だか らである。(1コ リ

ン ト1：10参 照)

神 の教会 には， これ らの しる しがす べ て具

わ って いな けれ ばな らない 。 これ らの し る し

が少 しで も欠け て いれ ば， どこかほ か を捜 し

た方 が よい 。

私 た ち末 日聖 徒 は， 主 の聖 な る教 会 は聖 典

に記 され て い る よりに この地 上 に 回復 され た

こ と を証 す る。 この教 会 は現 代 に建 て ら.れた

もの で あ る。 そ して新 しい 啓示 と聖典 もい た

だい て い る。 また この教 会 は昔 と同 じよ うに

生 け る使徒 と予 言者 を土 台 とし， イエ ス ・キ

リス ト御 自身 を隅 の か しら石 とす る教 会 で あ.

る。

この教会 には神 の教 会 の しる しの すべ てが'

具 わ って い る。 だれ で も注意 して見 るな らば，

必 ず その しる しが見分 け られ るはず で あ る。

先 程生 命 と希望 と喜 びが よみが え る春 の季

節 につ いて述 べ たが， 春 と言 えば， 全能 の神

が何世 紀 もの間 閉 ざ して いた封 印 を切 って，

み姿 を現 わ され たの も，1820年 の よ く晴 れ わ

た った春 の 日で あ った。

神 はニ ュー ヨー ク州 を訪 れ， 純粋 で汚 れな

く， しか も春 の ように前途 有望 な若 者 を現 代

の予 言者 と して 召 された。

この少年 は現代 に おけ る神 の代 弁 者 とな っ

た。 ペ テ ロが予 言 した よ っに， 万物 は彼 に よ

っ て回復 された 。そ の少年 は だれだ ろ うか 。

現 代 の聖 見者 ，啓示 を受 け る者， ジ ョセ ブ ・

ス ミス ・ジュニ アで ある。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は救 い主 の指 示 に従 って謙遜 に， しか も完 全

に その業 を成 し遂 げ たの であ る。

主 人は キ リス トで あ り， ジ ョセ ブは その僕

で あ った。 キ リス'トは私 たちが再 臨 を待 ち望

んで い る贈 い主，救 い主 であ る。 そ して ジ ョ

セ ブは， キ・リス トの前 に道 を備 え る よう遣 わ

され た使 い であ る。

そ して今 また，私 たちは この新 しい春 の季

節 に神 が 送 って下 さった世 界 で最 も意義 あ る

大 会 を開 い てい る。 それは， 必 ず夏 に向 けて

見 事 な霊性 の 花 を咲かせ る こ とだ ろ う。

天 が堅 く閉 ざされ てい た， 天 の導 きの ない

冷 た く暗 い冬 か ら， キ リス トが この地 上 に真

理 と教 会 をもた らして下 さっ た新 しい啓示 の

春 が訪 れ た ので あ る。

まばゆ い ばか りの天 の光 が射 し，新 たな夜

明け が訪 れ た。 それ は希望 と真理 の 日の始 ま

りで あ り， や が てそれ は福千 年 の時代 へ と続

いて， さ らに神 の王 国 にお け る永遠 の生命 へ

と通 じるの であ る。

そ して現 代 の予 言者 た ちが今， この タバ ナ

クル か ら語 って い る。偉 大 な予 言者 スペ ンサ

ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 は今 朝
，1979年 に

必要 な神 の メ ッセー ジ を伝 えて下 さっ た。大

管 長 は神 の代 表者 で あ り，代 弁 者 であ る。 副

管 長 た ち もそ うであ る。 そ して 十二使 徒 た ち

も今 の世 に主 イエ ス ・キ リス トの使徒 と して

召 され た尊 い人 々で あ.る。
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神の予 言者 ，主 イエ ス ・キ リス トの使徒 た

ちは再 び この地上 で召 され， 務め を果 た して

い る。 今 ここに私 たち と共 に集 っ てい る， 皆

さん の前に座 わ っ てい るそ の よ うな人 々で あ

る。私 た ちは声 をひ とつ に して， 主 が生 きて

お られ るこ とを証 し， しか もこの証 が真 実 で

あ るこ とを皆 さん に断 言す る。

神 は決 して遠 い存 在 の御 方 では ない 。聖 き

みた まと共 に私 た ちの 中に お られ るの で あ る。

救 い主 も決 して架 空の御 方 では な く，実 に生

きて まし ます 。救 い主 が聖 任 され た， この地

上の代 表者 であ る使徒や 予 言者 たち と共 にお

られ るの で ある。

願 わ くは，私 たちが よ く耳 を澄 ま して これ

らの霊 感 され た指 導者 の言葉 に聞 き従 え る よ

うに 。 その教 え を受 け 入れ る謙遜 さ を持 て る

よ つに。

また救 い主 の招 きに応 じて救 い主 につ いて

さらに深 く学 び， 聖徒 た ち を整 え， 奉 仕 の業

を行 な い， キ リス トの体 をた て させ るた め に，

主が 今 日召 して下 さっ た義 しい人 々 に従 っ て

それ を実 践 して ゆ くこ とが で きる よ うに祈 っ

て い る。

これ らの こ とを心 か らへ りくだ り， 主 イエ

ス ・キ リス トの聖 な るみ 名 に よって 申 し上 げ

る。ア ー メ ン。

大会の開場 を待つ聖徒たち
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霊性を培 う

信仰 と従 順 さ を持ち ， 強さ'を求 め， 自分 の 態度 を改 め， 望 みを増 しな が ら一歩 ず

つ前 進す る な ら ば，や がて 霊 的成 長を遂 げて いる 自分 に気 づ く時が来 る であ ろ う

十二使徒評議員会会 員

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ンター

か つ て ウ ィル フ ォー ド'ウ ・ ドラフ焔 長
は ， あ る素 晴 ら しい経 験 につ い て語 っ た。

き ょ う，私 は そ の こ とにつ いてお 話 したい と

思 う。 ウ ッ ドラ フ大管 長 が その 出来事 を初 め

て公 の場 で述べ たの は，1880年10月 の総大 会

の こ とで あ る。 それか ら16年 後 に， その 出来

事 をウ ッ ドラフ大管 長 は ウ ェバ ー ・ステー キ部

大 会 で さ らに詳 し く述 べ ，それ は 「デゼ レ ト・

ウ ィー クリー 」紙 に も掲 載 され た。1880年 の

大 会 で， ウ ッ ドラ フ大管 長 は，予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス の死後 ，何 度 も夢 の 中 で予 言 者 と

語 り合 った こ とにつ い て述べ た 。 また， ブ リ

ガム ・ヤ ン グ大管 長 と も夢 の 中で話 を した こ

とを述べ た 。 これ は， その 時の話 であ る。

「私 は大会 へ 出席 す るた めに 道 を急 いで い

た。 す る と， 私 の 馬車 のす ぐ前 を， ブ リガム

兄弟 と ヒーバ ー 兄弟 の 乗 った馬 車が 走 って い

た。 ふ た りは， とて も神 々 しい 衣服 を ま とっ

て いた 。私 は大 会 の会場 に着 いた ところ で，

ヤ ン グ大 管長 に， 私 た ちに 説教 を して くれ る

のか ど うか尋 ね た 。す る とヤ ン グ大 管長 は こ

う答 え た。 『いいえ，私 が この民 に証 を述 べ る

の は肉体 を持 って い た期 間 だけ で， 今 は もう

その時 も過 ぎ去 りま した。私 が こ う して来 た

のは， あなた に会 うため です 。 あな た を見守

るため に こ うして 来た のです 。 この民 が何 を

して い るか を見に 来た のです 。 そ こで あなた

にお願 い したいの です が，'どうか この民 に精

一 杯努 力 し
， 聖 きみ た まを得 られ る よ うな生

活 をす る よ うに教 えて下 さい 。そ して， あ な

た 自身が まずそ の勧告 に従 うよ うに して下 さ

い 。 この聖 きみ た まな しには， 王 国 を築 くこ

とはで きないか らです 。神 の みた まを受 け な

け れば， 暗 闇 を歩 く危険 が あ ります。神 の教

会， また神 の王 国 の使 徒 と して， 長老 として

の 召 しを全 うで きない危 険性 が あ ります。 そ

して彼 は， ジ ョセ ブ兄弟 が私 に この原 則 を教 .

えて くれ た と言 った。』」(∫o曜 鰯1げD∫s・

60%駕 邸 「説教 集」21：318)

ウ ッ ドラ フ大 管長 は さ らに話 を続 けた。 ウ

ェバ ー ・ス テ ー キ部 大 会 で 語 っ た もの で，

きょ う，特 に私 がお話 した い こ とで あ る。 「こ

の教会 の会 員 は皆 ，み た ま を得 るよ うに努 め

る必要 が あ る。私 た ちの周 囲に は，神 と， 神

の王 国 を築 こ う とす るすべ ての努 力に対 して

闘 い を挑 む悪霊 が群 が って い る。私 た ちが そ

れ らの影響 力に打 ち勝 つ ため には，聖 きみた

まが 必要 で あ る。」(Dお6纏 脆 盈砂 「デ ゼ レ

ト ・ウ ィー ク リー 」1896年11月7日 ，p.643)

ウ ッ ドラフ大管 長 は さ らに説教 を続 け， 自

分 の伝 道 経験 につ い て述べ た。「カー トラン ド

で背 教 があ った 時，… …神 のみ た まが私 に告

げ た。 『あ なた は同僚 を選 ん で，す ぐにフォ ッ

クス諸 島へ 向か いな さ い。』私 は フォックス諸

島 につ いて は， コロブ同 然 まっ た く知 らなか

った。 しか し主 の命令 なの で私 は.出か け た。

同僚 に ジ ョナサ ン ・H・ ヘ イル兄 弟 を選 び，

彼 と一 緒 にフ ォ ックス諸 島 に向か っ た。 そ し
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て私 は，神 の祝 福 に よっ て聖徒 たちが ミズー

リか らイ リノイへ追 われ た時期 に， その地 か

ら100名 近 くの人 を シオ ンへ連 れ帰 った ので

あ る。

この よ うな経 験 は私 の生涯 に しば しば起 こ

った。私 が何 か をす る計 画 を立 てて いて も，主

が別 の こ とを私 に させ た い と思 われ た ら，主

は必ず その こ と を私 に告 げ知 らせ て 下 さ った。

私 た ちが 英 国へ送 られ た時 も， 啓示 に よ って

送 られ た。私 は アル フ レ ッ ド ・コー ドン兄弟

と一 緒 にス タフ ォー ドシ ャー の 陶器工 場 を訪.

れ， そこで ほ とん ど毎 晩 の よ うにバ プテ スマ

を施 した。 ま さにめ ざま しい成功 を収 め て い

た。 これ は今 までの 中で最 高 の伝道 だ った と

思 う。 あ る晩， 私 はハ ンレー の町 に行 っ て広

いホール で開か れ た集 会 に出席 した。 集会 場

は あふれ んばか りの 人々 で一杯 で あ った。 そ

の時， 主 のみ た まが私 に臨 ん で， これ まで何

日か集 会 を開 いて きたが， これ が こ こで の最：

後の集 会 に なる と告 げ られ た。 そこ で私 は人

人に 向か って， これが皆 さん と会 う最 後の 集

会に な るだ ろ うと語 った。 会が 終 わ って， 人

人は私 に どこに行 くの か と尋 ね た。 私 は わか

らな い と返事 を した。翌 朝， 私 は主 の み こ こ

ろ を伺 った。する と主 はた だ， 『南 に行 き な さ

い』 と言 われ た。私 は 乗合 い馬 車に 乗 り， 南

へ130キ ロほ ど下 った 。 そ して ピア フ ォー ド

シ ャー の ジ ョン ・ベ ンボー家 に初 め て立 ち寄

った。 家に 入 って30分 もた たな い うち に，主

が なぜ私 をその地 に 送 られ たの か， その わ け

をは っ き りと知 るこ とが で.きた 。そ こにい た

人々 は， 古代 の宗 教 形態 が知 りた くて祈 って

いたの であ る。 彼 らは キ リス トや 使徒 た ちが

教 え た福 音 を待 ち望 ん でい た。結 果 は明 らか

であ った。私 は そ こに着 い てか ら約1カ 月 間

で600名 の 人々 にバ プ テスマ を施 した。 この

土地 で働 い た8カ 月間 に， 通 算1，800名 の 人

人 を教会 に導 くこ とが で きた。 なぜ で あろ う

か。福 音 を受 け 入れ る備 え ので きた 人々 が い

た上 に， さ らに主 が その地 でみ業 を推 し進 め

るよ うに私 を送 っで下 さっ たため で あ る。私
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は， これ まで私 の身 に起 きた 良 い こ とは すべ'

て神 に栄 光 を帰 さなけれ ばな らない と思 って

い る。私 はそ れ がだ れの 力に よって成 し得 た

ものか を よ く知 って い るか らで ある。」(同 上

P.643)

そ して ウ ッ ドラフ大 管長 は こ う結 ん で い る。

「私 が これ らの こ とを述 べ た のは
， 皆 さ んに

同 じみ た まを得 てい ただ きた いか らで あ る。

外地 に い ようが 国内 にい よ うが ， イ スラエ ル

の長老たちは皆，このみたまが 必要 である。……

これ は， 神 の 目的 を こ の 地 上 で 成 就 させ る

ため に私 た ちが 持 たなけ れ ばな らないみ た ま

であ る。私 た ちに は他の どの賜 に も まして 必

要 な もの であ る。敵 の ただ 中に い る時 も， 暗

闇 と誘惑 のた だ中 にい る時 も，私 た ちに は神

の み た まの導 きが必要 で あ る。 この慰 め主 を

いた だ くまで， 主に祈 る必要 が あ る。 私 た ち

がバ プテ スマ を受 け た時 に約 束 され たの は こ

の こ とで ある。 それ は光 明 と真 理 と啓 示 のみ

た まで あ って，私 た ちが皆 同 時に受 け るこ と

が で きるみ た まであ る。」(同 上p.643)

霊 性 を高め ，神 の至 高 の力 に 自分 の 波長 を

合 わせ る こ とは容 易 では ない。 それ には時 間

を要 し， しば しば苦 闘 す る こ ともあ る。 しか

もそれは 決 して偶 然 に得 られ る もの では な い。

たゆ み ない努 力 と， 神へ の祈 り，神 の戒 め を

守 るこ とに よっ てのみ 到達 し得 る もの で あ る。

使徒 パ ウ ロは 人生 の 大半 を，福 音 を教 え，

世 界 各地 に広 が る教 会 の聖徒 た ちの 霊性 を培

うこ とに 費や した。 そ して度 々， ス ポー ツや

試 合や 競 技の用 語 を用 いて教 えた。聖 徒 が戒

め を守 るのは運 動競 技 に勝つ の に似 て お り，

訓 練， 努 力，規 則 の遵守 ， 自己鍛 練 ，勝 利 を

得 よ うとす る意 欲 な ど， 運動競 技に 共通 した

ものが あ る と言 ってい る。 この こ と をコ リン

ト人 に宛 てた手 紙 の中 で， 次の ように記 して

い る。 「御存 じの よ うに，スポー ツで 走者 全 員

が 走 って も賞 を得 るの はた だひ と りで あ る。

彼 らの よ うに， 勝利 を目指 して 走 りな さい 。

運動 選 手 はみ な厳 しい訓練 をす る。 彼 らは朽

ちる冠 を得 るため にそ うす るの だが， 私 た ち



の冠 は 永遠 に朽 ちな い。私 事 を言 え ば， 自分

は 眼前 に は っ き りした 目標 を持 って 走 って い

る。」(1コ リン ト9：24-26参 照)

また これ と同 じよ うな こ とを友 人 であ り，

伝道 の同僚 で もあ るテ モテに 語 って い る。

「わた しは戦 い を りっぱに 戦 いぬ き， 走 る

べ き行程 を走 りつ くし，信 仰 を守 りとお した。

今 や ，義 の冠 が わ た し を待 ってい るば か り

であ る。か の 日には， 公 平 な審判 者 で あ る主

が， それ を授 け て下 さるで あ ろ う。 わ た しば

か りでは な く， 主 の 出現.を心 か ら待 ち望 ん で

いたすべ ての 人 に も授 け て下 さるで あ ろ う.。」.

(IIテ モ テ4：7-8)

パ ウ ロは運動 競 技 か ら古代 の極 限状態 とも

言 うべ き， 血 で血 を洗 う壮烈 な戦 いに論 題 を

転 じ， そ の戦 い につ い て こ う記 して い る。

「悪 魔 の策 略 に対抗 して立 ち うるため に
，

神 の武具 で身 を固め な さい。

わ た した ちの戦 いは， 血 肉に対 す る もの で

はな く， もろ もろの 支配 と， 権 威 と，や み の

世 の 主権 者， また天上 に いる悪 の霊 に対 す る

戦 いで あ る。

それ だか ら，.悪 しき 日に あた って ， よ く抵.

抗 し，完 全 に勝 ち抜 い て，堅 く立 ち うるため

に，神 の 武具 を身に つ け なさ い。

す な わ ち， 立 っ て真理 の帯 を腰に しめ ，正

i義の 胸 当 を胸 に つけ ，

平 和 の福音 の備 え を足に は き， その上 に，

信仰 の たて を手 に取 りな さい。 それ を もって，

悪 しき者 の放 つ 火 の矢 を消 す こ とが で きるで

あ ろ う。

また， 救 のか ぶ とをか ぶ り， 御霊 の剣 ， す

な わ ち， 神 の言 を取 りな さい。.'

絶 えず 祈 と願 い を し， どん な時 で も御 霊 に

よって祈 り， そ の ため に 目をさ ま して うむ こ

とが な く，す べ て の聖徒 のため に祈 りつづ け

な.さい。」(エ ペ ソ6：11-18)

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスは運 動競 技や 戦 争

の用 語 を用 い なか っ たが， 進 歩の要 因 と して

時 間 をかけ るこ とや ， 忍耐 すべ きこ との ほか

に， 霊 的 にな る こ との必要性.を説 い た。予 言

老 ジョセ ブ ・ス ミスは こ う語 ってい る。 「私 た

ちは，神 が 人 間 を教 育 す るに値 す る者 として，

また天か ら人 間に告げ られた光 に従順 かつ 勤勉

に従 うそ の度合 に応 じ， 能 力 を高め る こ との

で きる存 在 と して創 造 した も うた と考 える。

また， 人 間は 完成 に近つ け ば近づ くほ ど視 野

が 開 け，喜 び は大 き くな る。 そ して つ いには

悪 に 打 ち勝 ち， あ らゆる罪へ の 思 い を断 ち切

る よ うに な る。 そ して， 古 えの 人 と同 じよう

に， その信 仰 は高 ま り， 創造 主 の力 と栄光 に

包 まれて 共に 住む こ との で きる状 態 とな る。

しか しこの状 態は ， 人が一朝 一 夕 で達す るこ

との.できな い もの で あ る。」(伍s如 ηqμ 舵

C伽 ア枕 「教会 歴 史」2：8)

私 た ちが霊性 を身 につけ よ うと努 め る時に

突 きあ た る困難の ひ とつ は， なすべ きこ とは

多 くあ るの に， 自分 は とて もそ こまで達 して

い ない と考 え るこ とであ る。確 か に，私 た ち

は容 易 に完全 な状 態 には なれ ない。 しか.し私

た ちは 自分の 力 で今 自分が 立 って い る所 か ら

ス ター トして，神 に 関す る事 柄 を追 い求 め る

こ とに よ って得 られ る幸福 を捜 す こ とはで き

る。 次 の勧告 を もう一 度思 い 出 して いただ き

た い。

「この故 に善 を為 すに うむ こ とな か れ
。 こ

れ汝 ら今 偉大 なる一事 業 の基礎 を置 きつ つ あ

れ ばな り。 それ， 小 な る事 よ り偉大 なる事起

る。

見 よ， 主 は真心 と喜 び て事 に従 う精神 とを

求 む。喜 びて従順 に従 う者 たちは， この末 の

世 に於 て シオ ンの地 の善 き もの を 食 わ ん。」

(教義 と聖約64：33-34)

主 が 「喜 び て従 順 に従 う者 た ちは， この末

の世 に於 て シオ ンの地の善 き もの を食わ ん」

と約 束 して 下 さった この 言葉 は， 私 た ち に

とって いっ も励 み とな った。 私 た ちはだ れで

も 「喜 び て従 順 に従 う」 こ とは で きる。 もし

も主が ，完 全 な者 のみが この末 の世 に於 て シ

オ ンの 地 の善 きもの を食わ ん と言わ れ た とし

た ら私 た ちの 中に はが っか りして あ きらめて

し ま う人 も出 たか もしれ ない。
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予 言者 ジ ョセ ブは こう述べ てい る。 「幸 福 を

得 る こ とが私 た ちの存 在 す る 目的で あ り目標

で あ る。 もし幸福 につ なが る道 を歩 むな ら，

そこに到達 で きる こ とだ ろ う。 その 道は ，徳 ，

高潔 ，忠 実， 清 い こ と， そ して神 の あ らゆ る

戒め を守 るこ とであ る。」(H競oηqμ 舵

C伽2肋 「教 会歴 史」5：134-135)

始 め る場所 は こ こで あ り， 始 め る時 は今 で

あ る。一 度 に一 歩ず つ で よいか ら前 進 しよ う。

私 た ちに幸福 を得 させ る計画 を立 てて下 さっ

た神 は， 幼 な子 の よ うな私 た ち を導 いて下 さ

るか らで ある。 その よ うな過 程 を経 て， 私 た

ちは完 全に近 づ くので あ る。

私 たちの 中 には， だ れ ひ と りと して， 完 全

な人， す なわ ち この世 で達 成 し得 る霊 的成長

の頂点 を極 め た人 は いな い。 あ らゆ る人 に霊

的成長 は可能 であ り， またそ れが 必要 で あ る。

イエ ス ・キ リス トの福音 は永遠 に そ の成長 を

続 け てい くため の神 の 計画 で あ る。 それ は倫

理 以上 の もの であ る。 また，理 想 的 な杜 会秩

序 以上 の もの であ る。 自己改善 と決 断 を促 す

よい考 え とい った類 の もので もな い。 この福

音は神 権 に よって 支 え られ，聖 きみ た まに よ

って導か れて い る主 イエ ス ・キ リス トの救 い

を得 させ る力 であ る。主 イ.エス ・キ リス トを

信 じる信仰 と福 音 に対 す る従順 さ を持 ち， 強

さを求め， 自分 の 態度 を改め，.望み を増 しな

が ら一歩 ずつ 前進 す るな らば ，や が て私 た ち

は良 き羊 飼 いの群 れ の 中に 自分 を見 いだ す こ

とであ ろ う。 それ に は 自制 と訓練 ，努 力 と勇

気 が必要 で あ る。 しか し， 使徒 パ ウロが 言 う

よ うに， 私 たちは 「わ た しを強 くして下 さる

か たに よ って 何事 で もす る こ とが で き る。」

(ピ リピ4：13)の で あ る。

近 代 の啓示 はこ う約 束 している。 「人 を善行

に導 く 『み た ま』 に信 頼せ よ。然 り，公 平 な

る行 い， へ り くだ るこ と，義 し き裁 き， これ

わが 『み た ま』 な り。

誠に ま こ とに われ 汝 に告 ぐ， われ わが 『み

た ま』 を汝 に与 えん 。 わが 『み た ま』』 は汝 の

心 に悟 りを与 え， 而 も汝 に悦 び を充 さん 。
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而 して ，その時 汝知 るを得 ん。す なわ ち汝 こ

れに よ りて義 しき こ とに 関す るこ と， す な わ

ち汝 が われ よ り受 くべ し と信 じて 信仰 に よ り

て われ に願 う何事 もす べ て を知 る を得 べ し。」

(教 義 と聖約11：12-14)

私 た ちが この勧 告 に従 って その よ うに努 力

し， 生活 して神 のみ た ま を得 るこ とがで きる

よ うに， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ りへ り

くだ ってお祈 り申 し上 げ る。 アー メン。

大会 の説教に聴 き入る人 々



王国の家族の受け継ぎ

神 の 王国 の一 員 としてふ さ'わしい こ とを行 な うな らば， だれ でも 王国 の家 族

の 一 員 にな る こ とが て さる

七 十 人 第 一 定 員会 会 員

ロイ デ ン ・G∵ デ'リ ッ ク

聖 書 を信 じて い る人 々は ・古 代 ア メ リカの
予 言者 モ ロナ イの訪 れ を受 け た とい う予

言者 ジ ョセ ブ・ス ミスの 言葉 を，容易 に受 け入

れ る こ とが で き るはず で あ る。 それ は，1823

年9月21日 ，ニ ュー ヨー ク州マ ンチ ェス ター

で， 起 きた こ とで あ る。 ジ ョセ ブ ・ス ミスは

その時 の模 様 を次 の よ うに述べ て い る。

「か よ うに私 が神 を呼 び求 め てい る間 に
，

私 は室 内 に一種 の光 が 現 われ る の をみつ け た。

その光 は次 第 に明 るさ を増 して， つ いに は室

中真 昼 よ りも明 る くな った。 そ の途端 に一 人

のお方 が空 中に立 っ て私 の寝 台 の側 に現 われ

た。 それ は， その お方 の両 足が床 か ら離 れ て

居 たか らで あ る。

このお方 は世 に も妙 な る白色 のゆ った りと

した衣 を着 て居 りた も うた 。… … このお 方 の
あら

手 も腕 も露 わで あ って， 衣 の袖 は手 首の 少 し
あら

上 まで， またそ の足 も露 わ であ って 衣 の裾 は

足首 の少 し上 まで しか なか った 。 その頭 も首
あら

も露 わ であ って ……

この衣 が世 に も白か った のみ な らず， また

この お方 の全 身 は筆 に も口に も絶 した輝 きに

充 ち，御 顔 は誠 に いなづ まの よ うに輝 い てい

た。 室内 は非常 に明 るか ったが， このお方 の

体 の す ぐ周 りは特別 に よ く光 り輝 いて いた。

私 が始 め て この お方 を仰 ぎ見 た時は 恐 れ を感

じた が， す ぐに その恐 れは 去 った。」(ジ ョセ

ブ ・ス ミス2：30-32)'

この あ とモ ロナ イは， 自分が14世 紀前 に地

中に埋 め た 貴重 な記録 の こ とを ジ ョセ ブ ・.ス

ミスに告 げ た。 そ して，マ ラキ書 の言葉 を少

し変 えて次 の よ うに述 べ た。

「見 よ
，主 の 大い な るお そるべ き 日の来 る

前 に，予 言者 エ ライジ ャの手 に よ りて， わ れ

神権 を汝 に顕 さん。

彼 は先 祖 に な され し約 束 を子 らの心 に植 え，

子 らの心 にその 先祖 を思 わ しめん 。 もし然 ら

ず ば，主 の 来 る時， 全地 は こ とご と く荒れ廃

れ ん。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：38-39)

この重 要 な宣 言の 重み を， どの よ うにす れ

ば 人 々に 強調 して伝 える こ とが で きるだ ろ っ

か 。 この言 葉 を軽 々 し く聞 き流 して はな らな

い。 これ は，私 たちの肩 に神 聖 な責 任 を負わ

せ る言葉 だか らであ る。

1836年4月3日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リ

ヴ ァ ・カウ ドリは， カー トラ ン ド神殿 で最 も

栄 えあ る示 現 を受 け た。復 活 され た主が 目の

前 に姿 を現 わ され たの で ある。 その光 景 を描

写 した ジ ョセ ブ ・ス ミスの 言葉 は， 教会 の聖

典 中最 も尊 い聖 句のひ とつである。(教 義 と聖

約110：2-3参 照)そ れか らモー セが現 われ，

ふ た りに イスラ エル の集合 の鍵 を渡 した。続

いて エ ラ イヤ スが現 われ， 福音 の神 権時 代 の

鍵 を渡 し，最 後 に予 言者 エ ライ ジャが こ う告

げ た。

「見 よ， こ こに於 て正 に その時 は全 く至 れ
かつ

る な り。 そは嘗 てマ ラキの 口に.よりて言 われ

しこ とに して， す なわ ち主の 大 いな るお そる
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べ き 日の来 らん 前に ，.彼(エ ラ イジ ャ)遣 わ

さるべ し。

す なわ ちエ ライ ジ ャは来 りて 先祖 の心 に子

らを思 わせ， 子 らの 心 に先祖 を思 わせ ん， 然
のろ

らずば，全地 は咀 い を もて打 たるべ し」(教 義

と聖 約110：14-15)

実 際 に古代 の予 言 者 た ちが現 われ ， この 末

日に救 いの業 を成就 す るた めに 必要 な鍵 を回

復 したこ とは，何 とい う栄 えあ る出 来事 で あ

ろ つか 。

それ 以来今 日まで， 聖徒 た ちは状 況 の許 す

限 り， いや ， た とえ どの よ うな 困難 な状 況下

にあ って も，神 殿 を建 て， 自分 の救 い と先祖

の救 い に必要 な儀 式 を行 な って きた の であ る。

これが， エ ラ イジ ャ とマ ラキの語 った子 らの

心 を先祖 に 向け る こ とであ る。

私 た ちは， この世 を去 っ たすべ て の 人々 の

ため に儀 式 を施 す 責任 を主か ら託 され てい る。・

現在 は プ ライバ シー の問題 上， 調 べ る当人 の

家系 以 外は，95年 前 よ り昔 に死 んだ 人 々に し

か神 殿 の儀 式 を行 な っ てい ない 。

紀 元1900年 以前 の死 亡 者 につ いて， 氏 名や

必要 な情報 が 記録 と して保 存 され て い るの は

60億 人 と推 定 され る。 しか も， その大 半 は紀

元1200年 か ら1900年 の間 の生 存者 で あ る。 そ

の っちお よそ10億 人 の記録 はす でにマ イ クロ

フ ィルム に収 め られ，5，700万 人は 神 殿 の儀

式 を完 了 してい る。 そ して今 で は25億 人 の個

人の記録 を入手 す るこ とが 可能 にな って お り，

今後， 他 の国 々の 門戸 が開 か れれ ば， さ らに

25億 人の記 録が 入 手 で きる と見込 まれて い る。

現在， 毎年1億 人の名 前が マ イ クロ フ ィルム

に撮影 され，教 会 の保 管庫 に納 め られて い る。

これ らの記 録 の価値 と， それが いずれ 消滅 し

てゆ くこ とを考 えれば ， これ は，教 会 だけ で

な く， 全世 界 に とっ て も大事 業 で あ る。

教会 は， 神殿 に おけ る代理 の儀 式 を行 な う

ため の 人名 の調 査 を， 長年 主 として家族 と個

人の 系図探 求 に頼 って きた。 しか し， それ は

自分 に近 い先祖 を除 いて なか なか はか どらず，

非能率 的 であ る。例 えば，J・ トーマ ス ・フ
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アイア ン ズ長 老 の最近 の 発表 に よれ ば， 彼 に

は 自分 と同 じ2代 目曽祖 父 を持 つ また い とこ

の子 が348人 もい るとい う。(「聖徒 の 道」1979

年2月 号 ，p.40参 照)も しその 人々 が各 自で

同一 人 につ いて調 査 をす る とな る と， 途 方 も

な い無駄 が生 じるこ とに な る。

私.たちは， これ まで熱心 に 自分 の先 祖 を探

求 して こ られ たす べ ての方 々に賛辞 を呈 した

い と思 う。皆 さんの努 力， 皆 さん の信 仰 と勤

勉 さが， この業 を推進 す る堅 固 な基礎 を築 い

たの で あ る。お 陰で教 会本 部 の置 かれ て い る

この 市は ，世 界 の系 図の 中心地 として世 に知

れわ た る よ うに な った。皆 さんが築 いて下 さ

っ た評 判 の お陰 で， あ るいは これ な しに は閉

ざされ た ままで あ ったか もしれ ない， こ の業

の門 戸が 開か れ たの であ る。

私 た ちが この先 も個 人 の探求 だ けに 頼 る と

す れ ば， なすべ き神 殿 活動 が十 分 に達 成 で き

な い恐れ が あ る。近 年 は コ ンピ ュー ター時 代

といわれ， 新 しい技術 の発 展 には 目を見張 る

もの があ る。今 す で に，主 が与 えて下 さ った

この素 晴 らしい機械 技 術 を利用す べ き時が 来

てい る よ うに思 う。

昨年 ，教 会 では 人名抄 出プ ロ グラム が開 始

され た。神 殿 で儀式 を施せ るよ うに，教 会 に

保 管 され て いるマ イ クロ フ ィル ムか ら， ステ

ー キ部 ご とに死 者 の名 前 を抄 出す るプ ロ グ ラ

ム で あ る。 このプ ロ グラム は順調 に進 ん でい

る。技 術が 向上 すれ ば， 経 費や労 力 を削減 し

なが ち， さ らに よい実績 をあげ るこ とが可能

であ る。

主 が 予言 者 を通 じて私 た ちに与 え られた こ

の責 任 を果 たす 上 で，今 自分 た ちは何 をなす

べ きか とい う質 問が 教会 員か ら寄 せ られて い

る。 それ に対す る私 た ちの 答 えは次 の通 りで

あ る。

1.4代 家族 の 記録 と系 図表 を完 成 させ る。

そ の 記録 を自分の 兄弟や 姉妹 の記録 と照合

し，正 確 を期 す こ と。 そ の後， そ の系 図記

録 の一 番上 に兄弟姉 妹 の名 前 を列記 し，代

表 者 が シー トを1組 だけ系 図部 に送 る。期 、



問は1979年7月1日 か ら1981年7月1日 ま

でで あ る。(注 ：日本 では ，神 殿 の儀 式 を施

す た めの4代 家族 の 記録 プ ロ グラム を実施

して い るの で， この 期間 に制 限 され な い。)

2.定 期 的 に神 殿の儀 式 を受 け る。

3.依 頼 された 時に ， ステー キ部 の 人名 抄 出

プ ログ ラムに参 加 す る。

さ らに， これ までに な く強調 され て い るこ

とが あ る。す な わ ち，

4.個 人 と家 族 の歴 史 を書 くこ とであ る。

テ レビ番組 「ルー ツ」，そ して 最近 放 映 され

た 「ルー ツ， その2」 に よ って個 人や家 族 の

歴 史に 関心 が高 ま り， そ.のブー ム は今 後 も続

くであ ろ う と専 門家 は 見 てい る。先 日もあ る

主要 テ レ ビの ネ ッ トワー クで その こ とが取 り

上 げ られ，教 会 の協 力 に よ り個 人 と家族 の 歴

史 に関す る ドキ ュメ ン タ リー番 組が 制 作 され

た。1980年 の世 界記 録 会議 で は個 人 と家族 の

歴 史の 書 き方が 中心 テーマ に な る予 定 で あ り，

この会議 は教会 内 外 を問 わず大 勢 の 人々が ，

記録 の 作成 方法 につ いて世 界各 地 の専 門家 か

ら学 ぶ 場 とな る であ ろ う。

皆 さん は 自分 が 王 国の家 族 に属 して い る こ

とを考 え た こ とが お あ りだ ろ うか 。 この家 族 ・

には， 入 に栄誉 を授 け る権 威 を持 っ た者か ら

受 け た権能 が あ る。 あな たの家 庭 に はそ の よ

うな栄 誉 を受 け てい る人 が いる。使 徒 ペ テ ロ

は当時 の聖 徒 た ち を指 して， 「あ な たが たは，

選 ば れた種 族，王国 の神 権者 ，聖 なる国 民，特

異な 民で あ る。」(1ペ テ ロ2：9欽 定 訳 よ り

和 訳)と 語 った 。皆 さん の家庭 には， 王 国 の

神 権者 は い ない だ ろ うか 。

王 国の 家族 とは， その 一 人一 人が正 直 ，誠

実 ，純 潔 で あ って， 慈悲 と徳 を持 ち，節制 ，

忍耐， 寛 大， 謙遜 ， 勤勉 で ，知識 が あ り， 律

法 を守 る人 であ る。 主 は， 「され ど， われ は

汝 らの小 児 た ち を光 明 と真理 の 中に 導 き来 れ

と汝 らに 命 じた り」(教 義 と聖 約93：40)， そ

して 「その子 供 た ちに祈 るこ とと， 主 の前 に

正 し く歩 む こ と とを教 え ざるべか らず」(教 義

と聖約68：28)と 言 わ れ た。 また さ らに 「汝

.ら最 も善 き書 よ り智 恵 ある言葉 を探 し求 め よ。

また正 に研 究 と信 仰 とに よ りて学 問 を求むべ

し」(教 義 と聖 約88：118)と も言わ れた。

王 国の家 族 とは， よ く訓練 された両 親 と，

自分 の欲望 を抑 える こ との で きる子供 た ちの

い る家 族 で ある。主 は， その よ うな 人々 に対

して こ う約 束 して お られ る。「およそ これ らの

言葉 を憶 え て守 り且 つ行 い， この誠 命に従 っ

て歩 むすべ ての聖徒 らは… …智 恵 と知 識 の大

い な る宝 まこ とに秘 れ た る宝 を見 出 さ ん。」

(教義 と聖 約89：18-19)

王 国の 家族 とは， 模 範的 な家族 で あ る。彼

らは他 の 家族 が見 習 うべ き模 範 で あ る。救 い

主は教 えに従 っ忠 実 な人 々に対 して こっ言 わ

れ た。

「あ なたが た は，世 の光 で あ る。 山 の上 に

あ る町 は隠 れ るこ とが で きな い。

また， あか りをつ けて， それ を枡 の下 に お

く者 は いな い。 む しろ燭 台の上 に おい て，家

の 中のす べ ての もの を照 させ るの であ る。

その よ うに， あ なたが たの光 を人々 の前 に

輝か し，そ して， 人 々が あ なたが たの よ いお

こな い を見 て，天 に い ます あな たが たの父 を

あが め る よ うに しな さい 。」(マ タイ5：14-

16)

王 国の家族 は，受 け継 ぎを持 つ家 族 で ある。

多 くの教 会 貝 の家族 には 開拓 者 の伝 統 が あ り，

また誇 りを感 じて然 るべ き何 らか の伝 統が あ

る。私 た ちの社 会 で この伝 統 を保持 して ゆ く

最 良 の方法 は， 家族 の歴 史 を記す こ とで あ る。

家族 の歴 史は子 々孫 々 にわ た り，最 新 の状 態

に してお かな けれ ばな らな い。 さ らに，家 族

はそ れ ぞれ 日記 をつ け， それに よって個 人の

歴 史 を書 くこ とが で きる。 キ ンボー ル大管 長

も 日記 をつけ， それ を も とに 自叙伝 を書 き，

教 会 の文 献に 貴重 な貢献 を され て い る。

個 人の 摩史 は，先 祖 の 人柄や徳 を子 孫 に伝

え る家宝 で あ る。 そ の先 祖 は その家 系の 人 々

に とって， ダ ビデや サ ム ソ ン， モー セ， ア ブ

ラハ ムの よ うな影響 力 を持 つ 人で あ る。 この

よ うな家 族 と個 人の歴 史 を書 くこ とは次 第 に
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一般 化 し
，世 界中 で ます ます 数 多 くの 人 々が

これに関 心 を寄 せ る よ うに な って きて い る。

しか し， 私 た ち教 会 員 に どって は， これ は神

聖 な責任 で あ る。 子 らの 心 は今確 か に先祖 に

.向け られて い るか らで あ る。

王国 の家族 とは， 必ず し も世 界の 国 々 を統

治す る政 治上 の王 国で は ない。 あ なた もこの

王国 の家族 の一 員 に加 わ るこ とが で きる。 ま

だ これ を始 め てい なけ れ ば，今 す ぐ始 め るべ

きであ る。 そ して子 孫 が神 の王 国 で忠 誠 を示

す数 々 の 原則 に忠 実 にな れ る よ うに備 えるの

で あ る。 自己訓 練 はあ なたや 家族 の 人生 を豊

か な もの とす る。 この豊 か さ を家 族 の 中に築

き，絶 や す こ とな く子孫 に伝 え， 私 た ちが真

実 の意 味 で選 ばれ た民， 王 国 の神 権 者， 神 の

王 国 の ひ とつ の家族 とな る よ うに， そ して主

の再 臨 の時 に全地 が荒 れす た れ るこ との ない

よ うに祈 ってい る。 イエ ス ・キ リス トの み名

に よ り申 し上 げ る。ア ー メ ン。

談 笑 す る十 二 使 徒 評 議 員会 会 員 の ブ ル ー ス ・R・ マ ッコ ンキ ー， マ ー ク ・E・ ピー タ

ーセ ン， リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ の 各長 老
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キ リス トの模範 に従 う

主 は，私 た ち に 自己の 可能 性 を信 し， 主 に祝福 を 求め ，犠牲 を払 い， 奇跡 を

願 い， そ してそ れ らを 謙遜 に受 けるよ う望 んで お られ る

七 十 人第 一 定 員 会 会 員

ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア

き よ う・ こ の よ う に し て 主 イ ェ ス'キ リス
トの み名 に よ って，皆 さん に歓迎 の 言葉

を述べ られ る こ とは大 きな名 誉 であ り，特 権

であ る。創 造 の み業 は， 私 た ちす べ て に何 ら

かの影 響 を与 えてい る。 また腰 いの 業 は，か

つて こ の地 上 に生 を受 けた 人々 だけ で な く，

これ か ら生 まれ て くるす べ ての 人々 に 及ぶ も

ので あ る。

主 はすべ ての 点 で実 りあ るこの世 の生 涯 を

過 ご された唯 一 の御 方 で あ る。 私 た ち と同 じ

よ うに あ らゆ る誘 惑 を受 け なが ら も， ま った

く罪の な い生 活 を送 られた御 方であ る。(ヘ ブ

ル4：15参 照 〉そ して 主 は私 た ちが 罪 と死 に

勝利 を収 あ るこ とが で きる よ うして下 さ った

の で ある。

私 たち は皆， キ リス トに従 って勝 利 を得 る

よ うに期 待 され て い る。 そ こで大切 なの は，

キ リス トが 使命 を どの よ うに果 た され たか を

誠心 誠 意知 り， その模 範 に従 うよ うに努 力す

るこ とで あ る。言 うまで もな く，私 たち は主

とま った く同 じこ とはで きない。 そ れは， 主

の使 命 と 目的が 私 た ちの それ とは異 な って い

るため で あ る。主1ま救 い主 であ り，私 た ち は

救 われ る者 であ る。主 が神 と人 との間の仲保

者 であ るの に対 して， 私 た ちは仲 立 ちを依 頼

す る立場 に あ る。 また，主 は贈 い主 で あ り，

私 た ちは贈 い を受 け る者 であ る。主 と私 た ち

との違 い を書 き出す とした ら， お そ ら く数 限

りな いこ とだ ろ う。救 い主 が モー セに与 え ら

れ た言葉 の 中 に，地上 におけ る主御 自身の使

命 が要 約 され てい る。 「見 よ，これわが業 に し

て わが栄 光 ，す な わ ち人に不死 不 滅 と永遠 の

生命 とを もた らす な り。」・(モーセ1：39)こ

の使 命 の 中で，不 死 不滅 につ い てはす でに達

成 されて い る。 す なわ ち，復 活 は現実 の こ と

とな って お り， 全 人類1まいつ か これ を受 け る

こ とが で きるか らで ある。

さ らに私 たちに は， 人々 に永遠 の生 命 を も

た らす 主 の助 け手 となる こ とが許 されて いる。

いや む しろ， その よ うに勧 め られ，命 じられ

てい るの で あ る。 言 うま で もな く， 人に永遠

の生 命 を もた らす こ とは主 に与 え られて い る

もうひ とつ の偉 大 な使 命 であ る。主 は 自分 を

信 じる者は 自分 の行なっている業 をす るだけ で

な く，もっ と大 きな業 をす るであろ うと約 束 し

てお られ る。(ヨ ハネ14：12参 照)聖 典一を読 む

人々 は この 言葉 に驚嘆 す る。 この言葉 はいつ

まで も私 た ちの 耳に 警鐘 とな って響 く約 束 で

あ る。

聖 典 を調べ て み る と， キ リス トの生涯 は私

た ちに幾 つ かの 成功 の秘 訣 を教 えて いる よ う

に思 われ る。私 自身 もまだ主 が行 なわ れ，教

え られ た こ とのすべ ての 意味 を理解 してい る

訳 で はな いが， これ まで研 究 して きて わか っ

た5つ の基 本 原則 を ここで御紹 介 したい と思

う。

1.自 分 に もで きる と信 じる。 これが まず 第

一 に考 えるべ き大切 な.原則 であ る。信 じる者
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に は，すべ ての こ とが可 能 にな る。(マ ル コ9

：23参照)確 か に私 たちは 何か を得 よ う と望

む前 に まず信 じな くて は なあ な い。 そ うす れ

ば神 は 私 た ち の望 み に 応 え て下 さ るので あ

る。(ア ル マ29：4参 照)望 み が 強 け れ ば，

必ず 実現 で きる であ ろ う。 自分 自身 を信 じる

こ ともこの原 則 に含 まれ る。立 派 な成 果 を上

げ るの に， 自尊 心 ほ ど大切 な もの は ない。 自

尊心 は， うぬ ぼれ で はな い。 うぬ ぼれ は， こ

の世 の 中で最 も悲 しむ べ き病気 であ る。 だれ

で も自尊 心 のな い人 間は， 病気 にかか って し.

ま う。 自分 自身 に対 して良 い思 い を抱 くこ と

は非 常 に大切 で あ る。 そ して 人 は 自己の可 能

性 を切 り開 いて進 ん で いる時 で なけ れば， 自

分 に対 して良 い思 い を抱 け ない と私 は信 じて

いる。 さ らに戒め を守 り， 神 の もの は神 に帰

す る思 いが ない 限 り， 精神 的 あ るい は 肉体 的

な健 康 を得 る こ とは で きな い と信 じて い る。

か と言 って， 従順 で あれ ば， 自分 の行 ないす

べ てに 満足 のゆ く行動 が とれ るか とい うと，そ

うで もな いので あ る。私 自身 も十 分 に満 足 の

ゆ く行動 が とれ た こ とはほ とん どな い。確 か

に，仕事 の上 の業 績 を上 げ る こ とは で き る。

しか し，それ とて も完 全 な満 足感 で は ない。そ

れで も主の側 に立 ち，基本的な主 の戒め を守 るな

らば， 自分 自身 に対 して良 い思 い を抱 き， 自

分 自身 を神 の子 として尊 重す るこ とが で きる

ようにな る。つ ま り， 自分 の心 の 中に積極 的

な姿勢 を見 いだ す こ とが で きる ように な るの

であ る。

では どの よ うに積 極 的に振 る舞 えば よい の

だ ろ うか。 答 えは簡 単 であ る。 あ なた の言葉

の中か らすべ ての否 定 的な 意味 を持 つ 言葉や

語句 を捨 て去 る こ とである。人 は， 「そ の心 に

思 うその ま まであ るか らだ 。」(箴 言23：7欽

定訳 よ り和 訳)ま た，否 定 的な 話 を しない こ

とで あ る。 そ してゴ 悲観 主義 者 では な く，楽

観主義 者 にな るの であ る。 楽観 主義 者 と悲観

主義者 の 間に は，大 きな違 いが あ る。前 者 は，

積 極 的で信 じや す い人 で あ るの に対 して， 後

者は 否定的 で疑 い深 い人 であ る。皆 さん も御
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存 じの よ うに， 楽観 主義者 とは靴 が破 れ た ら

素 足 で歩け ば よい と考 え る..ような人 で あ る。

とこ ろが悲 観主義 者 は言 う。 「見 るまでは信 じ

ない」 と。.

危機 に直 面 した時 に楽観 主義 者 はす ぐに行

動 を起 こす が， 悲観 主義 者 は椅 子 に座 って状

況 を見 る こ と しか で きない。 皆 さん が行動 に

移せ ない のは， 心か らそれ を望 んで い ないか

らで あ る。 主 は繰 り返 しそ の こ とを述 べ て お

られ る。

「常 に祈 りて信ぜ よ」(教 義 と聖 約90：24)

信 仰 は福 音 の第一 原 則で あ り， そ れ は信 じ

る こ とか ら始 ま る。 人 は心 の中 で思 う通 りに

実現 す るこ とが で き る。 したが って 自分 に は

で きる と信 じる こ とで あ る。

2.主 に 頼 り，主 の祝 福 を求め る。 「そもそ も

創世 の以前 よ り天 に於 て定 め られた る一 つ の

変 ら ざる律 法 あ りて， あ らゆ る祝 福 は これ に

基 くな りQ

す なわ ち， われ ら何 にて も神 よ り祝 福 を受

くる時は， この祝福 の 基 く律 法 に従 うに よ り

て然 るな り。」(教 義 と聖 約130：20-21)

私 た ちは この聖 句 を しば しば 引用 す る。 し

か し， これ を信 じて いる人 は少 な い。 む しろ

私 た ちは 国や地 域社 会， 家族 や 友 人な ど， 他

の もの を頼 りにする傾 向があるように思 う。 伝

道 で もだ れか他 の教 会 員が教 え る手 は ず を整

えて くれ るの を当てに して いる 。 あ る時， 宣

教 師 が私 の とこ ろに不 平 を言 って きた。 「教 会

員が だれ も求道 者 を紹 介 して くれ ませ ん。 で

す か ら，求 道 者が い ませ ん 。」そ こで私 は こ う

答 えた。 「そ うです か。そ れ じゃ，あ なた は教

会員 が求 道者 を紹 介 しな いか らと言 って主 の
ノ

み業 を遅 らせ るのです か。 教会 員 の こ とは忘

れて ， あな た 自身が主 のみ 業 を遅 くす る こ と

の ない よ うに注意 して下 さい。 チ ラ シ を配 り，

時間 をか け， 熱心 に働 くこ とです 。 そ うす れ

ば主 は報 い を与 えて下 さるはず です 。」

私 た ちは， 主 に頼 り，祝 福 を求め るべ きで

あ る。 なぜ な らば， 主 は世 界 とすべ ての者 を

治め てお られ るか らで あ る。(詩 篇24：1参



照)

求 道 者が い な.け.れば ，戸 別訪 問や 街 頭伝 道

な どい ろい う行 なっ てみ る こ とであ る。 自分

が 当然 い なけ れば な らな い所 に， 時期 を違 わ

ず い る よ うに して い ただ きたい。 そ の よ うな

行 な いは 自信 を生 む こ とだ ろ う。教 会 員 は，

その よ うな有能 な宣教 師 に 自分 の 友 人 を教 え

て もらい たい と思 う もの であ る。 以前 に， こ

の よ うな報告 を宣教 師 か ら受 け た こ とが あ る。

「伝 道部 長
，私 た ちは 求道 者 を一 生懸 命 に捜

す よ うに努 め ま した。 で もい くらチ ラ シを配

って も さっぱ り求 道者 は 見つ か りませ ん。 と

ころが， 思 い がけ な い こ とで求 道 者が 得 られ

たの です。 まるで 木々 の 間か， 天 か ら舞 い降

りて来 たか の よ うに私 た ちの 目の 前 に現 われ

た の です。」確か に，この求 道者 は 主か ら導 か

れ たの で あ る。主 に頼 り， 祝福 を願 い求め な

さい。 「あ らゆ る良 い贈 り物 ，あ らゆ る完全 な

賜物 」(ヤ コブ1：17)を 与 えて下 さるの は，

主 をお いて ほか に いな いか らであ る。

3.犠 牲 を捧 げ る。主 に あ っては代 価 な しで

得 られ る もの は何 もない。 祝福 は祝 福 に基 づ

く律 法 に従 うこ とに よ って もた ら され るか ら

であ る。(教 義 と聖 約130：21参 照)主 は犠 牲

を求め てお られ る。つ ま り，私 たちが普 通 に

で きる以上 の こ とをす るよ うに望 ん でお られ

るの であ る。主 は 「2マ イル行 く」 こ との 大

切 さを教 え，私 たち にそ れ を行 な うよ うに 命

じられ た。(マ タイ5：41参 照)な ぜだ ろ うか 。

主 は私 た ちに祝 福 を授 け たい と望 ん でお られ

るか らで あ る。主 は，2マ イル先 の ところに

すべ て の祝福 を用 意 して お られ る。 したが っ

て ， その祝福 を受 け るため に は， そ こ までた

ど りつ か な くては な らな いの で あ る。

最 初 の1マ イル は私 た ちが 負 って い る分 で

あ り， これ は 当然 支払 わ なけ れば な らな い も

、の で あ る。 先 日ど う考 えてみ て も.自分 の責 任

を.果た して い る とは思 わ れ ない長 老 と話 し合

った時 の こ とであ る。 そ の宣教 師 は こ う言 っ

た。「「借 りです か。別 に私 は借 りが あ るとは思

い ませ ん。」

そ こで ，私 はこう尋 ね た。 「で も今呼 吸 して

い るで し ょう。」

「は い
。」

.「それ は， あな たが 自分 でそ うした もので

すか 。主 は 私 た ちに息 を与 え，毎 日毎 日生 か

し， 時 々刻 々私 た ち を支 えてお られ る と，ベ

ンジ ャ ミン王 は述べ て い ます 。」(モ ーサ ヤ2：

21参 照)私 たち はこれ まで呼 吸 で きる こ とを

神 に感謝 した こ とがあ るだ ろ うか 。呼 吸 困難

に で もな らな い限 り，普段 はそ の よ うなこ と

を考 えた こ とはな いだ ろ う。そ して， その よ

うな危機 に頻 して初 め て主 を思 い起 こす ので

あ る。

犠 牲 は，別 の角度 か ら定義 す る な らば， 自

分 の した い放 題 の こ と をす るの では な く， 主

が望 まれ る こ とをす るこ とであ る と言 える。

犠 牲(い け に え)が 「天 の 恵み」(讃 美歌144

番)で あ るな らば， 主 のみ業 を進 め るため に

自分 にで き るす べ ての こ と を喜 ん でなすべ き

で はな いだ ろ うか 。 そ して 必要 で あれば，「身

命 を尽 くして」(教 義 と聖 約123：13)も 行 な

うべ きで はな いだ ろ うか。

確 か に主 のみ 業 では， 私た ちが これ で十 分

と思 え る以 上 の働 きを した 時に， 主 は それ を

覚 えて祝 福 を下 さるの であ る。

これ は単 に私 ひ と りの考 えで あ る と思 わな

い で いた だ きた い。 ここで 王国 の奉仕 に 関す

る大切 な聖 句 を聖典 か ら少 し引用 してみ た い

と思 う。

主 は 言 われ た。

「与 え よ
。 そ うす れ ば， 自分 に も与 え られ

るで あ ろ う。 人々 はお し入 れ， ゆす り入れ，

あ ふれ 出 る までに 量 を よ くして， あな たが た

の ふ ところに 入れ て くれ るであ ろ う。 あなた

が たの 量 るそ の量 りで， 自分 に も量 りか え さ

れ る であ ろ うか ら。」(ル カ6：38)

「与 え よ。 そ うすれ ば， 自分 に も与 え られ

るで あ ろ う。」換 言 すれ ば，祝 福 を受 け たけれ

ば， まず与 えなけ れば な らな い とい うこ とで

あ る。 これ は， 受領 してか らその10パ ー セ ン

トを納 め る什分 の一 とは本 質的 に違 う。主 は，
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まず与 え なさ い， そ うす れ ば与 え られ るであ

ろ うと述 べ てお られ る。「ところで ，どれ ほ ど

の ものが 与 え られ るの だ ろ うか 。」(こ れが 常

に 問題 とな る とこ ろだが)主 は こ う答 え てお

られ る。「お し入れ，ゆ す り入 れ，あふ れ 出 る

までに量 をよ くして …… 。」喜 ば しい こ とであ

る。 さ らにこう続 いている。 「人々 は… … あな

たが たのふ ところ に入 れて下 さ るで あろ う。」

「主 では ない のです か」 と問 われ るこ とだ ろ

う。確か に， それ をな さ る方 は主 で あ る。 た

だ し， いつ も人 を通 して行 なわれ るの であ る。

も しあ なたが 主 か らの 啓示 を祈 り求 め る な ら

ば， 主 は恐 ら くあ なた の監督 を通 してそ の答

え を与 え られ るで あ ろ う。 あ なた は近 くに監

督が いる限 り， 天使 に会 う必要 は な いの であ

る。 また，主 は次 の よ うに も述べ てお られる。

「あ なたが たの 量 るそ の量 りで
， 自分 に も量

りか えされ るで あ ろ うか ら。」

主 か ら祝福 を得 たけ れば， 祭 壇 に何 か を捧

げ る こ とで あ る。.犠牲 を捧 げ るの で あ る。

4.奇 跡 を求 め る。私 たち は皆， ほ とん ど .

の場 合奇 跡 を求 め ない。 奇跡 を求め よ う とし

ないか ら，奇 跡 が実 際 に起 きて もそれ に気づ

か ない ので あ る。主 は， 福音 を 「あ らゆ る国

民， あ らゆ る血族 ， あ.らゆ る国 語 の民， あ ら

ゆ る世 の人 々」(教 義 と聖 約77：8>に 伝 える

よ うに命 じ られ た。 そこで， 私 た ちは現 在 ま

だその 門戸が 開 かれ て い ない国 々 の障壁 を打

ち破 るこ とが で きる よ うに， 主 が奇 跡 を起 こ

して下 さ るこ とを祈 って いる。 しか し私 たち

はその障 壁が 取 り払 わ れ た時 に， その 国 々に

出かけ て行 く若 人の 準備 を怠 りな くして いる

だろ うか 。 また 同時 に， 私 た ちが隣 家 の垣根

を飛 び越 す ため に必要 な助 け， す な わち主 か

らの助 け が必 要 で あ るこ とを見過 ご しに して

は いな いだ ろ うか。

主 は数 多 くの 改宗 者が で る と約 束 してお ら

れ る。 しか し聖 徒 た ちはそ の意 味 を正 し く理

解 して い るだ ろ うか 。 それ は， 少 な く見積 っ

て もひ とつの ス テー キ部 で毎 週50名 か ら100

名 のバ プテ スマ が必要 だ とい うこ とで あ る。
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私 の経験 か らみ て も， これは 可能 な数 字 で あ

る。た だ し，バ プテ スマ ・フォン トが一 週 間 に

一 回だ け しか使用 で きな い とい うの で あれば

また別 の こ とだが。

また宣 教 師が求 道 者 を見つ け， 教 え， フ 善

ロー シ ップす るの を会 員 がた だ黙 って見 て い

るだけ で はこの数 字 を達 成す るこ とはで きな

い だ う つ。

教 会 員 はす べ て この伝道 の業 に 参加 すべ き

で あ る。予 言者 を通 して与 え られた 主 の み言

葉 に耳 を傾 けていただきたい。 「父 親 であ る皆

さん，あな たが先 頭 をきって歩 む のです 。…… .

家族 全員 で祈 りを捧 げ，交 際 した い と思 う家

族 を2，3選 ん で下 さ い。親戚 や友 人の 中で ，

だ れに紹 介す るか を考 えて下 さい 。 月曜 日以

外 の夕べ に彼 らを招 いて家庭 の夕べ を開 いて

もよい で し ょ う。 一緒 に 出来 る活動 は， 沢 山

あ ります 。 そ してそ の家族 が 関心 を示 した ら，

ワー ド部 も し くは支部 の伝 道主 任 を通 じて，

あ なた の家 で宣教 師か ら回復 の メ ッセ ー ジ を

伝 えて もら うよ う手配 して下 さい 。」(ス ペ ン

サー ・W・ キ ンボー ル 「私 に は友達 が 必要 で

す 教会 員のた めの フ レン ドシ ッピン グガ

イ ド」P.1)

実 行 しよ うで はな いか。 そ うす れば 必ず 改

宗 の奇跡 が皆 さんの家庭 に起 こ るこ と を私 は

約 束 す る。.

キ ンボール 大管 長 の言葉 に もあ る よ うに，

だれ かが 教会 に来 て，教 会 の こ と を尋 ね るの

を じっ と待 って い る とい うよ うな 「普通 の安

易 な伝 道 か ら得 られ る.ゆった りと した 自然 増

を」 待 って い るだ け では， 大勢 の改 宗者 を実

際 に生む こ とは で きない。

大 管長 は さ らにこ う述べ ている。 「兄 弟 の皆

さん ，今 こそ この み業 を推 し進 め る熱意 が 必

要 であ る。」(グ ラ ン ト ・フ ォン ・ハ リス ン，

ル跳s勿 ηαη0痂46「 伝道 の ガ イ ド」p.59)

私 たち は，宣教 師や 会 員たちに，今 こそその 時

であ る こ とを教 え， 彼 らを励 ま さなけ れば な

らない。

主 は 「歩み を速 め，高 い 目標 を掲 げ， 大 き
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な ビ ジ ョン を持 ち， 自己 の才 能 を伸 ば しな さ

い」 と言 って お られ る。 それ は ま さに 「奇 跡

を期 待す る」 よ うに と言 って お られ るの と同

じで ある。 なぜ な らば，奇 跡 は その よ うにす

る時 に生 まれ るか らであ る。

予 言者 は 「実 行 しな さい」，そ して その 時 を

告 げ て， 「今 ， 実行 しな さい」と言 わ れ た。こ

れ も奇 跡 を期待 す る言葉 であ る。

5.奇 跡 を謙 遜 な気 持 ちで受 け 入 れ る。す

なわ ち 自分 の 力 では な く，主 が行 な われ た こ

とを素 直 に認 め る こ とであ る。 そ して 「栄 光

とこ しえに父 に あれ 」(モ ー セ4：2)と 祈 る

こ とであ る。 この謙遜 さほ ど大切 な もの は な

い。主 は私 た ちが 謙 遜 であ るな らば ，導 きを

与 えて下 さる と述べ てお られ る。 「汝 須 ら く謙

遜 な れ， さらば主 な る汝 の神 は手 を取 りて汝

を導 き汝 の祈 りに応 え ん。」(教 義 と聖 約112

：10)

今 月成 功 したか らと言 って， 中断 した り記

録 を誇 った りして はな らない。 主 のみ 名 に よ

っ て来 月は さ らに立 派 な成 果 を残す よ う， そ

の成 功 を ひ とつ の刺 激 剤 とす る こ とが大 切 で

あ る。ニー ファイ は こ う述べ て い る。.「人が最

善 をつ くして は じめて ，神 のめ ぐみに よ り救

わ れ るこ と を知 ってい るか らであ る。」(IIニ

ー フ ァイ25：23)

私 の 考 えで あ るが， 人 に不 死 不 滅 と永遠 の

生 命 を もた らす た め に主 が示 して下 さ った成

功 の秘 訣 は， 次の よ うに ま とめ る こ とが で き

る と思 う。

第1に ， 自分 に もで きる と信 じる。 主 は，

私 が この世に 来 たの は， 「多 くの 人のあが ない

として，自分 の命 を与 えるた めである」(マ タ

イ20：28)と 言 われ た。

第2に ， 主 に頼 り， 主 の祝 福 を求め る。再

び主 は言 われ た。 「父 よ，世 が 造 られ る前 に，

わた しが み そば で持 っ てい た栄光 で， 今 み前

にわ た しを輝 かせ て下 さい。」(ヨ ハ ネ17：5)

第3に ， 犠 牲 を捧 げ る。主 は述 べ て お られ

る。・「わ た しは よい羊 飼 で あ る。 よい羊飼 は，

羊 め ため に命 を捨 て る。」(ヨ ハ ネ10：11)

第4に ，奇 跡 を.求め る。主 が言 われ た。 「よ

くよ くあ なたが たに 言 ってお く。 死 んだ 人た

ちが ，神 の子 の 声 を聞 く時が 来 る。今 す でに

きてい る。 そ して聞 く人は生 きるで あろう。」

(ヨハ ネ5：25)

第5に ，奇 跡 を謙 遜 な気持 ちで受 け入 れ る。

「よ くよ くあ なたが た に言 って お く。子 は父

の な さ るこ とを見 てす る以 外に， 自分か らは

何事 もす る こ とが で きな い。」(ヨ ハ ネ5：19)

そ して 「イエ スは彼 らに 答 えて言 われ た。

『わ た しの教 は わ た し自身の 教 では な く
，わ

た しをつ かわ され たか た の教 で あ る』。」(ヨ

ハ ネ7：16)

私 は以上 述べ た こ とが主 のみ 業 を推 し進め

る上 で非 常に効 果 的 であ る こ とを証 す る。 そ

して， これ らは世 界 中の ど こで も通 用す るこ

とを確 信 して い る。 イエ ス ・キ・リス トのみ 名

に よ り申 し上 げ る。 アー メ ン。
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今 日は犠牲の.日

悔い改めと神との誓約からもたらされる犠牲を含めて，犠牲というものは信

仰生活を送る上で不可欠のものである

十二使 徒評議 員会会長

エズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はこの牌 な
話 の責任 を感謝 の 念 を もって謙 遜 に果 た

した い と思 う。 また，私 の話 を聴 く方 々が 犠

牲 の原 則 を信 仰 生活 に不 可 欠の もの として受

け入れ， この原 則 に従 って生 活 す る気 持 ち を

強 め て下 さる よ うに と祈 って い る。 とい うの
き よう

は 「今 日は犠 牲 の 日」 だか らであ る 。

主 は，1831年9月 に 次の よ うに 言 われ た。
ロ き よ う

「入 の子 の来 る まで今 よ り後 を 『今 日』 と称

き よ う

え らる。 誠に 『今 日』 は犠牲 の 日… … な り。」

(教義 と聖約64：23)

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 「信 仰講 話」の

中 で， 犠牲 の 原則 につ い て次 の よ うな注 目す

べ き言葉 を残 して い る。

「あ らゆ る もの を犠 牲 にす る こ と.を求 め な

い宗教 は1生 命 と救 い を得 るに必 要 な信 仰 を

人々 に持 たせ る こ とはで きな い。」(五8伽 郷

oη 勘 娩 「信仰 講 話」6：7)

福 音の この 原則 につ い て考 え る時 ，私 た ち

に残 され た遺産 とも言 うべ き先 祖 た ちの 信仰

と犠 牲が心 の 中に 浮か ん で くる。

父祖 ア ブ ラハ ム は イサ クをい けに え として

捧 げ，ア ブ ラハム の ひ ま ごに 当 た る ヨセ ブは

青 年 時代 に抗 し難 い誘惑 を受 けなが ら もこの

世 的 な快 楽 を振 り捨 てた。

リーハ イはすべ て の もの を残 して， この約

束の 地 を 目指 した。

合 衆 国の建 国者 た ちは生 命や 財産 ， また神

聖 な名誉 をか け た。 また 中に は，す べ て をな

げ うっ た人 々 もいた 。

近 代 の予言 者 ジ ョセブ ・ス ミス は，評 判 ，

名誉 ，賞 賛， 声望 ，家 ，土 地， 家族 を犠 牲 に

し， またつ いに は真理 の ため に 自分 の命 まで

も捧 げ た。

初 期 の開拓 者 は，土 地や 所有 物， 村や 町 を

そ の まま後 に残 して この 山あ いの盆 地へ 移 住

した。

神 の御 子 は，私 たちが ふ さわ しい こ と を条

件 に再 び永遠 の御 父 な る神 の み もとへ 帰 れ る

よ うに， 無 限無窮 の いけ に え とな られた の で

あ る。

私 た ち の先 達 となって きた幾千 ， 幾万 の忠

実 な聖徒 たち の信 仰， 献 身，犠 牲 に つ いて考

え る時， 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの残 した次

の 言葉 に心 か らの 同感 を覚 え る。

「すべ て を捧 げ て きた人 々 と共 同 の相 続 人

であ る と思 い込 ん だ と して も， その 人 々が し

た よ うに神 に犠 牲 を捧 げ るこ とを しな いな ら

ば ， それ は何 の益 に もな らない。」(五θ6劾泥S

oη1勉 励 「信仰 講話 」6：8)

繰 り返 し申 し上 げた い。今 日は ま さに犠牲

の 日であ る。 そ してそ の機会 は いつ も私 た ち

の前 に備 え られて い る。 私 は ここ で， この 原

則 を実 践 す るため の方法 を4つ お話 した い と

思 う。

第1は ， 神 のみ こ ころに背 くこ とをす べ て

捨 て， 犠 牲 を捧げ る こ とであ る。 これ は，教

会 貝 だけ で な く教 会外 の 人々 に も言 える こ と
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で ある。 なぜ な らば ，私 たちはす べ て 同 じ御

父の子 供 で あ り， その御 方 は私 た ちが御 自身

の よ っに な る こ とを望 ん でお られ るか らであ

る。 モル モ ン経 の時 代 の予 言者 モ ロナ イは，

次 の よ うに記 して いる。

「キ リス トの御 許 に来 て キ リス トに よ って

全 くなれ 。す べ て神 のみ ここ ろに背 くこ とを

捨 て よ。 も しこの よ うに して勢 い と心 と力 と

をつ くして神 を愛 す る な らば，神 が あ なた た

ちに与 えた もう恵み は充 分 で ある。 恵み が充

分 な らば あ なた た ちは この 恵み を受 け て キ リ

ス トに よ り全 くな る。 もし神 の 恵み を受 け キ

リス トに よ り全 くなる な らば，決 して神 の能

力 と権 能 とを否定 す る こ とが で きない。」(モ

ロナ イ10：32)

救 い主御 自身 も， 次の よ うに宣 言 され た。

「世 界の 隅々 に至 る者 た ちよ
。 汝 らは聖 霊 を

受 け て聖 め られ， また終 りの 日にわ が前 に罪

な し とせ られ る ため に今 悔 い改め ， われ に来

てわ が名 に よ りてバ プ テ スマ を受 け よ。」(III

ニ ー フ ァ イ27：20)

神 のみ ここ ろに背 くこ とを捨 て る とは ，主

のみ た まの導 きか ら私 た ちを遠 ざけ る一切 の

罪 を悔 い改め ，儀 式 を受 け， 主 と誓 約 を交 わ

す こ とに よって キ リス トの下 へ来 るこ とで あ

る。 ま た神 の み こ ころ に背 くこ とを捨て る と

は， 「真 にへ りくだ りたる心 と悔 い る精神 とを

以 て， 汝 の神 に… … 捧物 と なす 」(教 義 と聖

約59：8)こ とで ある。

タバ コや アル コー ル性 飲料 を口 にす る，神

を冒1費す るよ うな言葉 を遣 う， 激 しい感 情 を
.むき出 しにす る

， ある いは不 道徳 な行為 に走

る とい った悪 い習慣 を私 た ちは 自ら進ん で断

って い る。 これ らの 習慣 は，.神の子 供 であ る

私 たちの 本来 あ るべ き姿 を見失 わせ る もの で

あ る。

私 は これ まで1教 会 の内 外に お いて， 何 ら

か の悪 習 の故 に， よ り大 きな幸福 と進歩 へ の

機 会 を遠 ざけ て い る善 良 な 人々， あ るいは堕

落 した 人々 の姿 を 目に.して 来 た。 その善 良 な

人々 の ひ と りに， 教 会員 にな らなか っ たが，

この教 会 の素 晴 ら しさ をよ く知 っ てい た人が

い る。 ある時 ，彼 は タバ コ を手 に しなが ら，

私 に言 った。「エ ズ ラ。贈 い を もた らす君 の悪

徳 は一体 何 だ い。」私 は この ような 言い方 をそ

れ まで耳 に した こ とが なか った。兄 弟姉妹 の

皆 さん ，主 に お いて は，贈 い を もた らす悪 徳

な ど とい うものは な い。 あ るのは， 瞭 い をも

た らす 徳 だけ で あ る。

皆 さん の 中に まだ，真 にぺ りくだ りた る心

と悔 い る精神 をもって 罪 を悔 い改 め， キ リス

トの も とに来 よ うとして いな い人が い るな ら

ば，今 それ を して い ただ きた い。 皆 さんが ，

次 の よ うに語 ったモル モ ン経 に登 場 す る古 代

の王 と同 じ気持 ちで祈 る よ うに願 ってい る。

「神 よ
， …… 汝の こと をわれに知 ら しめ た ま

え。 さ らば， われ は汝 を知 り， …… わが一切

の罪 を捨 てん」(ア ルマ22：18)

第2は ，喜 ん で伝 道 に 出る こ とに よ って，

犠 牲 を捧 げ る こ とであ る。伝 道 の召 しにつ い

て， キ ンボー ル大 管長 は次 の よ うに 言 ってい

る。 「若 い男性 が，ふさわしい年齢 に達 してい

なが ら， 将来 の 人生 設計 や職 業へ の 準備 に時

を費や し，創 造主 に仕 え る とい うこの世 で最

も大切 な召 しに携 わ ろ うと しない でい る とし

た ら， それは 非常 に利 己的 で思慮 に 欠け た こ

とで あ る。」.(地区代 表 セ ミナ ー，1977年9月

30日)

2年 間 を主 に捧 げ る決 心 の で きて いな い若

人が大 勢 い る。特 に福音 を国々 に宣べ 伝 え る

大 きな役割 を担 って い るア メ リカ合 衆国や カ

ナ ダに住 む若 人の 皆 さん にお話 したい。皆 さ

んは 人類 史上 かつ て例 の ない繁栄 を享受 して

い る。主 が皆 さん を地上 に， しか もこの よう

な恵 まれ た状 況の下 に 送 られ たのば ，皆 さん

に与 え られ た才 能や 教養 ，財 産 を， 人々 に福

音 を分 か ち，祝 福 を もた らす ため に使 え るよ

っに とい っこ とか らでは ない だろ っか。

先 日， 南ア メ リカの 幾う かの 国 々 を奉献 し，

ボ リビア とパ ラグア イに それ ぞれ最 初の ステ

ー キ部 を組織 した折に
， ブラ ジルの サ ンパ ウ

ロ にあ る宣教 師訓 練セ ンター を訪 問 した。 そ
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の時，訓 練 セ ン ター に来 て い る南 米 生 まれ の

若 人の 多 くは，生 活 の ため の貯金 を使 い， 多

大 の犠牲 を払 って いる とhう こ とを耳 に した。

伝 道管理 部 で は， 最低6枚 の ワイ シ ャツ を持

参 す る ように指示 して い るが ， リー ハ イの子

孫 で あ る彼 らは，1枚 か， 多 くて も2枚 しか

持 って来 られ ない とい う。 しか し， これ らの

青 年 た ちは ，主 に対 す る確 固 た る決 意 と大 い

な る愛 をも って，』この業 に仕 えて いる の であ

る。

彼 らに与 え られ る祝福 は ， これ まで彼 らが

払 って きたい かな る犠 牲 を もしの ぐもの とな

るだろ う。主 はふ さわ しい行為 に は必 ず報 い

を与 え て下 さる御 方だ か らで あ る。

若 人の皆 さん， キ ンボー ル大 管長 の この 言

葉 を皆 さんの モ ッ トー に して い ただ きた い。

「す べ ての 男性会 員は伝道 に出 るべ きである
。」

(「聖 徒 の道」1974年9月 号，p.417)犠 牲 を

払 うよ うにお願 い したい。 私 た ちが犠 牲 と言

うのは， これ よ りも良 い呼 び方 が ほか に ない

か らで ある。 犠牲 とは持 て る もの を捧 げ， 献

身す るこ とであ る。 この世 で最 も偉 大 な奉 仕

の業 に志願 して いた だ きた い。決 して責任 を

回避 しない でい ただ きた い。 わか ってい なが

ら拒 む とい っよっな こ とは しな いで いた だ き

たい。皆 さん が28，000名 の宣教 師 の軍 勢 に加

わる よ うに願 っ てい る。 その数 は 日に 日に増

加 して い る。 そ の時皆 さんは ， 回復 され た福

音 の メ ッセー ジ を世 の 人々 に宣 言す る とい う

務 め に携 わ るこ とにな るの であ る。 私 た ちが

皆 さん を愛 し，信 頼 してい る こ とを知 って い

ただ きたい と思 う。皆 さんが この召 しを果 た

され る よ うに願 ってい る。

第3は ，主 の 宮居 で結婚 す るため に犠 牲 を

払 うこ とであ る。南 ア メ リカ を訪 問 した時，

多 くの聖徒 が家族 の結 び固め の儀 式 を受 け る

ため に犠牲 を払 ってい る姿 を目に して心 を打

たれ た。彼 らの体 験 を幾つか 聞 い て，私 は感

謝 の涙 を流 した。

あ るステー キ部 長は 家族 を連 れ てペ ルー の

リマか らサ ンパ ウ ロ神 殿へ や って 来 た。普 通
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は バ スで9日 間掛 か る とこ ろ を， バ スの ス ト

ライ キや その他 の問題 が重 なっ て14日 間 の旅

を強い られ る こ とに な って しま った。

家族 はサ ンパ ウ ロに到着 す る と，初 め て の

儀 式 を受 け るため に神 殿 に向 か った。 そ して

結 び 固め の儀 式 を受 け たの であ る。 こ の後，

家族 は す ぐに帰 り支度 に取 り掛か った。神 殿

長 が彼 らに翌 日まで滞 在 して は どうか と勧 め

る と， 父親 は，宿 泊や 食事 のため の 費用 が な

い の です ぐに出 発 しな け れば な らな い と.答え

た。 さ らに，行 きの旅 もそ うだ っ たが， 帰 り

の旅 も食事 を取 らず に数 日間過 ご さなけ れ ば

な らない とい う こ とで あ った。 そ こで神 殿長

は ， その夜 は泊 ま.って朝 食 を取 って か ら出 発

す る よ うに と勧 め た。 これ は，全世 界の聖 徒

たち の持つ 犠牲 の精 神 の典 型 で あ る。

こ こで，教 会 の若 い 男性 な らびに 若 い女性

の皆 さん に，卒 直 に 申 し上 げた い。 皆 さん が

結婚 す.る時， その決 定 は皆 さん だけ で な く，

将 来 の皆 さん の子供 た ちや ， 次 の世代 に も影

響 を及ぼす とい うこ と を。 また， 末 日聖 徒 を

両 親 に持つ 子供 た ちに は，神 殿 で交 わ され る

誓 約 の下 に生 まれ， 祝福 を受 け る権 利 が あ る。

皆 さん に，最 も神 聖 な事柄 に つ いて お話 し

たい と思 う。 美 し く飾 られ た， ち ょう ど居 間

の よ うな部 屋 を思 い浮 かべ てい ただ きたい 。

部 屋 の 中央 に は，ベ ルベ ッ トとレー ス で覆 わ

れた聖 壇 が ある。 壁に 沿 って いす が並べ られ

てお り，家 族や 親 しい友人 が儀 式 に立 ち会 え

る よ うにな って い る。 皆 さん は， いつ の 日か

家 族 が見 守 る中 で，神 の権能 を有す る神 権 者

の司 式 に よ り，伴侶 と聖 壇 こしに 向か い合 い

ひ ざ まず くよ うに言 われ る こ とだ ろ う。 そ こ

では様 々な指示 が 与 え られ ，ふ た りの 上 に祝

福 が 宣 言 され る。 こ うして皆 さん は， 夫婦 と

して 永遠 に結 び 固め られ るの であ る。 皆 さん

の受 け る約束 は アダ ム，ア ブ ラハ ム， イサ ク，

ヤ コブ が受 けた と同 じもので あ る。.教義 と聖

約 の 中か ら， これ につ い て読 んで み たい と思

う。 主 が言 われ た よ うに， 皆 さん は本 質 的 に

彼 ら と同 じ約 束 を受 け るの で あ る。



「汝 ら第一 の復 活に 出 で来 るべ し
。 …… 而

して汝 ら王位 ，王 国，公 国，そ の他権 能 …… と

を受 け 嗣 ぎ… …彼 らは… …諸 天使諸 神 の前 を

通 り過 ぎ， …… 各 々最 高 の栄 に進 む を得 てあ

らゆ る事 に光 栄 を受 くべ し。 この光 栄 は最 高

完全 の光 栄 に して， 永 久 にそ の子孫 の 続 くこ

とな り。」(教 義 と聖 約132：19)神 殿 結婚 は

昇栄 に 必要 な福 音 の儀 式 であ る。1

一 緒 に神 殿 に参 入す るこ とので きない よ う

な人に心 を奪 われ て， 幸福 を逃 す よ うな こ と

が あ っては な らな い。 必ず神 殿 で結 婚 しよ う

と今 決心 して いた だ きた い。 ロマ ンチ ッ クな

交 際が進 む まで この決 断 を引 き延 ばす こ とは，

危 険 を.冒す こ とで あ る。、そ して それは ，今 推

し計 る こ とが で きな いが，事 は重 大 であ る。

こり こ とにつ い て， さらに真 剣 に祈 るよ う

お願 い したい 。 この よ うな交 際が根 を下 ろ さ

な い内 に， これ らの こ とが 真実 で あ る とい う

証 を得 るよ うに して いた だ きた い。み ここ ろ

に従 う とい う誓 約 を天 父 と交 わ し， 道 徳的 に

清 く， みた まに よ る祝福 を得 るに ふ さわ しい

生 活 を して い ただ きたい。

永遠 の結婚 に よ って もた らされ る祝福 を得

るため には ， いか な る犠牲 を払 って も払 い過

ぎ る とい うこ とは 決 して な い。 多 くの人 々が，

神 殿へ の参 入 を安 易 に考 えて い る。現 実 に容

易 に参 入 で きる ため とも思 わ れ るが， 多 くの

人々が祝 福 を不 用 意 に逃 して い る。福 音 に忠

実 に従 って生 活す る とい う点 では他 の事 柄 と

同様 であ るが， 主 の方 法 に従 って 結婚 す るた

め には ，神 の み こ ころに背 くこ とや この世 的

な思 い を自 ら進 ん で捨 て去 り， 天 父 のみ こ こ

ろ を行 なお う と決 意す るこ とが必要 であ る6

この よ うな信仰 に 基づ く行 ない を通 して， 私

たちは神 へ の愛 と， まだ生 を受 け て いな い子

孫 を尊 ぶ気 持 ち とを示 す の であ る。 この 人生

の喜 び の最 大 の源 は家 族 であ り， 家族 が永 遠

に 続 くよ うに と願 う もの であ る。

第4は ， 自分 の 時 間 と財 産 を地 上 にお け る

神 の王 国の建 設に 捧 げ る とい う犠 牲 であ る。

霊 的 な幸福 と成長 にか か わ る大 いな る律法 に

つ いて， 救 い主 は次 の よ うに 言 ってお られ る。

「だ れ で もわ た しにつ いて きた い と思 うな

ら， 自分 を捨 て ， 自分 の十 字架 を負 うて， わ

た しに従 って きな さい。

自分 の命 を救 お う と思 うものは それ を失 い，

わ た しの ために 自分 の命 を失 う者 は， それ を

見 いだ すで あ ろ う。」(マ タ イ16：24-25)

自己 を捨 てて他 の 人々 のた めに働 く機 会 は，

日々の生 活 の随所 に.見られ る。子供 た ち を世

話す る母 親， 時 間 を とって子供 た ち を教 える

父親 家 庭生 活 の ため に ごの世 的 な楽 しみ を

放 棄 す る両親 年 老 いた両 親 を世 話 す る子供

た ち， ホー ムテ ィー チ ン.グ， 家庭訪 問， 慈善

奉仕 ， さらには慰 め を必要 として い る入々 を

慰 め るこ と， 教会 の 召 しを熱心 に果 たす こ と，

地域 社会 の一 員 あ るいは公 民 として 自由 を守

るため に活動 す る こ と，什 分 の一， 断 食献金 ，

宣教 師援 助， 福祉 活動 ，建 築 お よび神殿 計画

な どで経済 的な捧 げ物 をす るこ と もこれに含

まれ る。犠 牲の 日とは決 して過 去 の こ とで は

な いの で ある。

サ タ ンの 強力 な武器 の ひ とつに 高慢 があ る。

これは 周囲 の 目 を自分 に 向け させ よう とす る

あ ま り， 創造 主 と同胞に対 して心 をか た くな

に させ るもので あ る。高慢 は不 平不 満， 離婚 ，

十代 の 反抗， 負債 ， その ほか 私 たちが 直面 し

て い る 多 くの問題 を引 き起 こす原 因 とな る。

自分 自身 を見 い だそ うとす る 人は， 自己 を

捨 てて他 の 人々 の ために働 くこ とで ある。 自

分 を忘 れ てあ なた の助 け を必要 として い る人

入 を見 つけ て いた だ きたい。 その よ うにす る

な らば ，幸福 で満 ち足 りた 人生 を送 るため の

秘 訣 を見 いだす で あろ う。

ハ ロル ド ・B・ リー大管 長 は次 の よ うに 言

って い る。

「私 は ひ とつ の偉 大 な真理 を信 じてい る
。

主 が子供 た ちに豊か な祝福 を与 え よ うとされ

る時 には， その 息子 あ るい は娘 に，犠 牲 を払

う機会 を与 えられ る。」(CO瞬 ㎎η66R砂0π

「大会 報告 」1947年4月
，p.50)

まさに その通 りであ る。犠 牲 は天 の祝福 を
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持 た らす もので あ る。私 は その こ と を証 した

い。今 は，主 の 民が， 犠 牲 を.捧げ る 日であ る。

私 は， 今 日が 「犠 牲 の 日」 で あ る こ と， そ

して それは神 の 子供 で あ る.私た ち を祝福 す る

ため に主 が.立て られ た御 計画 の一 部 で あ るこ

と を皆 さ ん に証 した い 。 皆 さ ん が ， 詩 篇 の 作

者 の 勧 告 に 従 っ て行 動 で き る よ う に 祈 る もの

で あ る。 「義 の い け に え を さ さげ て主 に 寄 り頼

み な さ い 。」(詩.篇4：5)イ エ ス ・キ リス ト

の み 名 に よ リ 申 し上 げ る 。 ア ー メ ン 。

カ ミラ ・E・ キ ンボ ール 姉 妹(左)と 扶 助 協 会 中央 管 理 会 会 長 のバ ーバ ラ ・B・ ス ミ

ス姉 妹
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3月31日(土)神 権 部会にお け る説教

主の軍勢

これか ら 宣教 師 になる 皆さ『ん は， この特 別 な時 期の た め に とって おか れた 。

収穫 は大 さい 。生 涯の 機 会は あな たの もの な ので ある

、

十二使徒評議員会会員

トー マス ・S・ モ ンソ ン

今 宵・ 私 は・ 皆 さん 方が 今 まで に な く多 く
の神 権 者 を代表 して ここ に集 っ てお られ

るこ と を承知 して い る。 私 は天 父 の助 け を求

め， 天 父が霊 感 と勇気 を与 え て下 さ る よ う心

か ら祈 っ てい る。

お よそ24年 ほ ど前 ，私 は， この テ ンプル ス

クェア の南側 にあ るア セ ンブ リー ホー ルの合

唱 団席 に座 っ てい た。 ち ょ うどス テー キ部大

会が 開か れ て いた。 ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ ン

グ ・ス ミス長 老 とアルマ ・ソニ 長老 が， ステ

ー キ部長 会 を再 組織 す る責 任 を受 け て大 会 に

出席 され た。 この時， ア ロン神 権者 たち は，

監 督や 副 監督 と共 に歌 を発 表 す る責 任 をいた

だい た。監 督 として働 い てい た私 た ち も，青

少年 の中 に入 っ て一 緒 に歌 った。私 たちが最

初 の 曲 を歌 い終 え る と， ス ミ不長老 が 演壇 に

歩 み寄 り， 新 しいス テー キ・部長 会 の名 前 を発

表 した。 ステー キ部 長 会 の他 の人 々は， 事 前

に話 を依 頼 されて い たの だ ろ うが， 私 には知

らされ て いなか った。私 の 名前 を読 み上 げ た

あ と，ス ミス兄弟 は， 「モ ン ソン兄弟 が喜 ん で

この召 しをお受 け下 さるの な ら，私 た ちは 是

非 モ ン ソン兄弟 か らお話 を伺 いた い と思 い ま

す 」 と言 った。 私 は 演 壇 に 立 ち， 会場 一杯

の 人 を見 渡 した時 たっ た今 歌 ったばか りの歌

を思 い 出 した。 その 曲 は， 「我 が 子 よ， い い

え と言 える勇 気 を持 て」 と い う曲 で あ っ た。

そ こで私 は 「我 が 子 よ， は い と言 え る勇 気

を持 て 」 とい うテ ー マ で 話 をす る こ とに し

た。 その よ うな勇気 を持 て るよ うに願 ってい

る。

こ こに集 っ てお られ る皆 さん の姿 を描 いた

有名 な讃 美歌 に 次 の よ うな歌 詞が あ る。

「見 よ
， 王 の 軍 は

い の ち

生 命 のい くさ

つ わ もの こ ぞ り

指揮 者 につ づ き

旗 をか か げ

勝 ：らて進む
お お

強 く雄 々 し

うた い進む

勝 利 よ勝利 よ わ れ らに主 あ り

勝利 よ勝利 よ.主 に よ り勝 たん」

(讃 美歌20番)

神権 者 とは， 強 力 な正義 の 軍勢， す なわ ち

王 の軍 勢 の こ とであ る。私 た ちの指 揮官 は神

の予 言 者 であ り， さ らに最 高指 揮官 は， 私 た

ちの主 で あ り救 い主 であ る イエ ス ・キ リス ト

で あ る。私 た ちに 与 え られて い る進 軍の 命令

は 明瞭 かつ 簡 潔 であ る。マ タイは， 主が 私た

ちに与 え られ たチ ャレ ンジ を次の よ うに記録

して い る。 「それゆ えに，あな たが たは行 って，

すべ ての 国民 を弟子 と して， 父 と子 と聖霊 と

の 名に よって， 彼 らにバ プテ スマ を施 し， あ

な たが た に命 じて お いた いっ さい の こと を守

るよ うに教 え よ。 見 よ， わた しは世 の終 りま

で， いつ もあ なた が た と共 に い るの であ る。」

(マ タイ28：19-20)こ の 初期 の教 会の 時代

の弟 子 た ちは， この神聖 な命令 に忠 実に 聞 き

従 った で あろ うか。 マ ル コは次 の よ うに 記録
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して い る。 「弟子 たちは、出 て行 って，至 る所 で

福 音 を宣べ伝えた。主 も彼 らと共 に働 き… …。」

(マ ル コ16`：20)

この命 令は， まだ取 り消 されて は いな い。

む しろ， 改め て強調 され てい るほ どであ る。

現在，28，000人 の 宣教 師が ， この 召 しに応 え

て働 い てい る。7月 に は， 新 し く9つ の伝 道

部が 創設 され，全体 で伝 道 部数 は，175に な る。

私 たち は，何 とチ ャレ ンジに満 ちた躍動 の時

代 に生 きて い るこ とだ ろ うか 。

アロン神権 を持 ち，それ を誉 れ として い る皆

さん方 は，歴 史上 この特 別 な時期 の ため に と

っておか れ たの であ る。 収穫 は， まこ とに大

きい。誤 解 の ない よ うに して欲 しいが， 生涯

の機 会 を ど うす るか は あな た方 自身 の手 に委

ね られ てい るの で ある。 永遠 の祝 福 は皆 さん

を待 ち受 け て いる。 で は， どの よ うに して，

この召 しに応 えた ら よいで あ ろ うか 。私 は，

皆 さん に， 次の3つ の徳 を伸 ば してい ただ き

たい と思 って いる。

1.奉 仕 したい とい う望 み を抱 くこ と

2.忍 耐 強 く準備 をす る こ と

3.喜 ん で働 く精 神 を持 つ こ と

この よ うな徳 を伸 ば す こ とが で きるな らば，

必ずや 主の 王 の軍 の一 員に加 わ るこ とが で き

る であ ろ う。 そ こで， この3つ の徳 に つ いて，

個 々 に詳 し く考 えてみ た レ㌔

第1に ， 奉仕 した い とい う望 み を抱 くこ と

で ある。主 が み業 に仕 え る資格 に つ いて述 べ

た言葉 に 「見 よ，主 は 真心 と喜 び て事 に従 う

.精神 とを求 む」(教 義 と聖約64：34)と い う一

節が あ った こ とを思 い起 こ して いた だ きた い。

末 日のあ る説教 者 は次 の よ うに述べ て いる。

「喜 んで物 事 を なそ うとい う精神 が
， 義務 だ

か ら とい う精神 を押 し流す まで， 人 は， 愛国

心 とい うみ旗 の もとにつ いて行 くの では な く，

徴兵 され たか ら とい う理 由 だけで 戦 い を続 け

る。私 たちが仕 事 を成 し終 え， さ らに で きる

こ とな らなん で も喜 ん で します とい う気持 ち

に な らない 限 り， 義務 が 立派 に果 たされ た こ

とには な らない の であ る。」
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あ なた方 は 自分 で 自分 をこ のみ業 に 召す こ

とはで きない 。 また， あ なた方 の両 親 が召 す

の で もな い。 あ なた方 は，予 言 と啓示 に よ り

神 か ら召 され るの であ る。 あ なた方 へ の召 し

には， 教会 の 大管長 の 署名 が あ る。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ乱 ル大管 長 が教 会

の伝道 管理 委 貝会 の委 貝長 を務 め てお られ た

時 ，私 は長 年 に わた って キ ンボー ル大 管長 と

一 緒 に働 く特 権 にあず か って きた
。宣教 師 の

任 地 を決 定す る.会合 は，決 して忘 れ る こ との

で きな い思 い出 であ り， この会 合 は， いつ も

霊 感 に満 ち， 時 には.ユー モア を交 え る こ と も

あ った 。私 は あ るひ と りの宣 教 師志願 者 の推

薦書 の こ と を今 で も よ く覚 えて い る。 その推

薦書 に， 次 の よ うな監督 の 言葉 が あっ た。「こ

の青年 は，特 に母 親 を慕 ってい ます 。 そ こで

母 親 は， で きれ ば折 に触 れ て訪 問 した り，毎

週竃 話 した りで きる よ うに カ リフ ォルニ ア あ

た りの， 自宅 に近 い伝 道 部 に送 られ る こ と を

希 望 してい ます 。」私 はこの推薦 書 の言 葉 を読

み上 げ， 任地 の 発表 をす るキ ンボー ル大 管長

の言 葉 を待 づ た。大 管長 は， ち らっ とまば た

きを し， 口.もとに ほほ えみ を浮 かべ る と， 何

の説 明 もな く， た だこう言 われ た。「彼 を南 ア

フ リカの ヨハ ネス ブル グ伝 道 部 に送 る こ とに

しま し ょう。」

ひ とつ ひ とつ の 召 しが神 か ら与 え られた も

の で あ るこ とを立証 す る実例 は， 枚 挙 にい と

まが ない ほ ど数 多い。私 は， そ の よ うな神聖

な責 任 に は，必 ず神 の霊 感 が伴 うこ と を知 っ

て い る。 その真 理 は教義 と聖 約 の 中に簡 潔 に

述 べ られ てい る。 「汝 らもし神に仕 えん と望 む

な らば ，汝 ら神 の業 に 召 さ るるな り。」(教 義

と聖約4：3)

第2に ， 忍耐 強 く準備 す るこ とであ る。 伝

道 に 出 る準 備 とい うの は決 して一 時的 に で き

る もの では ない。 物心つ く前か ら始 まっ てい

るの で ある。初 等協 会， 日曜学校 ， セ ミナ リ

ー で教 え を受 け たこ と
， そ して神 権 の責 任 を

果 た したこ とはす べて， 広 い意 味 で， 宣教 師

になるための 準備 で あった。人の生 命 は静 かに，



ほ とん ど知 覚 で きな い ま まに形造 られ， 経験

を積 み ，成 熟 した人 間に な って い くの であ る。

あ る詩 人 は こ う言 って い る。

「救 い主 の計 画 に従 って少年 の心 に触 れ る

人は，.や がて 大 人 とな る少年 の ため に道 を切

り開 く人 だ。」

この よ うな 少年 た ちの 定員 会 のア ドバ イザ

ー と して 召 され る こ とは
， なん と大 きなチ ャ

レ ンジで あ ろ うか 。 ア ドバ イザ ーの 皆 さん，

.自分 に与 え られ てい る機 会 につ い.て真剣 に考

えた こ とが あ るだ ろ うか 。深 く心 に 思 い計 っ

て い るだ ろ うか 。ーよ く祈 って準備 して い るだ

ろ うか 。 自分 に割 り当て られ た 少年 た ち に備

え をさせ て い るだ ろ うか 。

私 は15歳 の 時， 教 師定 員会 を管理 す る責任

に召 され た。 私 た ちのア ドバ イザー は私 たち

に深 く関心 を持 って い た し， 私 た ち もそれ を

知 って いた。 あ る 日，彼 が私 に 言 った。

「トム ，君 は は とを飼 って いるん だ って 。」

私 は うれ し くな って 「ええ」 と答 えた。

す る と彼 は， 「純血 種 のバ ー ミンガム ・ロー

ラー を2羽 ， 私 に プ レゼ ン トさせ て も らえな.

いだ ろ うか」「と言 った 。

私 は 「は い， お 願 い し ます」 と 答 えた 。

おわ か りの こ と と思 うが ，私 が飼 って い たは

とは ， は と と言 って も， 小学 校 の屋 根 の上 に

わ な を しか けて捕 えた よ うな ご くあ りきた り

の雑種 ば か りだ っ たか らで あ る。

彼 は， 翌 日の 夕方 ，彼 の家 へ 来 る よ う招 い

て くれ た。 その 翌 日は， 幼 な い頃 の私 に は，

最 も長 く感 じられ る一 日であ った。 私 は ア ド

バ イザー の帰 宅 を1時 間程待 った。 仕事 か ら

帰 って きた彼 は ，私 を裏 庭 の納 屋 に あ るは と

小屋 へ連 れ て行 っ て くれ た。私 は そ こで い ま

までに 見 たこ ともなか っ た程 美 しい は とを見

たのである。「どれか 雄 の は とを一羽 選 び な さ

い。 そ う した ら世 界 中 どこ を捜 して もい ない

よ うな変 わっ た雌 ば と をあげ よう。」私 は一 羽

の雄 ば とを選 んだ 。す る と彼 は私 の手 に小 さ

な雌 ば とを乗せ て くれ た 。私 は， この雌 ば と

の どこが そん なに変 わ.ってい るの と尋 ね ると，

彼 は 「注 意 して よ く見て ご らん。 目が片方 し

か ないか ら」 と言 った。言 われ てみ れば その

通 りで， この 雌ば との片 目は なか った。 ねこ

か ら傷 を負 わせ られ たのだ とい う。「家へ連 れ

て 行 って， 君 の は と小 屋 の中 に入 れてお きな

さい 。 そ して10日 程 小 屋 の中 で飼 った ら， 外

に出 して みて 君の 小屋 に戻 って来 るか ど うか

試 してみ る とい い」 と彼 は言葉 を添 えた。

私 は言 われ た通 りに した。す る と雄 ば との

方 は は と小屋 の屋 根 の上 を偉 そ うに歩 き回 り，

しば ら くす る と， え さ を食べ に小屋 に戻 って

きた。 ところが， 片 目の雌 ば との方 は，す ぐ

に どこか に飛 ん でい って しまった。 私 は， ア

ドバ イザ ー のハ ロル ドの ところへ電 話 を して

尋 ね てみ た。 「あの片 目の は とがあなたのはと

小 屋 に戻 ってい ませ んか 。」

「来 て ご らん
， 一緒 に調べ てみ よ う」 と彼

は答 え た。

二 人 は台所 の戸 を開け ては と小屋 まで歩 い
ド

て い った。 その途 中 に私 のア ドバ イザー は こ

う言 った。 「トム ，君 は教 師定 員 会 の 会 長 だ

よ。」私 は そんな こ とは言 わ な くて もわか って

て い ると思 った 。す る と彼 は こ う言 っ た。「ボ

ブ を活 発化す るため に どんな こ と をす るつ も

りだい 。」

私 は， 「今 週 の定貝 会集 会には出 て もらうつ

も りです 」 と答 え た。

や が て彼 は， 巣に 手 を伸 ば し， 片 目のは と

を取 り出 して渡 して くれ た。 「2，3日 飼 って

み て，ま た試 してみ る とい い。」私 は言 われ た

通 りにや ってみ たが ，今 度 も この 前 と同 じよ

うには とはい な くな った 。「来 て ごらん，戻 っ

て い るか どうか一 緒に 調べ てみ よ う。」は と小

屋 に行 く途 中で，彼が 言 った。「おゆ で とう。

とう と うボ ブ を神 権会 に 出席 させ たね。 じゃ

今 度 は， 君 とボブで， ビル を活発化 す るため

に， どん な こ とを した らよ いだ ろ っか 。」

「今 週 彼 にも神権 会 に 出席 して もら うつ も

りです」 と私 は答 えた。

その後 何度 か この よ うな経 験が繰 り返 され

た 。そ して私.は大 人 にな って初 め て私 のア ド
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バ イザー のハ ロル ドが この 片 目のは とをプ レ

ゼ ン トして くれ た本 当 の意味 を知 る こ とが で

きた。ハ ロル ドはそ の は とが どこで放 して も

必 ずハ ロル ドの は と小 屋 に戻 って くるこ と を

よ く知 って いた ので あ る。ハ ロル ドは，2週

間毎 に教 師定 員会 の会 長 と理 想 的 な神 権個 人

面接 をす るため に，霊 感 を受 け て こ うした方

法 を とった ので あ る。私 が今 日あ るの も， 多 』

くは あの片 目の は との おか げで あ る。 そ して，

それ以上 に， あ の定 員会 ア ドバ イザ ー に感謝

して い る。 これ か ら出 あ う様 々 な機会 の ため

に私 を備 え させ るため に辛抱 強 く助 けて くれ

たの であ る。

第3に ，喜 ん で働 く精神 を持 つ こ とであ る。

宣教 師 の仕 事 は たや す い仕 事 で はな い。 精 力

を要 す る仕 事 で あ る。 また，能 力や才 能 の 限

りを尽 くして働 か な けれ ば な らない仕 事 で あ

る。 そ して最善 の努 力 と，時 に はそ れ以 上 の

努 力す ら要求 され る仕 事 で あ る。 しか し忘 れ

てな らないこ とは， 「必ず し も速 い者 が競 争 に

勝つ の では な く.，強 い者 が戦 い に勝 つ ので も

ない」(伝 道9：11)と い うこ とであ る。 む し

ろ， 最 後 まで耐 え忍 ぶ者 こそ，勝 利 を得 るの

であ る。是 非 次 の勧告 を心 に留 めて い ただ き

たい。
o

仕 事 に しがみつ き， 仕事 が 身 につ くまでが

んば りな さい。

始め る者 は 多いが， 最 後 まで終 え る者 は少

な い。

名誉， 力， 地位 ，賞 賛， これ らは皆 ，最 後

まで仕事 を成 し終 えた者 の上 に あ る。

仕事 に しが みつ き，仕 事 が身 につ くまで が

んば りな さい。

腰 を曲げ， 汗 を流 し， ほ ほえみ を浮かべ な

さ い。

曲が った腰 と流 した汗 と浮 かべ た ほほ えみ

のか げか ら

人生 の勝利 はや って来 る か らで あ る。

第二次世 界 大戦 が最 終 の局 面 を迎 え た頃，

私 は18歳 に な り，長 老 に聖 任 され た。海 軍 の
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軍務 に服 す るため に 出発す るち ょ うど一週 間.

前の こ とで あ る。私 の ワー ド部 の副 監 督が 駅

まで私 を見送 りに来 て くれ た。 汽車 の 出発 す

る直 前， 彼 は私 に一 冊 の本 を手 渡 して くれ た 。

それ が今 晩， ここに持 っ てい る 「宣 教 師 の手

引 き」 とい う本 であ る。私 は笑 い なが ら 「私

は伝 道に行 くん じゃあ りませ ん よ」 と言 った 。

す る と彼 は 「とにか く持 って行 きな さい。 役

に立 つか もしれ ないか ら」 と言 った。

それが 実際， 大変 役 に立 った。私 たちが 基

礎 訓練 を受 け て いた時 ，部 隊の 司令 官 が， ど

うした ら大型 の海兵 隊 のバ ッグに一 番上 手 に

衣 類 を詰 め込 め るか教 えて くれ た。 彼 は こ う

言った。 「バ ッグの底 に 固 い長方 形の もの を敷

く と よい6そ うす れば 衣類 は き ちん と詰め ら

れ る。」突 然，私 の頭 に それ に ぴ った りの長 方

形 の もの が浮 ん で きた。 それが この 「宣 教 師

の手 引 き」 だっ た。 そ して12週 間 この本 は 立

派 に その務 め を果 た.して くれ た。

ク リスマ ス休 暇 に入 る前 の晩 ，例 の ご とく

私 た ちの心 は も う我 が 家に 飛ん で いた 。だ れ

一 人 として兵舎 で騒 ぐもの もいなか った
。 す

る と突然， 隣 りの寝 台 で私 と同.じモル モ ンで，

レ ラン ド ・メ リル とい う親 友が苦 しん で い る

こ とに気 がつ い た。「メ リル ， どう したん だ」

と私 は彼 を呼 んだ 。

「体 の調 子 がおか.しい
。苦 しいん だ」 と彼

は答 えた 。

私 は彼 に，基 地 内の診 療所 へ行 くよ う勧 め

たが， 彼 は， そん な こ とを した らク リスマ ス

に家へ 帰 れ な くな るの はわ か りきって い る と

答 え た。

何時 聞か 過 ぎた。 彼 の うめ きは ひ ど くな る

一 方 だ った
。 その時 ， 彼は 必死 の思 い で私 に

さ さや い た。 「モ ン ソン，モ ン ソ ン。君 は長 老

だ った よね。」私 は その通 りだ と答 えた。す る

.と彼 は 「ぼ くを祝福 して」 と言 った。

私 はそ の時， 自分 が それ まで一 度 も祝福 を

施 した こ とが なか った こ とに気づ いた。 そ の

よ うな祝福 を受 け た こ ともなけ れば， 祝福 を

授 け たこ とも， また授 け るの を見 た こ ともな



か ったの で あ る。 そこ で私 は神 に助 け を求 め

て必死 で祈 った。 その答 えは 「海 兵 隊のバ ッ

グの 底 を見 よ」 であ っ た。 そ して， 夜 中の2

時 に， 私 は 甲板 の上 にバ ッグの 中味 を全部 出

した。 それか ら終 夜 灯 の光 の下 で，例 の 固 い

長 方 形の 小冊 子 「宣教 師 の手 引 き」 を開 いて，

病 人 を祝 福す る方 法 を読 ん だ。

や が て，60人 ほ どの 水兵 たちの 好奇 心 の 目が

見守 る 中で， 私 は祝福 を施 した 。す る と，私

の祝福 が 終 わ るか 終 わ らない かの うちに， レ

ラ ン ド ・メ リル は子 供 の よ うに眠 り込 ん で し

ま った。

翌 朝， メ リル は， ほ ほ えみ を浮か べ なが ら，

私 の 方 を向 いて こ う言 った。 「モ ンソ ン，君 が

神 権 を持 ってい て くれて うれ しい よ。」彼 の う

れ しさ もさる こ となが ら，私 はそれ 以上 に感

謝 の気持 ちで一杯 で あ った。

将 来宣 教師 とな る皆 さん， 天父 の祝福 が あ

っ て皆 さんが 奉仕 した い とい う望 み と忍耐強

く準備 す るこ と と，喜 んで働 く精神 とを持つ

こ とが できるように，そ して，私 たち主 の軍勢

で ある者 が皆 ，次の ような主の約 束 を享 受する

こ とが できるように祈 って いる。 「われ 汝 らの

前 に先 立 ち て行 くべ けれ ば な り。 われ は汝 ら

の右 に在 り， また 左 に在 らん 。わが 『みた ま』

は 汝 らの心 の 中に在 り， またわが 天使 らは汝
いだ

らを囲みて懐 き支 えん。」(教 義 と聖約84：88>

これ こそ私 が， 心 か ら熱心 に願 うこ とであ

る。 これ らの こ とをへ りくだ リイエ ス ・キ リ

ス トの み名 に よ り申 し上 げ る。ア ー メ ン。

大会に集 う聖徒 たち
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個人と家族の経済的な備え

什分 の 一 と献 金を納 め ，負 債 を返 済 し，残 っ た資 金を 賢明 に使 う

七十人第一定員会会長

フラ ンク リン ・D・ リチ ャー ズ

愛 する兄弟の皆さん・私はこの神齢 が素
晴 らしい雰 囲気 の下 に 開か れて い る こ と

を喜 ん でい る。

私 は 自分 の霊 が ， イエ ス ・キ リス トの福 音

が 回復 され てい る この時満 ちた る神権 時代 に

地上 に送 られ るため に備 え置 かれ て い たこ と

を深 く感謝 して い る。私 た ちは，神 の予 言者

であ る愛 す るスペ ンサ ー ・W・ キン ボー ル大

管長 か ら数 多 くの助 言 を受 け て いる。

私 た ちは ひ と り残 らず， 私 た ちの主 な る救

い主 イエ ス ・キ リス トの贈 いの犠牲 を通 して」

不死不 滅 の体 を得 る こ とが で き る。 しか し，

永遠 の生命 を享 受す るため に は， 日々， 自分

自身 の救 いの ため に努 力 しなけ れ ばな らない。

何 と驚 くべ き教 えで あ ろ うか 。 この福 音 は

行 動 の福音 ，永 遠 の進 歩の福 音 で あ る。デ ビ

ッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管長 は こ う述 べ て い る。

「働 け る 特 権 は 賜 で あ り
， 働 く力は祝 福 で

あ り， 労働へ の 愛 は成功 を もた らす 。 この こ

とを私 たちは認 識 しよう。」(丁吻 幻o'加1勉 娩

「信仰 に誠実 に」p .287)こ れ か ら私 は， 特

に若 い友人 であ るア ロン神 権 者 の皆 さんに お

話 したい と思 う。皆 さんに は まだわ か らな い

か も しれ ないが ，若 い時 に 身に付 け た習 慣 は，

生涯 皆 さんにつ い て まわ る。 したが って ，若

い時 に良 い習慣 を身 に付 け る こ とは非 常 に大

切 で ある。

私 は両 親 に心 か ら感 謝 してい る。両 親 は私

が少 年 の頃 に，労 働 の喜 び と， 什分 の一 を納

め る こ との大切 さを教 え て くれ た。 また， 学

資や伝 道 資金 を少 しで も貯 め る こ とが で きる

よ うに，収 入以上 の 出費 を しな いこ との大切

さに つ いて も教 えて くれ た。

私 は少年 の時 に鶏 を飼 って近 所 の人 に卵 を

売 り， 芝 を刈 り， 倉庫や レ ンガ工 場 で働 き，

新 聞配 達 もした。働 くこ とに よ って ，私 は 自

分 で使 うお金 を自分 で かせ いだ 。 そん な時，

自分 が 大 人に な った よ うに感 じた もの であ る。

私 は まず什 分 の一 を納め ，伝 道 と学 業 のため

に貯 金 し， 残 りを 自分が欲 しい もの を買 うた

め に使 っ た。

私 は両親 か ら，什分 の一 を納 め るこ とは天

父 の戒 め であ り，天 父へ の愛 と， 天 父が 与 え

て下 さっ た祝 福 に感謝 を表 わす方 法 で あ る と

教 え られ た。私 は今 で も8歳 の時 に納 め た什

分 の一 ゐ領収 書 を持 って い る。 それ は私 の大

切 な宝物 め ひ とつ とな って いる。

この よ うに大切 な原 則 は，学 ぶ年 齢 が若 け

れば 若 いほ ど， それ だけ生 活 の一部 とな りや

す い。私 は確 か に これ まで 多 くの祝 福 を受 け

て きた。 それ も， 少年 時代 に働 き， 倹約 し，

什 分 の一 を納 め，伝 道や 学 業 のた めに貯 金 す

る こ との大切 さを学ん だか らであ る。

自費 で伝 道や 大 学に行 く若者 は， 一般 に他

の若者 よ りも熱心 であ り， 多 くの幸福 と大 き

な成功 を勝 ち得 て い る。

さて， こ こで年 輩の神 権者 の方 々に も一 言

申 し上 げ てお きた い と思 う。
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今 日世 の 中 には数 々 の難…しい問題 が 存在 す

るが ，私 た ち は この世 の資 源 を豊 か に与 え ら

れ てい る こ とを忘 れて は な らな い。事 実， 私

た ちは この世 の財 産 の 管理 人 であ る。

教 会 の設 立以 来 いつ も指 導者 たち は個 人 と

家族 の備 えに関 す る教 え を強調 して きた。個

人 と家族 の備 えに は6つ の分 野 す な わち，教

育 ， 雇用 条件 の改善 ，財 政 管理 ，健 康 ，霊性

の強化 ， 家庭 にお け る生産 と貯 蔵 が あ る。

現 在 は， 道徳 的， 社会 的 問題 だ け でな く，

全 世 界す べ て の国 々で経 済不 安 とい う問題 が

起 きて い る。 それ を考 え る時，個 人 と家族 の

経済 的 な備 え の大切 さにつ い て是 非 とも話 し

てお か なけ れば な らな い と感 じる。

私 た ちは 多 くの不 幸 が経 済 的問題 に 起 因 し

て い るこ と， そ して家族 の摩 擦 や離婚 の主 な

原因 に なっ て い るこ と を忘 れ ては な らな い。

主 は 「備 え あれ ば， 恐 る るこ となか らん 」

(教義 と聖約38：30)と 言 わ れた 。経 済的 な

恐れ か ら解放 され る こ とは， 何 と素 晴 らしい

祝 福 で あ ろ うか 。、

ここ で，経 済 的 に備 え るため の3原 則 を御

紹 介 したい 。

1.什 分 の一 と献 金 を納 め る。

2.負 債 を返 済 し，借 金 を避 け る。

3.残 っ た資金 を賢 明に使 う。

これ は子供 に も大 人 に もあ ては ま る原 則 で

あ り， こ こで それ ぞれ につ い て簡単 に説 明 し

てお きたい。

第1に 什分 の一 と献金 を納 め る。主 は次 の

よ うに言 わ れ た。 「人 は 神 の 物 を盗 む こ と.を

す るだ ろ うか 。 しか しあな たが た は， わた し

の物 を盗 ん で いる。 あ なた が たは また 『ど う

してわれ わ れは， あな たの物 を盗 んで い るの

か』 と着 り。十分 の一 と， ささげ物 を もって

で あ る。 … …十分 の一全 部 をわた しの 倉に携

えて きな さい。 これ を もって わた しを試 み，

わ た しが 天 の窓 を開 い て， あふ るる恵 み を，

あ なたが た に注 ぐか 否か を見 な さい。」(マ ラ

キ3：8-10)

今 日の神 権 時代 に も， 主 は次 の ように啓示

され た。「誠 に 『今 日』は犠 牲 の 日，わ が民 の

『什分 の一 』 を捧 ぐる 日な り
。」(教i義 と聖約

64：23)

兄弟 の皆 さん， 什分 の一 の律 法 に従 うな ら

ば， 天 の窓 が開 かれ るであ ろ う。 そ して，犠

牲 と従順 に よって物 質的， 霊 的 な祝 福 が もた

らされ る。 これ が，個 人 と家族 の 経済 的な備

えの第一 歩 で ある。

主 に対 して正 直 であ る限 り， 納 め る什 分 の

一 の額 は問題 では ない
。未 亡 人や子 供 の捧 げ

るわず かな 金銭 が，裕 福 な人 の捧 げ物 と同 じ

く尊 重 され， 受 け入 れ られ るので あ る。

男女， 子供 を問 わず正 直に 什分 の一 と献金

を納 め る人 々は， すべ て， 主 か ら知 恵 を授か

り， 残 りの お金 で，什 分 の一 を納 めな い時以

上 に 多 くの もの を得 る こ とが で きる。 そ して ，

物質 面 ばか りで な く， 霊 的， 肉体 的，情 緒的

に も祝 福 を得 て豊 か に なる こ とが で きる。私

は これ が真実 で あ るこ とを知 って い る。皆 さ

ん もそ の よ うな証 を持 ってい るは ずで あ る。

主 イエ スは こ う言 われた。 「受け るよりは与 え

る方 が， さいわ い であ る」(使 徒20：35)

第2の 原 則は， 負債 を返 済 し，借 金 を避 け

るこ とであ る。近 代 の啓示 の 中で主 は次 の よ

うな戒めを与 えられた。 「わ れ誠 に汝 らの債務

に就 きて告 ぐ。 見 よ， 汝 らこ とご と くその 負

債 を償 却 すべ し。」(教 義 と聖.約104：78)さ

らに， 「汝 の負債 を支 払 いて束 縛 よ り免 れ よ」

(教 義 と聖 約19：35>と も言 って お られ る、。

ジ ョセ ブ ・F， ス ミス大 管長 は，聖 徒 た ち

に忠告 して こ う言われた 。「負債 を返済 し，借

金 を避 けな さい 。 そ うすれ ば， 経 済的 な面 だ

け でな く，霊 的 に も 自由 に な る で あ ろ う。」

(Co⑳ 解η6θ1～6ヵoガ「大 会報告 」1905年10月 ，

P。5)

負債 を返 済 し， 借金 を避 け るた めに， 個 人

と家族 が適用 で きる幾つか の 原則 があ る。

1.収 入 の範 囲 内で生 活す る。

2.短 期 お よび長期 の予 算 を組 む。

3.収 入 の一部 を定 期 的に貯 金す る。

4.分 割払 いが ど うして も必要 な場合 は，
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賢明に利 用す る。例 えば，家 の購 入や 教育

を受 け る ため に必要 な負債 は許 され るで

あ ろ う。.、

5.資 金 は税 金 を考慮 し，計 画 を立 て て維

持 ， 利用 を図 る。

以上 の基 本 原則 に従 うな らば，私 たち は必

ず 負債 を返 済 し，借 金 を避 け る こ とが で きる

で あ ろ う。.これ は個 人に とって も， 家族 に と

って も， どん な に価 値が ある こ とだ ろ っか 。

ヒーバ ー ・J・ グラ ン ト大 管長 は， 次 の よ

うに述べ て い る。「人間 の心 の 中に，あるいは

家庭 の 中に， 平安 と満足 を もた らす もの が ひ

とつ ある とす れ ば， それ は収 入 の範 囲 内で生

活す るこ とで ある。 反対 に 人々 を苦 しめ ，落

胆 させ る ものが ひ とつ あ る とす れば ， それ は

支 払 うこ との で きな い借 金 と債 務 で あ る。」

(R6〃 げ ∫06魏y1晦gα8碗6「 扶助協会誌」1932

年5月 号，p.302)私 は 自分 の 経 験 か らこの

言葉 が真実 で あ るこ と を証す る。

第3の 原則 は， 残 った資 金 を賢 明 に使 うこ

とであ る。 多 くの 点 で人が 真価 を問 われ るの

は， この世 の財 産 に対 す る考 え方 を通 してで

ある。神 の こ とよ りも， この世 の財 産 に重 き

を置 く人は， 明 らか に永遠 の価 値 に対 す.る理

解 が不 足 してい る。

ブ リガム ・ヤ ン グ大 管長 は ， この こ とを次

のように述べてい る。 「神 の王 国 を建 設す るた

め に この世 の富 を正 し く用 い る備 えが民 に で

きてい る な らば， 主 は喜 ん で それ らの富 を私

た ちに授 け て下 さ るで あ ろ う。 ……

私は 人 々が勤勉 ， 倹約 ，節 約 に よ り得 た富

を地上 に神 の王 国 を築 くために捧 げ る姿 を見

たい もの であ る。」(ノo蹴 ηα1げ1万soo躍s6s

「説教 集」11：114-15)

これ らの教 えに従 うに あた って， 財産 を持

つすべ て の人 々は， 家族 や 同胞 の福 利 を図 り，

神 の王 国 を築 くた めに， その財産 をどの よ う

に用 いれ ば よいの か その最善 の方法 を知 る知

恵 を授 か る必要 が あ る。

個 人 と家 族 の備 えは， 私 た ちの 永遠 の幸福

に 欠 くこ との で きな い もので あ り， 経 済 的に
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しっか り とす るこ とは，霊 的， 精神 的， 肉体

的 な力 を得 る こ とと同様 に大切 であ る とい っ

こ とを証 す る。

この経 済 的 な力 を得 るには ，神 の戒 め を.守

り， 什分 の一 を正 直 に納 め る こ とで あ る。 さ

らに働 く習慣 を身 に付け ，倹 約 に努 め， 収 入

の 範 囲内 で生 活 し， 財産 を賢明 に使 っこ とで

あ る。

今 宵，す べ ての人々が これ らの偉 大 な原 則 を

生 活 に取 り入れ る決心 をす る よ う願 って い る。

神権 者 の皆 さん， 神 は生 きてお られ る。 イ

エ スは キ リス トであ り， 私 た ちの救 い主 ， 贈

い主 で あ る。予 言 者 ジ ョセブ ・ス ミス を通 し

て完 全 な福音 が 回復 され， そ れ と共 に神 のみ

名 に よって働 く権 能 も与 え られた 。 また， 今

日 この教会 に は，生 け る予 言者 スペ ンサ ー ・

W・ キン ボー ル大 管長 が与 え られ て い る。 こ

れ ほ どの栄 えあ る教 えが ほか に あ るだ ろ うか 。

皆 さん が正 しい判 断 力 を持 って， 大管 長 の勧

告 に従 うこ とが で きる よ う， イエ ス ・キ リス

トのみ 名 に よ り祈 る もの で あ る。 ア ー メ ン。



主に頼 りなさい

すべて神に頼る者は，苦しみ悩み禍に逢う時に助けられてこれらを忍ぶこと

がでさる

第 二 副 管 長

マ リ ：オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

私 は特 に・ ア ロン神儲 に お話 を.した い と
思 う。 しか しなが ら，私 が これか ら申 し

上 げ るこ とは， 多分 私 た ち全 員 に あて は まる
.ことだ ろ う

。 まず， ア ルマ が息子 に述べ た証

か ら話 を始め たい と思 う。 アルマ ほ， 次 の よ

うに証 した。 「すべて神 に頼 る者 は，苦 しみ悩
わざわい しの

み禍 に逢 う時 に助 け られ て これ らを忍ぶ こ と.
おわ あ

が で き， また終 りの 日に 高 く挙 げられ る。」(ア

ルマ36：3)

私 が， 若 いア ロ ン神 権 者の 皆 さん と， また

す べ ての 人々 に訴 えたい こ とは，若 い うちに

主 に頼 る決 心 をし， さ らに主 の戒 め を守 るこ

.とに よ って，主 が約 束 された祝 福 を受 け る権

利 を得 て いた だ きた い とい うこ とで ある。例

えば，知 恵の言 葉 に は次 の よ.うな祝 福が 約束

され てい る。「およそこれ らの言 葉 を憶 えて守
か いましめ

り且 つ行 い， この誠 命 に従 っ て歩む すべ て の

聖徒 らは， その へ そに健 康 を受 け その骨 に髄

を受 け ん。
か く

また智 恵 と知 識の 大 いな る宝 ま こ とに秘 れ

た る宝 を見 出 さん。

而 して 走れ ど も疲 れず ，歩 け ど も気 を失 う

こ となか らん 。

主 な るわれ 彼 らに一 つ の約 束 を与 う。す な
し よ う に

わ ち， さつ り くの天使 は イ スラエ ルの小 児 た
ほふ

ちが如 く， 彼 らを過 ぎ越 して 屠 る ことなか る

べ し。」(教 義 と聖 約89：18-21)

ここで殺 りくの 天使 は イス ラエ ルの小 児 た

ち を過 ぎ越 す と言 われ て い るが ， これ は， イ

ス ラエ ルの 民 の解放 をエ ジプ ト人 に迫 った時

の 出来事 の こ とを言 って い るので あ る。
「主 はエ ジプ トの国 の

，す べ て の ういご，
ざ 　ち か

す なわ ち位 に座 す るパ ロの うい こか ら，地 下

の ひ とや に お る捕 虜 の うい ごに い たる まで，

また， す べ ての家 畜 の うい ご を撃 たれた 。
し

… … エ ジ プ トに 大 い な る叫 び が あ っ た
。 死

にん

人の な い家が なか ったか らであ る。」(出 エ ジ

プ1ト12：29-30>

しか し， 主 か ら殺害 の 使命 を受 け た この殺

り くの 天使 は ，主 に よ って指示 され た ように，

か もい と入 口の柱 に小 羊 の血 を塗 って 印 を付

け てお い た イス ラエル の 人々 の家 は通 り過 ぎ

て行 った ので あ る。

知 恵 の言葉 や その他 の聖 句か ら， この最後

の神 権 時代 に は この世 に住 む 人々 の間 で働 き

を成 す殺 り くの天使 が 存在 す るこ とは明 らか

で あ る。主 は，1831年 に予 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミスに対 しそ， すべ て の 人は主 の前 に腐 り暗

黒の 力が 地上 にあ るため ，この天 使 たちが 「世
やき す

の毒麦を集めてこれを焼捨てんために世 を刈
たいめい

り取 る大 命 を待 ちつ つ あ り」(教 義 と聖 約38：

12)と 言 われ た。.

1894年 に ウ ッ ドラフ大 管長 は次 の よ うに言

わ れ た。 「神 は長 い間 ，殺 り くの天 使ちたを制

して こ られた 。 この 天使 た ちが，小 麦 と.毒麦

を一 緒 に刈 り取 る こ とが ない よう.にす る ため

で あ る。 しか し私 は今 皆 さん に 申 し上 げ る。

この天使 た ちはす で に天 の門 を出 て，今 この
、
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民 とこの 国の上 に立 ち， 裁 きを下 そ うと天 空

を舞 って い る。 そ して， ま さに き ょ うを境 に，

その裁 きが 下 され るであ ろ う。不 幸や 災 難が

この世 に 多 くな るが， そ れに は意 味 が あ るの

で あ る。」(加 ργo彬鯛6窺E矯 「イ ン プル ー ブ

メン ト ・エ ラ」1914年10月 号 ，p.1165)

さて， 愛す る兄 弟 た ち，主 は私 た ちの周 囲

で起 こって い る事 柄 をこの よ うに啓 示 し，教

えて下 さ った。 も し私 た ちが 知 恵 の言葉 を守

る ことに よって 清 い 肉体 を持 つ な らば， 殺 り

くの天使 たち は， ち ょ うどイ ス ラエ ルの子 ら

を過 ぎ越 して殺 す こ とが なか った ように， 私

た ちを も過 ぎ越 して行 くこ とだ ろ っ。 そ の よ

うな約 束 を受 け る こ とは， 何 と素 晴 ら しい こ

とではな いだ ろ うか 。 これが， 知 恵 の言葉 を

守 るこ とに よって 得 られ る祝福 の ひ とつ で あ

る。

什 分の 一の 律法 を守 る者 に約束 され て いる

祝福 も， 知 恵の言 葉 の約 束 と同様 ，具 体 的 で

ある。 その祝 福 の ひ とつ は， 土地 の生産 性 と

深 い関係 が あ る。私 は， 何年 か 前 に，什 分 の

一 の律法 に伴 う約 束 の言 葉 に強 く心 を打 たれ

た こ とを覚 え てい る。私 が まだ若 い頃， 近代

におけ る偉 大 な使 徒 の ひ と り， ジェー ム ズ ・

E・ タル メー ジ長 老 は 次 の よ うに 言 われ た。

「産物 の什 分 の一 を納 め る時 に， その 土地 が

清め られ る とい う こ とを御 存 じだ ろ うか 。実

際 に土 地 は清 め られ るの であ る。 自然の 元素

や 力 と， 人の行 ない の間 には ，深 い関係 が あ

る。」(Co卿76ηoθR8ヵoγ'「 大 会報 告」1929年

10月 ，p.68)

この話 は， ブ リガム ・ヤ ン グ大 管長 の教 え

に一 致 して い る。ヤ ング大管 長 は この よ うに ・
き よ う こ く

言 われ た。 「こ の豊か な峡 谷 について考 えてみ

よ う。 この地 上 で私 た ち をお いて他 に， この

地 に来 て生 き抹 け る民 はい な い。私 た ちは こ

の地の至 る所 で祈 り， この 土地 を， 水 を， 大

気 を， またあ らゆ る物 を主 に捧 げ た。 その た

めに， 天の 恵 みが この 地に 注が れ， 土 地の 生

産 性が 高 ま ったの で あ る。」(ノ伽7ηα1(ゾ α輸一

60π7sθs「説 教集 」12：288)
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什 分 の一 を納 め る こ とか ら得 られ る報 い を

も うひ とつ 挙 げれ ば， それ は， ち ょう ど収穫

保 険 をか け る よ うな もの であ る と言 え る。聖

句 を読 ん でみ よ う。
いえ

「わが 家に 食物 あ ら しめん ため に， 什分 の

一 をこ とご と くわが 倉に持 ち来 りて われ を試
い

し見 よ。 われ が汝 らに天 に窓 を開 きて容 るる

所 な きほ どの あふ るる恵 み を汝 らに与 う るか

与 え ざるか を見 よ。

もし汝 らが什分 の 一 を こ とご と く持 ち来 ら

ば， わ れ は食 い荒す 者 を汝 らの ため にふせ ぎ，
とど

汝 らの 畑 の作物 を食い荒 す こ とを止 むべ し。
み どう うち

また汝 らの葡萄 の 木 を して 熟せ ざる内 に その

実 を落 さしめ ざるべ し6万 群 の主 はか く言 う。」

(IIIニー フ ァイ24：10-11)

グラ ン ト大 管長 は， 主 の王 国 を打 ち建 て る

ため に財産 を惜 しみ な く捧 げ る人 々に は， 主

が 必ず 繁栄 を与 えて下 さる とい う信 仰 を強 く

持 って いた 人で あ った。 その 信仰 は， 私 の生

涯 に も大 きな影響 を及ぼ してい る。何 年 も前

の こ と， グラ ン ト大管 長 が あ る断 食集 会 に 出

席 した時 の 出来事 を話 され た こ とが あ る。 そ.

の集 会 で監督 は， 会衆 に献金 を訴 えた。 グラ

ン ト大管 長 は， 当時 まだ非常 に若 か っ たが，

ポケ ッ トに50ド ル持 っ てい た。 銀行 に預 金す

るつ も りの お金 で あ る。 しか し， 大 管長 は 監

督 の訴 え に強 く心 を動 か され て， その50ド ル

全部 を差 し出 した 。 とこ ろが監 督 は，5ド ル

だ け受 け取 る と残 りの45ド ル を グラ ン ト少年

に返 し，君 は5ド ルで 十分 だ と言 っ た。 グ ラ

ン ト大 管長 は ，これ に反論 して， 「ウー リー 監

督 ，監 督 は一 体何 の権 利が あ って ，私 か ら，

主 に 負債 を委 ね る特権 を奪 お う とい うの です

か 。私 の母 は未亡 人で，今200ド ル どう して

も必要 なん です」 と言 った。

そ こで監督 は， 「君 は私 が この45ド ル を受

け取 れ ば，す ぐに で も200ド ルが 手 に入 る と

信 じて い るのか ね」 と尋 ね た。

「もち ろん です よ」 とい うの が グラ ン ト大

管長 の 答 えで あ った。

これ程 の 信仰 を もって言 われ れ ば，監 督 は



引 き下が る しか なか った。 こ う して 監督 は残

りの45ド ル も受 け取 ったの であ る。

グラン ト大 管 長 の証 に よれば ， その断 食集

会か ら仕 事 に 戻 る 途 中，「あ る考 えが ひ らめ

き」， その考 えに従 って行 動 した結果 ，218ド

ル50セ ン ト得 るこ とが で きた とい う。 後年 ，

この 出来事 を振 り返 って，大 管長 は この よ.う

に言 っている。 「どちらにせ よ起 きたことだ 」と

言 う人 もい ます 。

しか し私 に は そ うは思 え ませ ん。 あん な考

えが 浮か んで くるな んて， とて も考 え られ ま

せ ん。 … …

私 は， 金 銭 的 に私 た ちが 果 たすべ き義 務 を
あ

果 た した ら，主 が 天 の窓 を開 けて， 霊 的 な面

で数 々 の祝 福 を注 い で下 さ る とい うこ とを，

堅 く信 ず る者 です 。 この霊 的 な面 での祝 福 は，

この世 の物 質 よ りは るか に価値 の あ る もの で

す。 しか し，私 は， 主が 物 質的 な面 で も祝福

を与 えて下 さる こ とを信 じて い ま す。」(1初 一

ργo肥耀 窺Eη 「イン プルー ブ メ ン ト ・エ ラ」

1939年8月 号 ，p.457)

什 分の 一 を納 め る こ とに よ って受 け る報 い

は， さらに救 い主 の再 臨 の 時に も与 え られ る。

主の再 臨 の時 に焼 き滅ぼ され ず にす む とい う

保 証 であ る。教 義 と聖 約 第85章 で主 は，民 に
おうはう

什 分 の一 を求 め るの は 「応報 と焼 滅ぼ しの 日

に備 え」(3節)さ せ るため であ る と語 ってお

られ る。.さらに， 第64章 で主 は次 の よ うに言

ってお られ る。「見 よ，人 の子 の来 る まで今 よ

り後 を 『今 日』 と称 え らる。誠 に 『今 日』 は

犠 牲の 日， わが 民 の 『什分 の一 』 を捧 ぐる 日

な り。 こめ 『什 分 の一 』 を納め た る者 は人 の

子 の来 る時 火に 焼か るる こ とな し。」(教 義 と

聖糸勺64：23)

個 人 的 な意見 を申 し上 げ れば， 私 は常 々1

この 什分 の一 の律 法 は シ オンの地 に お け る受

け継 ぎの律法 で あ る と考 え て きた。 と言 うの

も， 主が ， この律 法 を与 え られ た時， シオ ン

に集 まる者 は皆 この律 法 を守 らなけ れば な ら

ない， も し守 らなけ れば この地 に住 むにふ さ

わ し くない と言 われたか らである。(教 義 と聖

約119：5参 照)

さて次 に， 注 目して いた だ きたい 第3の 特

別 な戒 め とは ，これであ る。 「汝 ら姦淫 す るこ

となか れ 。」(教 義 と聖 約42：24)

皆 さん は こ こで， アル マが 息子 コ リナ ン ト

ンに与 えた教 え を思 い出す こ とで あ ろ う。 ア

ル マ は， 姦淫 は神 の 目か ら見 て，殺 人に次 い

で 忌 まわ しい 罪悪 で ある と教 えている。(ア ル

マ39：3-5参 照)ま た，パ ウ ロが コ リン ト人

に あて た手 紙 を思 い起 こす 人 もい るだ ろ う。

「あな ただが は神 の 宮 であ って
， 神の御 霊

が 自分 の うち に宿 って い るこ とを知 らないの

か。

もし人が， 神 の宮 を破 壊す るな ら， 神 はそ

の 人 を滅 ぼす であ ろ う。」(1コ リン ト3：16

-17)

か つて ，大 管 長会 は教 会 の若 人 に向け て次

の よ うに 宣言 した。「汚れ た ま ま生 きているよ

りは， 清 い ま ま死 ん だ方 が よい 。」(α〃卿%耀

R砂 碗 「大 会報 告 」1942年4月 ，.p，89)

私 は， 父が 姦 淫の 忌 まわ しさを私 の心 に深

く刻 み込 んで くれた こ と を思 い起 ご して いる。

1920年11月12日 の早朝 ， 父 と私 は， アイ ダホ

州 レ ック琴バー グの あ る鉄 道駅 に立 って いた。

列車 の 汽笛 が 聞 こえ， あ と3分 後 には オー ス

トラ リアへ の伝 道 に旅 立つ とい う時 で あ った。

そ のわ ずか な時 間 に， 父 は，他 の様 々 な助 言

に加 えて次 の ように言 った。 「家 か ら随分 遠 く

へ 行 くこ とに な る。 し.かし，母 さん も私 も兄

弟 も，家 族 は皆 ， いつ で もお前 の こ とを思 い，

お前 の ため に祈 って いる よ。お 前が 成功 した

ら， 家族 も一 緒 に喜 ぼ う。 お前 が失望 した ら，

家 族 も一 緒 に悲 し もう。 お 前が任 務 を解か れ

て家 に帰 っ て くる時 には ，喜 ん で迎 え よ う。

しか し， この こ とは忘 れ な いで ほ しい。 もし

お前が 純 潔 を失 い， 汚れ た状 態 で家 に帰 って

くる くらい な ら， この駅 に来 て， 列車 か らお
ひつき

前 の枢 を降 ろす方 が は るか にい い とい うこ と

を。」

この 時， 私 は 父の その 言葉 を深 く考 えて み

た。 その時 私 は， 客 の言 った意 味 を完 全に は
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理解 して いなか っ た と思 う。 しか し，私 は，

その言葉 を一 度 と して忘 れ た こ とはな い。

心 の清 い者 ，徳 高 い者 に約 束 され て い る祝

福 以上 に，熱 心 に求 め なけれ ば な らな い祝福

が ほか に考 え られ るだ ろ うか 。 イエ ス は，徳

高 い行為 に は それ ぞれ 固有 の報 いが あ る こ と

を話 され たが ，最 大 の報.いを， 心の 清 い者 の

ために残 してお かれ た。 少 な くと も私 には そ

う思 える。 「彼 らは神 を見 るで あ ろ う」(マ タ

イ5：8)と 主 は 言 ってお られ る。 そ して， そ

の ような人 々は 主に まみ えるだ け でな く，主

の み前 に あって安 ら ぎを感 じるこ とが で きる

の で ある。

その約 束， す な わ ち救 い主 が 与 えて下 さっ

た約 束 を読んでみよ う。「絶 えず徳 を以 て汝 の
おもい

想 を飾 るべ し。 然 る時 は ，汝 の 自ら信ず るこ

と神 の前 に強 くな り…… 。」(教 義 と聖約121：

45).

徳 を維 持 した報 い と姦 淫 を犯 した結果 とが ，

ヨセ ブ とダビデ の生 涯の 中 に劇 的 に描 き出さ

れ て いる。

ヨセ ブは， エ ジプ トで奴隷 の 身 では あ った

が， どれ程大 きな誘 惑 に遭 って も， 忠義 を守

り通 した。 その報 い と して， ヨセ ブはヤ コブ

の 息子 た ちの中 で も選 り抜 きの祝 福 を受 け た。

イス ラエ ル の中 で， 恵 まれ たふ たつ の部 族の

先祖 とな ったの で あ る。私 た ちの大 部分 は，

ヨセ ブの子孫 の ひ とりに数 え られ る こ とを誇

りに思 って い るこ とと思 う。

一 方
， ダビデ は， 主か らあれ程 まで に恵み

を受 け なが ら，(実 際 ，彼 は，神御 自身の 心に

か な う人 とまで 言わ れ た 〔サム エル上13：14

参 照〕)誘惑 に負け て しまった 。彼の不 貞はや

が て殺 人 を呼 び， そ の結 果， ダ ビデ は 自分の

家族 も昇 栄 も失って しまった の であ る。(教 義

と聖 約132：39参 照)

さて兄 弟 た ち， 私 は これ以 上 お話 しよ う と

は思 わ ないが ， ただ， も う一 度， 主 の約 束 を

信 じ， それに ふ さわ しい生 活 を して い ただ き

た い とい う私 の願 い を再 確 認 して欲 しい と思

う。 マ ラキの 時代 の 人々 の よ うにな らな い よ
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うに しよ うでは な いか。 彼 らは， 神 に仕 え る

こ とは無 益 な こ とで あ り， つ まらな い こ とで

あ る， それ は，見 て の通 り高 ぶ る者が 祝福 さ

れ， 悪 を行 な う者 が栄 え， 神 を試 み る者す ら

罰 せ られ な いか らで あ る，と言っていた。(マ

ラ キ3：14-15参 照)現 在 も， マ ラキの 時代

と同様 に，主 を畏 れ， 主 のみ 名 を心 に留 めて

い る人々 の ため に，主 の み前 で覚 えの書 が書

か れ て い る とい うこ とを言，忍識 し， また忘 れな

いだ けの 良識 を持 とうでなはいか 。.「.万軍 の主

は言 われ る， 彼 らは わた しが手 を下 して事 を

行 う日に， わた しの者 とな り， わ た しの 宝 と

な る。 また 人が 自分 に仕 え る子 をあ われ む よ

うに， わた しは彼 らをあ われ む。

その時 あ なたが た は，再 び義 人 と悪 人，神

に仕 え る者 と，仕 えない者 との区別 を知 る よ

うに な る。

万 軍の 主 は言 われ る， 見 よ， 炉 の よ うに燃

え る 日が 来 る。 その 時すべ て高 ぶ る者 と，.悪

を行 う者 とは， わ らの よ うに な る。 その来 る

日は，彼 らを焼 き尽 して，根 も枝 も残さない。」

主 は こ こで，義 人 に素 晴 ら しい約 束 を下 し

てお られ る。「しか しわが名 を恐れ るあな たが

たに は，義 の 太陽 が のぼ り， その翼 には， い
ぎゆうしゃ

や す 力 を備 えて い る。 あ なたが た は牛舎 か ら

出 る子 牛 の よ うに 外 に 出 て， とび は ね る。」

(マ ラ キ3：17-18;4：1-2)

愛す る兄 弟 た ち， 主 の戒 め を守 るこ とに よ

って， 主 の約 束 を信 じ， その約 束 をか な えて

いた だ くにふ さわ しい生活 を しよ うでは ない

か 。 もしそ うす るな らば，現 在 ， その約 束 を

か な えて いた だけ る確信 が な くて も， いつ か

必 ず確 信 の得 られ る 日が来 るであ ろ う。
あ

「また善 を行 って決 して飽 か ず， 謙遜 で柔

和 な心 を抱 け …… 。 これ らの こ とをす る者 は
う

その 身 も霊 も安 息 を得 るか らであ る。」

ア ルマ は さ らに 次の ように言っている。「忘

れ ず に青 年 の 時智 恵 を得 よ。青年 の時か ら神

の 命令 を守 るこ と を習慣 とせ よ。

汝 の要 す る一切 の助 け を神 に祈 り求め よ。

何事 で もすべ て主 の ため に為 せ 。 どこへ 行 く



に も主 のため に行 け 。常 に主 を念頭 に置 い て

心 の 愛情 を とこ しえに主 へ 向け よ。

汝 のす る一切 の働 きにつ いて主 の み こζ ろ

を伺 え。 そ うすれ ば主 は 汝 の為 にな る善 い誠
ま

め を与 えた もう。 眠 って い る問 も主が 見守 り

た も うよ う夜 寝 る時 には 自分 の身 を主 に任せ

て寝 よ。 そ して朝 起 き る時に は神 に感謝 す る

念 を胸 に満 せ 。 この よ うにす れば終 りの 日にあ
高 く挙 げ られ る 。」(ア ル マ37：3437)

皆 さ ん 方 も， 私 た ち も皆 ， こ ぞ っ て こ の よ

う な 状 態 で い られ る よ うに へ り くだ っ て 祈 る

も の で あ る 。 イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り，

ア ー メ ン。

大会の光景
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「神の武具で身 を固めな さい 」

誘 惑を 受 ける前 に， 自分 が 行な う事 柄 と， 行な わな い事 柄 を はっき リ決 めて

お くこ とが 大切 であ る

第一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

一 の よ うに して世 界 中の至 る所 に
， 偉 大 な

一
大義 の ため に集 まって い る神 権者 を 目に

で きる こ とは， 実 に感銘 深 いδ この会 場 だけ

で な く，全世 界1，547カ 所 の集会 所 に い る神

権者 の こ とを考 える と畏 敬 の 念 を覚 えず に は

お られ ない。

神 のみ 名 によ って行動 す るよ う委 任 され た

神 の権能 を持 つ神権 者 た ちの 軍勢 は，何 と頼

もしい軍勢 であ ろ うか 。 この よ うな人 々の 集

ま りで あ るこの集 会 の 目的 につ いて考 え る と，

非 常に大 きな責任 を感 じる。

こ こで讃美 歌(173番)「 戦 い止 む まで」 の

歌詞 を思 い 出 して長・ただ きた い。 その 歌詞 は

今 晩の証 の テーマ に 則 して いる と思 われ るの

で， その一部 を引用 して， 私 た ち神 権 者 に当

てはめ てみ たい と思 う。

戦 い止む まで募 らる… …
つわもの

兵士冠 を見 よや われ らそれ を受 けん

い そ ぎゆ け い くさに

真実 を身 に よろ い ほこ りの旗 かか げ

喜 び進 まん… …

聞 け 隊長 は 呼ぶ を

遅 れず に い ざ行 け 主 の ため に戦 え

み 国 のため に世 と戦 う……

この 隊に 入 りうたい進 まん

や が て勝 利 を得 ん

危険 は迫 る とも

指 導 者主 は近 し 主 はわ れ ら を守 らん

(讃 美歌173番)

今 宵 ，私 は， パ ウ ロがエペ ソ人 に宛 てた書

簡 の言 葉 につ いて述 べ た い と思 う。

「悪 魔 の策略 に対 抗 して 立 ち うるため に，

神 の武具 で身 を 固め な さい。

わ た した ちの戦 いは ，血 肉 に対す る もの で

はな く， もろ もろの支 配 と，権 威 と，や み の

世 の主 権者 ， また天上 に い る悪 の霊 に対 す る

戦 いで ある。

それ だか ら，悪 し き 日に あた って… …堅 く

立 ち うるため に， 神 の武具 を身 につ けな さ い。

す な わち， 立 って真 理 の帯 を腰 に しめ， 正

義 の胸 当て を胸 につ け，平 和 の福 音 の備 え を

足 には き，

その上 に， 信仰 の た て を手 に取 りな さい。

それ を もって，悪 し き者 の放 つ 火の 矢 を消す

こ とが で きるで あ ろ う。
み たま つるぎ

また， 救 いの かぶ とをか ぶ り， 御霊 の剣，

す なわ ち，神 の 言 を取 りな さい 。

絶 えず祈 り と願 い を し， どん な時 で も御 霊

に よ って祈 り… … な さい。」(エ ペ ソ6：11-

18)

今 日の世 の 中に は，戦 争 と戦 争 の うわ さが

蔓延 し， 人々 の心 は不安 に 大 き く揺 れ動 い て

いる。 しか し， パ ウ ロが言 うよ うに，今 日最

大 の恐 るべ き戦 い とは 「血 肉に対 す る もの で

はな く， もろ もろの支 配 と，権 威 と，や み の

世 の主 権者 ， また天上 に い る悪 の霊 に 対す る
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戦 い」(エ ペ ソ6：12)で ある 。

パ ウ ロがエ ペ ソ人に与 えた警告 は，現 代 の

私 たち に も当て は ま る。す な わち， パ ウ ロが

.述べ た よ うに
，神 の武具 で 身 を固め るな らば，

私 たち は周 囲の邪 悪 に打 ち勝 つ こ とが で きる。

聖典 か ら幾 つか 例 を紹 介 し，神 の武具 を身

に ま と う人， つ ま り神 のすべ ての戒 め を守 る

人が， いか に して敵 の攻 撃 を打 ち破 ったか に

つ いて考 え てみ た い。 まず， ダ ビデ につ い て

お話 しよ う。(サ ムエ ル上17章 参 照)

イス ラエ ルがペ リシテび とと戦 って いた 時

の こ とであ る。 ゴ リア テ と名 乗 るペ リシテ び

とが， 一 対一 の戦 い をい どん で きた。 負け た

方 が勝 った方 の家 来 に な る とい うので あ る。

ゴ リア テ は， 「頭 に は青 銅 のか ぶ とを頂 き，

身に は， うろ こ とじのよろいを着 て い た。… …

また， 足 に は青銅 の す ね当 て を着 け，肩 に は

青 銅 の投 げや りを背 負 って い た。… …や りの
はた

柄 は， 機 の巻 き棒 の よ うで あ り， や りの穂 の

鉄 は六 百 シ ケル で あ った。 彼の 前 には， 盾 を

執 る者 が 進 んだ 。」(サ ムエ ル上17：5-7)

一方
，この 挑戦 に 応 じたダビデは， 「手 につ

え を と り…… なめ らか な石五 個 を選 び とって
ひつじかい

自分 の持 ってい る羊 飼 の袋 に入 れ」(サ ムエ ル

上17：40)， ペ リシテ び とに近 づ い て いっ た。

ゴ リア テ は， 自分 と戦 うため に イス ラエ ル
あなど

軍が送 り出 した 少年 を見 て， 侮 り， ダ ビデ に

向か って 言 った。 「『さあ， 向か っ て こい。 お

まえの 肉 を， 空 の鳥， 野 の獣 の え じきに して

くれ よ う。』

ダ ビデ はペ リシテび とに 言った， 『お ま えは

つ る ぎ と，や り と，投 げや りを持 って， わ た

しに向か っ て くるが， わた しは万 軍 の主 の名 ，

す なわ ち，お まえが い どん だ， イ ス ラエ ル の

軍 の神 の名 に よって， お まえに立 ち向か う。

き ょ う，主 は， お まえ をわ た しの 手 にわ た

され る であ ろ う。 わ た しは， お ま え を撃 って，

…… イ スラエ ル に神が お られ るこ とを全 地 に

知 らせ よ う.。』」(サ ム エ ル上17：44-46)

神 の武具 で身 を固め たダ ビデ は，袋 か らひ

とつ の石 を取 り， 石投 げ で， ペ リシテ び との

c.

無 防備 な額 を撃 った。 す る とペ リシテ び とは

地 に倒 れた 。

さて， 先程 ロムニー 副管 長 は，王 に なっ た

ダ ビデが神 の武具 を身 につ け てい なか った た

め に起 こ った悲劇 につ い て話 を して下 さっ た。

私 たち はいつ で も神の 武具 で 身 を固め なけれ

ば な らない。 さ もなけ れば ，私 た ちの弱 点 を

攻 撃 され， また戒 め を守 る こ とに よ って得 ら

れ る守 りをな くし， その ため に誘 惑 を受 けや

す くな る。

神 の武具 で身 を固め て いた ため に守 られ た

もうひ とつ の例 は，エ ジプ トに売 られ た ヨセ

ブ の生 涯 に見 られ る。(創世37，39-41章 参 照)

彼 は若 い頃か ら忠 実 で信仰 が篤 く，常 に神の

戒 め を守 ってい た。

父親が ヨセブ をか わいが るので， 兄弟 た ち

は彼 をねたみ ，殺 そ うと図 った。 しか し，兄

の ルベ ンの説 得 に よつて， ヨセブ は命 を取 ら

れ る こ とな く穴 に投 げ込 まれ た。や が て彼 は

穴か ら.救い 出 され たが ，エ ジプ トに連 れて行

かれ ， そ こで王 の侍 衛 長 ポテパ ル に売 られ た。

ポテ パル はす ぐに ヨセ ブの能 力 を認め ，す

べ ての持 ち物 を彼の手に委 ねた。聖書 に は 「ヨ

セ ブは姿 が よ く， 顔が 美 しか った」(創 世39：

6)と 記 されて い る。

や が て，主 人 の妻が ヨセ ブに言 い寄 る よ う

に な った。 しか し， ヨセ ブは その誘 惑 を拒 ん

で， 彼女 か ら逃 れ た。 その 時 につ か まれ た衣

を彼 女 の手 に残 して きた ため に， ポテパ ル の

妻 はそ の衣 を証拠 に ヨセ ブ を訴 えた。

主 人 は妻 の言葉 を信 じて， ヨセ ブ を獄 屋 に

投 げ入 れた。 そ れか ら何年 間 も獄屋 に 閉 じ込

め られ てい たが， やが てエ ジプ トの王パ ロの

前 に呼 び出 され る 日が訪 れ た 。

王 は あ る夢 を見 たが ，エ ジプ トの魔術 師や

知 者 は だれ もそ れ を解 き明かす こ とが で きな

か った。 そ の時， ヨセブが 獄屋 の 中で夢 を解

き明 か し， その通 りに成就 した こ とを覚 えて

い た者が い た。

パ ロが夢 の こ とを話 す と， ヨセ ブは それ を

解 き明 し， や が て7年 の豊作 に続 いて7年 の
、
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へ

き きんが エ ジプ ト全土 を 襲 うこ とを警告 し，

同時にパ ロ に ど うすべ きか を教 え た。

ヨセ ブはま た， この夢 の解 き明か しは神 に

よる もの で あ り， パ ロに 夢 を与 え られ たの も

同 じ神 であ る こ とを明 らか に した。 パ ロは神

が ヨセ ブ と共 にお られ るこ とを知 り， 彼 をエ

ジプ ト全 土の つか さ とした。 そ して 後 に， ヨ

セ ブは 自分の 家族 まで も飢 えか ら救 っ たの で

あ る。皆 さん が よ く御 存 じの 話 で ある。

ヨセ ブは神 の武 具 で その 身 を固め て い た。

苦難 を受 け てい る間 も神 が共 に お られ たの で，

彼 はそれ に耐 える こ とが で きた 。 ヲセ ブは戒

め を守 り，助 け と力 とを求め て絶 えず神 に祈

ったの で，祝福 を受 け，神 が望 まれ るこ とを

行 な うこ とが で きた の であ る。

大切 な こ とは， 人生 の 早 い時期 に， 自分が

行 な う事 柄 と，行 なわ ない事 柄 をは っ き り決

め てお くこ とで あ る。喫 煙， 飲酒 ，不 道 徳 な

行為 ， その ほか主 の み た まの交 わ りか ら私 た

ち を遠 ざけ る ものは， 誘 惑 を受 け るず っ と以

前 にすべ て拒 否す る決 心 をす べ きであ る。

私 た ちは それ ぞれ 異 なっ た弱点 を持 ち， 異

なった誘 惑 を受 け る。 したが って， 自分 の生

活 を吟味 して，弱 点 をはっ き りと知 ってお く

必要 が あ る。 その弱 点 を強 固 な武 具 で覆 い，

誘惑 に 陥 るこ とな く， 正 しい こ とを行 な う よ

うに しなけ れば な らな い。

もうひ とつ の例 を挙 げて み よ う。神 の武具

で身 を固め る こ とに よって得 られ る守 りをダ

ニエル ほ どは っ き りと経 験 した人 はい ない で

あ ろう。(ダ ニ エ ル1-2，6章 参 照)ネ ブ カ

デネザ ル王 の命令 に よ り， ダニ エ ル と数 人 の

イス ラエル 人は， あ る訓 練 を受 け るため に 王

の宮殿 で生 活す るこ とにな っ た。

3年 の間， 彼 らを大切 に養 い育 て，3年 後

に王の 前に 立 たせ よ っ とい っ計 画 であ った 。.

その ため彼 らには， 王 の食べ る食物 と， 王 の

飲 む酒 をは じめ とす る特 別上 等 な 食事 が用 意

され る こ とに な った。

とこ ろが シャデ ラ ク， メ シャ ク， アベ デ ネ

ゴと呼 ばれ る3人 の若 者 とダ ニエ ルは， 王 の
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食物 と酒 を口に しな くて よい よ うに許 可 を求
かんがん

め た。す る と4人 を管理 す る宙 官 の長 はら ダ

ニエ ル に言 った。 「王 の食物 を食べ なか ったた

め に， あな た方 の健 康 の状 態が ほか の 若者 よ

り悪 くな り見 劣 りが した ら，王 は非 常 に怒 る

で し ょ っ」

そこ でダニ エ ルは言 った。 「ど うぞ，し もべ

らを十 日の間 試 して くだ さい。 わ た した ちに

ただ 野菜 を与 え て食べ させ ，水 を飲 ませ ， そ

して わ た したちの顔 色 と， 王 の食物 を食べ る

若 者 の顔 色 とを くらべ て くだ さい 。」

10日 間 が過 ぎた時， 彼 らの顔 色 は他 のすべ

ての若 者 よ りも美 し く， 健康 であ った 。 こ う

して4人 は 自分 たちが望 む よ うな 食事 を続 け

る こ とが で きた。

それか ら3年 経 って， ダニエ ル た ちが王 の

前 に連 れ て行 かれ た時 には， どの 点か らみ て

も彼 らに並 ぶ 者が な いほ どに成長 して い た。.

さ らに知 恵 と理解 の点 で も，全 国 の博 士 や 法

術 士 よ りも10倍 もす ぐれて い たの であ る。

ま さに知 恵 の言 葉の約 束の成就 である。 「お

よ そこれ らの 言葉 を憶 えて 守 り且 つ 行 い， こ
い ま し め

の誠 命 に従 っ.て歩 むすべ て の聖徒 らは， その

へ そに健康 を受け その 骨 に髄 を受 けん 。

また智 恵 と知 識 の大 い な る宝 まこ とに秘 れ

た る宝 を見 出 さん。

而 して走れ ど も疲 れ ず， 歩 け ど も気 を失 う

こ となか らん 。

主 な るわれ 彼 らに一 つの 約束 を与 う。す な

わ ち， さつ り くの天使 は イス ラエ ルの小 児た
ほふ

ちが如 く，彼 らを過 ぎ越 して 屠 るこ となか る

べ し。」(教 義 と聖 約89：18-21)

この約 束 の一つ 一つ が， ダニエ ル と3人 の

若 者 に成就 した ので あ る。 次 に挙 げ るの は，

そ の中 で最 も興味 深 い出来事 であ る。

ネブ カデ ネザ ル王 は夢 を見 て心 を悩 ませ た

が， そ の夢 を思 い 出せ なか った。 王 は ダニエ

ル とそ の同僚 を含 め て，す べ ての知 者 と法 術

士 を殺 そ う とした。王 が 見 た夢 とそ の解 き明

しを示せ る者が い なか ったか らであ る。 しか

しダニ エル は， しば ら くの時 を与 えて下 さ る



よ う王 に願 い， そ して必 ず 自分が その夢 とそ

の解 き明 しを告 げ て みせ ます と約 束 した 。

ダニ エ ルが神 に願 い求 め る と， 示 現に よっ

て その秘 密 が 明 らか に された 。 そ こで彼 は そ

の夢 と解 き明 しを王 に告 げた 。 そ して ダニエ

ル は その秘密 を明 らか に して下 さ ったの は天

に お られ る神 であ る こ と をは っ き りと告 げ，

それ は この後 この王 国に起 こるべ きこ と と，

最後 に神 の王 国が この地 上 に どの よ うに して

設立 され るか を王 に知 らせ るため で あ る と述

べ た。

王 は深 く感 銘 して ダニエルに言 った 。「あな

たが たが この秘 密 を あ らわす こ とが で きたの

を見 る と， まこ とに， あ なたが た の神 は神 々

の神， 王 た ちの 主 であ っ て， 秘 密 をあ らわ さ

れ るか ただ 。」(ダ ニ エ ル2：47)

ダニエ ル は， 続 く2代 の王か ら も信頼 され，

彼 らに仕 えた。 しか し， 王 の側 近 の老 た ちは

それ をね たみ ， 何 とか 彼 を失 脚 させ る 口実 が

な い もの か と捜 し回 って いた。 しか し， ダニ

エル が彼 の神 に祈 って い るこ と以外 ，何 ひ と

つ見 い だせ なか っ た。 そ こで彼 らは王 に取 り

入 り，王 以外 の神 また は人 を拝 む者 は， しし

の穴 に投 げ 入れ る とい う命令 を出 させ る こ と

に成功 した。

その後 ど うな った か は皆 さん が よ く御 存 じ

であ る。 この 禁令 に もか か わ らず， ダニエ ル

は祈 る こ とを止め な か った。 人 々は 彼が 祈 る

の を見て， 彼 を王 の 前に 連れ 出 した。 ダニエ

ル を愛 す る王 は， そ の禁 令 を出 した こ とを憂

い，何 とか 彼 を救 お う とした.し か し， メデ

ア とペ ル シ ャの法律 に よれば ，1王の 立て た お

きて は二度 と変 更 を許 されず ， その まま実施

しな けれ ばな らな か った 。

ダ ニエ ルが レしの 穴に投 げ 込 まれ る時 ，心

に不 安 を感 じた王 は 次の ように言 った。 「ど う

か， あな たの常 に仕 え る神 が， あな た.を救 わ

れ るよ うに。」(ダ ニエ ル6：16)

眠れ ぬ.ままに一夜 を明 か した王 は， 翌 朝早

く，「ししの穴.へ行 ってみ た。 そ して， ダニエ

ルが まだ 生 きて い る こ とを知 って喜 んだ。 ダ

ニ エ ル は王に 言った。 「わたしの神 はそ の使 を

お くって ， ししの 口を閉 ざ され たの で， し し

はわ た しを害 しませ ん.でした。 これ は わた し

に罪 の ない こ とが， 神 の前 に認 め られ たか ら

です。 王 よ， わ た しは あ なたの前 に も，何 も

悪 い事 を しなか ったの です 。」(ダ ニ ェル6：

22)

王 は し しの 穴か らダ ニエ ル を出 して， 彼 を

訴 え た人 を穴 に投 げ入 れた。 彼 らは す ぐに飢

えた ししにか み殺 され た。

すべ て の戒 め を守 った ダニ エ ルは， まさに

神 の武具 を身 に ま とってい た。私 た ちは絶 え

ず神 の 戒 め を守 り続け た ヨセ ブや ダニエ ル，

ダ ビデ の よ っに， また真 の神 を礼拝 し仕 え，

そ の戒 め に忠実 に従 うこ とに よって守 られて

きた他 の 多 くの人 々の よ うに行 動 す る備 えが

で きて い るだ ろ うか 。

次の質 問 につ いて 考 えて いただ きたい。

福 音 に関す る知 識 と信仰 と証 を増す ため に，

私 た ちは いつ も聖 典 を研 究 して い るだろ うか 。

戒 め を守 って いるだ ろ うか。 人 との交 際や取

引 きを正 直 に行 な ってい るだ ろ うか。安 息 日

を聖 く保 って いるだ ろ うか。知 恵 の言葉 を守

っ てい るだ う りか 。什 分 の一 を正 直 に納 め て

い るだ ろ うか 。集 会 に出席 し， 権威 ある 人か

ら与 え られ た召 しに応 えてい るだ ろ うか 。心

と思 い と行 ない は いつ も清 く純 粋 で徳高 いだ

う つか。

私 た ちの周 囲 に蔓延 す る ポル ノや 堕胎 ， タ

バ コ， アル コール ，薬 物乱 用 な どの悪 と戦 っ

て いる だ ろ うか。 自分 の信 念 を守 る ため に立

ち上 が る勇気 を持 ってい るだ ろ うか 。 キ リス

トの福 音 を恥 と して いな い と心 か ら言 え るだ

ろ うか。 人の 悪 口や 陰 口を言 った り，根 も葉

もない うわ さ を流 した りせ ず に，隣 人 と平和

に暮 ら して い るだ ろ うか 。 自分 自身 を愛 す る

よ うに隣 人 を心か ら愛 してい るだ ろ うか 。

これ らの質 問に すべ て 「は い」 と答 え られ

る人 は，神 の 武具 で 身 を固め ている 人 であ り，

必 ずや 敵 の攻撃 や 害か ら守 られ るこ とであ ろ

う。 しか しも し 「い いえ」 と答 え ざ るを得 な
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へ

い質問 があ る 人は， 武具 が 貧弱 か武 具 で覆 わ

れて いな い とこ ろが あ って ，攻 撃 を受 けや す

い。 その よ.うな人 は，執 拗 に 入の 弱点 につ け

入 ろ うとす るサ.タンの 手 にか か って， 傷つ き，

あ るいは破 滅 して しま うであ ろ う。

も う一度 自分 の武 具 を点 検 してい ただ きた

い。無 防備 な部 分 は な いだ ろ うか 。 も しあ れ

ば， そ こ.を補 う決 心 を今 してい ただ きたい 。

あ なた の武具 に ボ ロボ ロに なっ た個 所や 欠 陥

が あっ た と して も， あ なた には それ を補 修 す

る能 力が あ る とい うこ とを， いつ も忘 れ ない

でいた だ きたい 。

偉 大 な悔 い改 め の原 則が あ るの で，私 た ち

は今 す く"自分 の生 活 を変 え， 聖典 の勉 強 を し，

祈 り， そ して神 に仕 え戒 め を守 る決 心 をす る

こ とに よって，神 の武具 で 身 を固 め る こ とが

で きる。

最後 に， 神権 の 誓詞 と誓 約 を 引用 して この

話 を終 わ りた い。 も し神権 者が この神 権 の 誓

詞 と誓約 を守 る な らば，約 束 され たす べ て の

祝福 に あずか り， 守 りと保 護 を受 け るこ とだ

ろ う。

「お よそ忠 実 に して わが今 語 れ る二つ の神

権 を得， 而 して その 天 よ りの召 を全 力 を尽 し

て遂 行す る者 た ちは， 『みた ま』に より聖 め ら

れて その肉体再 新 さ る。

これ らの者 は モー セ の息子 た ち とな り， ア

ロ ンの 息子 た ち とな り， ア ブ ラハ ムの子 孫 と

な り， また教 会 員 に して王 国の 民 とな り神 の

選 民 とな る。

主 は言 う， またす べ て この神 権 を受 け入 る

る者 は， われ を受 くるな り。

そ は， わが僕 ら を受 け 入 るる者 は われ を受

くれ ばな り。

また， われ を受 け 入 るる者 は わが 父 を受 く

るな り。

而 して， わが 父 を受 け 入 る る者 は わが 父 の

王 国 を受 くるな り。 この故 にわ が父 の もて る

すべ ては 彼 に与 え らるべ し。

而 して こは神 権 に属 け る誓詞 と誓 約 に よ り

て然 るな り。
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この 故 に この神 権 を受 くる者 は， すべ て わ

が 父の この誓詞 と誓約 とを受 け， 而 しで これ

をわが 父 は破 る こ とも変 え るこ と も為 した も

うはず な し。
ひとたび

され ど何 人に まれ一 度 この誓 約 を受 け て後

これ を破 り， またこ とご と くこれ に違 背す る

者 は こ の世 に於 て も未 来 の世 に於 て も罪 の赦

しを受 くるこ となか るべ し。」(教 義 と聖約84

：33-41)

神 権者 の皆 さん，神 は生 きてお られ，私 た

ちは神 の霊 の子供 で あ る。神 の御 子 イエ ス ・

キ リス トは， 私 た ちが復 活 して永 遠 の生 命 を

享受 で きる よ うに その命 を捧 げ て下 さ った 。

この よ うな知 識 を持 つ私 た.ちは何 と祝 福 され

て い る こ とだ ろ っ。

私 たち は，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスを通 し

て再 び地上 に 設立 され た末 日聖徒 イエ ス ・キ

リス ト教 会 に 所 属 し， 神 権 を有 して い る。

この教 会 の発展 は， 私 た ちにか か って い る。

す な わ ち， 私 た ちが いかに 与 え られ た召 しを

全 力 を尽 して遂 行 し， 現代 の予 言者 スペ ンサ

ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 の指 示 に従 え るか

にか か って い るので あ る。

すべ て の 人々が 大管 長 の メ ッセ ー ジに 注意

深 く耳 を傾 け， それ に従 うよ う切 に お勧 めす

る。 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ

る。 アー メン。

七十人第一定員会会 員の繭地良彦 長老
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教会で奉仕するための備え

キ リス トは私た ちの 模範 て あ リ， 導 き手で あ り， 友で あ る。 また ，使 徒や

予言 者た ちも 私 たち の模 範 であ る

大管長

ズ ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

兄 弟の皆さん・今宵私たちは注 の僕たち
の話 を聴 く素 晴 らしい機 会 にあ ずか った。

主の僕 たち は真 理 と正 義.の言 葉 を語 って 下 さ

っ た。今 杳，指 導 者 た ちの話 を聴 いたすべ て

の方 々が ， これ らの 言葉 を深 く心 に留 め て下

さ る よ うに願 ってい る。

今 朝，ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター 長 老は， ウ

イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ大 管長 に つ いて話

され た。 その 話 を聴 きなが ら，私 は 以前 に読

んだ ウ ッ.ドラフ大 管長 の 体験 談 を幾 つか 思 い

出 した。 この 集会 の最 後 の話 と して， その 中

か ら2，3御 紹 介 したい と思 う。 いずれ も，

ウ ッ ドラフ大 管長 が ア ロ ン神 権者 の皆 さん と

同 じよ うに若 い 頃に体 験 した出来 事 で あ る。

ウ ッ ドラフ大管 長 は， この 神権 時代 におけ

る 「霊的 な 巨人」 の ひ と りであ る。 彼は 主か

ら夢や 示 現 をた くさん見せ て いただ い た。 ま

た彼 は， 今 日よ く知 られ て い るよ うに， 何千

人 もの 人々 にバ プテ スマ を施 し， 実 に 多 くの

奇跡 を行 な った 。 ウ ッ ドラフ大管 長 ほ ど聖 き

み た まの 導 き を享受 した 人 は少 な い。彼 は主

イエ ス ・キ リス トの使 徒 で あ ワ， 生涯 雄 々 し

く忠実 に働 いた。 そ して 主の 王 国に お いて，

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会の 第4代 大管

長 に 召 され た。彼 は1893年 に ソル トレー ク神

殿 を献 堂 した。 また， セ ン トジ ョー ジ神 殿 で，

神 殿 の儀 式 の執 行 を求 め るア メ リカ合衆 国創

設 者 た ちの訪 れ を受 けた の もウ ッ ドラフ大管

長 で あ る。兄 弟の 皆 さん， 御 存 じの よ うに，

この よ うな奇 跡， 示現 ， 啓示 は，極 め て まれ

な こ とで あ る。ア メ リカの憲 法 を制 定 した 人

人は， この地 上 に福 音が 回復 されて い ない時

代 に住 ん で いた。 そ の上 ， 高 潔で善 良 な彼 ら

に は， 私 た ちに与 え られて い るす べ ての祝福

を受 け る資格 が あ った の であ る。

私 た ちは皆， 尊 敬 し称賛 で きる英雄 を必要

と してい る。 自分 の生 活 の模 範 に な る人々が

必要 であ る。 その 最 た る御 方 が イエ ス ・キ リ

ス トで あ る。 「汝 らはいかなる人物 に てあ るべ

きか。」主 はニ ーフ ァイ 人の弟子 たち に 自ら答

えて 言わ れ た。「まこ とに汝 らはわ れ と同 じ人

物 な ら ざるべ か らず 。」(IIIニーファイ27：27)

キ リス トは私 た ちの模 範 で あ り， 導 き手 であ

り， 手 本 で あ り， 友 であ る。 主の ように なろ

う と努 め る 人は， 常 に キ リス トと共 にい るの

で あ る。 また，主 に倣 って生 涯 を過 ご した予

言 者や 使徒 たち も， 主に 及ば な い まで も，私

た ちの模 範 で あ る。

先程 の特 別 な示 現 に話 を戻 そ う。 ウ ッ ドラ

フ大管 長 は， 神殿 に お いて，権 能 を持つ 人々

に よ り， これ ら合 衆 国の 偉 人た ちがエ ンダウ

メ ン トや祝 福 を受 け られ るよ うに 手配 され た。

また， 神殿 の儀 式 を願 う女性 た ちの ために は，

.姉妹 た ちが儀 式 を行 な った。神 殿 活動 につ い

て ロイデ ン ・G・ デ.リッ ク長 老が きょ うお話

下 さった理 由 を， これ でお分 か り.いただけ た

と思 う。霊 界 に い る大 勢 の霊 た ちが， 自分の

ため に儀 式が 行 なわ れの を待 ち望 ん でい る。
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儀 式が行 な われれ ば，.安 息に つけ るか らで あ

る。 しか し，儀 式 が行 な われ るまで は， それ

以上 進歩 する こ とは で きな いの であ る。

ウ ッ ドラ フ兄弟 は次 の よ うに述べ てい る。

「私 が この 教 会 で 初 め て 説 教 を聴 いた のは

1833年 のこ とで， 説教 者 は，年 老 い たゼ ラ ・

パ ル シファー兄 弟 で あ る。 彼 は80歳 を越 え る

天寿 を完 う して南部 で死 んだ 。彼 の説 教 こ そ，

私が 子供 の頃 か ら祈 り求 め て いた もの で あ っ

た 。

私 は説教 を聴 い た時， す ぐにそ れが 真実 で

あ る とい う証 を持 った 。 同時 に心 に深 い感動

を覚 えた 。彼 は学校 の校 舎 で福 音 を説 い てい

た。 その建 物 は， ニ ュー ヨー ク州 オス ウ ィ ゴ

の私 た ちの農場 に あっ た。 集会 が始 まる頃 に

は，会 場 は人 でい っぱ い であ った。 ふ と気 が

付 くと，私 は会衆 を前 に してベ ンチの上 に立

って いた。 何の ため に そ こに立 っ たの か私 に

も分か らなか った。 しか し， 私 は 口 を開 いて，

隣 人や 友 人 た ちに この よ うに 言 った。 『この

(ふ た りの)方 々 と彼 らの証 につ いて皆 さん

が話す 言葉 に気 を付 け て下 さ い。 お ふ た りは

神 の僕 だか らです 。 おふ た りが私 たち に証 し

た真理 を，私 は子 供 の頃 か ら捜 し求 め て きま

した。』

私は進 み 出てバ プ テ スマ を受 け ，教 師 に聖

任 され た。私 は最 初 に執事 に な.れなか った こ

とをいつ も残 念 に思 う。 なぜ な ら， 自分 のふ

さわ しさに応 じて段 階 を追 って神権 が 授 け ら

れ る こ とを願 っ てい たか らで あ る。私 は何 年

もの間，福 音 を聞!だ け でな く， 同 胞に宣 べ

伝 え る特権 と権 能 を得 た い と願 い 続 けた 。私

は 製粉所 で働 いて い たの で，真 夜 中 にそ こへ

行 き，何 時間 も光 と真理 を求 めて 主 に祈 った 。

キ リス トの福音 を聞け るよ うに， また同胞 に

福音 を宣べ 伝 え るこ とが で きる よ うに祈 った。

そ して，喜 ば しい こ とに， そ の機会 が訪 れ た

の である。」(DガS60π駕6SOノ 曜'⑳ 雇 卯bo4吻 ∬

「ウ イ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ 説 教 集 」p
.

304)

ウ ッ ドラフ大 管長 は，1807年5月1日 に生
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まれ，1833年12月31日 にバ プテ スマ を受 け た。

そ して，1834年1月25日 ，26歳 の時 に教師 に

聖 任 され た。

この 話か らわか るこ とは， 彼が 子供 の 頃か

ら真理 を知 るこ とが で きる よ うに 祈 り，青 年

時代 に 幾晩 も主 を呼 び求め て きた とい うこ と

であ る。彼 は福 音 を宣 べ伝 える こ とを願 い，

正 しい心 を持 ち，福 音 を聞 くとす ぐに それ を

信 じた。

若 人は証 を求 め， 伝 道 に出 たい とい う望 み

を持 つ よ うに すべ きであ る。午 後 の集 会 で伝

道 につ いて 話 して下 さ.ったエ ズ ラ ・タフ ト ・

ベ ン ソン会 長 に感謝 して い.る。 教会 の すべ て

の若 人 は， 宣教 師 に.な.るこ とを熱 心 に願 い求

め るべ きで あ る。 また，.養育 の義 務 を終 えた

両親 を援 助 して， 彼 ら も伝 道 の召 しを果 たせ

るよ うに助 け る とよい で し ょう。

さて， ウ ッ ドラフ大管 長 の2番 目の経 験 で

あ る。彼 は 次の よ うに述 べ て いる。

「11歳の時 に
， とて も興味 深 い夢 を見 た。

そ して， そ の夢 の一部 は， ま さに文字 通 り成

就 して いる。 夢 の 中で， 私 は大 きな淵 を見 た。

それ は，世 のす べ ての 人々が 死 んだ後 に 入 る

場 所 であ っ た。 しか しそこ に入 る前 に， この

世 の物 をす べ て置 い て行 か なけれ ば な らなか

った。 そ こに， ビーバ ー ハ ッ トをかぶ り， 上

等 な スー ツ を着 た老 人が 立 って いた。 とて も

悲 しそ うだ った。 彼 は何 か を背 負 って来 たが，

淵 の中 に 入 るには それ を置 いて行 か なけれ ば

な らなか った 。当 時， 私 は まだ少年 だ っ た。

そ れか ら数年 後，私 は 両親 と一 緒 に フ ァー ミ

ン トンに移 り， そ こで私 はあ の老 人に 会 った 。
一 目見 て

，私 には その 老 人が夢 で 見た 人 であ

るこ とが す ぐに分 か った。 老 人の 名前 はチ ョ

ー ン シー ・デ ミン と言 っ た
。 さ らに数年 後，

彼 は病気 に な って死 ん だ。私 は彼 の葬儀 に列

席 した。

彼 は 人か ら守銭 奴 と呼 ば れ る よ うな 人間 で，

数 十 万 ドル の財産 が あ る と言わ れて い た。棺

が 墓 に納 め られ る時 ，私 は あの夢 を思 い出 し

た。 その 夜， 義理 の 息子 は， 老 人の 残 した十



万 ドル を地下 室 で発 見 した。 あの夢 は私 に真

理 は何 で あ るか を示 した もの だ と思 う。 この

世 の 人々 は， 財 産 を持 って墓 に入 る こ とは で

きな いの であ る。

また， 先 の夢 の 中 で， 老 人 の場面 に 続 いて，

私 は立 派 な神殿 に参 入 した。 そ こは神 の王 国

と呼 ばれ た。 その時 ，私 の方 に近づ いて くる

人が いた。 お じの オゼ ム ・ウ ッ ドラ フ とおば

だ った。私 はふ た りをそ の宮居 に招 き入れ た。

そ れか ら時が 流 れ て， 私 は福 音 を受 け 入れ，

テネ シー州 へ最 初 の伝 道 に出 かけ た。 伝道 中

に， 私 は 自分 の見 た夢 の こ と をパ ッテ ン兄 弟

に 話 した。 す る と彼 は， 数年 以内 に私 が お じ

に 会 ってバ プ テ スマ を施 す だ ろ う と言 った。

その 言葉 は文字 通 り成 就 した 。後 に私 は， お

じ夫婦 とその子 供 た ち数 名に バプ テ スマ を施

した ので.ある。 その ほか， 私 の父 ，継 母 とそ

の娘， メ ソジス トの牧 師 に もバプ テ スマ を施

した 。事実 ，私 は 父 の家 に住 むす べ ての 人 を

改 宗 した。 これ は，夢 が 時 として 現実 に な る

こ と を 示 す もの で あ る。」(D乞sooπ鷹s〔 ゾ

冊鵡め名び 賄oげzげ 「ウ イル フ オー ド・ウ ツ ド

ラ フ説教 集」pp.283-84)

ア ルマ は次 の よ うに述べ てい る。 主は 「天

使 に よって 男ばか りで な く女 に も御 言葉 を伝

え た まい， それば か りで な く， ま たた びた び

賢 人や 博 学 の人 の知識 も及ば ない御 言葉 を子

供 に与 えた もう。」(ア ルマ32：23)

幼 い子 供.たちは， 両親 と同様 に， 主 の祝福

を受 け る資格 が あ る。御 父 と御子 の訪 れ を受

け，この 神権 時代 の 幕 を開 けた 時，ジ ョセ ブ・

ス ミス はわ ずか14歳 で あ った。 そ して， モ ロ

ナ イが現 わ れて， モ ル モ ン経 が 記 され た金版

を埋 め た場所 を告 げた のは， 彼 が17歳 の時 で

あ る。

若 入 は福 音 を研 究 し， 教 会 で奉 仕 す る備 え

を し， で きる 限 り勤 勉 に戒 め を守 らな けれ ば

な らな い。

さて，3番 目の 出来事 であ るが， ウ ッ ドラ

フ大 管長 は次の よ うに述 べ て い る。

「教 師 の職 にあ った 時
，私 は シオ ンの陣 営

の一 員 として ミズー』リ州 に向 か った。途 中，

多 く.の試 練や 苦難 に遭 い， コ レラに見舞 われ

て，15名 の兄 弟 た ちが死 ん だ。 ミズー リ州 に

到 着 した私 た ちは， ラ イマ ン ・ワ イ ト兄 弟の

家 に 滞在 した6そ の家 で は，予言者 ジ ョセブ ・

ス ミス， オ リヴァ ・カ ウ ドリ，デ ビッ ド ・ホ

イ ッ トマ ー， その他 教会 の指 導者 が集 まって

評 議 会が 開か れ た。 私 もその集会 に 出席 した。

デ ビ ッ ド ・ホ イ ッ トマー 兄 弟は シオ ンの ステ

ー キ部 の管理 者 で あっ たが， ジ ョセ ブ兄弟 か.

ら激 しい叱責 を受 けた。 他 の何 入か の兄弟 も

同 じよ うに叱 責 された。 神 の命令 に従 うこ と

を怠 り， 与 え られ た義務 を十 分 に果 た さなか

っ たか らであ る。

その集 会 で，私 は福音 を携 えて伝 道に 出た

い とい う強 い願望 を持 っ た。 そ して， 日曜 日

の夜 ， ワ イ ト宅 か ら数 百 メー トル離 れ た森 の

中 にた だ ひ と りで 入 って行 き，私 の ため に伝

道 の扉 が開 か れ る よ うに と主 に祈 った。 この

世 の栄誉 を得 るた めに 伝道 しよ う とは思 わな

か った 。私 は， 宣 教師 が どの よ うな経験 をす

るか， 私 の及 ぶ限 り十 分 に理解 してい た。私

が願 うものは， 栄 誉 で もなけ れば，.富で もな

い。私 は 金銀 を求 め ては い なか った。私 は こ

れ が キ リス トの福 音 であ る こ とを知 ってい た。

神 の力 に よ りその こ とが私 に 明 らか に されて

いたか らで あ る。 これは キ リス トの教会 であ

り， ジ ョセ ブ ・ス ミスは 神の 予言者 で あ る。

その こ と を知 って いたの で，私 は世 の 国々 に

福 音 を伝 え たい と願 っ たの であ る。私 は この

特 権 を求 め て主 に祈 っ た。す ると主は その祈

りに応 え，私 の願 いがか な え られ ると言 われ

た。私 は 喜 びに満 たされ て立 ち上 が り，200

ヤ ー ド(約180メ ー トル)ほ ど歩 き，.通りに 出

た。 そ こで， ジャ ッジ ・ヒグ ビー 兄弟 に会 っ

た。 彼 は こ う言 った。『ウッ ドラフ兄弟， 主 が

私 に告 げ られ ま した。 あな たは聖 任 を受 け て，

福 音 を宣 べ伝 える ため に出か け なけれ ば な り

ませ ん 。』 『主 が そ う言 われ たの ですか 。』

『その通 りです 。』

『わか りま した。主 が福 音 を宣べ 伝 え るよ う
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に望 まれ るの な ら， 租 は喜 ん で伝 道 に行 き，

その務 め を果 た します。』私 は この ため に祈 っ

て きた こ とに は触れ なか?た 。

ライマ ン ・ワイ ト兄弟 の家 で開か れ た評議

会 に 出席 した時， 私 は ア ロン神権 の祭 司の職

に召 され，聖 任 され た。 他 の兄 弟 たち は長老

に聖任 され た。私 は パー トリッヂ監督 に呼 ば

れ，南 部の州 へ伝 道 に行 くよ うに言 わ れた。

パ ー トリッヂ監督 は実 に 多 くの こ とを尋 ね，

私 も監 督に い ろい ろ と質 問 した。 当時， ミズ

ー リ州 ジャ クソン郡 に立 ち 入 るこ とは
， 教会

貝に とって 危険 な こ とだっ た。監 督 は私 に ア

ー カンサス に行 くよ うに 言 っ た
。 しか し， そ

こに行 く道 は ジや ク ソン郡 を横切 って いた。

(私に は長老 の職 を持 つ 同僚 が い たが)ジ ャ

ク ソン郡 を通 って行 って もよいか 監督 に 尋ね

た。す ると彼は こ う答 えた。

『あなた にそれ だ けの 信仰 が あれ ば
， 行 け

るで しょう。 私 には とて もで きませ んが 。』

監 督 ら しか らぬ言 葉 だ と思った。 次 いで私 は

尋 ねた。

『ところ で
， 主 は財 布 も旅 の袋 も持 って行

か ない よ うに と言 われ ま した が，私 た ちも そ

うすべ きで しょ うか。』

『そ れは神 の律 法 です 。信仰 が あれ ば， で

きるで しょ う。』

監 督 は 自分 には ジ ャ クソ ン郡 に 立 ち入 る信

仰 はな い と言 っ た。 しか し， 私 た ちは ジ ャ ク

ソン郡 に向か った 。そ して，危 うく命 を失 いそ

っにな った。 けれ ども， 奇 跡 とも言え る方 法

で 私 た ちは救 われ た。 それ か ら， アー カ ンサ

ス と周囲 の町 を巡 り歩 い た。

その時 の出来事 を長 々 と書 こ う とは思 わな

い。私 は祭 司 であ り， 同僚 は長 老 だっ た，私

た ちは数千 キロ も旅 を し， 多 くの こ とが 私 た

ちに顕 わ され た。 これ だけ 記せ ば十 分 であ る。

神 権 の召 し を全 力 を尽 くして遂行 す るな らば ，

その 人が祭 司 であれ ，使 徒 で あれ， 何 ら違 い

は ない。 この こ とを是非 共忘 れ な いで いた だ

きた い。祭 司は天 使 の導 き ど恵み を受 け る鍵

を握 っで いる。私 は 祭司 の職 に あ った時， 使
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徒 ，七 十 人， 長老 ， そ のい ずれ の職 に あ る時

に も増 して豊 か な主 のみ 守 りを受 け た。主 は

示 現や 啓示 ， 聖 きみ た まに よ り， 多 くの事 柄

を私 に顕 わ して下 さっ た。」(Z万soo嬬6sげ

レ四'るめ%4凧)047zφ 「「ウイル フ オー ド・ウ ッ ド

ラ フ説教集 」pp.298-300)

ウ ッ ドラ フ大管 長 は，教 師 の時 に伝 道 に 出

る特権 を願 い求め ，祭 司 の時 に宣 教師 と して

出か けて行 った。 主 は彼 を祝 福 し，守 り， 多

くの示 現 と啓 示 を顕 わ され た。

最後 に この こ とを申 し上 げ た い6神 権 を持

つ 多 くの兄 弟 た ちが一 堂 に会 した この 集会 は

実 に素 晴 らしい。 今宵 この会場 に集 った神 権

者 の皆 さんは， 年 齢の 別 な く， 自分 の 有す る

神権 と与 え られ た特 権 を尊 重 し， 感謝 してい

ただ きた い。私 た ちは 全世 界の神権 者 と， そ

の 妻 と母親 に 愛 と感謝 を捧 げ て， この集 会 を

閉 じたい と思 う。 自分 の持 つす べ ての証 に対

して正 直 で， また 忠実 で あ ってい ただ きた い。

このみ 業が 神 のみ業 であ る こ とを証 す る。私

た ちに は なすべ き特 別 な業 が あ る。 そ れ を達

成 しな けれ ば な らない 。すべ てイ エ ス ・キ リ

ス トの み名 に よ り申 し上 げ る。 アー メン。



4月1日(日)午 前 の部 にお ける説教

私たち の教 会，末 日聖 徒イエス ・キ リス ト教会

主 の啓示 は， この 教 会が 『全 地の 面 に於 ける 唯一 の 真 に して 生命あ る教 会』

で ある ことを 証 して いる

第 二 副 管 長

マ リ ：オ ン ・G・ ロム ニ ー

す る兄 弟姉 妹 ， な らび に教会 員 で ない友
.愛 人 の皆 ，ん

， 皆 、ん か・今 躁 、てお 、，し

る この 大会 は ， しば しば モ ルモ ン教会 とも呼

ば れ る末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の4月

の年 次 総大 会 で あ る。

この教会 や ， ま た教 会 員が ， モル モ ン とい

うニ ックネー ム で呼 ばれ る こ とが あ る。 それ

は」 私 た ちが モ ルモ ン経 とい う書 物 を聖典 と

して受 け 入れ て い るか らで あ る。 この書物 は

金 版 に刻 まれ た古 代 の記 録 を翻訳 した もの で，

その金 版 は1827年9月 ，21歳 の青 年 ジ ョセ ブ ・

ス ミスが天 使 よ り受 け取 った もの であ る。

天使 は ジ ョセ ブの も とを訪 れ た時， 次 の よ

うに語 っ鵡 「われは神 の御 前 より汝 に遣 わ さ

れ し者 に してわ が名 をモ ロナ イ と言 い ……」

「ア メ リカ大 陸 の先住 民 の記 録 とそ の起源

とを金版 に刻 ん だ一部 の書物 が埋 め られて あ

って， その 中に は古代 の住民 に救 い主が お伝

え にな った ままの完 全 な永遠 の福 音 が載 せ て

あ る。… …

また， 銀 のつ るには め た二個 の 宝石 が あっ

て金 版 と共 に埋 め てあ.る。 これ らの宝石 は一

つ の胸 当に 附け て あ って， い わゆ る 『ウ リム

と トミム』 を成 す。 そ して これ ら を持 って使

った者 が，古 代 す なわ ち先 の 時代 の 『聖 見者』

とな ったの で あ り， か の書物 を翻 訳す るため
あらかじ

に神 は この 宝器 を豫 め備 え て置 きた もうたの

で あ る。、」(ジ ョセ ブ ・ス ミヌ、2：33-35)

ジ ョセ ブ ・ス ミスは神 の 力に よ りその記録

を翻訳 し，1830年 に，「モル モ ン経 」とい う書

名 で この翻 訳物 を出版 した。

そ の記録 か ら， モル モ ンが モ ロナ イの父 親

であ る こ とが わか る。 モル モ ンは当時 の有能

な軍 の指導 者 であ り，博 学 な歴 史家， 偉：大 な

予 言者 で あ った。 彼は4世 紀 の後 半 にア メ リ

カに住 ん でい た。 そ して彼が 当時 残 され てい

た歴 史記録 をま とめ，編 さん した こ とか ら，

この書 物 に彼 の名 前が付 け られ たの であ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミスがモ ロナ イか ら受 け取 って

翻 訳 した金版 の大 部分 は， モル モ ンの手 に よ

って ま とめ られ た もの であ る。 そ して モロナ

イは それ を紀 元421年 頃， ニ ュー ヨー ク州 西

部 の クモ ラの 丘 に埋め たの で あっ た。

教 会員 が モル モ ン と呼ば れ るこ とに， また

教 会 が モル モ ン教 会 と呼ば れ るこ とに，私 た

ちは 少 しの抵抗 も感 じて いな い。 しか し前 に

も述べ た よ うに， それ は教 会の正 式 な名称 で

は ない。 教会 の正 式 な名称 はす で に述べ た よ

うに， 「末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会」 で あ

る。(教 義 と聖 約115：4)

この 名称 は，1838年4月26日 ， ミズー リ州

フ ァー ウ ェス トで，教 会 の管理 役 員に与 え ら

れ た啓示 の 中で イエ ス・キ リヌ、ト御 自身 に よ り

公式 に確 認 され た。す なわ ち， キ リス ト御 自

身が 次 の よ うに語 ってお られ る。 「主，誠 にか

くの 如 く汝 に告 ぐ;わ が僕 ジ ョセ ブ ・ス ミス

(二 代 目)よ … … また… … ひろ く全世 界に散

在せ る末 日聖 徒 イエ ス.・キ リス ト教会 の全長
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老 お よび 全 会 員 た ち よ.。'
すべか

わが教会 は， 末 の世 に於 て須 ら く末 日聖 徒

イエ ス ・キ リス ト教 会 と称 え らるべ し。」(教

義 と聖 約115：1，3-4)

主 の この宣言 は， 復 活後 間 もな くア メ リカ

大陸 を訪れ て， そ の地 の弟子 た ちに導 きと教

え を施 し， 彼 らに宣 言 を下 した も うたキ リス

トの言 葉 を思 い起 こ させ る。 その時 の こ とが，

モル モ ン経 に次 のよ うに記 されてい る。 「イエ

スの弟 子 たちは旅 を して歩 いて ， それ ま でに

見た り聞 いた りした こ とを宣 べ伝 え， ま たイ

エ スの御 名 に よって バ プテ スマ を施 した。 こ

の弟子 た ちは， あ る 日の こ と集 って 熱心 に祈

りと断 食 と をして いたが，

イエ スの御 名 に よっ て御 父に祈 りを捧 げ た

とこ ろ， イエ スが また現 わ れてか れ らの 中 に

立 ち たまい， 『汝 らは何 をわ れ よ り与.えられん

と願 うや 』 と仰せ に な った。

そ こで弟子た ちは答 えて， 『主 よ，こ の教会

の名 は何 と言 っ た らよ いか， これ を私 たち に

教 えた まえ。 それ は これ につ い て民 の間 に論

争が あ る故 に』 と言 った。

す る とイエ ス は弟子 た ちに答 えて言 いた も

うた 『われ まこ とに汝 らに告 ぐ， 民が この こ

とにつ きてつぶ や き争 うは何故 ぞ。

か れ らは 「汝 らキ リス トの名 を受 くべ し」

と言 う聖文 を読 ま ざるか。 キ リス トとは わが

名に して， 終 りの 日に 汝 らは この 名に て呼 ば

るべ きな り。

さて， わが名 を受 け て終 りまで堪 え忍ぶ 者

は，終 りの 日に な1λて必 ず救 わ るべ し。

され ば， 何事 に て もわが 名に よ りて な さ ざ

るべか らず 。故 に教 会 には わが 名 をつ け， ま

た御父 がわ がた め に教会 を祝 福 した も うよ う，

わが名 に よ りて御 父に祈 れ 。

わが 名 をつ け ざる ものは いか で わが教 会 な

らんや 。教 会に もし もモー セの名 をつけ た ら

ばそは モー セの教 会 な り。 あ るいは またあ る

人の名 をつ けた らば そは あ る人 の教会 な り。

もしわ が名 をつけ て， わが 福音 を基 とな さば ，

そはわ が教 会 な り。
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わ れ まこ とに汝 らに芦Lぐ。汝5は わ が福 音

を基 となす 故 に，何 事 にて も名 をつ くる もの

は わが 名前 をつ け よ。 故 に，教 会 の ため に御

父に祈 る ときこれ をわが 名 に よ りて祈 らば ，

御 父 は汝 らの祈 りを聞 き届 けた も う。
もとづ

さらに また教 会 もしもわが 福音 に 基け る と

きは，御 父 は教 会に於 て そ の御 業 を現 わ した

も う。

され ど教 会 も しもわが福 音 に基 か ず 人の.業

か悪 魔 の業 に基か ば， しば ら くの 間 その 業 を'

：喜ぶ こ とあ ら.んも， 次第 に終 りの 日近 づ き来

りて ， これ らは切.り倒 され，一 度 入 らば 二度.
いず あた

と出 る能 わ ざ る火の 中に投 げ こ まれ ん。

これ らは 自 らのな した る行 いの報 い を受 く。
あし

切 り倒 さ るるは その行 い の悪 きに よ る。 よ り

てわ れが す でに汝 らに告 げた る こ とを記憶 せ

よ。

見 よ， われ はす でに わが福 音 を汝 らに授 け

た るが， その福 音 を言 い換 うれ ば次 の ご と.し。

まず わが 父わ れ をつ か わ した まい たれ ば， わ

れ は 父の み ここ ろを行 わん とて この世 に来 れ

り。

わが 父 のわれ をつ か わ した まい しは， わ れ

が十 字 架 にかけ られ て， 後 にあ らゆ る人々 を

わ れに 引 き よせ んが ため な り。 また 人が わ れ
　

を十 字架 に上 げた圏 故 に， 今 度 は御 父が世 の

中 の 人を必 ず ひ き上 げ て， これ を各 々 の行 い

の.善悪 に応 じて裁 判 す るため に わが前 に立 た

せ た も う。

われ が十字 架 にか け られ.たるは この わけ な

り。 す なわ ぢ， われ は御 父の権 能 に よ りて あ

らゆ る人間 をわ れに 引 きよせ， それ ぞれ の行.

いに よ りて裁 判 をなす 。

悔 い改 め てわが 名 に よ りてバ プ テ スマ を受

くる者 は聖 霊 に満 さる。 また その 者が 終 りま

で忍 ばば， われが世 の 中の 入 々 を裁判 す る 日

に，御 父 の前 にて これ を罪 無 き者 とせ ん。

終 りまで忍 ば ざる者 は， また切 り倒 され て

火の 中へ投 げ こ まるべ し。 その 者 は御 父 の正

義 が要 求す るに よ りて， いつ まで も火 の 中 よ

り出 る こ とを得 ず 。



こはす な わち御 父 が世 の 人々 に告 げ た まい

し言葉 に して， 御 父 は必 ず これ を成就 した も

う。御 父 は偽 るこ とな く， その告 げ た まい し
.言葉 を こ とご と く実現 させ た も う

。

そ もそ も清 か らざる もの は御 父の王 国 に 入

るこ とを得 ず 。信仰 をし， すべ ての 罪 を悔 い

改 め， 終 りまで誠 をつ くし， 以 てわ が血 に よ

りて その衣 を洗 い し者 の ほか に は御 父の安 息

に 入 り得 る者 な し。

さて ，世 界 の隅 々 に至 る者 た ち よ。 汝 らは

聖霊 を受 け て聖 め られ ， ま た終 りの 日に わが

前 に.罪な しとせ られ ん ため に今 悔 い改 め， わ

れ に来 てわ が名 に よ りてバ プ テ スマ を受 け よ。

これ(復 活 した贈 い主 か ら古代 ア メ リカ 人に

.対して， さ らに 現在 も)汝 らに与 うる命令 な

り』。」(IIIニ ー フ ァイ27：120).

これ が， とき どき モル モ ン教 会 と呼 ば れ る

この 教 会の正 式 な名 称 で あ り， また基 本 的 な

教義 であ る。

す で に述べ た よ うに瞭 い主は 自ら御 自身 の

教 会 を 「末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会」 と

名 付 け られ ただ け でな く， この 教会 を 「全地
おもて しか

の面 に於 け る唯一 の 真 に して生 命 あ り而 も主
よろこ

な るわれの悦 ぶ教 会」(教 義 と聖 約1：30)と

宣 言 され た。

次 の よ うな背景 の下 で この宣 言が 下 され た

のであ った。 「千 八百 三十 年 四 月の六 日… … に

先 立つ こ と六年 以 上 の期 間 を通 じて予 言 者 ジ
い ま

ヨセ ブ ・ス ミス は ， す で に 神 よ りの 啓 示 と誠
しめ

命 とを折 々受 け て居 たの で あ った。 ……
い ま しめ

早 くも千 八百 三 十年 の 夏 に， 神 の誠 命 に従

って活 動 して い た予言 者 は， そ の当 時 まで に

受 け た啓示 を明 らか に一巻 の 書 として世 に公
も つ

.にす る考 え を以 て ，整 理， 筆写 に従事 して い

たの であ る。千 八百三 十一 年十 一 月一 日， オ

ハ イ オ州 ハ イラム に於 て 開か れ た当教 会 の長

老 会議 の際 ， これ らの(予 言者 が受 けて ま と

め た)啓 示 を世 に 公 にす る事 に就 い ては っ き

りした処 置 が とられ， この編 集 され た書物 は
いましめ くわたて

『誠 命 の書：』 と名づ け られ た
。 主 が この企 を

か のう

嘉納 した も うた こ とは ，本 書(教 義 と聖約)

第1章 に載 って い る啓示 を下 した も うた こ と

に よって 明 らか にせ られ たの であ って， この

啓 示 は… … 『前書』 として知 られ て いる とこ

ろで あ る。」(教 義 と聖約 の解説 。教 義 と聖 約

1章 の序文 を参 照)

この啓示 の 内容 は全 人類 に とって重要 な も

の で あ る。 したが っ て， その啓示 を ここに引

用 し，私 の話 の結 び とす る。主 は教 会員 だけ

でな く， す べ ての 人々 に注 意 を促 し， 次 の よ

うな言葉 で啓示 を切 り出 してお られ る。「聴 け，

汝 らわが教 会 の人 々 よ。 い と高 き とこ ろに住

み て，す べ て の人 を見 ま もる者 の声 は告 ぐ。
い わ コ は る

曰 く，誠 にわれ告 ぐ，汝 ら民 よ， 遙 かな る所

よ り耳 を傾 け よ。海 の 島タ にあ る'者よ，共 に

聴 け。

誠 に主 の 声は すべ ての 人 々に 及ぶ もの なれ

ば， 一 人 ものが るる者 な し。 目 として見 ざ る

は な く， 耳 として聞 か ざ るはな く，心 と して

刺 し貫か れ ざ るは な し。

また， お よ そ教 えに そむ く者 たち は大 いな

る悲 しみ に刺 し貫か れん 。 そは， 彼 らの 罪悪
おこない

は公 に告 げ知 ら され て， その か くれ たる行 為
あば もつ

の発 か るべ き を以て な り。

而 して ， この 末の世 に わが選 びた る弟子 た
い ま し

ちの 口よ り， すべ て の人 々に 警め の声 は及 ぼ

ん。

この末 の世 の弟 子 た ちは進 み行 け ど， 一 人
と ど

もこれ を止む る者 なか らん。 そは主 なる われ，

彼 らに命 じたれ ばな り。

この世 に住 め る人 々 よ， 見 よ， こは わが権

威 に して またわが僕 らの権 威 な り。 こは また
い ま し め

わが誠 命 の書 の は しが きに して， その書 は 汝

らに 公にせ ん ため わが 彼 らに与 え しとこ ろな

り。

この故 に汝 ら世 の 人お それお の のけ， そ は
い ま し め

主 な るわ れ誠 命の 中 にて命 じた るこ とは成就

すべ け れ ば な り… …

こ の故 に，主 の声 は 耳 あ りて 聞か ん とす る

すべ ての 人々 に聞か れ ん ため地 の果 に まで及

ぶ 。

され ば汝 ら備 えを なせ ， まさに来 るべ き事
、
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のため に備 え をなせ ，.そは 主の 来 る は近 けれ

ばな り。
つるぎ

而 して主 の怒 りは燃 え，主 の 剣 は天 に て う

るお いたれ ば，今 や この世 に住 む 人 々の頭 に

下 され ん。
かいな

その 時主g腕 現 われ て， 主の 声 もまた主 の

僕 らの声 も聞か ん とせ ず， 予言 者 に して使 徒
ことば

なる者 た ちの言 に も耳傾 け ん とせ ざる者 の そ

の 民の 中 よ り絶 た るべ き 日来 るな り。

そは 彼 らわが儀 式 よ り離 れ去 り， わが永 遠

の誓約 を破 りたれ ば な り。

彼 らは主 の義 を打建 てん ため に主 を求め ず

して， あ らゆ る者お の が心 の ま まに振 舞 いお

のれ らの神 の姿 を求 む れ ど も， そ の姿 は 人の
かたち

世 の像 に して その本 質 は一個 の 偶像 な り。 そ

は古 び てつ いに バ ビ ロンに て， す な わちつ い

に亡 ぶべ き大 バ ビロ ンにて 朽 ちん 。

され ば，主 な るわれ， この世 に住 め る人々
わざわい

に襲 い来 るべ き禍 を知 れば，わが僕 ジ ョセブ ・
い ま

ス ミス(二 代 目)を 呼 び天 よ り語 りて彼 に誠
しめ

命 を下せ り。

また他 の者 ど もに もこれ を世 の 人 々に宣 ぶ
いましめ

る様 誠命 を与 えたれ ど， すべ て こ は予 言者 た

ちの記せ し事 の 成就せ んが ため な り。 ……

見 よ， わ れは神 な り。而 して この事 を語 れ
い ま し め

り。 これ らの誠 命 はわ れ よ り出で， わが僕 ら

の理 解せ ん がた め， 彼 らの 言葉 ぶ りにな らい

てわが僕 らの弱 きま まに与 え られ た り……

また さ きにニ ー フ ァイ 人の記 録 を受 け た る

後， 誠 に まこ とにわ が僕 な るジ ョセ ブ ・ス ミ
めぐみ ちから

ス(二 代 目)は 神 の 恩 恵 を通 して神 の能 力 に
うから

よ りモ ルモ ン経 を翻 訳す る能 力 を与 え らる る

を得 ，
いましめ

また この誠 命 を受 け た る者 た ち もこの教 会
も と い

の基礎 を置 き， 人に知 られ ぬ所 よ りまた暗 き
おもて

所 よ り， 全地 の 面に・於け る唯 一 の真 に して生
しか ド よ ろ こ

命 あ り而 も主 な るわ れ の悦ぶ この 教会 を明 る
ちから え

み に出す能 力 を与 え らる る を得 。 われ悦 ぶ と

は一一人一 人 を指す に あ らず して ， わが教 会 員

全体 に就 きて言 え るな り。.

す な わち， 主 な るわ れは 罪 を見 て い ささか
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もこれ を許 す を得 ざれば な り。
い ま し め

さ りなが ら， 悔 い改め て主 の誠 命 を行 う者

は赦 され ん。
しか

而 して悔 改め をな さざ る者 は， 彼 のす で に
ひかり

受 け たる光 明 まで も取 り去 られ ん。 そは ， わ

が 『み た ま』常 に は人 を励 ま さ じ， とは 万群

の主 の 言 なれ ばな り。

またわれ 誠 に汝 らに告 ぐ，世 に住 め る人 々

よ。主 な るわれ は， これ らの事 を進 ん ですべ

て の 人に知 らせ ん と思 うな り。

そ は， われ は人 々 を偏 り見 る者 に あ ら ざれ
すみやか

ば， すべ ての 人々 を して そ の 日の速 に来 るを

知 ら しめ ん と思 えば な り。而 して地 よ り平和

の取 り去 られ， 悪魔 自らの領 土 を支 配す る時

は なお い まだ しといえ ど も今や 近 きにあ り。

され ど主 もまた その聖徒 ら を支 配 し， そ の

真 中 にあ りて これ を統治せ ん。而 して イヅ ミ
さぱき

ヤ， す な わち この世 に下 る審 判 のため に天 よ

り降 り来 らん。
い ま し め

人々 よ， これ らの誠 命 をし らべ よ。そ は こ
い ま し め

れ らは真 実確 な る誠 命に して， その 中に 言 わ

れ た る予 言 も約 束 もすべ て成就 さ るべ け れ ば

な り。

主 ， われ 言 いた るこ とは， われ 言 いた るな

り。 わ れ言 い逃 れせ ず。天 地 は過 ぎ行 くとも，

わが 言 は過 ぎ行 くこ とな くして成就 す べ し。

わが 声 にて 言わ る る も，僕 らの声 に て言 わ る

る もみ な一つ な り。

見 よ， み よ，主 は神 に して 『み た ま』 は証

す。 また， この証 は.真実 に：して真理 は永遠 に

変 る こ とな し。 アー メ ン。」(教i義 と聖 約1：

17，11-18，24，29-39)

これ らの偉 大 な啓示 が真 実 な もの であ る こ

とを証 し，す べ て を主 イエ ス 兜キ リス トのみ

名 に よ り申 し上 げ る。アー メン。

'、
臨`
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金をふきわ ける者の火

人 は苦痛 の さな か にあ る時 ，神 の羊 飼 いの 小さ'なささ や さ に耳を 傾 けよ うと

する もの であ る

十二使 徒評議員会会員

ジェ ーム ズ ・E・ フ ァウ ス ト

一 の説教 壇 に立 つ たび に
，私 は非常 に謙 遜一

にな る。 私 は聖 きみ た まの助 け を求め た

い と思 う。私 は みた まの導 くままに話 す こ と

がで きる よう， また皆 さんの上 にみ た まが 豊

かに 注が れ て， その特 別 なみ た まに よっ て皆

さんが 私 の話 を理解 して下 さる よ うに祈 って

い る。

今 朝 ，私 はす べ て の方 々に， 特 に耐 え難 い

大 きな試練 や 悲 しみ， 心痛 ，苦 悩 を抱 え， そ

の逆 境 の さ なか に あ って苦 しみ の波 に の まれ

ん と して い る方 々 にお 話 した い と思 う。私 の

話か ら少 しで も希 望 と力 と慰 め を見 いだ して下

されば と願 ってい る。 私 は 「金 をふ きわけ る

者 の火 」(セ ラキ3.：2)に つ いてお話 したい と

思 う。

何 年 か前， この壇 上 でデ ビ ッ ド ・0・ マ ッ

ケ イ大管 長 が， マー テ ィン手車 隊の 経験 談 を

話 され た。 これ らヨー ロ ッパ で改宗 した当 時

の移 民 の 多 くは， 非 常 に貧 し く， 牛 も馬 も，

馬車 も買 えなか っ た。 その ため に彼 らは， 所

持 品 のすべ て を積 ん だ手 車 を自 らの 力 で引 い

て大平 原 を横 断す る こ とを余儀 な くされ た。

マ ッケ イ大管 長 は， この勇敢 な移 民 の旅 の後 ，

数 年 た って起 こっ た あ る出来事 につ いて次の

よ うに話 され た 。「クラスを教 えていたひ とり

の教 師が マー テ ィン手車 隊が そ の よ うな状 態

で大平 原 を渡 ろ う としたのは まった くの 愚行

で， それ を許 可 した こ とも間違 って い る と言

った 。

また.〔クラス の生徒 に よる と〕 彼 は手 車 以

外何 の必需 品 も防備 も持 た ない改宗 者 に あえ

て大平 原 の横 断 を許可 した こ とで， 教会 の指 .

導者 をか な り厳 し く批 判 した 。

す る と部 屋 の隅 の方 に いて， それ まで じっ

とが まん して話 を聴 いて いた ひ と りの年 輩 の

男性 が す っ くと立 ち上 が った 。 その場 に居合

わせ た人 々は， 彼 の言葉 を決 して忘 れ な いこ

とだ ろ う。 感情 が 高ぶ っ てい たせ いか， 彼 の

顔色 は青 白か っ た。け れ ども彼 は穏 か に，慎

重 に， しか し心 を込 めて 力強 くこ う言 っ た。

『その よ うな批 判 はや め て下 さい
。 あ なた は

事 実 をま った く御 存 じな い。歴 史上 の事 実 を

冷 た くあ し らっ た ところ で， こ こでは何 の意

味 もな い で し ょう。 その よ うな問題 に対 して

適切 な解 釈 は何 も与 え られ ませ んか らね 。 シ

ー ズ ン も遅 くな ってか ら手 車隊 を送 っ た こと

が間違 って い たで しょ うか 。確 かに 間違 って

い たか もしれ ませ ん。 しか し，私 は その手 車

隊の 中 にい ま した。 妻 もそ うで す。 そ して皆

さん が今 話 され た ネ リー ・ウ ンサ ン ク.姉妹 も

その一 員 で した 。私 た ちの苦 しみは皆 さんの

想像 を絶 す る もの で した。大 勢 の人 が飢 え と

寒 さで死 に ま した。 けれ ど もあ なた は， その

隊 の生 存者 が 非 難の 言葉 をつ ぶや くの を聞 い

た こ とが あ りますか 。 その隊 に は信仰 を捨 て

教 会 を去 っ た人 ばだ れ ひ と りい ませ ん。 その

よ うな苦難 の 中 で，私 たち は神 を身近 に感 じ，

神 は生 きてお られる と.いう絶対 的 な知 識 を も
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って生 き抜 いて きたか らです 。

私 は病 気や 飢 えで体 が 非常 に衰 弱 し， 一 歩

足 を踏 み出す の.もや っ とどい う状 態 で手 車 を

引 きま した。前 方に広 が る砂 漠 と丘 の斜 面 を

見 て，私 は あ そこ まで は何 とか行 け て もそれ

以上 は 無理 だ，荷 物 を引い て その丘 を越す 力

はな い と言 い ま した。』さ らに続 け て彼 はこう

言っ た。『私 は その砂 漠 をめ ざ して 進 み ま し

た。や っ との こ とでそ こに到 着 す る と， 今 度

は手車 が私 を押 し始 め るの です 。 だれ が押 し

てい るのか と何 度 も振 り返 って 見 ま したが，

だれ も見 当た りませ ん 。私 には そ の時， 神 の

み使 いた ちが そ こにい る こ とが わか りました。

私 は手車 で来 た こ とを悔や ん だ で し ょうか。

いい え， その時 も;ま た それ以 来ず っ と現 在

に至 る まで一度 も悔 や んだ こ とは あ りませ ん。

神 を身近 に感 じるため に その よ うな代価 を払

い ま したが ， それ は払 う価値 の あ る もの で し

た。私 はマ ー テ ィン手車 隊 の一 員 と しての 特

権 に あずか れ た こ と を感 謝 して い ま す。』」

(1～読 げSo6∫の ル1σg儂勿θ「扶助 協 会誌 」1948

年1月 号，p.8)

ここに偉 大 な真理 が あ る。苦 痛， 苦 悶， 人

生の大 きな試み の 中で ，私 た ちは金 をふ きわ

け る者 の 火 を通 り抜 け るの で あ る。 そ して人

生の 中で意 味 もな く重要 でな い もの はかす の

よ うに溶か されて， 私 た ちの信 仰 は輝 きのあ

る完全 な強 い もの となるの で あ る。 この よ う

に して人 間の 中に神 の 姿が 写 し出され るの で

あ る。 これは神 を身近 に知 ろ う とす る人々 に

要 求 され る 清 め の代 価 の 一 部 であ る。 人 は

苦 痛 の さなか にあ る時 ，一 層神 の 羊飼 い の小

さな さ さや きに耳 を傾 け よ う とす る もの で あ

る。

人生 に は，心 痛 む絶望 的 な逆 境 の 日々が 付

きもので あ る。熱心 に善 を求め る人， 信仰 深

くあ ろ う とす る人 を含 め， すべ て の 人に大 き

な悩 み，苦 痛，.時に は胸が 張 り裂 け るほ どの

悲 しみが あ る。心 を刺 し， 肉体 を突 き刺す そ

の とげは， 時 として何 の意 義 も希望 も失 われ

て しまったか の よ うに人生 を変 える こ とが あ
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る。 その 変化 は しば しば残 酷 と も思 え る精 錬

の過程 を経 て もた らされ る。 ごあ よ うに して，

人問 は主 の み手 にあ る軟 らか い粘 土 とな っ て，

信仰 ，奉 仕 の精 神，美 ，強.さを備 えた生 活 を築

くの である。ある人々 に とって，金 をふ きわけ

る者 の 火は神 へ の信仰 を失 わせ る もの とな る。

しか し永 遠 に向.ける人は， それ を完全 に至 る

ため の一 過程 と見 る。

私 た ちは苦 難 の 中で再 び生 ま.れ変 わ り， 心

も霊 も新 た に.するこ とが で き る。 もはや世 の

流れ に は乗 らず，新 た な力 を得， 「わしの よ う

に翼 をはって，のぼ る こ とが で き る」(イ ザヤ

40：31)と い うイザ ヤの 約束 を喜 ぶ ので あ る。

信 仰 とは まだ 見 ない もの を信 じるこ とで あ

る と，モロナ イは証 して い る。「信 仰 の度 を試

してか らで な い と証 が得 られな い。」(イ テ ル

12：6)こ の信 仰の 試 しは非 常 に貴重 な 経験

とす るこ とが で きる。ペ テ ロは こ う言 って い

る。「あ な たがたの信仰 はため されて， 火 で精

錬 され て も朽 ち る外 は ない金 よ りもは るか に

尊 い こ とが 明 らかに され ， イエ ス ・キ リス ト

の現 れ る とき， さん び と栄光 とほ まれ とに変

るであ ろ う。」(1ペ テ ロ1：7)試 練 と逆境 は

私 た ちに新 たに 生 まれ る備 え をさせ て くれ る。

霊 的 な逆境 か ら生 まれ 変 わ るこ とに よ って，

私 た ちは新 た な者 とな る。 モーサ ヤ 書に 記 さ

れ てい る よ うに ，す.べて の 人々 は新 たに 生 ま

れ なけれ ば な らな い。す な わ ち神 に よって生

まれ 変 わ り，贈 われ ，高 め られ て神 の息 子，

娘 とな らな けれ ば ならない。(モ ーサヤ27：24

-27参 照)

マ リオ ン ・G・ ロムニ ー副 管長 は 主に 関す

る話 の 中で， この奇 しき力 につ いて 次の よ う

に語 っている。「人 それ ぞれ の生 活 に及 ぼす 影

響 はみ な非常 に よ く似て い る。魂 が 燃 え るよ

っな神 のみ た まに照 らされ てい る人 で， この

罪 と暗黒 の世 に あ って ただ受 身 的に じっ とし

て い る人は だれ もいな い。彼 は義 を推 し進 め ，

人 々の 身 と心 を罪の 束縛 か ら解放 す る積極 的

な神 の代 理 人 とな るため に 自 ら を備 え る よ う

心 を駆 り立 て られ るの であ る。」(Co吻 廻η68

㌃



R⑳07'「 大会 報告 」1941年10月4日 ，p .89)

再 び 生 まれ る とい う気持 ちをパ ー レー ・，

P・ プ ラ ッ.ト長 老 は次 の よ うに述べ て い る。

「私 に とっては世 界 をひ っ くり返す こ とや
，

山 を掘 り下 げ る こ と，地 球 の果 て まで行 くこ

と， ア ラ ビアの砂 漠 を横 断 す る こ との方 が，，

神 権 を受 け なが ら何 もせ ず に い るよ りはたや

す い。私 は 聖 な る 油 を 注 が れ た。 した が っ

て，最 後 の敵 が征 服 され，死 が 滅ぼ され， 真

理 が勝 づ までは決 して休 ん では い られ ない。」

(ノo%7ηα1げ 」動b60π欝6s「 説教 集」1：15)

残 念 な こ とに， 私 た ちの受 け る大 きな苦 難

の幾つ か は， 私 た ち 自身の 愚か さや 弱 さの た

め に， あ るいは私 たち 自身 の軽率 さや 罪 の た

め に もた らされ る。 これ らの問題 を解 決す る

.には まず正 しい道 へ戻 り， 必 要 に応 じて完 全

な悔 い改め へ の各段 階 を忠実 に踏 まなけれ ば

な らな い。 この偉 大 な原 則 を通 して 多 くの こ

とが完 全 に正 され ，す べ ての こ とが よ り良 い

状 態 にな るの で あ る。 私 た ちはほ かの 人 に助

け を求め るこ と もで き る。 で は どの よ うな人

に助 け を求め る こ とが で き るだ ろ うか 。 オル

ソ ン ・F・ ホ イ ッ トと 一長老 は， この 問 いに

次 の よ うに答えている。 「悲 しみ と苦 難 の 中に

あって助 け と慰 め が欲 しい時， だ れの ところ

に行 け ば よい だ ろ うか …… 苦 しみ を経験 した

人々の ところ であ る。 彼 らは 自分 の苦 しい経

験 を通 して， 今 困難 の さなか にあ る人 々に 同

情 と慰 め を豊 か に 注 ぐこ とが で きる。 自ら苦

しみ を経 験 した こ との ない 人 に この よ うな こ

とが で きるだ ろ うか 。

……神 の 目的は
， 御 自分 の子 供 た ちに苦 し

み を経験 させ るこ とで はな いだ ろ うか。 神 は

子供 た ちが もろ と御 自身の よ うに なる.ことを

望 るで お られ る。神 は 人がか つ て経験 した，

あ るい は これか ら経験 す る苦 しみ よ りは るか

に大 きな苦悩 を経 験 され た。 したが って， 神

は あわれ み と慰め を豊 か に注 ぐこ とが おで き

に なるの で あ る。」(∫窺ργo%耀 短Ezα 「イ ン

プルー ブ メ ン ト ・エ ラ」1918年11月 号 ，p.7)

救 い主 の誕生 以 前 に，イザヤは救 い主 を 「悲

しみ の 人」(イ ザ ヤ53：3)と 言 った。 教義 と

聖 約 の 中で， 救 い主 は御 自身の こ とを この よ

うに 言 われ て い る。 「そ の苦 しみ たるや，われ
うち

神 ， す なわ ちすべ て の 中最 も大 いな る者 な り

といえ ど も痛 苦 のた め に身 をふ るわせ， あ ら
あな ふた

ゆ る毛 の孔 よ り血 を湧かせ ， 身 と霊 と両 つ な

が ら を苦 しめ ，す な わ ちこの苦 きさかず きよ
の

り呑 まず して し りごみす る も可 な らん こ とを

欲 した り。」(教 義 と聖 約19：18)

自分 たちの受 け る苦 しみ を罰 と考 え る人々

が い る。 ロ イ ・ドクシー兄 弟は 次 の よ うに述

べ て い る。

「予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが教 えて いる よ

っに， 聖徒 たち は病 気 ，疫病 ， 戦争 な ど， 末

日の あ らゆ る裁 き を免 れ る と信 じるこ とは誤

りで あ る。 これ らの 災いは 罪 よ り生 じる とい

うの は神 を汚す 原 則 であ る…… 。

.ジョセ ブ ・F・ ス ミス大管 長 は
，私 た ちの

被 る病 気や 苦 しみ が神 の慈 悲か 怒 りのいず れ

か に よ る もの であ る と信 じる こ とは取 るに 足

らない 考 えで あ る と教 えた。」(㍑6Doo屠 麗

α磁Co肥 襯 痂s助6盈s「 教義 と聖 約 は語 る」

第2巻p.373)

パ ウロは この こ とを完 全 に理解 していた
。

救 い主 につ いて 触れ， パ ウ ロは この よ うに 言

っ てい る。

「彼 は御 子 で あ .られ たに もかか わ らず， さ

ま ざ まの苦 しみ に よって従 順 を学 び，

そ して， 全 き者 と され たの で， 彼に従 順 で

あ るす べ て の人 に対 して， 永遠 の救 い の1源と

な られ たの であ る。」(ヘ ブル5：810)

あ る 人々 に とって， その苦痛 は並 々 な らぬ

もの で ある。

ステ ィルマ ン ・ポ ン ドは， ノー ヴー の七十

人第2定 員会 の会 員 であ った 。彼 はマサ チ ュ

ー セ ッツ州 バ バー ドス トンか らや って来 た初

期 の改 宗者 であ る。他 の 人々 と同様， 彼 と彼

の 妻マ リア， それ に子供 たち は脅 か され， ノ

ー ヴー を追 わ れ た11846年9月
，.彼らは西 部

へ の大 移民 団 の一 員 とな った。 その年 の 冬，

早 くか ら彼 らはマ ラ リア， コレラ，結 核 な ど
、
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の つ ら い 苦 難 に あ っ た 。 こ の 家 族 は こ れ ら3

つ の す べ て の病 気 に 見 舞 わ れ た 。

マ リア は 結 核 に な り， 子 供 た ち は み な マ ラ

リア に か か っ た 。3人 の 子 供 た ち は 雪 の 中 を

旅 す る 間 に 亡 くな っ た 。 ス テ ィ ル マ ン は 彼 ら

を 平 原 に 埋 葬 し た 。 マ リア の 病 状 は 悲 し み と

苦 痛 ， マ ラ リア の 熱 で 悪 化 し て い っ た 。 彼 女

は も はや 歩 く こ とが で き な か っ た 。 病 気 で 衰

弱 し て い なが ら， 彼 女 は 双 子 を 出 産 した 。 そ

して そ の 双 子 は ジ ョセ ブ， ハ イ ラ ム と名 付 け

られ た 。 しか し ふ た り と も数 日後 に 亡 くな っ

た 。

ス テ ィ ルマ ン ・ポ ン ドの 家 族 は ウ イ ン タ ー ・

ク ォー ター ズ に 到 着 し， 他 の 大 勢 の 家 族 と同

様 ， テ ン トの 中 で 苦 し い 生 活 を 続 け た 。 ウ イ

ン ター ・ク ォー ター ズ ま で の 旅 の 途 中 で の5

人 の 子 供 た ち の 死 は ， 彼 ら に とっ て 苦 難 の 始

ま りで しか な か っ た 。

ホー レ ス ・Kお よ び ヘ レ ン ・マ ー ・ホ イ ッ

トニ ー の 日記 に よ る と， ス テ ィ ル マ ン ・ポ ン

ドに は 他 に4人 の 子 供 が い て 亡 く な っ て い る

こ とが わ か る。

「1846年12月2日 水 曜 日
，14歳 の ロ=ラ ・

ジ ェ ー ン ・ポ ン ド， 寒 さ と熱 の た め 死 亡 。」 そ

れ か ら2日 後 の 「1846年12月4日 金 曜 日，11

歳 の ハ リエ ッ ト ・M・ ポ ン ド， 寒 さ の た め に

死 亡 。」3日 後 「1846年12月7日 ，18歳 の ア ビ

ゲ イ ル ・A・ ポ ン ド，寒 さ の た め に 死 亡 。」 そ

れ か ら丁 度5週 間 後 の 「1847年1月15日 金 曜

日，6歳 の ラ イ マ ン ・ポ ン ド， 寒 さ と熱 の た

め に 死 亡 。」さ らに4カ 月 後 の1847年5月17日

に は ， 妻 の マ リア ・デ イ ビ ス ・ポ ン ドが 亡 く

な っ て い る 。 平 原 横 断 中 に ， ス テ ィ ル マ ン ・

ポ ン ドは9人 の 子 供 と妻 を失 っ た 。 しか し彼

は ユ タ の 著 名 な 開 拓 者 と な り， 七 十 人 第35定

員 会 の 先 任 会 長 を務 め た の で あ る 。.(レ オ ン ・

Yお よ びH・ レ イ ・ポ ン ド編 ，S'"㎜ η」%η威

α捌og鵤 ρ〃6α1S肱 漉 「ス テ ィル マ ン ・ポ ン ド

の 略 伝 」pp.4-5)

ス テ ィ ル マ ン ・ポ ン ドは ， 平 原 横 断 中 に9

人 の子 供 と妻 を 亡 く し た に もか か わ らず ， 信
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仰 を失 わ なか った 。彼 は途 中 で旅 をや め る こ

と もな く， 進 んで行 った。 彼 は他 の 多 くの人

人が行 な った ように，神 を身近 に知 るため に

犠 牲 を払 った ので あ る。

神 の羊飼 い は，す べ て の人 々に希 望 と力 と

救 い を もた らす メ ッセ ー ジ を持 ってお られ る。

も し も夜が な けれ ば，私 たち は昼 を感謝 す る

こ とはな いだ ろ う、 また星や 広 大 な天 を 目に

す るこ と もな いだ ろ う。私 た ちは甘 さ と苦 さ

を共 に味 わわ なけ れ ばな らな い。私 たちが 日

日出会 う逆 境 には神 聖 な 目的が あ る。 そ れは

私 た ち を備 え， 清 め て くれ る。 また それ は私

た ちに とって祝 福 とな るので あ る。

私 た ちはバ ラの 花 を摘 もう とす る時 ， 同 じ

枝 につ いて い る トゲ で手 を痛 め る こ とが しば

しば あ る。

栄光 あ る救 い は精錬 の 火に よって もた らさ

れ るの であ る。 それ は高 貴な 永続 す る再 生 で

あ る。 そ して 神 を身近 に知 るため の代価 は払

われ， 神聖 な平安 が訪 れ る。 眠れ る内な る力

が 呼 び さ まされ るの であ る。義 の心 地 良 い外

套 が私 たち を包み ，守 り， 霊 を暖 め て くれ る。

そ して祝福 を数 え る時に 自己憐 欄 は消 え失 せ

るの で あ る。

私 は イエ スが キ リス トで あ り，聖 な る贈 い

主 で あ る こ とを証 して話 を結 び たい と思 う。

イエ ス ・キ・リス トは確 か に生 きて お られ る。

イエ ス ・キ リス トの 言葉 は永 遠の 生命 を得 さ

せ る愛の 言葉 で あ る。 イエ ス ・キ リス トは生

け る神 の御 子 で あ る。 これは 主の 聖 な るみ業

であ り， 栄光 で あ る。 そ して この 教会 は イエ

ス ・キ リス トの教 会 であ る。 この こ とは真 実

であ る。 私 は この よ うな聖 な る知 識 に心 か ら

感 謝 して い る。 この よ うに証 しで きる こ とは

私 に とって素 晴 らしい特権 であ り義務 で あ る。

これ らの こ とを謙 遜 に主 イエ ス ・キ リス トの

聖 なるみ 名 に よ り申 し上 げ る。ア ー メ ン。



個人の決意

決 意 と は， 行な わな けれ ばな .らない ことを行 な う ことが 大切 一である 。それ に

よ って実践 す る 人の生 活 に確 か に平 安 と力が も た らされ る

七十人第一 定員会会員.

ジ ェーム ズ ・M・ パ ラモ ア

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私は末曜 徒イ
エ ス ・キ リス ト教 会 の会 員 であ る こ とを

感謝 して い る。私 は会 員 の皆 さん が過 去2年

間私 の ため に して下 さ った こ とを心 か ら感 謝

申 し上 げ る。 これ か ら決意 とい うテー マ で話

す にあ た り， 皆 さんの信 仰 と祈 りを心 か らお

願 い した い 。

最 近， 私 は あ る特 別 な夕 食会 に 出席 した。

それ は長 年 の間 あ る特別 な 人 々の ため に立 派

な働 きを して きた友 人 をた た えて の会 で あっ

た。 次 々 とい ろい ろな グルー プの 人が贈 り物

を手 にや っ て きては 抱 き合 い， 彼 の行 な った

こ とに感謝 を述べ て い た。 その 晩， 何百 人 も

の人 々 を前に して立 っ てい る彼 を見 なが ら，

私 は こ う思った。 「まだ若 い のに，彼 は一 体 ど

の よ っに して そん な短 期 間 に 多 くの こ とをな

し遂 げた のだ ろ う」 と。

それ か ら私 は， 彼が そこに い る人 々の ため

に な した非 常 に 多 くの 私欲 を捨 てた行 ない，

す なわ ち打 ち勝 ち難 い困 難 に直面 して い る人

人 を励 ます 彼 の姿 を思 い 起 こ した。彼 は 時間

と家 ， お金， 技 術 を提供 し， 彼 ら を助 け るた

め にで きるこ とは何 で も しよ うと決意 して，

それ を実践 したので あ る。 さなが ら証 会に で

も出席 して い る ようで あっ た。私 は彼 の生 き

方 と， ひ とりの 人の行 ないが それ ほ ど重 要 な

もの で あ る とい う事実 を主 に感 謝 しなが ら，

その場 を去 った 。私 は そめ晩，.だれ にで もで

きるこ とで あ りなが ら， しか もあ ま り行 なわ

れて い ない こ と をす る こ とが 大切 だ と知 った。

この若 者 の よ うに， 人が何 か を しよ うと決 意

す るのは， 巨大 なダ ムの水 門 を開 い てその水

力 を人々 の ため に役立 て るの に似 て いる 。

決 意 につ いて考 える時 に，私 は救 い主 の生

涯 の 多 くの荘厳 な 日々 の中か らひ とつ の 出来

事 を思 い出す。 イエス は大祭 司 の僕 のひ と り

の 耳 に触れ ，癒 された。 そ の僕 は その直前 に

剣 で耳 を切 り落 とされ た人 であ った。 それ か

らイエ ス はその 大祭 司 の家 に連れ て行 かれ，

あ ざけ られ ，縛 られ， 目隠 しをされて つば を

は きか け られ た。翌 日イエ スは再 び議 会の 前

に連 れ 出 され， そ こで もまたむ ち打た れ，責

め を受 けた 。 イエ スは 自 らを救 う こと も可能

で あ った。 しか しイエ スはの の し る人 々の前

に堂 々 と立 ち， 自ら神 の御 子 であ り王 であ る

こ とを主 張 して， 御 父 と全 人類 に対 す る御 自

身の 決意 を示 され た ので あ る。 この こ とに よ

っ てすべ て の生け る者 の行 く末 が変 え られ た。

疲 労 と飢 え， 苦痛 ，失望 の ゆ えに， イエ ス御

自身 この 決意 を放棄 し よ うと思 えば 幾度 とな

くその機会 は あ ったは ずで あ る。

救 い主 の決 意は確 か に特別 であ った。 それ

は救 い主 に よって のみ果 たせ る もの で あっ た。

しか し私 た ちに も救 い主 に対 して， また 自分

の 家族 に対 して，他 の 人々 に対 して決 意 しな

け れば な らな い こ とが あ る。 これは， 現世 に

お け る私 た ちの幸福 ，来世 にお け る昇 栄 に欠

かせ ない もの であ る。1
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決 意 とは何 だ ろ うカ)。それ は 本 当に重 要 な

こ とだろ うか 。1831年8月1日 ，主 は予 言者

ジ ョセ ブ ・ス ミ冬 に この原 則 につ いて次 の よ

うに語 られ た。

「われ誠 に汝 らに告 ぐ
， 人 は努め て善 き業

に従 い， 多 くの 事 を その 自由意 志 に よ りて為

し， 多 くの正 しき事 を為 し遂 げ よ。
おの

ぞ は人 自らの 中 に 自由 の意志 あ りて己 れの

事 を自 ら為 す者 な れば な り。」(教 義 と聖 約58

：27-28)

今述べ て きた よ うに， 決 意 とは， 善 の模 範

となる こ とで あ る。す なわち， 「努 め て善 き業

に従 い」， 「自由意志 に よ りて」 「多 くの事 を」

行 な うこ とで あ る。強制 的 に ではな く， 「多 く

の正 しき事 を為 」 したい とい う積極 的な 気持

ちです るので あ る。決 意 は 口で言 うだけ で な

く， 実践 す る もの で あ る。 それ は容 易 では な

い。 決 して容 易 な こ とで は ない。 決 意は模 範

的 な指導 力 で もあ る。決 意 には義 務 を果 たす

とい う抱 東 力が伴 うが， しか し同時 に喜 び を

もた らす もので あ る。 それ は穏や か で は ある

が ，人 を行動 に駆 り立 て る力強 さ を持つ もの

であ る。決意 は正 しい生 活 を送 る上 で 欠かす

こ とが で きな い。 それ はだ れ にで もで きる こ

とをす るこ とであ る。 それ は行動 を促す 美 し

い原則 で あ る。

数 年前 伝道部 で働 いて い た頃， 私 は， いつ

もレ ッス ンを教 えバ プ テ スマ を施 す 求道 者 の

いるひ と りの宣教 師 に 目が とまっ た。彼 は 出

か けて行 く先 々 に， 人 々に受 け 入れ て もらえ

る決意 と幸福 と愛 を携 えて行 った。 彼が 道 を

歩 くと， 多 くの 人 々が この並 はず れた若 者 を

一 目見 よう と自分 の家 の窓 か らの ぞい た とい

う。彼 は特 に言葉 の面 で優 れ てい た訳 で はな

い。 しか し，何 千 人 とい う人 々に 力強 い証 を

述 べ る こ とが で きた。

私 の友 人の ように， 彼 もまた， だれ に で も

で きる こ とで あ りなが らあ ま り行 な われ な い

こ とを したに過 ぎな いの で あ る。

救 い主 に対す る決 意
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決 意 とは イエ ス ・キ リス トの福 音 を守 ろ う「

と決 心 した人 は， 天の 力 と癒 しを求め るこ と

が で きる。 巨大 な ダムの 背後 の水 の よ うに，

そ の力は その 人 自身 の世 界 を一変 して しま う。

古 代 のア メ リカの予 言 者の ひ と りは， 救 い

主 に対す る決 意 を持 つ こ とが いか に 重要 で あ

るか を次 の よ うに述 べ てい る。

「さて わが子 らよ。お 前 たちは神 の御 子 で

キ リス トであ る私 らの贈 い主 の岩 を基 に しな

くては な らな い こ とを忘 れ る な。贈 い主 の岩

を基に す るな らば， 悪魔 が その大 風 を吹 かせ

て 柱の よ うに立 つつ む じ風 を ま き起 す とき，
ひ ょ う

また悪 魔 の電 と暴 風雨 とが お前 らを打つ とき，

悪 魔 はお 前 らに打 ち勝 って不 幸 の淵 と永遠 の
ちか ら う

悲惨 にお 前た ち をひ き落 す能 力 は ない 。 なぜ

な らば， お前 らの 立つ岩 は堅 固で あ って 人が

その上 に 立つ と倒 れ るこ との で きない基 であ

るか らであ る。」(ヒ ラマ ン5：12)

私 た ちは救 い主 に従 お う と決 意す る時， 心

の平安 と安 ら ぎを覚 え る。 主 は この よ うに約

束 してお られる。 「わ た しは平安 をあ なた が た

に残 して 行 く。 わた しの平安 をあ な たが たに

与 える。」(ヨ ハ ネ14：27)主 との約 束 を果 た

す 時 に， 私 た ちは祝福 を受 け るこ とが で きる。

「汝 らわが言 う ところ を行 わ ば， 主 な るわれ

これ に対 して責任 あ り。 され ど， 汝 らわ が言

う ところ も行 わず ば汝 ら何 ら約 束 を受 け ず。」

(教義 と聖約82：10)

あ る新 聞杜 に読 者が この よ うな質 問 を寄せ

た。 「世 の 人々 に とって最 も重大 なニ ュー スは

何 で しょうか 。」慎 重 に考 え た末，編集 者 は こ

の よ うに答 え た。「イエ ス ・キ リス トが今 日 も

生 きて お られ るこ とを知 る こ とです 。」確 か に

これは だれ もが知 るこ との で きる最 も重 要 な

ニ ュー ス であ る。

私 たちは皆 さん に イエ ス ・キ リス トが 確 か

に生 きてお られ るこ とを厳 粛 に証.申し上 げ る。

イエ ス ・キ リス トは御 自身 の教会 を回復 し，

神 の予 言者 を通 じて教会 を導 いて お られ る。

神 と福 音 の原 則が 回復 され， 生 活 の中 に それ

ら を受 け 入れ よ う とす る人 々 に祝 福 を もた ら



して い る。 私 た ちは皆 さんに， 今 お 聞 きに な

った事柄 か ら， これ らの教 義 を研 究 し， それ

が真 実 か ど うか を個 人的 に真心 か ら天 父 に尋

ね てみ る よ うにお勧 め す る。

家族 に対 す る決 意

私 た ちは主 と主 の原 則 に従 お う と決意 す る

と同時に ，家 族 の こ とにつ いて も決 意 しなけ

れば な らな い。 家族 は永 遠 で ある。 義 しい生

活 を送 るな らば， 私 た ちは族 長制 度 の下 に 永

遠 に結 び 固め られ る。 その喜 び を感 じて いる

私 た ちは， 世 の 人々 もこの こ とを知 って いた

だ きたい.と心 か ら願 って い る。私 た ちは すべ

ての 人々 の生 活が神 聖 で重 要 で あ る こ とを知

って い る。 子供 たち は皆贈 り物 であ り，祝 福

であ る。家 庭 は， 家族 一 人一 人が神 の律 法に

従 って生 活 をす る能 力 を養 うため の学 び の場，

愛 を育 む場 で あ る。私 た ちは これ らの律 法 が

永遠 不変 であ る こ とを証 す る。 まず この こ と

に対 して決 意す るこ とが大切 で ある。神 に.従

う家 族 を持 つ こ と以 上 に心 に平 安 を もた らす

ものは な い。

数年 前 の あ る 日， 教会 の指 導 者 として， ま

た ビ ジネス マ ン と して 多忙 な あ る父 親が 私 に，

家族 を非 常 に愛 して い るの であ るこ とを決 意

した と話 して くれた 。彼 の決 意 した こ ととは，

毎 週 幾晩 か と，土 曜 日の 一部 を家族 の ため に

使 うとい うもの であ っ た。 そ して彼 は それ を

スケ ジ ュー ルの一 部 に加 え た。福 音 が彼 に家

庭 を第一 にす る こ との重要 性 を理解 させ た の

であ る。 その後 ，仕 事 や教 会 の責任 ，そ の他

で毎 日多忙 な 日が 続 いたが ， 彼 は この決意 を

守 り通 した。彼 に とって， 家族 と共 に過 ご し，

家殊 を養 うこ とは変 更 で きない義務 であ.り，

求 め てい た喜 びで あ った。 彼 はすべ ての 父親

が で きる こ と， しなけ れば な らない こ とであ

りなが ら， あ ま り行 なわ れ てい ない こ とをし

たの であ る。

予 言者 た ちは いつ の 時代 に も，共 に祈 り.，

学び ，働 き， 遊 び， あ らゆ る聖 さの 中 で ひ と

つ と.なる よ うに家 族 に勧告 して きた。 これ こ

そ現在 この世 で幸福 と平 和 と一致 を得 る鍵 で

あ る。 将 来 もそ うであ る。 しか しそ うな るた

め には 決意 が必要 であ る。私 た ち にで きる こ

と をすべ てす る とい う決 意 であ る。知 識 だけ

で は十分 では ない。 可能 な こ とをすべ て 「努

め て」行 な う決意 が 必要 なの であ る。

あ る人が述 べ た言葉 を もう一 度繰 り返 した

い と思 う。愛 す る人 の心 に触 れ よ うとす る努

力 を惜 しん では な らない 。決 して， 決 しで 階

しん で はな らな い。祈 りと，正 義 に従 お う と

す る個 人の決 意 の後 に天 め祝 福 が もた らされ

るか らであ る。真 心か らこの よ うに努 力 しよ

う とす る時，偉 大 な 内な る力が 湧 き上が る。

私 た ちは もっ と愛 を示す と同時 に， もっ と大

きな助 け を与 え るこ とが 大切 であ る。昨 日，

息 子が 改心 す る とい う祝 福 を受 け た予 言者 ，

熱 心 な父親 ア ルマ につ いてペ リー長 老が話 さ

れ た こ とを， 私 た ち会貝 は決 して忘 れ るこ と

が で きな い。

他 の人 々 に対 す る決 意

他 の 人々 に福音 を分 か ち合 うよ うに努 め よ

う と決 意 して い た 男 性 が ， あ る 日事 務 所 を

出 る と， ひ と りの人 が廊 下 を走 って くるの に

出会 った。 その 人の指 に ステー プルの刺 さっ

て い る.ことを知 った 彼は， ポケ ッ トに手 を入

れ， 薬 と救 急 絆創 膏 を取 り出 し，傷 の手 当 て

を した。 シ ョック を受 け てい たそ の人 は驚 い

た様子 で ，なぜ この よ うなこ とを して くれ た

のか を尋 ねた 。す る と彼はこう答 えた。 「私 は

モル モ ンです 。 モル モンは こ うい うこ とをす

るん です よ。」この 男性 に は，必要 な時に は い

つ で も人 を助 け る準 備が で きて いた ので ある。

あ るス テー キ部大 会 で，大 勢 の話 者が あ る

特定 の 人 につ いて話 した。大 会 のあ とで， 教

会幹 部 は その 人 と会 った。彼 は他 の 人々か ら

彼 のお 陰 で50人 以上 もの 人が教 会 に加 わ った

こ とを知 らされ た。 手入 れ の行 き届 いた庭 ，

幸福 な家 庭， 隣 人ぺ の奉仕 な ど， すべ てが 他

の 人々 に福音 が どれ だけ 彼 の生 活 に祝 福 を も

た ら して いるか を語 る きっか け とな ったの で
、
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あ る。

ただ これ らふ た りの 男性 は ， だれ にで もで

き るこ とを.しよ う と決 意 しただ け の こ とで あ

る。

私 は 大 勢 の 人 々 を面 接 して み て， 多 くの

人が祝 福 を得 た い と心 か ら願 って い るこ と を

知 った。 ただ 彼 らは ど こへ 行 き， どの よ うに

すれ ば よいか が わか らず に， 闇 の 中で助 け を

求め て叫 ん でい るの で ある。 彼 らの 永遠 の霊

は助 け を求め て い るの であ る。社 会 生 活 を営

む私 た ちは， お互 い を必 要 として い る。彼 ら

に手 を差 し伸 べ よ うとす る決 意 は， 救 い主 が

切 に勧 めて お られ る こ とで あ る。愛 を もって

これ を行 な う時，私 たちは 彼 ら を贈 う助 け を

す るこ とに なる。 これ こそ まさ しくイエ ス ・

キ リス トへ の 信仰 を告 白す る以上 の こ と，す

なわ ち行 なわ な けれ ば な らな い こ と を行 な う

こ となの であ る。

教会 の指導 者や ホー ムテ ィー チ ャー には助

け を与 え る特 別 な機 会 が あ る。 彼 らの すべ て

の働 き，集 会， 信仰 ，祈 りは， 各個 人 と家 族

を助 け るこ とを 目的 として行 なわ れ る。

フラ ンスで教 会 に加 入 した あ る姉 妹 が， 以

前加 わ って いた教 会 の牧師 の訪 問 を受 け， 一

体 なぜ その よ うな こ とを したのか と問 われ た。

その時の 彼女 の答 えは，私 たち に とっ て大 き

な励 まし とな る。 そ の答 え は私 た ちに他 の 人

入 のため に働 こ うとす る堅 い決 意が どれほ ど

重要 で あ るか を教 えて くれ る。 彼女 は 少 な く

とも毎 月一度 ，教 会 の指 導 者や 会員 が 彼女 を

訪 問 して くれ る こ.とを話 した。 そ して 彼 らが

彼女 の霊 的 ，物 質的 必要 に常 に心 を配 っ て く

れた こ とを話 した。 それか ら彼 女 は牧 師 に向

か って， 自分が 赤 ち ゃん の時 にバ プ テ スマ を

受 け て以 来 ，前 の教 会 の 人が訪 問 して くれ た

の は きょ うが初 め て であ る こ と， そ れ も別 の

教会 に加 わ った理 由 を聞 くため であ る こ とを

話 した。

努 め て主 のため ， 人の ため に働 こ う と真心

か ら決意 す る こ とは ，敵 の 多 くの誘 惑 を克 服

す る最 も確 かな 方法 で あ る。
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福 音 に従 お う と決意 して い る人 は， 自分 の

生 活 に幅が で きて， あ らゆ る良 い もの に対 し

て感謝 の 気持 ちが 強 ま るこ とに気 づ くであ ろ

う。 また神 と神 の素晴 ら しい 被造 物 に対す る

認 識 が深 まる。主 は1831年5月 に 予言 者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスに， この過程 が どの よ うに進 む

か を啓示 の 中で 次の よ うに語 っ てお られ る。

「神 に よ る もの は光 明 な り。 その光 明 を受

け て神 に従 うこ とい よい よ久 し き者 は， そ の

受 くる光明 い よい よ明 らか な り.。.その光 明 い

よい よ明 らか とな りてつ い には 完 き昼 とな る

べ し。」(教 義 と聖約50：24)

兄 弟姉妹 の皆 さん，善 を生み 出す 決 意 を し

てい る 人に は， 人 を引 き付 け る力 が あ る。 そ

の よ うな人 は光 と真理 を学 ん でそ れ を実践 し

なが ら自信 を深め るこ とが で きる。 そ して主

に対 し， また主 の子供 た ちに対 し愛 を示 す た

め に， 可能 な こ とは何 で もしたい とい う願 い

を竪 い決 意 に変 えて来 られ た現 在 の予 言者 ス

ペ ンサー ・W・ キ ンボー ル長老 の よ うに なれ

るの で あ る。

私 たち もまた き ょう， 自分 の 気持 ちを明 ら

か に し， 自分 を捧 げ る決 意 をす るこ とが で き

る。す な わ ち， だ れ もが で きる こ とを行 な う

とい う決 意 をす るこ とが で きるの で ある。 主

イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上 げ る。

大会訪問者



「わ た しの 羊 を 養 い な さ'い」

主に仕えたいと望む夫婦は監督から声がかかるのを待つ必要はない。監督室の ド

ァを叩いて 「私たちには出かける準備がでさています」と言っていただきたい

十二使 徒評議 員会会員

デ ビッ ド ・B・ ヘ イ ト

私 はタバナクル合唱団が教会の最も繭 的
な讃 美歌 の ひ とつ 「夜 あけ だ，朝 あけだ 」

(189番)を 歌 って い る時， 感激 の あ ま り胸

が 高鳴 るの を覚 えた 。皆 さんは， み業 を世 界

に広め るため に予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに よ

り英 国に遣 わ され た 十二 使徒 の ひ と り， パー

レー ・P・ プ ラ ッ ト長 老 が この 曲の 作詞 者 で

あ るこ と を思 い起 こされ るであ ろ う。 この歌

詞 は， まこ との福 音 の メ ッセ ー ジ を世 に伝 え

るため に 書か れ た もの であ る。 プ ラ ッ ト長老

は 次 の よ うに 書 いて い る。

「夜 あけ だ 朝 あけ だ

シオ ンの旗掲 げ よ

あか るい夜：あけ だ」(讃 美歌189番)

福 音 の夜 明 けの 光 は全世 界 を包み， 暗 やみ

の影 は消 え，主 の み業 の 威厳 が充 ち満 ちて い

る。幾 万 もの 人々 が現 在救 いの福 音 を受 け 入

れ て い る。

数 カ 月前 ，私 た ちはチ リの オ ソル ノ伝 道部

の レス ター ・ヘ イモ ア伝 道部長 夫 婦 とチ リ海

岸 沿 い を ドライブ した。 幾つ もの 町 を訪 れ，

村か ら村へ と車 を走 らせ なが ら， 私 た ちは宣

教 師 の伝 道 の成果 を 目の 当た.りに した 。私 た

ち は大勢 の新 会買 に会 った。 そ して彼 らの信

仰 と， 自分 た ちの受 け 入 れた福 音 をもっ と知

りたい とい う謙虚 な望 み に深 く胸 を打 たれ た。

旅 を続け なが ら， 私 た ちは，増加 の一途 をた

どって い る新 会員 に 異国 入や 宿 り人 とい う気

持 ち を持 たせ ず， 彼 ら も聖徒 と同 じ国籍 の者

で ある と感 じさせ るには ど うす れ ば よいだ ろ

うか と考 え た。彼 らが 鉄 の棒 に しっか りとつ

か ま り，知 識 を増 し加 えてい け るよ うに彼 ら

の信仰 を強め るには ど うす れ ば よいの だ ろ う

か 。

私 た ちは神 権会や 扶助 協 会， そ れに 日曜学

校 の クラスの こ とを考 えた。 多 くの夫婦 が，

福 音 の 中で訓 練 されて お り， その 多 くは並 は

ず れ た才能 を持 って い る。 しか し， 教会 の組

織 でその才 能 が十 分 に生か されて いな い。 ま

た ステー キ部 に よ っては，伝 道 の 召 しを受け

る十分 な備 えが で きてい る年 輩 の夫 婦が 非常

に 多い とこ ろ もあ る。 彼 らは福 音 の伝道 に大

き な助 け を与 えられ るだ けで な く， 非常 な勢

いで教 会 員が 増 えて い る地 域 の新 会 員 を強め

る こ とに も力 を注 ぐこ とが で きる。今 くつ ろ

いだ気 持 ち で座 って い る人々 は，教 会 に慣 れ

ず に不 安 な気持 ちで い るバ プ テスマ を受 け た

ばか りの 多 くの新 会員 を励 ま し訓練 を施 す こ

とが で き るの で あ る。 私 た ちは何百 人 とい う

信 仰深 い，備 えの で きた夫 婦 を，生 涯 で最良

の経験 を得 る場所 へ送 り出せ た ら と考 えて い

る。

ア ミュ レ クは この よ うに語 ってい る。 「また

神 の御 子 は その民 の罪 を贈 うため に この世 に

降 臨 し… …。」(ア ルマ11：40)私 た ちは 「そ

の民」 を励 ま し， 一致 させ ， 彼 らに主 の降臨

に対す る備 え をさせ る必要 が あ るので は ない
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だ う つか 。

一 般 には
，専 任 宣教 師 は若 い未婚 の 男女 だ

けが な る もの だ と考 え られ て い る。 し か し

今や 新 しい社 会形 態 が 出現 して い る。職 場 の

第一 線 を退 き， 隠居 して い る男女 の数 は増加

す る傾 向に あ る。 しか も， キ ンボー ル大 管長

や リグラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老 に比 べ る と，

非常 に若 い年 齢 で現役 を退 いて い る。

最 近受 け取 った カ リフ ォルニ ア の友 入か ら，

学校 の教 師 を辞 め たの でユ タに戻 りた い とい

う手紙 が来 た。 そ して彼 は この よ うに言 って

きた。 「そ ち らに戻った ら，教 会 の ため に何 か

で きるで し ょ うか。」

そこで私 は こ う返 事 したd「 ユ タには戻 って

来な いで下 さい。 あな たの教 会 で の経験 はほ

か の地 で必要 とされて い ます。 何年 か 前 に宣

教 師 として働 いた 頃学 ん だ ノルウ ェ∴語 を も

う一度 勉強 して下 さ い」 と。彼 らは間 もな く

伝 道 に出 るはず で あ る。彼 は この2度 目の伝

道の機 会 を非常 に喜 ん で い る。 しか も今 度 は

伝 道 中ず っ と同 じ同僚 と組 め る とい う祝 福 が

加 わ って の伝 道 で あ る。

多 くの夫 婦 が備 え を し， 監督 か らの伝 道 の

召 し を待 って い る。監 督 はほか の こ とで忙 し

す ぎて， 彼 ら を見過 ご してい るか も しれ な い。

主 に仕 えたい と望 む夫 婦 は監督 か ら声 が かか

るの を待 つ必要 は な い。 監督室 の ドア を叩 い

て， 「私 たちに は 出か け る準備 が で きて い ま

す」 と言 って い ただ きた い。

最近 メキ シ コで，素 晴 らしい立 派 な夫婦 の

宣教 師， ジ ョン ・フ ォ ッサム 兄弟姉 妹 に お会

い した。 ふ た りは この よ うに 話 して くれ た。

「私 た ちが今一 番 必要 として い るの は， 訓練

された指 導者 です 。教 会 の責任 を何年 も経験

して きた夫婦 は文 字通 り奇跡 を行 な うこ とが

で きます 。今 なお ，支 部 の指 導者 を訓 練 す る

組織 を持 た ない支 部が 方 々に22カ 所 もあ りま

す 。新 会 員が 増 え， 急速 に進 歩 して い る中 で，

経験 あ る指導 者が 不 足 して い るのです 。」

フ ォッサム 夫婦 は さ らに こ う続 け た。 「伝道

に出て， 多 くの祝福 が 与 え られ ま した。 その
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祝 福 は 自発的 に奉仕 す る時 に いつ で も主か ら

注 が れ る もの です 。ベ ッ ドや揺 り椅 子 の上 で

息 をひ き とる老 人が い ます が， 私 た ちは そ う

した くなか った.んです 。主 は私 たちが伝 道 に

出 たい と願 って い るこ とを御 存 じで した 。で

す か ら私 た ちは召 しを受 けた の です。 夫婦 の

中 には， 家族 が そば にい な い と生 きてい け な

い と思 って い る人や， 体 の こ とを心配 して い

る人 もい るよ うです。 私 た ちは ステー キ部 長

か ら任命 を受 け た時， 主 が家族 を見守 って下

さる こ とと， 伝道 が終 わ る まで健康 が 保 たれ

るこ と を約束 され ま した 。私 た ちの年 齢 で は

宣教 師 の スケ ジュー ルに従 うのは 困難 なはず

です 。 けれ ども実 際 には で き るの です 。 これ

は伝 道：の報 い だ と思 い ます。」

それ か らフ ォ ッサ ム兄 弟 は この よ うに 語 っ

て い る。「50年前 ，私 はハ ワ イで伝 道 し，ハ ワ

イ語 を勉 強 しま した。 当時 それ は大変 な こ と

で した 。今度 もこの年 で宣教 師訓 練 セ ン タ.一

で スペ イ ン語 を勉 強 しま したが， とて も大変

で した 。 しか し私 たち は勉強 しま した。 本 当

に素 晴 ら しい勉 強 の経験 に な りま した。 霊 的

な宝 を貯 え るため な ら， そ れ位努 力 して も価

値 が あ ります 。」

フ ォ ッサ ム姉妹 はこう語 って いる。 「普 通 の

お ば あ さんに は26人 もの孫 と遠 く：離 れ暮 らす

の は とて もつ らい こ とで し ょうが ，私 は大 丈

夫 です 。時 々 とて も会 いた くなる こ とが あ り

ますが ， なん とか頑 張 れそ うです 。」

この 献身 的 な夫婦 は次 の ような言葉 で話 を

結 ん でい る。 「年 輩 の 人々に とって伝 道 の業 は

豊 か な報 いの 多い経 験 です 。隠 居 して ただ生

きて い るだけ でな く，余 生 を有意 義 に過 ご し

たい と思 う人 々に とっては特 にそ うです 。」

現在 私 た ちは， 「主 のため に何 がで きるで し

ょうか 」 と進 んで尋 ね， 黄金 の年 月の一 部 を

喜 ん で この大切 な奉仕 の業 に使 い たい と思 っ

てい る フォ ッサム夫 婦 の よ うな夫 婦 を， も っ

ともっ と多 く必要 としてい る。

教会 の初 期 の時代 に， 聖徒 たち は主 のみ 業

を行 な うため に犠 牲 を払い， 最善 を尽 くさな



け れば な ら なか った 。1831年 ，家 族 を残 して

ミズー リ州 に行 くよ うに 命 じられ た兄 弟 た ち

に， 次 の よ うな主 の勧 告 が与 え られ て い る。

「この故 に善 を為す に うむ こ となか れ
。 こ

れ 汝 ら今偉 大 な る一事 業 の基礎 を置 きつつ あ

れ ば な り。それ ，小 な る事 よ り偉大 な る事 起 る。

見 よ。主 は 真心 と喜 びて事 に従 う精 神 とを

求 む。 喜 びて従 順 に従 う者 たち は， この 末 の

世 に於 て シ オンの 地 の善 き もの を食 わ ん。」

(教義 と聖 約64：33-34)

年 輩 の夫 婦 に 申 し上 げ た い。計 画 をす るの

に退 職 記 念晩 餐会 や記 念 の金 時計 を手 にす る

まで待 つ必 要 は ない。.今始 め て い ただ きた い。

人生 の 中 で最 も報 い あ る経 験 とな る もの の た

め に備 え てい ただ きた い。知 識 を増 し， 外 国

語 を勉 強 して視 野 を広 め る こ とを今す ぐに始

め てみ て はい かが だ う りか。

スペ イ ン語 で も ドイ ツ語 で もよ い。 キ ンボ

ー ル大 管長 は 中国官 語 の勉 強 を奨 励 してお ら

れ る。

妻の ル ビー は，50年 の ブ ラ ン クが あ りなが

ら再 び大学 へ 戻 り，今 スペ イン語 を学 ん で い

る。勉 強 は大 変 だ ろ うか 。確 か に大変 であ る。

何 時間 も勉 強 しなけ れば な らな いだ ろ うか。

そ う， 何時 間 も必 要 で ある。 だれ が 食事 の仕

度 をす るの だ ろ うか。 時 々私 が して い る。報

いが あ るだ ろ うか 。 アルゼ ンチ ンや メキ シコ

の 会員 に通 じた とい う彼女 の 謙遜 な証 を きい

て， 私 は妻 を非 常 に誇 ら し く思 う。

私 たち は この最 後 の神権 時代 に主 のみ業 が

とど.まるこ とな く広 ま るの を 目に して いる。

何 百万 もの 人 々が 生活 を改 め た い とい う願 い

を もって待 って い る。 キ・ン ボール 大管 長 は も

っ と多 くの年 輩の 経験 あ る夫婦 を求め て い る。

その よ うな人 々は至 る所 で必要 とされて い る。

特 に外 国へ行 け る家族 持 ちの 経験 あ る会 員が

求め られて い る。 すべ て を捧 げて 主 のみ業 に

従事 す る時， あな たは 霊的 に生 まれ変 わ る こ

とが で きる。祈 りは心 に深 み を与 え， 聖典 は

熟考 を促 し， 理 解 力 を増す 。 そ して聖 霊 は心

に 明 るい光 を もた らす こ とだ ろ う。 その結 果 ，

人 を愛 す るあなた の気持 ちが増 し，家 で待 つ

家 族 には祝 福 が注 がれ る。 そ して， 彼 らは あ

な たの 自己 を捨 てた主 への 奉仕 の業 を誇 りに

思 う こ とだ ろ う。

モ ルモ ン経 の予 言者 モ ロナ イは，新 たにバ

プテ スマ を受 け た人々 に特 に注意 を払 う必 要

のあ る こ とをこの よ うに述べ て い る。

「人々 はバ プ テスマ を施 され
， 聖霊 の 力で

清 め られ てか ら， キ リス トの教会 の会 員 の 中

に数 え られ， その 名 を書 き留 め られ た。 それ

は この 人々 を忘 れ て なお ざ りにせ ず， 神 の善

い教 え でこの 人 々 を養 いた えず善 い道 をふ ま

せ ， た えず慎 ん で祈 る こ とをつ とめ させ ……

るた め であ る。」(モ ロナ イ6：4)

世 界各地 に， モロナ イが 言 って い るよ うに，

愛 と関心 と励 まし を与 え， た えず善 い道 をふ

ませ るよ うに しなけれ ば な らない改宗 者 が い

る。 しか し，援 助 を与 え る こ との で きる経験

あ る夫 婦 は たい てい そ こに 住ん で いな い。私

た ちは訓練 や励 ま し， 中 で も特 に愛 あ る関心

を示 す こ との で きる経 験豊 か な教 会 員 の助 け

を必要 としてい る。

そ の よ うな愛 と献身 に よ って 何が 可能 とな

るか を示 す ために ， こ こで再 びフ ォ ッサ ム夫

妻 の 言葉 を紹 介 しよ う。彼 らは こ う言 って い

る。 「日曜 日には私たちは朝4時 に起 きて，朝

早 くバ スに乗 り， 支部 の ひ とつ を訪 問 しま し

た。神 権 会の 間， フ ォ ッサ ム姉妹 は姉 妹 た ち

に音楽 の レ ッス ン をし ました。 彼女 が音 楽の

指 揮 の基 本 を教 えて いた姉妹 たち の中 に， リ

ズム感 の よい13歳 の女 の子 が い ました。 その

女 の子 は今 聖 餐会 の指揮 を して い ます。 また

今 で は その支部 に聖 歌 隊の指 揮 者が い ます 。」

フ ォ ッサ ム兄弟 は こ う言 っている。「私 は何 か

手 助 けが で きれば と， その 支部 の支部 長会 の

集 会 に 出席 させ て もらい ま した 。数 カ 月前 ま

で， この 支部 では ホー ムテ ィー チ ン グや訪 問

教 師 の訪 問は単 な る手 引 き上 の知 識 で.しか あ

りませ ん で した。 それ が現 在で は，9組 の ホ

ー ム テ ィー チ ャー が い ます.
。 また訪 問教 師に

よる訪 問 も間 もな 《始 まろ うと してい ます 。
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けれ どもこれ らは表 面上 の報 い にす ぎませ ん。

もっ と大 きな報 い は，私 たち の捧 げ る奉 仕 と，

謙 遜 な新 会 員へ の愛 に よって得 られ るの です 。

つ ま り，彼 らの生活 に従 来 に ない良 い変 化 が

生 じて， 私 た ち も豊 か に され るの です 。」

きょ う私 た ちは， 「規 則 に規 則を加 え，誠 命

にい ましめを加 え」(教 義 と聖 約98：12)て 備

えてお られ る皆 さんに，世 に 出て行 くよ うに

と申し上 げた い。手 をす きにか け てい た だ き

たい。(ル カ9：62参 照)皆 さん の愛 と信 仰 で

新 しい会 買 に祝福 を もた ら して い ただ きたい。

た えず正 しい道 をふ ませ ，祈 りの気 持 ち を も

って信仰 の主 キ リス トに頼 る よ う教 え て いた

だ きた い。救 い主 は 魚 で いっぱ い にな って い

る網 を指 さ してペ テロ に教 え られ なか っ ただ

ろ うか 。ペ テ ロを通 して私 た ちに示 され なか

っただ ろ っか 。

「『あな た はこ の人 た ちが 愛 す る以上 に
，私

を愛 す るか』。ペ テ ロは言 った， 『主 よ， そ う

です 。 わた しが あ なた を愛す るこ とは， あ な

たが ご存 じです』。イエ スは彼 に 『わ た しの小

羊 を養 いな さい』 と言 われ た。

また もう一 度彼 に 言わ れた， 『ヨハネの子 シ

モン よ，わ た しを愛す るか 』。 彼 は イエスに言

った，.「主 よ，.そうです 。わた しが あ なた を愛

することは，あな たが ご存 じです 』。 イエ スは

彼 に言 われ た，『わ た しの羊 を飼 い な さい』。

イエ スは三度 目に 言わ れた， 『ヨハネの子 シ

モ ンよ， わ た しを愛す るか』。ペ テ ロは 『わた

しを愛す るか』 とイエス が三度 も言 われ たの

で心 をいため て イ手 スに 言った，『主よ，あな

た はすべ て を ご存 じです 。わ た しが あな たを

愛 して いる こ とは，お わか りにな ってい ます』。

イエ スは 彼に 言わ れ た， 『わた しの 羊 を養 いな

さい』。」(ヨ ハ ネ21：15-17)

キ リス トの教 会 に属す る私たちに， 「わ た し

の羊」 す なわ ち キ リス トに従 う者， キ リス ト

の福音 を受 け 入れ た者 を養 う義 務 が ある こ と

は明 白で あ る。 彼 らはキ リス トの もの で あ る。

キ リス トはそれ らの人 々が御 自分 に とっ て大

切 で あ る と言 って お られ ない だろ うか 。皆 さ
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ん は彼 らよ りも強 く， 信 仰堅 固で あ る。 新 し

い会 員 と親 しくな って いただ きた い。「わた し

の小 羊 を養 い な さい」 と主 は私 た ちに言 って

お られ る。

十 分 に準備 ので きて いる 多 くの教会 員 が，

さ らに祝 福 を得 る ため に， 世 の事 をさて お い

て羊 飼 い とな り， 奉仕 の 業に 献身 して下 さ る

よ うに と願 って い る。 これ らの こ とを主 イエ

ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ る。 アー

メ ン。

大会訪問者



ベテ ロは外 に 出て激 しく泣 いた

ベテロのように主を否みながら，またべテ日のようにそれを乗り越えて立派

な擁護者となる入が大勢いる

十 二使 徒評 議 員会 会 員

コ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レー

一 の霊 感 に満 ち た午前 の部 の大会 も終 わ り
一

に近 づ い た今 ， ここ で しば ら くの 間， エ

ルサ レムで最 後 の晩 餐 が行 な われ た後 の あの

恐 ろ しい一夜 に思 い を巡 ら して いただ きたい

と思 う。 イエ ス と弟 子 た ちは町 を出 る と， オ

リブ 山へ 向 か った 。恐 ろ しい試 練 が間近 に迫

って.いるこ とを知 って お られ た イエ スは， 愛

す る弟子 た ちに こ う言われた 。「今 夜，あ な た

が た は皆 わた しにつ まず くであろ う。(つ ま り，

私 を見 捨 て るで あ ろ う).

す る とペ テロ は イエ スに答 えて言った， 『た

とい， み ん なの者 が あ なた につ まず いて も，

わた しは決 してつ まず き ませ ん』。

イエ スは言 わ れ た， 『よ くあなたに言ってお

く。今 夜， 鶏 が鳴 く前 に， あな た は三 度 わ た

しを知 らな い と言 っだ ろ っ』。

ペ テ ロは言 った，『た とい あな た と一 緒 に死

なね ば な らな くな って も， あ なた を知 らない

な ど とは ，決 して 申 し ませ ん』。」(マ タ イ26：

31，33-36)

その後 間 もな く， 主 は ゲ ッセ マ ネの 園 で非

常 な苦 悶 を受 け ， さ ら.に弟 子 の ひ と りに裏切

られた ので あ った 。行 列が カヤ バ の邸 宅 に向

か って行 った時 ，「ペ テ ロは遠 くか らイエ スに

つ い て，大 祭 司の 中庭 まで行 き， そのな りゆ

き を見 とどけ る ために， 中 には い って下役 ど

もと一 緒 にす わ って いた。」(マ タイ26：58)

イエ ス を笑 い者 にす る裁判 が進 み， 告 発者

た ちは イエ スの顔 につ ば き をか け， こぶ しで

打 ち， 手 の ひ らで叩 いて いた。 す る とひ と り

の女 がペ テ ロ を見 て言 った。 「あなた もあの ガ

リラヤ 入 イエ ス と一緒 だ った 。」

「す る とペ テ ロは
， み んな の前 でそ れ を打

ち消 して言 った， 『あな たが何 を言っているの

か， わか らな い』。

そ う言 って入 口の方 に 出て行 くと， ほか の

女 中が 彼 を見て， そこ にい る人々 にむ か って，

『この 人は ナザ レ人 イエ ス と一 緒 だ.った』 と

言 っ た。

そ こで彼 は再 び それ を打ち消 して， 『そんな

人 は知 らない』 と誓 って言 った。

しば ら くして， そ こに立 って いた 人々が近

寄 っ て きて，ペ テ ロに言った， 『確 か にあ なた

も彼 らの仲 間 だ。 言葉づ か いで あ なたの こ と

が わか る』。

彼 は 『その 人の こ とは何 も知 らない』 と言

って， 激 し く誓 いは じめ た。す る とす ぐ鶏 が

鳴 い た。

ペ テ ロは 『鶏 が 鳴 く前 に，三 度 わた しを知

らない と言 うで あ ろ う』 と言 われ た イエ スの

言.葉を思 い 出 し， 外 に出 て 激 し く泣 い た。」

(マ タイ26：69-75)

この 言葉 には何 とい う悲 哀が 込 め られて い

るこ とか。 忠誠 と決 意 を誓 い， 決 して 主 を否

定 しない と約 束 したペ テロが， 人 を恐 れ， 肉

の弱 さに 負け， 非難 の圧 力 に屈 して もろ くも

崩 れ たの であ る。 そ して 自分 の弱 さ と誤 りを

知 っ たペ テ ロは 「外に 出て， 激 し く泣い た」
、
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、

のだ った。

私 は この 出来事 を読 んでペ テ 甲に心か ら同

情 した。ペ テ ロの よ うな人 間は 私 た ちの 中に

大勢 い る。 忠誠 を誓 い， 勇 気 を失 わ ない と決

意 し， どの よ うなこ とが 起 こ ろ う と自分 は正

しい こ とを行 な い， 大義 を守 り， 自己 と他 人

に誠実 を尽 くす と時 には公 衆 の面前 で宣 言す

る。

しか し， そ んな彼 に圧 力 が加 わ って くる。

それが 時 に応 じて， 杜会 的 な圧 力 で あっ た り，

個 人 的な欲望 であ った りす る。 また誤 っ た野

心で あ るこ と もあ る。意 志 の弱 さ， 自制 力 の

欠如か ら誘 惑に 屈 して， 後悔 と自責 の 念 と悔

恨 の苦 い涙 を味 わ うこ ともあ る。

私 たちが ほ とん ど毎 日の よ うに 目撃す るひ

とつ の大 きな悲劇 は，高 い 目標 を掲 げ て いな

が ら，低 い実績 で終 わ って しま うこ とで ある。

彼 らの動 機 は高遽 で， いつ も素 晴 ら しい抱 負

を語 って くれ る。能 力 もす ぐれ て い る。 しか

し自制心 が 弱 い。怠 惰 に負 け，欲 望 に屈 して

しま う。

私 の知 人 の 中に もその よ うな人が いた。彼

は教 会 員で は なか ったが ，一 流 の大 学 を卒 業

し， 前途 は 洋々 た る もの で あ った。 立派 な教

育 を受 け，仕 事 に も恵 まれ てい た この青 年 は，

大 きな夢 を抱 き， それ に向か って一 心 に突 き

進 ん だ。勤 め始 め た会社 で， 彼 は階段 をか け

のぼ るよ うに出世 し， あ っ とい う間 に会 社 の

トップにお ど り出た 。 しか しそ のた めに 何か

と酒 を飲 む こ とが 多 くな った。 そ して他 の 人

と同 じよ うに， 彼 も 自分 を制御 で きな くな っ

た。結局 ア ル コー ル 中毒 とな り， 抑 え る こ と

ので きない欲望 の と りこに な って し まった 。

助 け を求 め なが ら， プ ライ ドが邪 魔 をして な

か なか 自分 を変 え るこ とが で きなか った 。

そ して ，流星 の ように暗 闇の 中 に消 えて しま

ったの であ る。私 は あ ちこ ちの友 人 に問 い合

わせ ， よ うや く彼 の 悲 しい結末 を知 った 。高

い 目.標と優iれた才 能 を持 って い た彼 は， 大都

会 の片隅 で一 人 さび し く一 生 を終 え たの で あ

る。ペ テ ロの よ うに ，彼 もまた 自己 の可能 性
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を最 大 限 に伸 ば す能 力 と力が 自分 に あ る こ と

を知 って いた。 しか し彼 は その能 力 を 自ら否

定 して しまっ た。 そ して 失敗 の影 が 彼 の周 囲

に しの び寄 って きた時， 彼 もまた， ペ テ ロ と

同 じよ うに， 外 に 出て激 し く泣 いた に違 いな

いo

また私 には， 英国 諸島 で伝 道 して い た時 に，

教会 員 に なっ た友 人が い る。 彼 には 当時 喫煙

の 習慣 が あっ た。 そ こで彼は ，教 会 員 に なろ

う とした時， タバ コ をや め られ るよ うに祈 っ

た 。主 は その祈 りに 応 えて， 彼 にそ の習 慣 を

断 ち切 る力 を与 えて下 さっ た。 彼は神 を仰 ぎ

.みて， い まだか つて なか っ た よ うな喜 び の生

活 を送 る こ とが で きた。 しか し問題 が生 じた。

家族 と杜 会か ら圧 力 がか か った ので あ る。 そ

の結 果， つ いに 彼は 自分 の標 準 を下 げ， 欲望

に屈 す る よ うに な った。 タバ コの煙 が彼 を誘

惑 した。 それか ら何年 か して， 私 は 彼に 会 っ

た。 ふ た りで古 き良 き時代 の こ と を語 り合 っ

た。 そ して彼 もまたペ テ ロ と同 じよ うに 激 し

く泣い た。彼 は あれ が悪 いの だ， これが悪 い

の だ と責 任 を転嫁 してい たが， その時 私 の頭

の 中に キ ャシア スの 言葉が 浮 ん で きた。

「ね え
， ブルー タス，僕 らが うだつ の上 ら

な いの はね， な に も運 勢が 悪 いん じゃな い，

僕 ら 自身が悪 い んだ。」(「 ジ ュ リア ス ・シー

ザー 」 第1幕 第2場 ， 中野好 夫訳)

高遽 な理 想 を掲 げ て始 め た のは よいが 結局

し りすぼ みに な って ゆ く人，元 気一 杯 に ス タ

ー トしたのは よいがへ とへ とに疲 れ て帰 って

くる人， こっい っ人 はた くさん いる。 大勢 の

人々 が， 人生 にお け るゲー ム で一塁 や 二塁 ，

あ るいは三 塁 までた ど り着 くこ とが で きる。

しか し， どう して も本塁 まで帰 って くるこ と

がで きないで い る。彼 らは 寛大 な心 を否定 し，

自分 の財産 に しが みつ き， 生活 は 自己中心 的

で殺伐 と して お り， 才能 や 信仰 を他 人 と分 か

ち合 うこ ともな く， ただ 自分 だけで 生 きよ う

とす る傾 向が あ る。 主 は その よ うな人 々 につ

いて，こ う言ってお られ る。 「而 して主 の来 り
さば

た も う 日， ま た 審 き の 日， ま た 主 の 怒 り の 日



に汝 らは歎 き悲 しみ て言 わん 。 あ ・， 刈 り入

れ は終 り夏 はす でに過 ぎ去 りぬ ， わ れは救 わ

れず ， と。」(教 義 と聖 約56：16)

しか し私 は もっ と具 体 的に， ペ テ ロの よ う

に主 を愛 し，主 の み業 を愛 して い る と公 言 し

なが ら， 口に 出 して言 お うが 言 うまいが， と

にか く主 を否定 す る人々 につ い て一 言 申 し上

げた い と思 う。

かつ て信 仰 も篤 く， 献 身的 に主 の み業 に励

ん で いた ひ と りの青 年 が いた。彼 は感 じや す

い年 頃 の私 を導 いて くれ た友 で あ った。 彼の

生 き方 ，熱 心 な奉仕 は，主 と教 会 の み業 を彼

が どれ ほ ど愛 してい たか をよ く物 語 って い た。

とこ ろが， 彼 の能 力 をあ て こん で 自分 た ち の

勢 力 を伸 展 させ よ う とす る仲 間 の甘 言に のせ

られ， 次 第に教 会 を離 れ て いっ た。 自分 の信

仰や 行 な いの 中 に仲 間 を導 くの では な く，逆

に誘 いに の って正 反対 の 方 向に行 って し まっ

たの であ る。

別 に 自分 の持 って い た信仰 を汚す 発言 を し

たわ けで は ない 。そ ん な こ とは必 要 なか った。

彼の生 活態 度 の変 わ りよ うを見 れば， 信 仰 を

捨 て た こ とは明 らか で あ った。 それ か ら数 年

して私 た ち は再 会 した。 彼 は迷 いか らさめ た

よっに語 っ た。か つ て宝 の よ っに大切 に して

きた信 仰 の錨 を断 ち切 った後 の 流浪 の生 活 を，

低 い声で， しか も伏 し 目が ちに話 して くれ た。

そ して話 し終 え る と，彼 は あのペ テ ロの よ う

に男 泣 きに 泣い たの で あ る。

先 日あ る友 人 と話 を して いて， ひ と りの神

権者 の こ とが 話 題 にのぼ った。 彼 は仕事 の 面

でか な りあ 成功 を収 め ている人である。 「とこ

ろで，彼 は教 会 で は いか が です か」 と私 が尋

ね る と， 友 人か らこ うい う返 事 が返 って きた。

「心 の 中で は教 会が 真実 だ とわか って い るよ

うですが ， それ を恐 れ る気持 ちが あ るん です

ね。 教会 員 として教 会 の標 準 を守 る よ うにな

る と，今 の 同僚 た ちか ら相 手 に され な くな り

は しな いか と心 配 して い るん です 。」

その時 ，私 は こ う思 った。「彼 は年 取 る まで

気づ か な いか もしれ ないが ， いず れ静 か に 自

分 を振 り返 っ た時 に， 自分 が持 って い た長 子

の特 権 を1杯 の あつ もの と交 換 した こ と(創

世25：34参 照)を 知 って， 自分 で確 かに知 っ

て い るこ とを否 定 したペ テ ロの よ うに後悔 の

涙 を流 す ことだ ろう。」 それ は 自分 自身主 を拒

ん だ だけ でな く，子 供 た ちの前 で王 を拒 んだ

こ とに もな るか らで ある。 彼の お陰 で子供 た

ち も大切 な信仰 な しに育 つ こ とに な ったの で

ある。」

主 は 自 らこ う言われた。 「邪 悪 で罪 深 い この

時代 にあ って， わた しとわた しの言 葉 とを恥

じる者 に対 して は， 入の子 もまた， 父の栄 光

の うちに聖 な る御使 たち と共 に来 る ときに，

その者 を恥 じるであ ろ う。」(マ ル コ8：38)

さて，最 後 に も う一度 ， 主 を否定 して泣 い

たペ テ ロの こ とを考 えてみ た い。ペ テ ロは 自

分 の誤 りを認 め， 自分 の弱 さを悔 いて， 心 を

いれか え， 復 活 され た主 を証す る力強 い代弁

者 とな った。 そ して， 先任 使徒 と して， 生 け

る神 の御 子 イエ ス ・キ リス トの使 命 と， 死 と

復 活 を証 す る こ とに余 生 を捧 げ た。ペ ン テコ

ステ の 日に， 彼が 力強 い説 教 を述べ た時 ，群

衆 は聖 霊 の力 に よ って心 を動 か され た。ペ テ

ロは また救 い主か ら受 け た神権 の権 能 に よっ

て， ヨハ ネ と共 に足 な え を癒 した。 しか もそ

の奇跡 が も とで 彼 らに迫害 が 及ぶ よ うに なっ

た。 しか し彼 は議 会 に引 き出 され た時 も， 兄

弟 たちの 前 で臆せ ず証 を述 べ た。 また， 異邦

人に 福音 を宣 べ伝 え るよ うに とい う示現 を受

け たの もペ テ ロで あ った。(使 徒24，10章

参照)

ペ テ ロは， 自分 を人間 をす な ど る漁師 に召

して下 さ った主 の証 人 として，鎖 につ なが れ，

牢獄 に 入れ られ ， そ して 恐 ろ しい殉教 の道 を

た ど って いっ た。(マ タイ4：19参 照)こ うし

て復 活 され た主 が11人 の 使徒 た ちに 命 じられ

た最 後 の教 え を忠実 に最 後 まで守 り通 したの

で あ る。 「あ なたが たは行って，す べ ての 国民

を弟 子 と して， 父 と子 と聖霊 との名 に よって，

彼 らに バ プ テ スマ を施 し」(マ タイ28：19)

な さ い。また この神 権 時代 に は， ヤ コブ， ヨ
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ハ ネ と共 に この地 上 を訪 れ て，聖.なる神 権 を

回復 し， こ の末[1に イエ ス ・キ リス トの教 会

を組織 して， 今 もその組 織 を動 かす 神聖 な権

能 を与 えて下 さっ たの は， ほか な らぬペ テ ロ

であ る。 これ らの大 い な る働 き と， そのほ か

に も.数々 の貢 献 をな したペ テ ロ も， 一 度は 主

を否 定 し，悲 しみ に暮 れた 。 しか しその悔 恨

か ら立 ち上 が る と，救 い主 が昇 天 され た 後の

み 業 を推 し進 め， さ らには この 神権 時 代へ の

み業の 回復 に寄 与す るこ と とな ったの で あ る。

さて， も し私 の この話 を聞 いて い る 方々の

中に， 言葉や 行 な いで 信仰 を拒 ん だ方 が お ら

れ るな らば， イエ ス と寝 食 を共に しなが ら，

主 とさ らに 自分 の証 を も否定 したペ テ ロの例

か ら慰め を得 て， 新 た な決意 を して下 さ る よ

うに祈 る次 第で あ る。ペ テ ロは， その 悲 しみ

の状 態か ら立 ち上 が り， 立 派な擁 護 者， 力 強

い支持 者 となっ た。 同 じよ うに皆 さん も自分

を変 え， 力 と信仰 を増 し， 他 の 人 々 と協 力 し

て神 の王 国 を築 くこ とが で きるの であ る。

き ょうこの会場 に集 って い る入 々の 中 に，

教 会 を愛 して育 った ひ と りの 男性 が い る。彼

はかつ て仕事.に熱rlエし大 きな野 心 を抱 き， そ

のため にfL董仰 を拒 み始 め た こ とが あ った 。生

活 もほ とん ど信 仰 とは 無縁 の もの とな リ始 め

た時， 幸 いな こ とに， 深み に は ま る前 に 彼は

静か な細 い声の ささや きを聞 くこ とが で きた。

そ して後悔 の 念に駆 られ た。 そ して今 では シ

オ ンの ステー キ部 の 部長 と して 人々 の前 に立

ち， さらに は国 内だけ で な く世 界で も有 数 の

]業 会社 の役 員 を務め て お られ る。

同 じよ うに迷 い を持 って い る愛 す る兄 弟姉

妹の皆 さん，教 会 は あ なた を必要 と してい る。

あ なた もま た教 会が必 要 な はず であ る。 教 会

には 温か い心 を持 っ て耳 を傾 け る人 が大 勢 い

る。皆 さん を引 き戻 して くれ る大勢 の援助 の

手が あ る。 あな たの心 を温め て くれ る入が い

るであ ろ う。 そ こに あ る涙 は苦 しみ の涙 で は

な く， 喜 びの 涙 であ る。

願 わ くは， み た まの力 に よ って主 が皆 さん

の心 を動 か し， 皆 さん の希 望 を増 しで ドさ り，

92

皆 さん が確 固 た る決心 をす る こ とが で き るよ

うに。 そ して心 の 中で真 実 だ と感 じて い る も

の に立 ち返 るこ とに よって得 られ る喜 び と，

平安 と満 足 を十分 に 其受 す るこ とが で き る よ

うに心 か ら祈 っ てい る。 この証 のす べ て を私

た ちが仕 える イエ ス ・キ リス トの み名 に よ リ

申 し一ヒげ る。アー メン。

礪 ，

　

購
亀 翼

雛鑑

大会訪問者

蕪



4月/日(日)午 後 の部 におけ る説 教

進歩を阻む障害

受 けた 苦痛 を いつ まで も くよ くよ と考 え る こと， 悲 しみ に負 けて しま う こと，

過ち や 恐れ に縛 られる こ と， これ ら は進 歩を 阻む 障害 であ る

.β .討

十 二 使 徒 評 議 員会 会 員

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

数 週 間前・3人 の幼 い子 供 た ち を抱 えて 夫
に先 立 たれ た不 幸 な母 親が ， も う教 会 に

は来 た くな い と語っていた。 「どう.して行 く必

要が あ るん です か。4カ 月以上 も同 じアパ ー
.
トに住 んで い るの に， だれ ひ と りとして声 を

かけ に 来て くれ な いん です よ。」

そ こで私 は彼 女 に， 「それでは，私 か らその

こ とをお 伝 え して お きましょう」と言 う代 わ

りに， 「あ なたは 引っ越 して来 られてか ら何 軒

の家 に挨 拶 に 回 りま したか 」 と尋 ねて み た。

彼女 は私 の 言葉 に い ささか 驚 いた様 子 で あっ

た。

大勢 の人 がだ れか 自分 を捜 し出 して助 け て

くれ な いか とじっ と待 ち， 自分 の進 歩 に壁 を

設け て， みす み す不 幸 を招 いて い る よ うであ

る。 き ょうの消極 的 な 態度 は， 明 日の停 滞 と

悲惨 を招 く。豊 か な 人生 を求 め て熱 心 に努 力

して 然 るべ き人 々が ，受 け た痛 手 に こだわ っ

て いつ まで も くよ くよ して い る。私 たちは み

な神 の子 で あ る。神 を 愛 して い る な ら ば，

自分 の状 態 の善 し悪 しにか か わ りな く， ど こ

に い よ うと も神 の羊 を養 うはず で あ る。私 た

ちは 何か に飢 え を感 じ， 現 在の群 れ に 完全 な

満 足 を覚 えてい ない 時の方 が， か え って他 の

人々 をよ く養 え るこ とが 多い。 飢 え と寒 さに

見舞 われ て い る人が， 同 じよ うな経 験 をして

きた人か ら救 わ れ るこ とが よ くある。 心身 共

に疲 れ果 て，弱 って いて も，状 況 が好 転す るの

をた だ黙 って待 って いて は な らない。 む しろ，

自分 の力 を行動 や 奉仕 に 向け， 他 人 を引 き上

げ るため に用 い る時， 癒 しの 力が生 じて くる

の であ る。

合 衆国 の教 育者 ， ブ ッカー ・T・ ワシ ン ト

ンは 次の よ うな 名言 を残 してい る。 「成 功は，

入が 人生 で到 達 し得 た地位 では な く， 成功 を

め ざ して克 服 して きた障害 に よって こそ測 ら

れ る。」(7力6∫ 班6γηα'勿η認1)ゴ漉0ηαη(ゾ

勉oπg配s「 国際 思 想辞典 」ジ ョン ・P・ブ ラッ

ドレー 他編 ，p.698)人 生 の勝 利は， その道 に

横 たわ る障害 物 に立 ち向 か い， それ を排 除 す

る能 力か ら生 まれ る。私 た ちは 自分 自身の 山

を登 りなが ら成長 す るの で ある。

トーマ ス ・カー ライル は こ う述べ てい る。

「天 上の 最高 の 輝 き を持 つ王冠 は
， 銀 難の 炉

を通 って試 され， 磨 かれ， 精 錬 され て美 しく

な る。」(W'認Q%o'観oηs「 金 言集 」エマー ソ

ン ・ロイ ・ウ ェス ト編，p.312)

こ こで，個 人の進 歩 と教 会 活動 に対 して障

害 とな る4つ の要 因につ い て考 えて みた い と

思 う。(1>受け た苦 痛 の こ とをいつ まで も くよ

くよ と考 える。(2)不幸や 悲 しみ に負 けて しま

う。(3)良 くな い習慣や 過 ち に縛 られ る。(4)恐

れが 先 に立 って進 歩 を妨 げ る。

そ こで， 永遠 の進 歩 を妨 げ るこれ らの敵 に

.つ いて よ く調 べ， それ を断 ち切 る勇気 が どう

すれ ば得 られ るが を皆 さん と共 に考 えて みた

い。

、
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受 けた苦痛 の こと をいつ まで も くよ くよ と

考 え る

私 た ちは毎 日，神 の 助けを 得 て ，他 人の不

注意 な言葉 に よ って 自分の 行 く末や 一 日 を左

右 され るこ とのな い よ っに決心 しな けれ ば な

らな い。思 いや りの ない言 葉 に よ って心 が傷

つ き， そ のため に 有用 な 人生 まで も無 に して

しま う例 を時 と して見 か け るが ， そ れ は実 に

悲 しい こ とで あ る。 的確 に素 早 く対処 せ ず に

か え って傷 口 を広 げ， 化 膿 させ て し まって い

る。入生 のレー スを放棄 す るこ とで相手 に仕 返

しを しよ う とす る人 もいる。 「あの人が いる限

り，戻 りた くな い」 とい う言葉 を時 々， 耳 に

す るが， これ ほ どい じけた， 有害 な そ して 束

縛 的な 言葉 はな い。 時折 ， 自分 が傷 つ け られ，

無視 され るの を， 傍 観者 の ように見 て い る人

が い る。他 人か ら軽率 な言葉 をかけ られ るの

を予 期 して 聞 き耳 をた て た り， 声 をか け られ

る当て もないの に 人か ら声 をか け られ るの を

心 待 ちに した り， また何 か 言 われ た時 に まっ

た く見当違 いの 解釈 を した りす る人 々 もい る。

優秀 なバ ス ケ ッ トボー ルの選 手 の ひ と りに，

一番 の成功 の秘 訣 は何 か と尋 ね た時
， 彼 は こ

う答 えた。 「どん なに苦 し くてもとにか く練 習

したこ とです。 けが を して も， 転倒 して も，

決 して練 習 を少 な く した り止 め た りは し ませ

ん で した 。」

偉 大な教 師 で あ り， そ して指 導 者 で あ る御

方 は， この よ うな冷酷 な 言葉や 残 酷 な仕 打 ち

を受 け た時 に， どう抵 る舞 えば よいか その模

範 を世 の 人 々に示 してお られ る。主 は ただ こ

う言われ た 。「父 よ，彼 らをお ゆるし くだ さい。

彼 らは何 をして い るのか ， わか らず に い るの

です 。」(ル カ23：34)

イエ スは この地 上 で の務 め を果 た して い る

間， た とえそれ が 入々 を傷 つけ ，不 満 の もと

とな る もの であ って も， 遭遇 した こ とはす べ

て有益 な経 験 とされ た 。決 して 反対 す るこ と

もな く， また それ を恥 じるこ ともなか っ た。

常 に堅 忍 と忍耐 を持 ち， しか も雄 々 し く振 る

舞い， 自分 の御 父 の仕事 を行 な うの をた め ら
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われ た こ とは一 度 もなか った。 そ して他 に類

を見 ない最 大 の苦悩 と苦痛 を味 わわ れ た時 に

その偉 大 さ を示 され た。 どんな に とげ のあ る

.言葉 も非常 な行 為 も，救 い主 の 目的 を阻む こ

とは で きなか った。 いか な る人 も傷 つ き，苦

しみ， 苦 難 を味わ わず して 人生 を味 わ い尽 く

せ る もの で はな い。

賢 い 人な らば苦 汁の 水に端 を発す る苦 痛 と

憎 しみ を回避 す るこ とだ ろ う。 明 らか に不正

に よ る障 害物 が 目の前 に あ った と して も， 彼

な らば， 立 ち止 ま らず に救 い主 の道 を歩 み続

け るで あ ろ う。狼 狽す るこ とな く前進 す るか

ど うか は私 た ち次 第 であ る。赦 す こ とや忘 れ

るこ との で きな い人 は，私 たち が 渡 らな けれ

ば な らない橋 を 自ら壊 す 人 であ る。 私 た ちは

人か ら無視 され てい る，必 要 とされ て い ない，

ふ さわ し くない と思 い込み ，停 滞 に拍 車 をか

け てい る ことが意 外 に 多い。結 局 自分 で抑 え

る しか ない ので あ る。 とす れ ば， 同 情 も禁物

で あ る。一 方 ，傷 つ け られ る暇 の ない 人た ち

を見 て い る と何 とも爽 快 な気 分 に な る。 大切

な のは， 自分 が何 を持 って い るか ， あ る いは

ど う言 われ てい るか では な く， 自分 は ど う対

処 して い るか とい うこ とで あ る。

不 幸や 悲 しみ に負 けて しま う

私 た ちは しば しば夫， 妻 ，父 ，母 ， その ほ

か愛 す る人々 を失 うこ とに よって 人生 の岐 路

に立 つ こ とが あ る。 ある 人々 は，愛 に満 ち，

しか も全知 全 能 の永遠 の御 父が お られ る のに，

ど うして 自分 に この よ うな こ とが 起 こ るのか

と， 良 くな い思 いに捕 わ れ るこ とが あ る。心

の痛 み に耐 えか ねて， 私 た ちが 苦 難 の最 中に

あ る時 で も必 ず守 る と約束 して下 さった御 方

との固 い絆 を断 ち切 って しま うこ とが あ る。

絶望 の瞬 間 に力 と慰 め と平 安 の懐 か ら苦 しみ

飛 び 出 して しま うこ ともあ る。 また 時に は暗

や みの 中 で 「ど う して神 は私や 家 族 をこの よ

うな不幸 な 目にあ わせ るのだ ろ うか 。一体 私

た ち は どの よ うな悪 い こ とを した とい うの だ

ろ う」 とい った疑問 に心 を悩 ま し，光 を見失



うこ とが あ る。

ユ タ州 オー レム に住 むル シル ・F・ ジ ョン

ソ ン姉 妹 は 自分 の経 験 を次 の よ うに語 って く

れた。 「ひ とりの とて も魅 力 的 な女性 が い ま し

た。 だれ もが 彼女 と親 し くしたい と思 って い

ま レた し， また実 際一 緒 に い る と楽 しいの で

す 。彼 女 は 人生 や 人 間 を心か ら愛 して い るの

で しょ う。 いつ も周 囲の 人 を楽 し くして くれ

るの です。 あ る 日，私 は思 い きって 彼女 に尋

ね てみ ま した。 『あ なた はいつ も楽 しそ うに し

て い ます が ， ど う してです か 。私 に その秘 訣

を教 え て下 さい 。』・す る と彼女 はこう答 えま し

た。

『あ るひ とつ の 言葉 に よ って私 の生 活が 変

え られ ま したの 。』

『あ なた を変 え たそ の言葉 は 何 です か
』 と

私 は尋 ね ま した 。

『実 は
， 悪 性 とい う言葉 なん です 』 び っ く

りした私 に， 彼女 は こ う説 明 して くれ ま した。

『お医 者 さん は その 言葉 を使 って
，私 の命 も

あ とわ ずか だ と言 わ れ ま した。 そ こで私 はみ

ん な をみ じめ にす るか ， み んな を幸せ にす る

か， 自分 で決 め なけれ ば な らな い と思 い ま し

た 。そ して ひ ざ まず いて祈 った時 ， た とえ 自

分 は重 い病 気 を背 負 って いて も一 日は一 日だ

と気 付 いた の です 。 そ うす る とこれ まで考 え

て もみ なか っ た よ うな こ とが わか りま した。

夫 も子 供 た ち も， どの よ うな 人 も皆 ， それ ぞ

れ信 じ られ な い よ うな素 晴 ら しい もの を何 か

持 って いる。 そ う考 え てみ る と， た とえ人生

が1日 であ ろ うが ，1年 で あ ろ うが ， それ は

素 晴 らしい賜 だ とい うこ とが わか った のです 。

それか ら私 は 自分 の 人生 を可 能 な 限 り楽 し も

うと思 うよ うに な ったの です 。』」

神 の み業 が この よ うに癒 しのか たち で表 わ

れ るか， あ るいは それ に 立 ち向か って ゆ くか

た ちで表 われ るか は， すべ て を知 り尽 くして

お られ る御方 の最 終的 な知 恵 に委 ね られ なけ

れば な らない。 不幸 や 悲 しみ にめ げず 少 しず

つ 前 向 きに 歩む 人 々の生 涯 は なん とす がす が

しいこ とで あ ろ うか 。

一 隻の舟 が 東へ
， も う一 隻が

西へ 行 く

同 じ風 を受 けて。

進 路 を決 め るのは，

風 では ない，

帆 の 向 きであ る。

人 の 行 く手 も

海 を 吹 く風 に似 て ，

人 生 の 航 海 で

そ の 目 的 を決 め る の は ，'

な ぎで も な け れ ば ， 嵐 で もな い ，

心 の 持 ち 方 で あ る 。

(エ ラ ・ウ ィー ラー ・ウ ィル コ ッ ク ス 「丁肋

癬 η4s(ゾ 勘'〆 伽s'θ ゆ ガ666s(ゾR61顧oπ ∫

y薦6『 運 命 の 風 』 「宗 教 詩 傑 作 集 」 ジ ェー ム

ズ ・ダ ル トン ・モ リ ソ ン編 ，p .314)

良 くな い習慣 や過 ち に縛 られ る。

つ い数 カ月前 に 目的の あ る生 活 を し， 教会

活動 に活 発 に参加 す る力強 い歩 み を始め たば

か りの私 の友 人が ，次 の よ うに語った。 「長 年

の経験 か ら申 し上 げ ますが， 不 活発 で消極 的

な本 当の理 由 を解 明 し， 自分 を変 えて い くよ

りも， 入 を非 難 し，社会 の既 成秩 序 を攻撃 す

る方が は るか に容 易 です。」

自分 を変 える こ とは なか なか容 易 では ない。

私 た ちの 中に は，悪 い 習慣 を克服 し， 誤 りを

正 そ うとせ ず に， む しろ不 活 発 であ る こ との

言 い訳 を しようとする人が い る。しか し，あ る

もの をあ き らめ て さ らに 多 くの もの を得 よ う

とす る ところに私 た.ちの進 歩 が あ るの であ る。

自分 自身に正 直 であり，実 現 可能 な望 ましい 目

標 を毎 日定め る ようにす れば， お のず と私 た

ち の進 むべ き道 は決 ま って くる。 目標 を書 き

出 し， それ ぞれ の価値 を考 えてみ る。 そ して

毎 日少 しずつ 現状 を変 える。代価 を払 って ゆ

けば よい。 そ うす れば一 時 に途 方 もな い代価

を支払 う必要 は ない であ ろ う。

主 は， 完全 な悔 い改 めの過 程 を経 た者 の そ

の 罪 を忘 れ る と約 束 してお られ る。主 が その
、
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ように約束 してお られ るのに， なぜ 私 た ちが

そ うしな いの であ ろ うか。過 ちは赦 され る。

習慣 は変 えち れ る。進 歩 を阻 む障害 は 必 ず取

り除 くこ とが で きるの で あ る。.

逆 に良 くな い習慣 に安 住 し， よ り良 い 自己

管理が で き る人間へ と歩 み出 そ う と しな い人

を見 る と， 何 とも悲 し くな って くる。

ウィ リアム ・ジェー ム ズは こ っ言 って い る。

「関心 を持 つ ことが 行動 を決定 す る
。」真 に悔

い改 めた 人は過 ちか ら学 び，過 ちか ら離 れ，

進歩 成長 を もた らす行為 に 目 を転 じる。私 た

ちが 自分 を神 に委 ね る こ とが で き るな らば，

神 は私 たちの 手 を取 って， 私 た ち をさ らに高

い標 準へ 引 き上 げ て下 さる。 これ ほ ど大 きな

慰め は ない。 自分 の生 活 の過 ちに 気づ き， 代

価 を払 っ.て.主の道 に立 ち返 るこ とは， 個 人に

とって素 晴 ら しい勝利 で あ る。

恐 れが先 に立 って進 歩 を妨 げ る。

私 た ちの永 遠 の進 歩 を妨 げ る も うひ とつ の

障 害物 は，恐 れ で ある。 私 た ちは失 敗や 拒絶

を恐れ て，意 義 あ るこ とを試 み よ うと しな い

こ とが あ る。また，過 ちを恐 れて，教 会や 社会

におけ る奉仕 の機 会 を受 け 入れ よ うと しな い。

「神 が わた した ちに下 さっ たの は
， 臆 す る

霊 では な く，力 と愛 と慎 み との霊 なのである。」

(IIテ モテ1：7)私 た ちが 日々 の生活 の 中

で試み るこ とを恐れ ，決 定す るこ とを恐 れ，

主 を信 頼す るこ とを恐 れ， あ るい は誤 った判

断 をす るこ とを恐 れ る とした ら， それ は私 た

ちに とって 悲劇 以 外の何 もの で もない 。ペ テ

ロが恐 れ を抱 き， 歩 くの を止 め て沈 みか け た

時，救 い主 が何 と言わ れたか覚 えて お られ る

と思 う。

「ところが舟 は
， も うす で に陸か ら数 丁 も

離れ てお り， 逆 風 が吹 いて い たため に， 波 に

悩 まされて い た。

イエ スは夜 明け の四 時 ごろ， 海 の上 を歩 い

て彼 らの方 へ行 か れた 。

弟子 た ちは， イエ スが海 の上 を歩 いてお ら

れ るの を見 て， 幽霊 だ.と言 ってお じ惑 い， 恐
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怖 の あ ま り叫 び声 をあげ た。

しか し， イエ スはす ぐに彼 らに声 をか けて，

『しっか りす るの だ
， わた しであ る。 恐れ る.

こ とはな い』 と言 われ た。

す る とペ テ ロが 答 えて 言った， 『主 よ，あな

たで したか 。 では， わ た しに命 じて，水 の 上

を渡 って み も とに行 かせ て くだ さい』

イエ スは， 『お いで な さい』と言 われたの で，

ペ テ ロは舟 か らお り， 水の上 を歩 いて イエ ス

の とこ ろへ 行 っ た。

しか し， 風 を見 て恐 し くな り， そ してお ぼ

れ か け たので ，彼 は叫 んで， 『主 よ，お助 け く

だ さい』 と言 っ た。

イエ スはす ぐに 手 を伸 ば し， 彼 をつ か ま え

て言 われ た， 『信仰 の薄 い者 よ，なぜ疑 ったの

か 』。(マ タイ14：24-31)

信仰 を持 ち， 目的 を持 って前 進す れ ば， 人

生 の 恐れ は克 服 で きる。

最 後 に も う一度 申 し上げ て お きた い。受 け

た痛 手 をいつ まで も くよ くよ して い る こ とは

ち ゅ うち ょ して前 進 しよ うと しな い 人の言 い

訳 に過 ぎな い。不 幸や 悲 しみ に負 けて しま う

と，進 歩 が妨 げ られ，障害 を克 服す る機 会 をも

逃 してしまう。良 くない 習慣 や 間違 った行為 に

縛 られ る と， 自 ら自分 の失 敗 の犠 牲者 とな っ

て し ま うこ とが あ る。 恐れ で進 歩 が妨 げ られ

る のは， 失敗 を恐 れ て試す こ とを しな いか ら 、

で あ る。永遠 の進 歩 を阻む 障 害物 は， だ れ も

ひ と りで歩 む必要 は な い とは っ き り知 った時

に， 捨 て去 る こ とが で きる。神 の助 けが あ れ

ば で きない こ とは ない と知 った時 に， 幸福 の

第一 歩が 始 ま るの であ る。

私 た ちが その よ うな幸福 な 日々 をめ ざ して

努 力 し， それ を知 るこ とが で きる よ うに ，心

か ら祈 って い る。神 は確力.・に生 きて お られ る。

私 た ちの祈 りを聞 いて答 え て下 さ る。私 は そ

の こ と を証 申 し上 げる。 イエ ス ・キ リス トの

み 名に よ り， ア ー メン。



みた まは生命を与える

戒めは私たちを霊的に整え，神と共に住めるようにする律法である。そのた

めに私たちは戒めを守るのてある

七 十 人 第一 定員 会 会 員

ロ ー レ ン ・C・ ダ ン

末 瞠 徒仁 ス.キ リス ト教会の特徴は・
み た まの勧 め と導 きに よ って救 い主 が こ

の教会 を治め て お られ る こ とで あ る。

教会 の責 任 に召 され てい る人 々は， 本 来の

能 力 を補 い， あ る いは能 力以 上 の こ とをす る

ため に， よ く祈 り，み た まの霊 感 を求 め る。

そ して，教 会 が この地 上 に存在 す る時 は いつ.

で も，導 き手 で あ るみ た まの顕 わ れが あ る。

これは，指 導 者 自身 の過 去 の経 歴 を問 わず ，

必ず 目にす る こ とで あ る。

その典 型的 な例 が， 新 約 時代 の偉 大 な予 言

者 パ ウ ロ と， 教会 の 第2代 大 管長 ブ リガム ・

ヤ ン グであ る。パ ウロ はパ リサ イ 人で， ガマ

リエ ルの弟 子 で あ った。 また，ユ ダヤ参議 院

(サ ン ヒ ドリン)の 議 員 で もあ っ た。 もしあ

る人が パ ウ ロの仕 事 を知 識や 学 問 を結 集 した

もの で ある と考 え るな らば， そ れ も確 か で あ

ろ う。 しか しパ ウ ロは改宗 後 ， この よ うな考

え方 をは っ き り と区別 して い る。 そ して コ リ

ン ト人へ の手 紙の 中で こ う述 べ た。

「ところが
， わ た したちが 受 け たの は， こ

の世 の霊 では な く，神 か らの霊 で ある。 そ れ

に よって， 神 か ら賜 わ った 恵み を悟 るため で

ある。

こ の賜 につ いて語 るに も， わ た したちは

人間 の知 識 が教 え る言葉 を用 い ない で， 御霊

の 教 え る言 葉 を用 い， 霊 に よって 霊の ことを

解 釈す るので あ る。」(1ゴ リン ト2：12-13)

一方
， ブ リガム ・ヤ ン グは分別 が あ り， し

か も徹 底 した実務 家 であ った。彼 は工 芸職 人

であ ったが ，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの死後 ，

教 会 の第2代 大 管長 とな った。彼 は聖徒 たち

を道 な き荒 野へ 導 き，飢 えか ら守 り，砂 漠 に

花 を咲 かせ て新 しい生 活 を築 い た。(イ ザ ヤ

35：1参 照)宗 教生 活 と神へ の奉 仕 におけ る

実 務面 の大切 さ を認め なが らも， この予言 者

は ，次 の よ うに語 って い る。

「目， 耳，手 な ど五感 は欺 くこ とが で きる。

しか し，神 の み たま を欺 くこ とは で きない。

み た まに霊 感 され る と， 全 身は知 識 に満 た さ
うんばく

れ ，霊 の 眼 で物 を見， 人の 力で は論駁 す る こ

とので きないことを知 るようになる。」(ノoπ挽 α1

q!酬s60%駕 θs「説教集 」16：46)

これ らふ た りの偉 大 な予 言者 の生涯 か らわ

か る ように， 言葉 以上 に， み た まか らもた ら

され る力 と強 さを見 いだす こ とが必要 であ る。

私 た ちがみ た まにつ いて 語 る時， それ は聖

霊 の賜 の こ とを指 してい る。 キ リス トの光 は

世 に 来 るすべ ての 人 を照 らすが， 聖霊 のみ た

まは それ よ りさらに大 きな もの で あ る。聖 霊

は神会 の 第3番 目の御 方 であ り， 霊 の御方 で

あ る。聖霊 は御 自分の こ とは語 らず， ただ万

人に イエ スが キ リス トで あ り，神 の御 子 で あ

る こ とを証 し， 人に主 のみ 旨 とみ こ ころ を伝

える。(ヨ ハ ネ16：13-15参 照)聖 霊 は 人の身

と霊 を清 め る力 を持 ち， またみ た まの賜 の源

で もあ る。エペ ソ書 にあ る よ うに， 主 はひ と

つ ，信 仰 は ひ とつ ，バ プ テスマ は ひ とつ で あ
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るが(エ ペ ソ4：5参 照)'こ の聖霊 の 賜 もひ

とつ の方法 で しか与 え られ な い。バ プテ スマ

も聖霊 の賜 も， 正 しい権 威 が あ って初 め て受

け るこ とが で きる もの で あ る。そ の こ とは，

パ ウロが エペ ソへ旅 を した時 には っ き りと示

して い る。つ ま り， パ ウ ロはバ プ テ スマ を受

けた 人に もう一 度バ プテ スマ を施 し，聖 霊 を

授 け てい る。(使 徒19章 参 照)

聖霊 の みた まは， この福 音 が イエ ス ・キ リ

ス トの福音 で あ るこ とを人に証 す るが ，聖 霊

の賜 はバ プテ スマ を受 け て教 会 に 入 ってか ら

で ない と授 け られ な い。 ただ し， 真理 を求 め

て心 か ら祈 る人は， 平安 と確 信 を得 る こ とに

よって それが わか る。聖 典 に は こ う記 されて

い る。

「然 り
， 見 よ， わ れ今 汝に 来 りて 汝の心 の

中 に留 るべ き聖 霊 に よ りて汝 の智 と情 に告 げ

ん とす。」(教 義 と聖 約8：2)「 これに よ りて

汝 にその正 し きを感ぜ しむ。」(教 義 と聖約9

：8)

ある 人々は， 私 た ちがや が て受 け る最：後の

裁 きと報 いは ， どれ だけ 多 くの律 法 と戒 め を

守 ったか， また どれ だけ 多 くの律 法 と戒 め を

守 らなか ったか に よる と考 えて い る。 あ る意

味 でそれ は正 しい。 しか し， それ だ け では戒

め を守 る こ との もっ と大 きな霊的 な 目的 が失

われて い る。 私 は若 い頃 ，バ ス ケ ッ トボー ル

に 熱中 して いた。 寝 て も覚 め て もその こ とば

か りで， 時 間が あれ ば練 習 を した。 す る と次

第に，頭 で考 えな くて も動 きが取 れ るよ うに

なって きて， 体 も気持 ち も反 射 的 に動 け るよ

うにな った。 練 習 を重 ね た結 果， それが す っ

か り自分 の 身につ いた の であ る。

これ と同 じよ うに，私 たち は霊 的 な状 態 を

整 え るため に福音 の教 えや戒 め を守 って い る。

問題は どれ だけ 多 くの律 法 を守 ってい るか い

ないか で はな い。私 た ちが戒 め を守 るの は，

それが み た まを支配 す る法 則 だか らで あ る。

みた まは私 た ち を清 め， 私 た ちの霊 的 な状 態

を整 えて，や が て私 た ちが神 の住 む王 国 に行

け るよ うに して下 さ るの であ る。聖 典 に は次
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の ように記 されている。 「わが 汝 らに 与 え たる

律 法， す なわ.ちキ リス トの律 法 に よ りて聖め

られ ざ る者 た ちは別 の王 国… … をつ が ざ るべ

か らず 。」(教 義 と聖 約88：21)み た まを支配

す る律 法 は まさ し く教会 を治 め る律 法 で もあ

る。また，予 言者 をは じめ ，.他の管理 の職 に召

されて い る人 々 を喜 ん で支持 す る者 に は， あ

ふ れん ばか りのみ た まが 注が れ るの で あ る。

確 か に， み た まは私 た ちの生活 に 活 力 を与

え るこ とが で きる し， また私 た ち も生活 の 活

力 を得 るよ うに しなけれ ば な らな い。 そ して

私 た ちは みた まに関 す るは っ き り とした証 を

持 た なけ れば な らない。 私 た ちは， キ リス ト

の律 法 と戒 め を守 るすべ て の人 に約 束 され て

い るみ た まの賜 に は， い ろい ろな もの が あ る

こ とを心 に留 め るべ きで ある。

私 た ちは戒め を守 り， 信仰 の祈 りに よ って

み た ま を求 め なけ れば な らな い。ふ さわ しい

状 態 で聖 餐に あずか るこ と もその ひ とつ であ

る。 そ うす れ ば 「御 子 の 『みた ま』」を受 け る

こ とが で き る。(教 義 と聖 約20：79参 照)

かつ て， モ ーサヤ の 息子 だ ちは レーマ ン人

へ の伝 道 の準備 の ため に断 食 と祈 りを して，

主 のみ た まが 少 しで も 自分 た ちの上 に 注が れ

る よ うに願 った。 その祈 りの答 えが こ う記 さ

れ て い る。「それ で主 は 『み た ま』をか れ らに

与 え，安 心せ よ と言 いた も うたの でか れ らは

それ で心 が安 らかになった。」(ア ルマ17：10)

主 が み た まに よって あな たに 同様 の経 験 を与

えて下 さる な らば， あな たは どん なに 大 きな

安 ら ぎを感 じるこ とであ ろ うか 。

予 言者 アル マ はこう言 っている。 「わ が教 会

の兄弟 諸 君 よ。私 は あな たた ちに 聞 くが， あ

な たた ちは今 日霊 に よ って生 れ神 の子 に な っ

て い るか 。 あ なたた ちは神 の御 姿 を自分 の身

に受 け てい るか。 あ なた た ちは今 言 った よ う

な大 きな改心 をす で に感 じて い るか。」(ア ル

マ5;14)

アルマ は， 教会 員 は聖霊 の 賜 を授か って い

るだけ でな く，大 いな るみ た まの 清め の 力 を

も受 け てい る とは っ き りと述 べ て いる。 霊 に



よって生 まれ，新 たに 生 まれ変 わ る時 に， そ

れが ど っい っこ とか わ か る とアル マは 述べ て

い る。 アル マ は，心 の持 ち方や 気持 ちが良 い

方 に変 わ り， 外 見 が キ リス トの姿 に似 は じめ

る と青 った 。
と も

この聖 霊の 賜 は何 と頼 もし く力 強 い伴 侶 で

あ ろ う。確 か に，救 い主の教 えに立 ち返 って

そ の律 法 を守 るすべ て の 人は みた まに よって

癒 され る。(IIIみ 一 フ ァイ9：13参 照)彼 らは

キ リス トの 思 い を持 ち(1コ リン ト2：16参

照)，神 の性 質 に あず か る者 とな り(IIペ テ 白

1：4)， キ リス トの御 姿 を 自分 の 身 に受 け る

(アルマ5：14参 照)よ うに な るの であ る。

実 に この福 音 は，パ ウ ロの 言 うよ うに ，言 葉

だ けで な く， 聖 きみた まの 清め と人の 身 と霊

を高 め る力 とに よって伝 え られ るの であ る。

(1テ サ ロニ ケ1：5参 照)

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスの死 後， ブ リガム ・

ヤ ン グは夢 を見 た 。 その夢 の 中に ジ ョセ ブ ・

ス ミス が現 われてこ う助 言した。「兄弟 た ちに，

聖霊 が訪 れ た時 に受 け 入れ るこ とが で きる よ

うに， 自分 の信仰 に対 して心 を開 いて お くよ

うに伝 え な さい。主 の み た まはほ かの霊 とは

明 らか に異 な って い る。主 の みた まは人々 の

心 に静 か な平安 と喜 び を もた らし， 心 か ら悪

意 と憎悪 と争 いな どの あ らゆ る悪 を取 り去 る。

そ してす べ て の願 いが善 を行 ない， 義 を もた

ら し，神 の 王 国 を築 くこ とへ とつ なが ってい

く。兄弟 た ちに，主 の み た まに従 えば ，道 を

踏 みは ずす こ とは な い と教 えな さい。 人 々に，

み た まを失 りこ とが ない よ りに告 げ な さい。」

(エ ル デ ン ・J・ ワ トソ ン編，1瞼 ηπso吻'

.餓s'oη(ザ8万g勿 挽}ζoπηg「写本 ブ リガム ・

ヤ ング伝 」pp.52930)

最 後 に，教 義 と聖 約 か らひ とつ読 ん でみ た

い 。「故 に，汝 らの心 誠 心誠 意神 に向 わんがた

め に， 汝 ら 自ら聖 くせ よ。 さらば， 汝 ら神 を

見 るの 時 あ らん。 そは ，神 そ の面 を汝 らに現

わす べ けれ ば な り。而 してそ は神 の時 ，神 の

欲す る まま， 神 の 旨に よ りて起 るべ し。」(教

義 と聖約88：68)

この ように， み たまの働 きの最 後は， 私 た

ちが 救 い主 であ1り蹟 い主 であ る イエ ス ・キ リ

ス トに 直接 まみ え るこ とが で き る ようにす る

こ とで あ る。

予 言者 に 忠実 で，神 のみ 言葉 に祈 りを もっ

て従 うな らば，必 ずみ た まの 力 を得 るこ とが

で きる。みた まの影 響 力は，私 た ち を清 め，霊

的 に整 えて， 私 た ちが 主 に直接 まみ え， 入 と

人 とが語 る ように語 り，神 の王 国す な わち 日

の光 栄 の王 国に住 め る よ うに備 えて くれ るの

で あ る。

聖 霊 の証，

それ を知 る人 か ら伝 わ り，

私 を再 び高 きあ なたに近 づ けた，

魂 の 父 よ。

彼 らの証 を聞 く，

私 の心 をみた まが満 た し，

闇は去 り， 義 は力 を得 る。

告 げ るの は， 汚れ な き真 理 。

あ なたは 天に お られ る。

救 い主 は 治め てお られ る。

予 言 者は語 る，

私 た ちの 永遠 の 恵み を願 いなが ら

聖 きみ た まは すべ ての疑 い を取 り去 り

人の心 を照 らす。

万 人 に言 う。 「我 に立 ち返れ ，

我 が 大 いな る計画 に従 え」 と。

眼は 濡れ， 心 は あふれ，

み た まは今 も語 る。

ああ， 主 よ，私 の生 活 を新 たに し，

私 の 胸に 留 ま りた まえ。

証 は心 を満 た し，

日々 の痛 み を和 らげ る。

一 瞬， 天 国の 景観 が

限前 に留 まる。
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私 た ちが 人の世 の 言葉 を越 え， この詩 の大

いな る精 神 を理 解 す る こ とが で きる よ う，主1

の 助 け を祈 る 次 第 で あ る。 イ エ ス ・キ リス トの

み 名 に よ り申 し上 げ る 。 ア ー メ ン 。

大会の光景
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愛が必要てある

現代人は愛する能力を失っている。イエスが警告されたように，愛が冷やか

になることは末 日の特徴である

七十人第一定員会会員

セ オ ドァ ・M・ バ ー トン

.兄 弟姉妹 な らび に・友 人の皆 さん・ 大管長

会か らこの 大会 で話 す よ うに依 頼 され た

時， 私 は 「ヨー ロ ッパ の 人々 に とって今 一 番

必要 な メ ッセー ジは何 だ ろ うか 」 と考 えて み

た。 この大会 の模 様 は ヨー ロ ッパ で も放 送 さ

れ る こ とに な って い るの で， その こ とにつ い

てお 話 したい と思 う。 また， ヨー ロ ッパの 人

人 に とって最 も必要 な こ とは， 取 り も直 さず

全世 界 の人 々に 必要 なこ とで あ る。

ヨー ロ ッパの 人 々が今 最 も必 要 と して い る

こ とは， ま こ との愛 の 原則 につ いて学 ぶ こ と

で あ る。私 は き ょ う， 利 己心 を な くす ため の

愛 につ いて お話 した い と思 っ。 まこ との愛 は，

世 界 を包み 込ん で い る よ うに思 わ れ る現代 の

利 己的 な考 え とは ま った く相反 す る考 え方 で

ある。 利 己心は 互 いの 人 間関係 をゆが め， 家

族 の絆 さ え も弱 め て しま うか らであ る。

ま こ との 愛の 基 は無 私 の心 に あるが ，現 代

の世 の 中で は， その こ とが よ く理解 され て い

ない よ うであ る。現 代 人 は愛す る能 力 を失 う

て い る。 イエ スは， 末 日の特徴 のひ とつ は 人

人 の間 か ら愛が 次 第 に失 われ て ゆ くこ とで あ

る と警告 され た。 「不法 多 くなるが故 に多 くの

人の 愛 ひや や か にな らん。」(ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス1：10。 マ タイ24：12も 参照)主 が述べ ら

れ た この 不法 は，個 人の利 己心 に根 ざして い

る と，私 は思 う。人 々の 間に愛 が失 わ れてい

くの もこの理 由 にほか な らな い。

また イエ スは， 末 日の不 法が は なは だ し く
う

増長 し， 「為 し得べ くんば，誓約 に よりて選 民
だま

た る真 の選 民 を も騙 さん とす るな り」(ジ ョセ

ブ ・ス ミス1：22。 マ タイ24：24も 参 照)と

警告 してお られ る。私 は この言 葉 を，主 と誓

約 を交 わ した，最 も忠実 な聖徒 た ちで さ え も，

現 代 の思 想 に脅か され， あ るいは 汚染 され る

時が 来 る とい う意 味 に理解 して いる。 その た

め， 主 の再 臨が早 くなけ れば， いか な る人 も

この 潮流 に押 し流 されず に立 って い られな い

こ とだ ろ っ。

この よ うな現代 社会 の 利 己主 義 こ そ，世 の

人 々の不 幸 な生 活の 大 きな原 因 とな って いる

よ うに思 われ る。 それは私 たちの毎 日の仕事

に も見 られ る。例 えば，仕 事 を紹 介 され た時，

そ の仕事 が どれ だけ 人の ため に な るか尋 ね る

人 はまれで，まず 頭 に浮か ぶ のは， 「この仕事

は私 に とって どれ だけ好都 合 か」 とい う考 え

で あ る。給 料が安 す ぎる。 引っ越 してほか の

町 に住 む なん て私 には で きない。旅 行 は いや

だ 。机 にす わ りき りは ごめ んだ。 勤務 時 間が

長す ぎ る。また，働 き始 め る前に， 「退職 金 は

い く らも らえ るだ ろ う」 と考 える者 もい る。

難iしい仕 事 を きらい， ただ安 定 のみ を求め て

仕事 を選 ぶ とい う具 合 であ る。

まず 若 人の皆 さんに， 男女 交 際 をす る時 の

利 己的 な態 度 につ いて お話 した い。 そ もそ も

デ ー トの 目的 は何 であ ろ うか。相 手 が将 来 ど

の よ うな伴 侶 に なるか を互 いに よ く知 り合 う

こ とでは ない だ ろ， か.。相手 の性 格や 趣味 ，
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へ

才能 ，能 力 を知 る こ と.では ない だ ろ うか 。 そ

れ とも， デー トは単 に欲望 を満 足 させ る機 会

にす ぎない のだ ろ うか 。 人 は皆 一 度 は この 問

いに 自分 で答 え なけ れば な らな い。 その確 か

な道 しるべ とな るの が，救 い主の 次 の よ うな

み言 葉 であ る。 「われ重 ね て汝 らに告 ぐ，汝 ら

皆 己が身 の如 くに兄弟 を思 うべ し。」(教 義 と

聖糸勺38：25>

交 際期 間 中に この 非利 己的 な愛 を実 践す る

こ とほ ど， 結婚 生 活 に とって 必要 な もの は な

い。 ロマ ン スだけ を求 め る 人は，す ぐに現 実

の結婚 生 活 を見 て， それ に耐 え られ な くな っ

て しま う。 とこ ろが本 や雑 誌 では この ロマ ン

スや 物質 的 な喜 びのみ が強 調 され て い る。広

告は それ をア ピー ル し， 映画や テ レビで も繰

り返 し放 映 され てい る。 ま さに ポル ノ文学 の

宣伝 手段以 外 の何 もの で もないの で ある。 人

人は す っか りそれ に慣 らされ， 個 人的 な満 足

を得 るこ との み を期 待 す る気持 ちが ふ くらん

でゆ く。 この よ うな個 人 の利 己心 こ そ世 界的

に離婚 が増加 して い る主 な原 因で あ る。

自分 の満 足 のみ を追 求す る気 持 ちが 強 くな

って くる と，結 婚生 活 に一 致が な くなっ て く

る。 自分 の こ としか 関 心が な い夫婦 は 意志 の

疎通 が うま くい か な い。意 志の 疎通 が うま く

いか ない と， それ は まこ との愛 を養 う上 で大

きな障害 とな る。 そ して夫 婦の 間 に意志 の 疎

通が な くな る と子供 を生 む こと も後 回 しに さ

れ， さ らに重大 な 罪で あ る堕胎へ と走 る よ う

にな る。 この こ と もそ の根底 に あ るの は利 己

主義 であ る。 レ ビ記 に は，子 供 を鉄 で で きた

モ レ クの神 に捧 げ た当 時の偶 像礼 拝 者 の こ と

が記 されて い.る。 この 記事 を読 む と身震 い が

す る。 ところが， 現代 人は堕 胎 に よ って 自分

の子 供 を利 己的 な物 質主 義 とい う偶像 のい け

にえ として 捧げ てい る。 は た して， 堕胎 につ

なが る利己心 を持 って いて神 の 目に 背 いて い

ない と言 えるの だ ろ うか 。

ヨー.ロッパ で は， 家族数 に制 限が あ って，

夫婦 で子 供 を2人 以上 持 つ と隣 人や 友 人か ら

白い 目で見 られ る とい う状 態 が ある。 あ る国
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では産 児制 限 と堕胎 が 当 た り前 の こ ととされ，.

人 口が 下 降線 をた ど り始 め て い る。 その上 ，

多 くの主婦 が， 家や 車， カラー テ レ ビ， 豪 勢

な旅行 の ため に外 に 出て働 いて い る。 その よ

うな夫 婦 に とって， 子供 は不 要 のお 荷物 ，余

計 な 出費 にす ぎないの であ る。

子供 が ほ し くなければ ， どう して 結婚 をす

るの だ ろ うか。 お互 い に飢 きて きた ら相 手 を

変 え れば いい と思 って い るのな ら， なぜ わ ざ

わ ざ結婚 の重荷 を負 うの だ ろ うか。 自己満 足

だけ を求め て い る人に， ど うして 貞節が 必要

なの だろ うか。 人間 が 自分 の快 楽 と満 足 しか

興 味 を示 さな い世 にあ って， 真理 の 回復 が 必

要 だ とす れ ば， それ は今 をおい てほか に な い。

今 日， ヨー ロ ッパ だけ で な く，世 界各地 で

多 くの 人 々が互 いに争 い合 い， 敵対 して い る。

その様子 を見 る と， イエ スが絶 えず愛 の 必要

性 を強調 され たわけ が よ くわか る。 イエ ス ・

キ リス トの福 音 は愛 の福音 であ るユ.し か し，

特 に隣 人の争 いや 家族 の 中の いが み あい が 日

常茶 飯事 の こ ととな って い る現 在， この よう

な愛 の あ る生 活 を営 む こ とは， 決 して容 易 で

は ない。 人 々は これ まで傷 つ くこ とが あ ま り

に も多か ったため に， 他 人に対 して常 に 警戒

す る よ うに な って きた。 自分 の周 囲 に堅 い壁

をめ ぐら し， なか なか 中へ 入 れ よ う と.しな い。

彼 らは愛 につ い て学 ぶ こ とが必 要 で ある。

家庭 の不 和 は妻子 の虐待 に通 じる。 これ も

また個 人の わが ま まか ら来 る。 これ は世 の 中

だけ で な く， す でに教 会の.中に も忍び 込 んで

い る。教 会 の急速 な発 展 に伴 い，私 た ち は ま

す ます愛 につ い て教 える こ とが 急務 とな って

い る。そ の ために も，教 会 指導 者 は ホーム テ

ィー チ ャー を通 じて担 当家族 を見守 るよ う勧

め な けれ ば な らない。聖典 には こ う記 され て

い る。「教 会員 を守 護 し，彼 ら と共 にあ りて 彼

らを強 くす べ き もの とす。
よこしま

また教会 員 の 中に邪 曲 な きよ う， 互 いの 間
かたくな

に頑 固な る こ との な きよ う， また虚 言， 蔭 口，

悪 口な ど もな き様 注意す べ きもの とす 。」(教

義 と聖 約20：53-54)」



イエ スは 純粋 な無私 の愛 か ら， 私 た ちの た

め に命 を捨 て られ た。 イエ スが もし も今 日の

私 た ちの よ うに利 己的 であ った とした ら， 瞭

罪 は なか った であ ろ う。私 たち は永遠 に神 の ，

み 前か ら絶 ち.切られ て， 肉欲 と悪 徳 の真 っ た

だ 中に 取 り残 され て い たこ とだ ろ う。 しか し，

イエ スは利 己的 では なか っ た。 イエ スは， す

べ ての 人 が 人生 で幸 福 と大 きな喜 び を見 いだ

す こ とが で きる よ うに道 を備 え て下 さった。

しか し， その喜 びは無 私 の愛 に よ る主 の 方法

で しか もた らせ ない の であ る。

私 は今， イエ スが なぜ あ の よ うに論 争や 争

い を しない よ うに と強調 された のか が よ くわ

か る。 争 い は神 では な く悪魔 か ら来 る。 現代

の予言 者 が神 と交流 を持 た なけ れば な らな い

わけ も，私 には よ くわか る。神 の子 供 た ち を

真 理 と正義 に導 こ う とす る予 言 者 た ちの努 力

が わか る。彼 らの言葉 は， た とえ 人気 を博す

こ とが な くて も， 必 要 なの であ る。なぜ な ら，

これ をお いて ほか に幸福 に通 じる道 はな いか.

らで あ る。 教会 の 内外 を問 わすす べ ての方 々

に 申 し上 げた い。今 私 たちが 住 んで い るのは

末 の時 代 で，愛 が冷や や か にな って い る時 代

であ る。 これ らの 警告 の声 に聞 き従 わな い人

人 は， 自 ら滅 びに備 えてい る こ とに な る。 イ

エ ス ・キ リス トはや が て力 と栄光 を もって来

臨 され る。主が 来 られ る時， 神 を愛 し，互 い

に心 と体 力 と精 神 と力 を尽 くして愛 し合 うこ

とを実 践 して い る人々 だけ が命 を救 われ るこ

とだ ろ っ。

私 は，神 が生 きてお られ， イエ スが よみ が

え られ たキ リス トであ る こ とを証 す る。神 は

現 在 も，神 よ り召 され て物事 の真 理 を知 って

い る予 言 者 たち を通 じて私 た ちに語 って お ら

れ る。 ど うか， 彼 らの 言葉 に耳 を傾 け ていた

だ きた い。 イエ ス ・キ リス トの み 名に よ り申

し上 げ る。 アー メ ン。

大会 の説教 に聴 き入 る聖徒 たち
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「私 の こ とUや な い の よ 」

悲 しい こ とだが ，主 が約 束 さ'れた慰 め と赦 しの 祝福 が 自分 に対す るも の であ

る とい う ことを信 しられ な い人 々 がい る

七十 人 第 一 定 員会 会 長

マ リ：オ ン ・D・ ハ ン ク ス

き よっ・私 は 感謝 の証 を述 べ た い と思 っ・
数 日前 の夜 に開か れ た家 族 の集 ま りで，

きょ うは私 た ちの母 親 の誕生 日だ とい う話 が

出た。 夜，私 は これ まで どれほ ど多 くの世 代

が互 いに助 け合 い， 教 え合 って きたか考 えて

みた。 そ して私 た ちは互 いに愛 し合 い， 感謝

し合 うべ きだ と思 った 。私 の甥 の ひ と りが ，

あ る時 自分 の幼 い 娘が 本 を読 む 時 に 自分 そっ

くりに人差 し指 を湿 ら して絵 本 をめ くって い

るの を見 て， び っ く りした と話 して いた。 実

を言 えば， その 娘 は左 手の指 を湿 らして， 右

手の指 でペ ー ジ をめ くってい たの で あ る。 こ

の こ とか ら，私 は 改め て模 範の 力 の大 きさ を

痛感 し， さ らに私 た ち と同様 ， 彼女 も まだ ま

だ た くさんの こ とを勉 強 しなけ れ ば な らない

とい っこ とが よ くわか った次 第で あ る。

その晩， 私 は大 き くな った愛 す るふ た りの

娘 を見て いて， 昔 の ひ とつ の 出来事 を思 い出

した 。 そめ こ とを中心 に き ょ うの話 を進 めた

い と思 う。私 は その 出来事 を思 い出す た びに

つ い涙 っぼ くな る。 ち ょ うど， 下 の娘 が生 ま

れ たばか りの頃 で当然 の こ となが らみ ん なか

ら可 愛が られ て いた。 それ まで私 は上 の娘 を

「王女 さま」 と呼 んで いた
。 しか し よ く考 え

て み る と，2番 目の娘 もそ の称号 を受 けて し

か るべ きで ある。どうせ なら2番 目の 娘 も 「王

女 さま」 と呼ぶ の が よいだ ろ う と考 えた。

そ ん なあ る 日，私 は上 の娘 に 「さあ， 王 女

さ ま， 一 緒にマ マ のおつ か いに行 こ う よ」 と

呼 び か けた。 しか し娘 には 聞 こ えな い様子 で

あ った。 そ こ で妻 が 声 をかけ た。 「パ パが 呼

んで い ます よ。」

す る と， 娘 は見 るか らに悲 しげな様 子 で，

「で も，私 の こ とじゃな いの よ」 と答 え たの

であ る。 私 は胸 を引 き裂か れ る思 いが した。

私 は今 で も， 娘 が 自分の こ とじゃ ない の よ，

と言 った時の娘 の 声 と顔の 表情 をは っ き り と

覚 えて い る。

神 はすべての子 供 た ち を愛 してお られ，決 し

て愛 す る こと を止め た りな さ らない。 また私
.たちに絶 えず望 み をか け

， 手 を差 し伸 べ て待

って お られ る。私 もそれ を信 じる者 のひ と り

で あ る。 イザ ヤ書 に は こ う記 され て い る。

「それ ゆ え
，主 は待 ってい て， あ なたが た

に恵 み を施 され る。 それ ゆ え， 主 は立 ちあが

って ， あな たが た.をあわれ まれ る。」(イ ザ ヤ

30：18)

しか し私 は これ まで長年世 界各 地 を訪 問 し

て，神 の立 派な子 供 た ちの 中に も，主 が 自分

た ちに心 を掛 け てお られ る とい うこ とを心 か

ら信 じる こ との で きな い人々が いる こ と を知

った。 彼 らは，主 が慰 め と赦 し と平安 の 源 で

あ る こ と， また主 を求 め， 扉 を叩 き， 主 の愛

を受 け 入れ なけ れば な らな い こ とを知 って い

なが ら， 主 の約 束 され た祝 福 が 自分 た ちの た

め にあ る こ とを窮 地 の最 中 にあ って もなか な

か信 じよ うと しな いの であ る。 あ る人 々は神

と 自分 の良 心に 反す るこ とを した後 で心 か ら
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後 悔 はす るが， 喜 ん で 自分 自身 を赦 そ うとせ

ず ， また， 神 が赦 して下 さる こ とをなか なか

信 じよ う と しな いで か え って障害 物 を設 け て

い るこ とが あ.る。 そ して時折 ，心 か ら赦 し，

心 か ら忘 れ， 心か ら喜 ぶ こ とをなぜ か渋 った

りして， そ れが 引 き返 す 時 の大 きな障害 とな

って いる こ とが ある。

主 の計画 と約束 は聖 典 に は っ き りと記 され

てい る。 こ の計画 の真 髄 は，今 朝 ほ ど合 唱 団

が歌 っ た感 動 的 な歌 に も述べ られて い る。 そ

の歌詞 の告 げ る聖 句 は次 の通 りであ る。

「神 は その ひ と'り子 を賜 わ ったほ どに
， こ

の世 を愛 して下 さ った。 そ れは御 子 を信 じる

者 が ひ と り も滅 びな い で， 永遠 の命 を得 るた

め で あ る。

神が 御子 を世 につ か わ された のは ，世 をさ

ば くため で はな く，御 子 に よ って， この世 が

救 わ れ るため で あ る。」(ヨ ハ ネ3：16-17)

キ リス トが 来 られ た のは， 私 た ち を救 うた

め で あ った。 そ の こ とを よ く理 解 して いた ひ

と りの子 言 者は ， その 計画 を 「贈 いの 計画 」

「憐…みの 計画 」 「幸福 り 計画.」(ア ル マ42：13
，

15，16)と 呼 ん だ。.主は字 句に のみ 捕 われ て

いた パ リサ イ人た.ちに， 「迷 った小 羊 」， 「失 く

した 銀貨 」 「放 蕩 息子 」な どのた とえ話 を して，

神 の子 供 た ちす べ て に価値 が あ る こ とを述 べ，

「罪 人が ひ と りで も悔 い改 め るな ら
， … …大

きい よろ こびが， 天 に あ るであ ろ う」 と言 わ

れ た。主 は また， 自分 の悪行 に 気づ い て戻 っ

て来 た息子 を憐 れみ ，走 り出て迎えた父親の心

情 を私 たち に教 えて お られ る。(ル カ15：3-

32参 照)こ の よ うな数 々の教 えの 中に， 私 た

ちは互 いに どう交 わ るべ きか ， さらに私 た ち

は主 に対 して どの よ うな責 任 が あ るか とい っ

た点 で主 の愛 と期 待 をよ く知 るこ とが で きる。

パ リサ イ 人 シモ ンの家 で， 涙 で主 の 足 を濡

らし， 髪 の毛 で 足 をぬ ぐい， そ れか ら香 油 を

塗 った女 の こ とを思 い 出 してい ただ きたい 。

(ル カ7：37-39参 照)ま た救 い主 は， 金貸

しとふ た りめ 男 の話 を して， 批判 的 な シモ ン

に教 え を説 いた。 「『あ る金貸 しに金 をか りた

人が ふた りいたが， ひ と りは五 百デ ナ リ， も

うひ と りは五 十デ ナ リを借 りて いた 。

と ころが， 返す こ とが で きなか ったの で，

彼は ふた り共 ゆ る してや った。 この ふた りの

うちで， どち らが 彼 を多 く愛す るだ ろ うか 』。

シモ ンが答 え て言 った， 『多くゆるして もら

った ほ うだ と思 い ます 』。 イエ スが言 われ た，

『あ な たの 判 断 は正 しい』
。」(ル カ7：41-

43)

それか ら主 は その女 の こ とをこ う言われ た。

「この女 は 多 く愛 したか ら
， その 多 くの 罪は

ゆ る され て い るの で ある。 少 しだけ ゆ るされ

た者 は， 少 しだけ しか 愛 さな い』。

そ して 女 に， 『あなた の罪 はゆ るされた』と

言わ れ た。… …

『あ なた の信 仰 が あなた を救 った の です
。

安 心 して 行 き な さ い』。」(ル カ7：47-48，

50)

当 然の こ となが ら， こ こでは 罪 その もの を

い さ さか も認 め ては いな い。女 はす でに改 心

し，心 か ら悔 い改 めて い たので， これか らは

主 の戒 め に従 い，赦 しを受 け入 れ るこ とだ ろ

う。 そ して， 天 に も地 に も喜 び があ る こ とだ

ろ う。

モ ルモ ン経 の予 言者 アル マの こ とは， 昨 日

もここで 述べ られ た し， 皆 さん もよ く御存 じ

であ る。 ア ルマ はこ の原則 を勇 気 と類 まれな

愛 情 をもっ て教 えた。 アル マは 彼 自身偉大 な

予 言 者の 息子 で あ りなが ら， 若 い数 人の仲 間

と重 大 な罪 を犯 して いたが， 天使 の訪 れ を受

けて 良 い道 に立 ち返 った。 こ うして悔 い改 め

て生 まれ 変 わっ たア ルマは， 主 の ために働 く

力強 い指 導者 となっ たの であ る。彼 は 「罪悪

は決 し.て幸福 を生 じたこ とは な い」(ア ル マ

41：10)と 述べ ，心 か ら悔 い改 め た者に赦 し

を もた らす 「憐 み の計 画」 につ いて 感謝 を述

べ な が ら証 した。(ア ルマ42：15参 照)彼 は

民 の指 導 者 として断 固正 義 を守 り，悔 い改 め

て悪 か ら離れ た 人々 に温か い愛情 を注 いだ。

アル マは， 道徳 上 の重 大 な過 ち を犯 した息子

を含 むすべ て の子供 た.ちに ，.罪が もた らす 苦
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悩うゴさらに悔 い改 め と.赦しに よ って もた らさ

れ る言い尽 くせ ぬ喜 びに つ いて 説明 した。

「わが子 よ， お前 に 言 う、が， 私が その時 に

感 じたほ どの劇 烈 な苦痛 が この世 に また とあ

ろ っか 。 また その時 に感 じたほ どの甚 し く美

しい喜 びが この世 に また とあ ろ うか 」。(ア ル

マ36：21)

気取 っ た ところの まった くない この偉 大 な

高潔の士 は， や がて 最初 ，大 判事 ， 大祭 司 と

して教会 を治め るよ うに な った 。彼 は 「身 も

霊 も劇 烈 な苦 痛 を感 じ， 主 イエ ス ・キ リス ト

に憐 れ み を願 い求 め て祈 り， 身 も霊 も安 らか

に」(ア ルマ38：8)な った 。そ こで 大勢 の 人

人 が主 に立 ち返 って戒め を守 り， 「悔 い改 め を

す る人々に 及ぶ」(ア ルマ42：23)憐 れ み を

受 け られ るよ うに力 と愛 をもっ て教 えた の で

ある。

これ は聖 典 を貫 くメ ッセー ジ であ る。 気高

い青 年予 言者 ニー フ ァ イは，私 たち を励 まし

導 く悔悟 と，信 仰 の麗 しい歌 をニ ー フ ァイ第

二書 の4章 に記 して い る。 「と言 うものの，主

が その驚嘆 すべ き大御 業 を私 に示 した も うと

きに現わ れ る恩 恵 が大 きいの に も関 わ らず ，

私 は心の 中 で叫ぶ のである。 『ああ，私 は不 幸

な人間で あ る』 と。 まこ とに， 私 はわ が 肉体

の ために心 に憂 いが あ り， 自分 の罪 悪 の ため

に私 の心 は悲 しむ。

私 は非常 に たやす く迫 って くる誘 惑 と罪悪

との ため に取 り巻 か れ てい る。

故 に私が 喜ぼ う とす る と， 自分 の 罪 のた め

に私 の心は苦 しみに うめ く。 さ りなが ら，私

は今 までに 誰 を頼み に して い るか を知 って い

る。」(IIニ ー フ ァイ4：17-19)

ニー フ ァイは， 真 の後悔 は呪 いで は な く，

神 か らの恵 みで あ り， 祝福 であ る こ とも理 解

して いた。真 の後 悔 には 悲 しみ も苦 しみ もあ

るが， その 悲 しみに は意義 が あ り，前 向 きで

清 めの働 きの伴 うもの であ る。 そ して それは

「この世 の悲 しみ 」ではな く
， 「救 い を得 させ

る悔 改め に導」 く 「神 のみ ここ ろに添 うた」

悲 しみ であ る。(IIコ リン ト7：10)
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また， 主 は予 言者 エゼ キエ ル を通 して，神

の子 供 た ちが罪 の ために 苦 しむ の を決 して好

まな い と教 え られ た。主 が喜 ばれ るのは ，悪

人が その行 っ た悪 を離れ て」， 「自分 の命 を救

う」「よ うに な るこ とであ る と， エゼ キエ ル は

述べ て い る(エ ゼ キエル18：23，27-28)

使徒 パ ウロは コ リン トの聖徒 たち の行状 に

失望 し， それ を叱責 す る手 紙 を書 い た。 そ こ

で コ リン トの聖 徒 た ちは悔 い改 め た。 そ れ を

知 ったパ ウロは， 大 いに慰 め られ た と再 び手

紙 で書 き送 った。 「今 は喜 ん でい る。 それ は，

あ なたが たが 悲 しん だか らで はな く， 悲 しん

で悔 い改 め るに至 っ たか らで あ る。」(IIコ リ

ン ト7：9)

これ らの こ との ま とめ を， ア ルマ が気 ま ぐ

れな 息子 コ リア ン トンに語 った 言葉 か ら捜 し

てみ よ う。彼 は その力強 い 説教 を非常 に含 蓄

のあ る言葉 で締 め く くって い る。 この言 葉 に

よっ て救 われ る人 も多い こ とで あ ろ う。

「今 わが 子 よ
。私 は これか らお前 が これ ら

の こ とにつ い て心 を悩 ま さず ， ただ 自分 に悔

改め を させ る よ うな心 配 を以 て 自分 の罪 につ

いて心 を悩 ま して欲 しい。」(ア ルマ42：29)

全 能 の神 は，私 た ちが心 か ら悔 い改 め た な

らば ， 罪 を赦 し，忘 れ，二 度 と取 りあげ る こ

とはな い と約 束 され た。 そ して神 は， 私 た ち

が その罪 を建 設 的に， 感謝 しなが ら， 自己 を

へ り くだ らせ る もの として覚 え るよ うに 人々

に悔悟 の 念 を授 け て下 さった。 「どの ような さ

さいな こ とで も，神 の正 義 に さか らって， 自

分 の 罪 を弁 解 しよ う として は な らな い。む し

ろ，神 の正 義 と憐 み と寛容 とを 自由 に お前 の

胸 の 中に往 き来 させ て， 自分 の心 を地 に ひれ

伏 す ばか りにへ りくだ らせ よ。」(ア ル マ42：

30)

こ っして コ リア ン トン も また， み 言葉 を宣

べ伝 え る者 と して世 に 出て い ったの で あ る。

私 たち は指導 者 として，神 の最 も尊 くかつ

繊 細 な被造 物 であ る神 の子 をあ ずか っ てい る。

悪 か ら教 会 を守 る責 任 を果 たす 上 で， 私 た

ちは次 の こ とを よ く考 えてみ る必 要 が あ る。



「大虐殺 は原子 爆 弾 だけ が引 き起 こす の で

は ない。 大虐 殺 は ひ と りの 人間 が恥 辱 に さ ら

された時 に も生 じる。」(ア ブ ラハ ム ・ジ ョシ

ュ ア ・ヘ ッセル)

ジ ョセブ ・ス ミスは， 合 衆国 外 に住 む聖徒

た ちに 次の よ うに 書 き送 った。

「すべ て の 人は ぶ ど う園で働 く備 え をし，

少 しで も時 間 を取 って ，嘆 き悲 しむ 人 を慰 め，

失 意に あ る人 を励 ま し，背教 した 人 を改心 さ

せ ， 迷 う入 を連 れ戻 す よ うに して ほ しい。 ま

た， 教 会か ら切 り離 され た人 を再 び王 国 に招

き， 熱心 に働 き，義 の働 き をす るよ うに彼 ら

に勧 め てほ しい。 喜ん で事 に従 う者 た ちが 祝

福 を受 け る約束 の 良 き地， シオ ンの順 い に精

出す備 え を，心 をひ とつ に し， 思 い をひ とつ

に して行 な ってほ しい。神 の 目か ら見れ ば，

人間 は いつ の時代 に あ って も大切 な存 在で あ

る、長 老 た ちは 人 を地 獄 に落 とす ため に召 さ

れて い るの では ない 。全地 のす べ ての 人々 に

悔 い改め を説 き， 彼 らが救：い を受 け継 ぐ者 と

なれ るよ うにす るこ とが長 老 た ちの召 しなの

で あ る。」(Hガ5'o乃，(ゾ伽C加 肋)「 教会 歴

史」2：229)

私 の娘 は， 初 め私 の呼 びか けが 自分 に対す

る もの だ と気づ か なか った。妹 の こ とだ と思

ってい た。 「で も，私 の こ と じゃな いの よ。」

き ょう， 私 の話 をお聴 きに な ってい る皆 さん

の 中に， 神 が悔 い改 め を呼 びか け，慈 悲 と赦

し と愛 を与 え よ う とされて い るのが 自分 のた

め だ とい う確 信 を得 た い と思 ってお られ る方

に， 私 は心 か らその こ とを証 申 し上 げ る。 イ

エ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り。 アー メン。

大会 に集 う聖徒 たち
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「あなた がた はキ リス トを ど う思 うか 」

「あなた がた はわた しをだれ と言うか 」

すべての人は永遠の進歩のいずれかの時点で，いつの日かこれらの質問に答

えなければならない

暫

七十人第一定員会会員

ロバー ト ・D・ ヘイ ル ズ

英 甲の聖徒と宣教師から港 に私の愛する
伴侶 で あ るメア リー と共 に今 働 いて.いる

ロン ドン伝 道部 の聖 徒 と宣 教 師か らの あい さ

つ を皆 さんに お伝 え した い。

この偉 大 な回復 され た教 会 の七 十 人に 召 さ

れ， 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の宣 教 師

として， また特別 な証 人 と して， お 話 で きる

こ とは何 と大 きな喜 び であ ろ うか。 イエ ス ・

キ リス トにつ い ての証 を柔和 に ， そ してへ り

くだ った気持 ちで， 友 人や家 族 ，隣 人に宣べ

伝 え るこ とは， 宣教 師 だけ で な く， すべ て の

教 会員 に与 え られ た権利 であ る。 いや，.義務

と言 った方が よいか も しれ な い。

世 のす べ ての 人 は永遠 の進 歩 の いず れか の

時点 で，真理 につ いて考 え， 「あな たが たはキ

リス トをど う思 うか 」(マ タイ22：42)と いう

質 問 に答 えなけ れ ば な らない であ ろ う。

お考 え いた だ きた い。永遠 の進 歩 のい ずれ

か の 時点 で，私 た ち は皆 ， イエ ス ・キ リス ト

が どの よ うな御 方 で あ るか 答 えな け れば な ら

な いので あ る。聖典 にはすべ ての 目は見， 耳

は聞 き， あ らゆ る もの が ひ ざ をか が め， あ ら

ゆ る舌 が， 「イエ ス ・キ リス トは主 であ る」 と
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告 白す る と記 さ れ て い る 。(ピ リピ2：10-11

参 照)「 終 りの 日に 万 民 が 賄 い 主 に 裁 判 を受 け

る た め に 立 つ 時 か れ ら は 貝費い 主 が 神 で あ る と

認 め る 。」(モ ー サ ヤ27：31。 ロー マ14：11;

教 義 と聖 約76：110も 参 照)

「あ な た が た は キ リス トを ど う思 うか 。」

(マ タ イ22：42)「 あ な たが たは わ た し を だ れ

と言 うか 。」(マ ル コ8：29)

「パ リサ イ 人 た ち が 集 ま っ て い た と き
， イ

エ ス は 彼 らに お 尋 ね に な っ た ，

『あ な た が た は キ リス トを ど う思 うか
。 だ

れ の 子 な の か 』。 彼 ら.は 「ダ ビデ の 子 で す 』 と

答 え た 。

イ エ ス は 言 わ れ た ， 『… … こ の よ うに ， ダ ビ

デ 自 身 が キ リス ト を主 と呼 ん で い る な ら， キ

リ ス トは ど う して ダ ビ デ の 子 で あ ろ うか 』。

イ エ ス に ひ と言 で も 答 え う る 者 は ， な か っ

た し， そ の 日か ら も はや ， 進 ん で イ エ ス に 質

問 す る 者 も， い な くな っ た 。」(マ タ イ22：41

-43
，45-46)・

ま た あ る時 ， 人 々 は イ エ ス に 向 か っ て 言 っ

た 。 「『そ の 人 の 子 と は， だ れ の こ と で す か 。』

こ の よ う に 多 くの し る し を 彼 ら の 前 で な さ

っ た が ， 彼 らは イ エ ス を信 じ な か っ た 。」(ヨ

ハ ネ12：34，37)

さ ら に ， イ エ ス は 弟 子 た ち に 尋 ね て 言 わ れ

たp「 人 々 は 人 の 子 を だ れ と言 っ て い る か 。」

(あ る い は 言 い換 え て ， 人 々 は 神 の 子 を だ れ

と 言 っ て い る か)

「彼 ら は 言 っ た ， 『あ る 人 々 は バ プ テ スマ の

ヨハ ネ だ と言 っ て い ま す 。 し か し ， ほ か の 人

た ち は ， エ リヤ だ と言 い， ま た ， エ レ ミヤ あ

る い は 預 言 者 の ひ と りだ ， と言 っ て い る 者 も

あ りま す 』。

そ こ で イ エ ス は 彼 らに 言 わ れ た ， 『そ れ で は ，



あな たが たは わた しをだ れ と言 うか』。

〔先 任使徒 の〕 シモ ン ・ペ テ ロが答 えて言

った， 『あな た こそ，生 け る神 の子 キ・リス トで

す 』。」(マ タイ16：13-16)

またほか の折 に ， イエ スは サマ リヤ の 女 と

話 をされ た。 「女 は イエ スに言 った， 『主 よ，

わた しは あな た を預 言 者 と見 ます 。… …

(さ らに)女 は イエ スに言 った， 『わた しは，

キ・リス トと呼 ばれ るメ シヤが こ られ るこ とを

知 って い ます 。 そのか た が こ られ たな らば，

わた した ちに， い っさい の こ とを知 らせ て下

さ るで し ょう』。

イエ ス は女 に言 わ れた， 『あなたと話 をして

い るこの わた しが ，それ であ る』。」(ヨ ハ ネ4

：19，25-26)

それ で は皆 さん は キ リス トをど うお思 いだ

ろ うか 。 キ リス トは どの よ うな御 方 で あろ う

か 。 イエ ス ・キ リス トに 従 う と告 白 しな が ら，

イエ ス を知 らな い ク リスチ ャ ンが 大勢 いる。

「永 遠 の命 とは
，唯 一 の， まこ との神 で い

ます あな た と， また， あな たがつ か わ された

イエ ス ・キ・リス トとを知 る こ とであ ります。」

Cヨハ ネ17：3)

多 くの 人々 が， 自分 は ク リスチ ャンで あ る

と告 白 しなが ら， イエ ス ・キ リス トは文字 通

り神 の 御子 で あ り，実 に 父 な る神 の長 子 で あ

る こ とを信 じて いな い。 人々 は イエ スの教 え

の一部 に喜 ん で従 お う とす るが， イエ ス が神

の御 子 で あ り， その 永遠 の 目的， さ らに は イ

エ ス の生涯 が 全 人類 に とって どれ ほ ど重 大な

意 味 を持 って い るか につ いて は知 ろ うと しな

いの であ るる 「あ な たが たは キ リス トをどう思

うか。」 さ らに 「あ なたが た はわた しをだれ と

言 っか 。」 これ らの質 問 は，イエスが 人々 に考

え させ るため に 出 され た質問 で あ り， それに

よ って人 々に御 自分が 何 者 であ るか を教 え よ

うとされ たの で あ る。 また イエ スは， 人 々が

自由意 志 を行使 し， 自らの結論 を出 し， 決心

しも 主 に従 い， 御 自分 が神 の御 子 で あ り私 た

ちの贈 い主 で あ る とい う証 を得 る よ うに して ・

下 さった ので あ る。

私 たちは聖 典 を読 む こ とに よっ て，イエス ・

キ リス トに つ いて知 るこ とが で きる。 イエ ス

は単 に偉 大 な教 師 に と どま らず， 救 い主 であ

る。 イエ スは私 た.ちの ため に 自 ら進 んで命 を

投 げ 出 され た 。 また， イエ スは それが お で き

に な るただ ひ と りの御 方 で あ る。 その こ とを

聖典 は証 して い る。

「この 人に よ る以 外 に救 いは ない
。わ た し

たち を救 い うる名 は， これ を別 に しては， 天

下 の だれ に も与 え られ てい な いか らで ある。」

(使徒4：12)
い ま し め

「われ は主 な る汝の神 な り。 われ この誠 命
よ

を汝 に与 う。す な わ ち人は われ に由 らず また

わ が律 法 な るわが 言に よ らず して父 に来 るべ

か らず ， と主 は言 う。」(教 義.と聖 約132：12)

「イエ スは 彼に 言わ れた
， 『わたしは道 であ

り， 真理 であ り， 命で あ る。だ れ で もわた し

に よらな いで は， 父の み も とに行 くこ とはで

きな い。」(ヨ ハ ネ14：6)

イエ ス は一体 どの よ うな御 方 で あろ うか。

聖典 か らイエ スにつ い て調べ て み よ う。 まず，

キ リス トの光 はすべ て の人 の 中に あ り， 人々

が福 音 を受 け 入れ， キ リス トにつ いての証 を

得 るよ うに導 く。 すべ ての 人 々が善悪 をわ き

まえ るの は， 良心 の導 き， す なわ ちイエ ス ・

キ リス トの光 に よ るの であ る。(モ ロナ イ7：

12-19参 照)

イエ ス ・キ リス トは神 で あ る。 旧約 聖 書の

エ ホバ であ.り，新 約 聖書 の救 い主 で あ る。(ア

ブ ラハ ム2：78参 照)

イエ ス ・キ リス トは， 御 父 と共 に天上 に住

ん で お られた 。 そ して私 たち も， 父な る神の

霊 の子 供 として御 父や イエ ス ・キ リス トと共

に 住 んで いた 。(ヨ ハ ネ1：1-5参 照)

イエ ス ・キ リス トは御 父 の永遠 の計画 を提

示 され ，私 た ちは今 その計 画 に従 って生 活 し

て い る。 この 試 しの期 間 を過 ご し， すべ ての

こ とには 反対 の ものが あ る こ とを知 るため に，

私 た ちは この 地上 にや って きた。.そして， 自

由 意志 とい う永遠 の原 則.によって， 私 たち は

義 しい生活 を送 るな らば 自由 と永遠 の生 命 を
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得 て ， 神 の み も とに 帰 る と とが で き る し， 逆

に 束 縛 と霊 の 死 を選 ぶ こ と もで き る よ う に な
.
っ た の で あ る 。(モ ー セ4 ，：1-4参 照)

イ エ ス ・キ リス トは ， 御 父 の 指 示 の 下 に こ

の 地 上 の 万 物 を創 造 され た 御 方 で あ る 。(モ ー

セ1：33;エ ペ ソ3：9参 照 〉 「父 が 御 子 を世

の 救 い 主 と し て お つ か わ し に な っ た 。」(1ヨ

ハ ネ4：14)

イ エ ス ・キ リス トは ， 死 す べ き体 を持 っ た

母 マ リヤ か ら 生 ま れ ， こ の 地 上 に や っ て こ ら

れ た 。イ エ ス の 御 父 は 全 能 な る神 で あ る 。(ル

カ1：2635参 照)

イ エ ス ・キ リス トが バ プ テ ス マ の ヨハ ネ に

よ っ て 水 に 沈 め られ るバ プ テ ス マ を 受 け られ

る と， 次 い で聖 霊 が 「は との よ う に 」 イ エ ス

に下 っ た 。そ して 天 父 は 言 わ れ た 。 「あ な た は

わ た し の 愛 す る子 ， わ た し の 心 に か な う者 で

あ る 。」(マ ル コ1：10-11)

イ エ ス ・キ リス トは 教 会 を 組 織 さ れ ， 十 二

使 徒 や 予 言 者 ，七 十 人 を選 ば れ た 。(エ ペ ソ4

：11;ル カ6：13;10：1)

イ エ ス ・キ リス トが 伝 え る メ ッセ ー ジ ほ ど

か け が え の な い もの は な い。 イ エ ス は 私 た ち

と天 父 の 間 に立 つ 仲 保 者 で あ る。(教 義 と聖 約

76：41-43;ヨ ハ ネ3;17参 照)イ エ ス を通

じ， イエ ス に よ っ て ， 全 人 類 は 救 わ れ る の で

あ る。

イ エ ス ・キ リス トは ， 腰 い 主 で あ り， 私 た

ち の 救 い 主 で あ る 。 自分 の 死 に よ っ て 願 い を

成 就 し， 全 人 類 を 救 う こ とが で き る の は ， 死

す べ き体 を持 っ た 母 と， 不 死 不 滅 の 体 を持 っ

た 父 を両 親 に 持 つ イ エ ス た だ お ひ と りで あ る。

しか も イ エ ス は ， 自 らの 自 由 意 志、と選 び とに

よ っ て そ れ を さ れ た の で あ る。(マ タ イ26：

39;マ ル コ14：34-36;ル カ22：41-42参 照)

イ エ ス ・キ リス トは 復 活 し， そ の 後 多 くの

人 々 に 現 わ れ た も うた 。(ヨ ハ ネ20：11-18，

24-30;ル カ24：13-44参 照)そ して イ エ ス

は， 復 活 し た 者 の 物 理 的 な 特 徴 に つ い て 教 え ，

ま た イエ ス の 模 範 に 従 うな らば ， 進 歩 し て イ

エ ス 御 自身 の よ うに な る こ とが で き る と言 わ
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れ た。

イエ ス ・キ リス トは， 弟子 た ちの見 て い る

前 で昇天 され た。 しか し， 将 来再 び 同 じ有 様

で またお い でに な ると約 束され ている。(使 徒

1：9-11参 照)今 日，.主の再 臨 の し る しが

数 々現 われ てい る こ とか ら， イエ ス ・キ リス

トの再 臨 が 間近 い こ とが わか る。

イエ ス ・キ リス トは この末 日に御 父 と共 に

現 われ， 昔 この地 上 に住 んで お られ た時 に設

立 され た と同 じ組 織 を，予 言者 ジ.ヨセブ ・ス

ミス を通 じて 回復 された。 そ して聖 書 の ほか

に， イエ スの神聖 な 召 し と働 きを証 す る もう

一 冊 の書 物
， モルモ ン経が世 に出 され た 。 イ

エ ス ・キ リス トは，現 在 で も， 予 言者 に 啓示

を与 え， 御 自分 の教会 を導 き， 指導 して お ら

れ る。 そ して今 日も， スペ ンサ ー ・W・ キ ン

ボー ル大 管長 や副 管長 ，十 二使 徒 た ち を召 し，

イエ ス ・キ リス トが この地上 にお られ た時 と

同 じよ うに教 会 を導 いて お られ るの であ る。

(教義 と聖約102：9，23;信 仰 箇 条 第9条)

イエ ス ・キ リス トは 「わた しに従 って きな

さい」(ヨ ハ ネ21：22)と 言 われ たが，これは

私 た ち一 人一 人に与 え られた チ ャレ ン ジであ

る。 イエ スは この世 に生 を受 け る前，霊 界で

父 な る神 と共 に住 ん でお られ た。す なわ ち，

イエ ス ・キ リス トは神 の御 子 であ る。 また私

た ちは死 すべ き体 を得 た 。そ して こ の世 で，

数 々の経 験 を積む の であ る。 また私 たち は将

来死 を味 わ う。 けれ ど も， イ エ ス ・キ リス ト

め贈 い の犠牲 に よ ってや が て復 活す る。 イエ

ス は栄光 をお受 けに な るだ ろ う。 そ して私 た

ち も，ふ さわ しい生活 をす れ ば， イエ ス と同

じ光 栄 の位， す なわ ち 日の光 栄 の 王 国 を受 け

継 ぎ，再 び 父な る神 と御 子 イエス ・キ リス ト

と共 に 永遠 に住む こ とが で きるの で あ る。

き ょう初め て この メ ッセー ジ を聞か れ た方

も大 勢 お られ る と思 う。 よ く心 に思 いはか っ

て いた だ きたい。 そ して， 末 日聖徒 イエ ス ・

キ.リス ト教会 の教 会員 か， 宣教 師 に尋 ね てい

た だ きた い。 また， もし以 前 に この メ ッセー

ジをお聞 きにな った こ とが あ り， み た まに よ



って心 を動 か され ， それが 真 実 であ る とい う

証 を持 った こ とが お あ りな らば， も う一度 末

日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の活動 や 交わ り

の 中に戻 って きて い ただ き たい。 若 い方 々 も，

退職 して余生 を送ってお られる方々 も，世 の人

人 に この メ ッセー ジ を伝 え るため に伝 道 に出

るよ っに とい りみ た まの勧 め を感 じたな らば，

そ の勧め に従 う こ とを今す ぐ決 意 して い ただ

きたい。 私 の両 親 も退職 後 に伝 道 に 出た。 そ

れは ふ た りの息子 ， ひ と りの娘 ， そ して11人

の孫 と4人 の曾孫 の よい模 範 とな って い る。

この復 活 祭の 時期 に あた っ て，私 は特 に証

を述べ たい 。 イエ スは よみ が え り， 現 在生 き

てお られ る。 イエ スは神 の御 子 で あ り， 御 父

の独 り.子で あ り， 約 束 され た メ シヤ で あ り，

順 い 主 ， 救 い 主 で あ る。 そ して ， イエ スは 模

範 に よ っ て 福 音 を教 え る た め こ の 世 に 来 ら れ

た御 方 で あ る。 あ あ ， 私 に 天 使 の ラ ッパ と み

声 が 与 え ら れ ， こ の こ と を全 人 類 に 告 げ 知 ら

せ る こ とが で き た ら よ い もの を。 イエ ス ・キ

リス トは ， 私 た ち を イ エ スの み も とに 立 ち返

れ る よ うに 教 え導 き， 私 た ち を 永 遠 の 生 命 へ

導 く と い う神 聖 な 使 命 を 負 っ て お られ る 。 救

い は イ エ ス の み 名 に よ り， イ エ ス の み 名 を通

し て 得 られ る も の で あ る。(使 徒4：12;教 義

と 聖 約132：12;ヨ ハ ネ14：6参 照)こ の こ

と を 私 た ち の 救 い 主 ， 贈 い 主 な る イ エ ス ・キ

リス トの 聖 な る み 名 に よ っ て 申 し上 げ る 。 ア

ー メ ン
。

灘

鞭

大会の光景
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へ

.「うわべ で人 をさ ばかな いで」

教会の指導者が何か良くないことをしているという話を聞いて信仰が揺らい

でいる方々へ

十二使徒評議員会会 員

ボイ ド ・K・ パ ツカ ー

私 は・ だ れに で もあ りが ちな倒 エロの言式しと
闘 って い る教 会 員に お話 したい 。

信仰 が ぐらつ いて い るその 人 の手 を取 り，

支 える こ.とが で きるな らば， そ の ために はほ

かの 方々 の時間 を少 しいた だ くこ ともよいか

と思 う。

時折 私 の ところへ ，教 会 の指導 者 で あ るだ

れ それ が 良 くない こ とを して いる そ うだ と聞

い て， 信仰 を失 いか け て いる 人がや っ て くる。

例 えば， あ る青 年 は教 会 で活動 して い るこ

とを仲 間 か らいつ も馬 鹿に され て いた。 そ の

仲 間は， 監督 が仕 事 で だれ か をだ ま した とか ，

ステー キ部 長 が契約 の一 部 を偽 った とか ，伝

道部長 が 借金 をして い る とか， そ の よ うな う

そ を言 いふ ら して い た。

また， あ る人に 冷 た くして神 殿推 薦状 を発

行 しなか っ たのに ，資格 のな い こ とが 明 らか

なあの 人に はひ い きを して推 薦状 を発行 した

とも言 っ。

おそ ら く彼 らは教会 指導 者 につ いて も同様

に言 ってい る こ とだ ろ っ。 そ して， この種 の

こ とが， 福音 は真 実 でな い，教 会 は神 か ら霊

感 を受 けて いな い， あ るいは 間違 って導か れ

てい る とい う こ どの証 拠 として話 され る。

青年 は その よ うな非 難 に満 足な 答 えが で き

なか っ た。 そ して何 らなす すべ な く， そ の よ

うなこ とを愚 か し く感 じた。 その上 ， 教会 を

批 判 す る仲 間に 引か れ そ うな気持 ちに さ えな

っ た。
うの

彼 は聞 か され た話 を鵜 呑み に した のだ ろ う

か。 そ れは わか らない。 しか し， 多少は その

こ とを信 じだ に違 いな い。

もしあ なたが その よ うな信 仰 の試 しに遭 遇

した ら どうで あろ うか。 私が その青年 に尋 ね

た質 問 に答 え てみ て.いただ きたい。

あ なた は これ まで，神 権会 ， 聖餐 会， 扶助

協会 ， 日曜学校 ，大 会や フ ァイアサ イ ド， セ

ミナ リー の授業 や神 殿 のセ ッシ ョン， そ の他

教 会が 主催 す る会 に出 席 して， 不正 直や 仕事

上 の不 正や 詐欺 を奨 励 された こ とがあ っ ただ

う つか 。

青 年 は い いえ と返事 した。

次 の質 問 であ るb

あ な たは教 会の パ ンフ レ ッ トや聖 典 ， レ ッ

ス ンの テキ ス ト， 教会 誌 で， うそや 盗 み， 不

正 ，詐 欺や 不 道徳 ，無 作 法， 冒濱 ，野 蛮， 生

き物 の虐 待 な どを肯定 して い る記事 を読 んだ

こ とが ある だ ろ うか。

青年 は じっ くり と考 えた.末に， また もい い

え とい う返事 で あ った。

あな たは訓 練会 や指 導 者会 や面 接 な どで，

罪や不 正 を奨 励 され た経 験が あ るだ ろ うか。

過 激 な こ とや ，無 分別 な こ と，極 端 な こ とを

勧 め られた経 験 が あ るだろ うか。

青年 は いい え と答 え た。

あな たは教 会 に いて， 監督 や扶 助協 会 会長 ，

高等 評議 員， ステー キ部 長， 教会 幹部 な ど と

身近 に接 して い る。 これ らの 人々が， これ ま
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で述べ た よ うな行 ない を してい る よ うに見 え

るだ ろ っか 。

青年 はい い え と答 えた。

あな たは教 会 に活 発 で，責 任 を与 え られ て
み じん

きた。教 会 が これ まセ述 べ て きた こ とを微 塵

も推 賞 して い ない こ とは よ く御 存 じの はず で

ある。

その 通 り， よ く承 知 して い る と彼 は 答 えた。

私 は 彼 に尋 ね た。それでは，そうい う話 を聞

いた時 に，なぜ教 会 が悪い と考 え るのだろ うか 。

教会 の教 えや 教義 には， 不正 直 で よい，不

道 徳 で も無 責任 でも無 頓着 で もよい とは一 言

も言 われ て いな い。

あ な たは これ まで の 人生 で， 教 会員 が， そ

れ も特 に高 い職 にあ れば なお さ らの こ と， 何

か の 点 で資格 が ない と言わ れ る時， そ れは教

会 の標 準 に反 して い る こ と，だ と教 え られ なか

った で あろ うか。 そ の よ うな入 は教会 の教 え

や 教義 と調 和せ ず ，指 導 者 らし くな い。

そ うであ る とす れ ば， ほ とん どの噂 は 間違

いか ， あ るいは偽 りで あ る。 そ の よ うな人 づ

ての 話 に よって 自分 の信仰 を弱 くして よい も

の だ ろ っか 。.

だれ かが 落胆 して い る と， 教会 が 原 因だ と

考 え る人々 が い る。 離婚 す る人 があ る と， ど

うい うわけ か教 会が 悪 い と言わ れ る。 その よ

うな{列は数 々 あ る。

大 きな事 件 で人物 や 内容 が報 道 され る時，

当事 者 が教 会員 で あ る と， た いて いそ の こ と

が情 報 と して載 る。

しか し， 皆 さん は強 盗や 窃盗 ，横 領 ，殺 人，

自殺 の記事 で， バ プ テス ト教会 や メ ソジ ス ト

教 会， あ る いは カ トリッ ク教会 が関 係 団体 と

して報 道 され て いる の を見 たこ とが あるだ ろ

うか。 お そ ら くない と思 う。

で は，不 幸 な その 人物が モル モン であ る こ

とをわ ざわ ざ記事 にす るの はなぜ だ ろ う。

実 際， それ は逆 説 のほ め言葉 であ る。教 会

員は善 良 で行 ない も良い とされ てい るの で，

それ に反 した こ とが あ る と，教 会 が 引 き合 い

に出 され るので あ る。

論 争 と争 いを促 す 人々に 注意 していた だ き

たい。 「まこ とに，まこ とに汝 らに告 ぐ，争 い
つ

を好む 心 あ る者 は われ に属 く者 に あ らず して
つ

悪 魔 に属 く もの な り」 と主 は言 っ てお られ る。

(IIIニー フ ァイ11：29)

次 の質 問 は， あな たの信 仰 を揺 るがす 人々

につ い ての もの であ る。

彼 らの言 うこ とは本 当に公正 だ ろ うか 。教

会 の 高 い標 準 に従 えな い言 い訳 や 自分 の怠慢

をつ くろ うため に，教 会 に責任 を転 嫁 して人
うんぬん

の行状 を云 々 してい る とは考 え られな いだ ろ

うか 。 これ は一般 に よ くあ るこ とであ る。

では， 教会 の責 任 あ る役 職 の 人がふ さわ し

くない 言動 をす るこ とは1果 た して ないだ ろ

うか 。

当然 なが ら， 「あ る」というのが 答 えであ る。

例 外 で は あ るが ， しか しあ る。'-

私 たち はス テー キ部長 や監 督 を召す 時， 次

の よ うに言 テこ とが あ る。

「あな たの責 任 は会 員た ち を管 理す るこ と

です 。 彼 らは常 に誘 惑 に遭 い ます 。 ですか ら，

その 闘い に勝 て るよ うに彼 らを助 け て あげて

下 さ い。彼 らが 成功 を収 め るこ とが で きる よ

うに， 適切 な方 法 で管理 して下 さい。 そのた

め に 自分 を捧 げ て働 いて下 さい。

つ いで です が，管 理 す るあ なた も試練や 誘

惑 を必 ず受 け ます 。指 導者 です か ら，誘 惑や

試 練 は なお の こ と大 きい で し ょう。最 善 を尽

くして，御 自分 の闘 いに勝 って下 さい 。」

も し も指 導 者 にふ さわ し くな い行 為が あ っ

た場合 ， そ れは教 会 が主 張す る ものへ の敵対

行 為 で あ り， そ の人 は解任 され るべ きであ る。

ご くまれ にで は あ るが， 重 大 な不 法行 為や

道徳 的 問題 で指 導者 を教 会か ら破 門 しなけ れ

ば な らな いこ とが あ る。 そ うす る こ とは悲 し

い責 任 で ある。

しか しそれが 教会 に対 す る教会 貝 の信仰 と

非教 会 員の 教会 に対 す る信用 を ぐらつ かせ る

こ とは な い。む しろ信頼 を増す はず であ る。

私 が 学生 で あ った頃， 私 の信仰 に とって一

番 の試 しは三 人の 見証者 の 背教 で あった 。 も
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し も教会 の体面 を繕 って教 会 の原 則に 妥協 を

加 え る とい う誘 惑 がか つ て あっ た とす れば ，

それは見証 者 の背教 の時 で あっ た と思 う。 し

か し教会 は妥協 しなか っ た。 その ため に， か

つ て私の 信仰 を揺 るが せ た その 出来事 が， 逆

に信 仰 を強 くす るひ とつ の錨 と変 わ った ので

ある。

人の話 を聴 く時 は， 賢 明 であ って ほ しい。

み ん な と話 して， すべ て の こ とを聴 くの で な

ければ， 所詮 本 当の こ とは わか らな いか らで

あ る。混 乱 の中 に首 を突 っ込 ん で しまわ な い

よ うに， 注意 してい ただ きたい。

当事者 として全 部 を知 っ てい るの でな けれ

ば， 入を裁 かな い方 が よい。

「人 をさば くな。 自分 が さばか れ な いため

であ る。

あ なたが たが さば くその さば きで， 自分 も

さばか れ… … るで あ ろ う。」(マ タイ7：1-2)

何年 も前 の こ とに な るが， 私 は裁 きにつ い

てひ とつの こ とを学 ん だ。

私が ブ リガム ・シテ ィー の市議 会議 貝 を務

め， また ステー キ部 高等 評議 員 の責 任が あ っ

た時 の こ とで あ る。 あ る晩遅 く， 高 等評議 員

会 を終 えた後， そ の会 の こ とをあれ これ 思 い

返 しなが ら帰宅 の途 に就 いた。

その途 中，私 は， 赤 い ライ トを とも し，サ

イ レン を鳴 ら したパ トカー に捕 ま り，時 速45

キ ロの制 限区域 を70キ ロ で走 った とい うこ と

で違 反切 符 を渡 され た。 私 は 自分の 不注 意 だ

と思 った ので抗議 せ ず に切 符 を受.け取 った 。

そ して翌 日， 判事 は いつ も朝 が早 か った の

で，私 は セ ミナ リー を教 える前 に手 続 きを済

ませ たい と思 い，彼 の ところへ 出 向い た。

当時，判 事 は新 しい備 品 の購 入願 い を出 し

たば か りで，私 もひ とりの 市議 会議 員 として，

申請 の承 認 と書 類 の署 名 に携 わ る立 場 にあ っ

た。 引

彼 は私 の違 反切 符 を見 る と， 笑 いなが ら，

「まあ
， 時に は例 外 もあ ります よ」 と言 った。

私 は彼 に， 自分 の立場 上 ，一般 の市 民 と同

様 に扱 って も らいた い と言 っ た。
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「で は，15ド ル支：払 って下 さい。」

こ う して 私 は罰金 を払 った。

それか ら2日 後 の夜， 市議 会 でバ ンデ ィー

議員 が 警官 の免 職処 分 の報告 を した。 そ こで

市長 が理 由 を尋 ね る と， こ うい う返 事 で あっ

た 。「は い，彼 は いつ も見 当違 いの逮 捕 をする

もの ですか ら。」

あ とで， バ ンデ ィー議 員 は町 に蛮 行が あっ

たこ とを説 明 して くれ た。 夜 中に何 者か が 改

造車 を使 って， フォ レス ト通 りに植 え られ た

若 木 をみ んな折 って しまった のだ とい う。 共

同墓 地 に も被害 が あ った。.

そ の時， 警 官 は どこに いた の であ ろ う。 掲

示板 の陰 にひ そ んで違 反運 転者 を待 って いた

ので あ る。

バ ンデ ィー議 員 は， ここ数週 間， 警 察官 に

深 夜 のパ トロー ル を申請 して い たが，若 い警

官 が ひ と りだ け一 向 に腰 を上 げ よ う としない

ので， 彼 を解 雇 した とい うのが 真相 であ る。

そ の警 官は ，私 に違 反切 符 を渡 したあ の警

官 で あ った。2日 後 に彼 は免職 にな った。 市

議 会 で数 人の証 人が 出て ， 「彼はいつ も見 当違

いの逮 捕 を した」 とい う証 言 を並べ たて た。

さて， その 警官 は 自分 が解 雇 され た原 因が

私 に は ない こ とを信 じて くれ る であ ろ うか。

私 が も しその こ と をうわべ だ け見 てい た ら，

彼の解 雇 に反 対す るか ， 時期 を遅 らせ よ う と

した こ とだ ろ っ。

とにか く， うわべ だけ で判 断す れ ば，私 が

権 限 を不 当 に行使 した様子 が 濃厚 で あ った。

も うひ とつ 別 の例 であ る。 何年 か前 に， 教

会の 学校 で ひ と りの教 師 が即 時解 雇 され た。

しか し同僚 た ちは， 公表 され た解 雇理 由 に承

服で きなか った 。

代 表者 た ちが校 長室 へ行 き， その教 師 の復

職 を要 求 した。校 長 は それ を拒否 し， そ れ以

上 の 説明 は何 も しな か った。

その ため， その代表 者 た ちは校 長 の独 断だ

と結論 した.。校長 とその 教師 との間 に，考 え

方の 大 きな開 きの あっ た こ とが知 られて い た

か らで あ る。



その教 師 は， よ くあ る こ とだ が， 被害 者 然

と した行 動 で同僚 た ちの抗議 をあお っ た。

しか し，教 会教 育 委貝 会 は， そ の教 師 が あ

る重 大 な過 ち を犯 して い るこ と を知 っ てい た。

もしそ れが公 に なれ ば，教 師 と して再 就職 で

きるか どうか 危 ぶ まれ るほ どの過 ちで あっ た。

しか し，校 長 には あ る信 念が あ った。事 が

表 ざた にな らな けれ ば， 彼 は悔 い改め るこ と

に よ り，教 会 の学校 で再 び教 え られ る よ うに

な る と考 え たの で ある。

この校長 は長 い間 多 くの非 難 を浴 び，悪 口

を言 われ た。 けれ ど も彼 は， 自分 の仕 事上 の

一 時的 な評 判 よ りも
， 教 師の 家族 や教 師 自身

の復帰 の方 が 大切 だ と考 え てい た。

私 は彼 の模 範 に励 ま され た。 これ は教会 の

ワー ド部や ステー キ部 で それ こ そ何百 回， 何

千 回 と繰 り返 され て い るこ とで あ る。

監督 や ステ ー キ部長 の行 動 が，真 実 を十 分

に知 る立場 に な い人々 か ら誤解 され る こ とは

よ くあ る。

監督 も彼 の裁 き を受 け る教会 員 も， 問題 を

一般 の 会貝 に 公表 す る義 務 は ない
。監督 は秘

密 を守 らなけ れば な らな い。

万事 を語 り尽 くし， な し尽 くした とこ ろで，

ほ とん どの場 合 ，私 た ちに は関 わ りの ない こ

とがは っき りして い る6

問題 を監 督 に持 って行 か な いで， 直接 教会

幹部 の ところへ行 こ う とす る 人が い る。監督

は秘 密 を守 っ て くれな い， ワー ド部 の だれか

が監 督 の とこ ろへ 行 くと問題 が た ち まちみ ん

な に知 れわ た る と言 うので あ る。

その よ うな 例 を調べ てみ る と， 初 め に当の

教 会 員が 隣 人に打 ち明け て い るこ とが 多い。

打 ち明 け られ た隣 人は解 決策 が わか らず に そ

れ を親 友 に話 し， また 自分 の姉 に話す と意見

が 食い違 っ て しま った。や が て彼 女 の夫 が，

車 に乗 り合 わせ た男性 か ら監 督の とこ ろへ 行

く方が よい と言 われ た とい うよ うに， 口か ら

口へ伝 わ る例 が 多い。 監督 が他 言 したの では

ない。 監督 は秘 密 を守 る人だ か らで あ る。

使徒 ヨハ ネは こ う勧 告 して い る。

「うわべ で人 を さばか ない で
，正 しい さば

き をす るが よい。」(ヨ ハ ネ7：24)

地 に しっか り足 をつ け， 自分 の信 仰 を守 っ ＼

てい ただ きたい。 私 は イエ ス ・キ リス トの福

音 が真 実 で あ る と証 申 し上 げ る。神 は生 きて

お られ ， み業 を導 い てお られ る。教会 は正 し

い道 を歩 ん でい る。予 定通 りに 進 んで いる。

教 会が 神 の予 言者 に よ り正 し く導か れて い る

こ とを証 申 し上 げ る。

今 はつ まず きの石 とな って い るこ とが， い

つ の 日か あな たの 踏み石 とな るで あろ う。

しか し， この教会 あ るいは教会 員が 反対 や

批判 や 迫害 をま った く免れ る 日が 来 る こ とを

期待 しては な らな い。 その ような 日は来 ない

で あ ろ う。

ただ， この こ とを心 に留め て い ただ きたい。

「わ た しの ため に人 々が あな たが た をの の

し り， また 迫害 し， あ なたが た に対 し偽 って

様 々の悪 口 を言 う時 に は， あな たが たは， さ

い わい であ る。

喜 び， よろ こべ ， 天 にお いて あな たがた の

受 け る報 い は大 きい。 あな たが た よ り前の預

言者 た ち も，同 じよ うに迫 害 され たのである。」

(マ タイ5：11-12)

イエ ス ・キ りス トのみ名 に よ り申 し上 げ る。

アー メン。
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へ

よ り高い地点 に向かって前進 しよう

教会はすでに成長と円熟の域に突入し，私たちがさらに前進を遂げるために

最後の準備をする時に来ている

大 管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

愛 する兄弟姉妹階 さん・今大会は素日青ら
しい大 会 であ った。 大会 の ため に い ろい

ろな場 で働 い て下 さ った すべ て の方 々 に感謝

申 し上 げ る。私 は この大 会 で耳 に した話 や歌

に深 く胸 を打 たれ た。 そ して心 は喜 び にあふ

れ，思 いが 高め られ て様 々 な こ とが 心 に浮か

んで きた。

さて， 兄 弟姉妹 の 皆 さん， 教 会は す でに成

長 と円熟の域 に 突 入 し， 私 た ちが さ らに 前進

を遂 げる ため に最 後 の準 備 をす る時 に来 て い

る。 この よ うな印象 を私 は どう して も拭 い去

る ことが で きない。 これ までに数 々 の事 項が

決 定 されて きた 。 またほ か に も懸案事 項 が残

され てい るが ， それ もや が て組織 的 に明確 に

され て くるこ とだ ろ っ。 しか し， 私 た ちが ひ

とつの 民 として 前進 を遂げ るため に 必要 な基

本 的決定 は， 教会 員 一 人一 人が行 な わ なけれ

ば な らな い。 教会 の 歩み は私 た ち各個 人の歩

み にかか ってい るの であ る

私 たちは平 坦地 で 十分 に休 ん だ。 これ か ら

『
は， よ り高 い地 点に 向か って 前進 し ようでは

ないか 。家庭 で も， ワー ド部 で も，隣 近所 で

も， 他 の人 々に不 承不 承 手 を差 し伸 べ る よう

な態 度 は今後 終 わ りに しよ うで は ないか 。個

人 として， ま た全 体 と して前 進す るため に，.

これ まで時 には忘 れ る こ とが あ った 基本 原則

に，今 こそ心 を集 中 しなけれ ば なち な い。

教 会員 の努 力 は見 かけ は小 さ くて も， それ

を結 集す れ ば，か つ て な.く教 会 を前進 させ る

大 きな 力 とな るこ とだ ろ う。 兄弟姉 妹 ， も し

も活 発 な家族 が 来年 の4月 大 会 まで に別 の一

家 族 または一 個 人 を教会 に導 くとした ら， ど

の よ うな こ とが起 こるか 考 えてみ て いた だ き

た い。何 十万 とい う新 教 会員 が生 まれ る こ と

だ ろ う。 各 ワー ド部 か ら も う一 組 ずつ 円 熟 し

た夫婦 が 専任 宣教 師 に召 され た ら，宣 教 師数

は27，500人 か ら40，000人 以上 に な る。各家 族

が 今 か ら来年 の4月 大 会 までに不 活 発な家 族

をひ とつ または個 人 をひ と り助 け て再 び教 会

に導 い た と した らど うな るか， その結 果 を考

えて みて い ただ きた い。 それ ら大 勢 の人 々の

中で，・私 た ちは いか に大 きな喜 び を得 るこ と

だ う つ。

も しも神殿 推薦 状 を所持 して い る人が今 年

度 中 に も う1回 余 計 にエ ンダウ メ ン トを受 け

る と した ら， 現世 と幕 の 彼方 の両 方 でいか な

る祝福 が あ る こ とか 。10月 大 会 まで に，教 会

に 関心 が あ るか ないか は 問題 にせ ず， 隣 人や

友 人 に ク リスチ ャ ンら しい静か な 奉仕 の行 な

い を1回 余 計 にす る とした ら， ど う感 じて も

らえ る こ とだ ろ う。

も しも伴 侶や 子供 た ちに毎 月 も う少 し多 く

の 時 間 を割 いて心 を向け たな らば， 家庭 生 活

が さらに どれ だけ 豊か に な るこ とだ ろ う。

兄弟姉 妹 ，私 たち は大 きい祝 福 を生 む この

よ うな一 見小 さいこ とを行 な う用 意が あ るだ

ろ うか 。 もちろん あ る と，1私は思 う。私 は，

主 の教 会 は今や 霊性 の飛躍 間際 に あ る と思 う。
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私 た ち一 人一 人 の霊 的成 長 こそ が， 王 国が 目.

に見 え て大 き く成長 す る鍵 であ る。教 会 は，

数 年 前 には で きなか った こ とを今 や行 な う用

意 を整 えて い る。 そ して私 た ちに もまた，教

会員 と して その 用意 が あ る。私 の この勧 告 を

受 け入 れて下 さ るな らば， 皆 さん は教会 員 と

して， これ らの こ とを実行 に移 す その 用意 が

自 らに 整 って い るこ とを知 るであ ろ っ。

兄 弟姉 妹 ，霊 的 成長 の一 歩 を踏 み 出す こ と

をため らって家 族や 隣 人 に奉仕 す る新 た な機

会 を逃 す こ との ない よ うに し ようで はな いか。

主 に信頼 を寄 せて ， そ れ ぞれの生 活 の 中で

次 の一 歩 を踏 み 出そ うで は ないか 。主 は御 自

身の こ と を，私 た ちの備 えの程 度 を計 る優 し

い養 育 掛 で あ る と言 って お られ る。

.「汝 らい ますべ て の事 に堪 うる能 わず， さ

りな が ら心 安 か れ。 われ 汝 ら を導 きて行 けば

な り。」(教 義 と聖 約78：18)

主 は私 た ちに 力以 上の もの を求 め られ ず。

まだ 用意 の ない こ とを強 い られ な い。 しか し

また，私 た ちは 歩む 用意 の あ る時に ， いつ ま

で も待 って いて は な らな い。

教 会 には ，歩 みが 進 ま ない理 由が 大 き く分

け てふ たつ あるように 思 われ る。第1は ，罪 の

結果 として生 じる無 関心 や停 滞 や 罪悪感 ， 第

2は ， 立派 な教 会員 が 自分 の模 範 を過 小評価

した り， 光 を輝 かす の を恥 ずか しが った りし

て， あ と少 し奉 仕 の手 を伸 ばす こ とをため ら

うとい う状 態 で ある。 しか し今 こそ， 見 た 目

には小 さな一 歩 で も， 結集 す れば教 会 の大 き

な進展 につ な が る歩み を， 皆 で踏 み 出そ うで

はな いか 。.

今私 た ちが 直面 してい る大 きなチ ャ レン ジ

は， 急増す る教 会 員 のた めに 訓練 を積 ん だ指

導 者 を用 意す るこ とであ り，教 会 員が世 の汚

れに染 ま らない よ うに助 け る こ とで あ る。

世 の侵 害は 私 た ちの生 活 を非常 に おびや か

して い る。 多 くの人 々に とって，世 に あ りな

が ら世 の もの とな らな い こ とは いか に難 しい

こ とか。

教 会員 が義 しい生 活 を送 って 清め られ るよ

うに， 私 た ちは 日々絶 えず 祈 り， また その た

め に努 力 してい る。私 た ちは教 会 員に，「聖 き

所 に」(教 義 と聖約87=鋤 立つ よ うに と勧 告

した い。

今 日の世 の状 態 と， 悪が 広 が る現 状 に不安

感 を抱 く人 もい るであ ろ「う。しか し主 は，「も

し汝 らに備 え あ らば怖 る るこ となか らん」.(教

義 と聖約38：30)と 言 って お られ る。

福 音 は私 た ちの生 活 に 目的 を与 えて くれ る。

それ は幸 福へ の道 であ る。個 人 あ るいは教 会

全体 としての成 功 は，私 た ちが どれ だけ忠 実

に家 庭 で福 音 を守 るか にか か ってい る。

個 人の責 任 と，家 庭や 家族 の役 割 をは っ き

り認 識 した時 に初め て， 私 た ちは神権 定員 会

や補 助 組織 さ らに ワー ド部や ス テー キ部 の

存 在す る 目的， す な わち教 会員 が家 庭に おい

て福 音 を実 践 で き るよ うに助け るために それ

らが存 在す る とい うこ とを理解 で きるの で あ

る。教 会 のプ ログ ラムは， 福音 を中心 とした

家 族 の活動 を滅ず る もの では な く， それ を支

援 す るもの でな けれ ばな らな い。

教会 員 は個 人 と家族 の備 え を十分 に行 な い，

自分 の家族 や 他 の人 々 を主の方 法 に よって物

質的 に も霊的 に も助 け， 強め るよ うに して い

ただ きたい。

皆 が 力 を合 わせ て ，家 庭 を居心 地 の良 い所，

語 り合 い，学 び 合 う場所 ，お 互 いに愛 と支持

と感 謝 と励 ま しを感 じる場所 に して いた だ き

な い。

心 安 らか で い よ う。主 は約 束通 り私 た ち を

導 き， 道 を示 して下 さるか らであ る。私 たち

が 自分 の時 間 と才能 を 日.々どの よ うに使 うか

を決 め る時に助 け て下 さるか らで あ る。 焦 ら

な い よ うにす れば， 前進 は早 ま るであ ろ う。

基 本 を大切 に すれ ば， 本 当の進 歩が 得 られ る

で あ ろ う。 また， 奉仕 す ればす るほ ど， 多 く

の こ とが理 解 で き るよ うにな る。 多 くの こと

に 耐 え られ る よ うに なれ ば， さ らに 多 くの こ

とが教 え られ るであ ろ う。(ヨ ハ ネ16：12， マ

ル コ4：33参 照)

主 は私 たち が大 き く.進歩 で きる ように，私
、
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へ

たちの準備 を助 け て下 さって い る。 さあ， 出

かけ て行 って， 世 の 人々 を主 の再 臨 に備 え さ

せ よ っで は ないか 。

兄 弟姉妹 の皆 さん， 私 は， よ く準 備 を して

福音 の原 則 を説 いて下 さった教 会幹 部 の兄 弟

た ちの説教 を聴 き， 深 い感動 を覚 え た。非 常

に明 瞭で， わか りや す い話 で あ った。

私 は ここで， これ までに 引用 され た聖 句 を

幾つ か再 び取 り上 げて み たい。 ひ とつ は これ

である。

「イエ スが ピ リポ ・カ イザ リヤの 地 方に行

かれ た と き，弟子 た ちに尋 ねて 言われた， 『入

人は 人の子 をだれ と言 って い るか』。

彼 らは言 った，『あ る人々 はバ プテスマの ヨ

ハネ だ と言 ってい ます 。 しか し， ほ か の人 た

ちは， エ リヤだ と言 い， また， エ レ ミヤ あ る

いは預 言者 の ひ と りだ， と言 って い る者 もあ

ります 』。

そこで イエ スは彼 らに言われた， 『それでは，

あな たが たはわ た し をだれ と言 うか 』。

シモン ・ペ テ ロが 答 えて言 っ た， 『あ なた こ

そ，生 け る神 の子 キ リス トです』。」(マタイ16：

13-16)

これ が私 た ちの伝 え る メ ッセー ジで ある。

あ らゆる国 民， あ らゆ る血族 ， あ らゆ る国語

の民， 天下 の万 人が具 体 的 にこ の メ ッセー ジ

を聞 くこ とが で きる ように，私 たちが世 に伝

え よう としてい るの は この メ ッセ ー ジで あ る。

先 程 の聖 句の先 を続 け よ う。「す る と，イエ

スは彼 にむか っ て言 われ た， 『バ ル ヨナ ・シモ

ン， あ なた は さいわ いで あ る。 あな たに この

事 をあ らわ したの は， 血 肉で は な く， 天 にい

ます わ た しの 父 であ る。… …

わた しは， あ なた に天国 のか ぎを授 け よ う。

そ して， あ なたが 地上 でつ な ぐこ とは， 天 で

もつ なが れ， あな たが 地上 で餌 くこ とは天 で

も解 かれ るで あ ろ う』。」(マタイ16：17，19)

これは， 私 た ちが世 に出 て行 く時 の役 割 の

大切 さ を語 ってい る。私 た ちは世 の人 々に真

理 を教 え， その 真理 に どの ように従 うべ きか

を教 え， そ して 真理 を授 け る権 利が私 たち に
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天か ら与 え られ る とい うその祝福 を約束 す る。

死 期 を間 近 に したペ テ ロの言 葉 を少 し引 用

してみ た い。

「それは， わた した ちの 主 イエ ス ・キ リス

トもわ た しに示 して下 さ った よ うに ， わた し

の この幕 屋 を脱 ぎ去 る時 が 間近 で あ るこ とを

知 って い るか らで あ る。

わた しが世 を去 った後 に も， これ らの こ と

を， あ なた が たに いつ も思 い出 させ る よ うに

努 め よ う。

わ た した ちの 主 イエ ス ・キ リス トの力 と来

臨 と を， あ なた がた に知 らせ た時 ， わた した

ちは， 巧 み な作 り話 を用 い る こ とは しなか っ

た。 わ た した ちが， その ご威光 の 目撃 者 なの

だカ1らであ る。

イエ スは 父な る神 か らほ まれ と栄 光 とをお.

受 け に なっ たが， そ の時， お ご そか な栄光 の

中か ら次 の よ うなみ声 がか か っ たの であ る，

『これは わ た しの愛す る子
， わ た しの 心 にか

な う者 で あ る』。

わ た した ち もイエ ス と共 に聖 なる 山に いて，

天 か ら出 た この声 を聞 い たゐ であ る。

こ うして，預 言 の言 葉 は， わた したちに い

っそ う確実 な もの に なっ た。 あな たが た も，

夜が 明 け， 明星 が のぼ って ， あな たが たの心

の 中 を照す まで， この預 言 の 言葉 を暗 やみ に

輝 く とも しび として， それ に 目 を とめ てい る

が よ い。

聖 書 の預 言 はすべ て， 自分 勝 手に解 釈 すべ

きでな い こ とを，まず第一 に知 るざ きであ る。」

(IIペ テ ロ1：14-20)

さ らに，近 代 の聖典 か らつ け加 えた い。

「さて
， この子 羊 に就 きて為 され た る様 々

の証 の挙 句， わ れ らの為 す最 後 の証 はす な わ
これ

ち 『主 は実 に生 きた もう』 こ と是 な り。

わ れ らは， 彼 がす な わち神 の右 に座 した も

うを 見 た り， また，御 父 の生 み た も う独子 な

}りと証 した もう声 を聞 け り
。

す な わち諸 々 の世 界は彼 の手 に よ り，彼 の

手.を経.て， また彼 に 因 りて先 に作 られ ， ま た

現 に作.られ ， これ に住 む者 た ち も皆神 よ り生



れ た る 息 子 と娘 な る こ と を証 し た も う。」(教

義 と聖 約76：22-24)

ま た こ の よ う な 聖 句 もあ る.。 「され ど，今 や
みたてまつ

われ この 目 を以 て神 を見奉 りき。 され ど， 肉

眼に て はあ らず霊 眼 を以て 見奉 りた るな り。
はず

何 とな れば われ 肉眼 に て見 奉 り得 る筈 なか り
か

し故 な り。 そは， 神 の御 前 に於 ては わ れ枯 れ
しぼ

萎み て死 に しな らん た めな り。 され ど，神 の

栄光 わが 上 に あ りて ， われ御 顔 を見 奉 りた り.。

これ 神 の御 前に於 て， わが 身の 変 りし故 を以

て な り。」(モ ー セ1：11)

また も うひ とつ の聖 句 を引用 した い。

「彼 らが 食事 をす ませ る と
， イエ スは シモ

ン ・ペ テ ロに言 わ れ た， 「ヨハ ネの 子 シモンよ，

あな たは この 人 たちが 愛す る以 上 に， わ た し

を愛す るか 』。 ペ テ ロは言 っ た， 『主 よ， そ う

です。 わ た しが あな た を愛 す る こ とは， あな

たが ご存 じです 』。イエ スは彼 に 『わ た しの小

羊 を養 い な さい』 と言わ れ た。

また も う一度 彼 に 言わ れた， 『ヨハネの子 シ

モ ン よ，わ た しを愛す るか 』。彼 は イエ ス に言

った， 『主 よ，そ うです。わ た しが あ なた を愛

す るこ とは，あ なたが ご存 じです 』。イエ ス は

彼に 言 われ た， 『わ.たしの羊 を飼 い な さい』。

イエ スは三 度 目に 言 われた， 『ヨハネの子 シ

モ ン よ，わ た しを愛す るか』。ペ テ ロは 「わ た

しを愛す るか』 とイエ ヌ、が三 度 も言 われ た の

で， 心 をい ため て イエ スに言った， 『主 よ，あ

な たはす べ て を ご存 じです 。わ た しが あな た

を愛 して いる こ とは， おわ か りに な ってい ま

す』。」(ヨ ハ ネ21：15-17)

主 は， ここに 集 って お られ るすべ て の方 々

と， この教 会に加 入 したすべての方々に， 「わ

た しを愛 す るか 」 と言 って お られ る。 それ な

らば示 しな さい。 その こ とを示 しな さい。 わ

た しの羊 を養 いな さ い， と。 この地 上 の 多 く

の 国々 で，喜 びに満 ちた素 晴 ら しい人 々の数

が増 して いる。 皆 さん に再 び主 のみ 言葉 を告

げ よ う。「わ た しの 羊 を養 い なさ い。」私 たち

が それ を して い るか いな いか は主が 御存 じで

ある。主 はいつ で も知 っ てお られ る。 言葉 に

す る必要 はない 。何 も説 明す る必要 はない。た

だ， 実 際に 主 の羊 を養 えば それ で十 分 であ る。

私 は も うひ とつ， ヘ イ ト兄弟 が言 われ た こ

と，つ ま り年 配者 が福 音 を教 え る とい うこ と

につ いて お話 したい と思 う。 これ は今 まで見

過 ご され て きた こ とでは な いだ ろ っか 。私 た

ちは む しろ忘 れ てい た。 これ まで私 たち年配

者 は退 職 す る と， キャ ンプの道 具 を持 って気

楽に 出か け られ る場所 を捜 して きた。 自分 の

考 えや 良 心 を安 易 な方法 で満 足 させ て， み業

は進 む はず だ， 自分 の子供 を送 り出す か ら と

言 って きた。

私 はヘ イ ト長 老が 述べ た こ とに同感 で あ る。

私 た ち全 員 に責 任が あ るの であ る。 ひ と り残

らず 全 員 に力が あ る訳 では ない が，大 勢の 人

に， 私 た ちの 多 くに， その能 力 があ る。何 万，

何十 万 とい う末 日聖 徒 は， 与 え られ てい る ま

まに福 音 を思慮 深 く賢 明 な方法 で宣べ 伝 え る

こ とが で き る。

主 は私 た ちに， 必要 な助 け と力 と霊 感 を与

える と約 束 して，ただ こう言 って お られる。「わ

た しの羊 を養 い な さい。 わた しの子 羊 を養 い

な さい。」世 界 の諸 国 に，養 うべ き子 羊 は何千 ，

何万 ，何 百 万 とい る。

兄弟 姉妹 ，私 た ちが これ まで提案 して きた

こ と を行 な うよ うに， ここ.で再 び お願 い した

い。 自分 の家 庭 を しっか り守 る こ と， 日記 を

つ け るこ とな どは， その一 例 で ある。す べ て

の人 が 日記 をつ けて いた だ きた い。 日記 は だ

れで も書 け るは ず であ る。 それ を， 家族 に大

きな祝 福 と幸 福 を もた らす啓 発の 書 として い

ただ きたい。 日記 をつけ て いな い方が お られ

た ら， き ょ う悔 い改 め， 生活 を変 え てい ただ

け ない であ ろ うか。

もう話 を終 えなけ れば な らな い。兄 弟姉妹

の皆 さん，私 たち は心か ら皆 さん を愛 してい

る。 皆 さん全 員 を愛 してい る』皆 さんの働 き

を感 謝す る と共 に， さ らに 多 くの こ とを行 な

っ て下 さる よ うに願 って いる。.

祝 福 を求 め てい る隣 人に あ なたの祝 福 を及

ぼ し， また今 祝 福 を必要 として い る世 界 の各
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地 域に 福音 が届 くよ う， 大の 御 父が皆 さんに

祝福 を分か ち 与え る力 を授 け た もうよ うに願

う次第 で あ る。 今か ら次 の大 会 まで， そ して

その後 も，天 父が 皆 さん と共 にお られ るように

祈 る もの であ る。 ここ で再 び 申 し上 げ る。 イ

エ ス は 私 た ち の 光 で あ り， 私 た ち を 支 え て ド

さ る 御 方 で あ る 。 私 た ち の 救 い 二主 で あ る主 は ，

確 か に 生 き て お ら れ る 、， こ の 証 を， イ エ ス ・

キ リ ス トの み 名 に よ っ て 申 し上 げ る 。 ア ー メ

ン 。

説教 中 の スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管長
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3月31日(土)福 祉部会 にお ける説教

教会の評議会

教会の宗務と実務を相互調整するために地域，複合地区，地区の評議会が設

けられた

第一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

キ ンボー ル大 管長 の 要請 に ょ り・ こ こで皆、
さんに ，地 域 と地 区 にお け る教 会 の諸 務

を取 り扱 う手 続 きが拡 張 され た こ とにつ いて

お話 した い と思 う。.教：会蜘 隠発 展.と燭 際

化 に伴 い， また全世 界の教 会 の宗 務 と実務 の

統一 化 を図 る必要性 が 増 したこ とで， 教会 の

評議 会 の役 割 が さ らに強化 され る こ とに な っ

た。

これ に よ って， すべ て の管理 レベ ルで教 会

の 活動 の運 営 が秩序 正 し く保 たれ るこ とに な

る。.この あ と， 十 二使徒 評 議 員会 のエ ズラ ・

タフ ト ・ベ ンソ ン会長 と， ビ クター ・L・ ブ

ラウ ン管理 監 督が そ の詳細 を説 明 し， 教会 の

各 部 にお いて これ が どの よ うに変 更 され るか

を語 って下 さる はず で ある。

教 会 は， 設 立後 現在 に至 る まで，指 導者 に

よ り構 成 され る評議 会 に よ って運 営 され て き

た。教 義 と聖 約の 中 で繰 り返 し説 明 され て い

る よ うに， 神権 評議 会 は教 会 の基 本体 制 で あ

る。

これ らの評議 会 は 時に， 諮 問機 関 の働 きを

す る。 例 えば ，補 助組 織 の指 導者 が ワー ド部

の諸 事 につ いて監 督や メル ケゼ デ ク神 権指 導

者 に助 言 を与 え るワー ド部 評議 会 が その例 で

あ る。

また評議 会が 統制機 関 となる こ ともあ る。

1977年 に大 管長 会 よ り発表 され た教 会 中央相

互調 整 評議 会が そ の例 であ る。 この評議 会 は

大 管長 会， 十二使 徒評 議 員会 ， な らび に管理

監 督会 か ら構 成 され る。 この 評議 会 では，教

会 の方 針 と手続 きが決 定 され ，教 会の 活動が

相互 調 整 され る。

この教 会 中央相 互調 整評 議 会は， 十分 な検

討 を行 な った結 果，教 会 の地 域 と地区 におけ

る評 議 会の 設置 を承 認 した。 また，必要 で あ

れ ば複合 地 区評議 会 が設 置 され る。

これ らの評 議会 が 設け られ る こ とに よ り，

今 後は教 会 の諸事 が すべ て機能 的 に統合 され

るこ とに な る。 す なわ ち， 地 区や 地域 の指導

者 は， 各 レベ ル に何 が必要 で，何 が大切 で，

それ を満 たす どの よ うな機 会 が あ るか を十分

に討 議 す る こ とに よ って， 教 会の 諸事 を計 画

し，相 互調 整 し，規 定す るこ とが で き るよ う

に な る。

また これ らの評議 会 は，管 理監 督会 の下 に

あ る実 務機 関 の業務 が さ らに効 果 的 に実施 さ

れ るよ っに必要 な手段 を提 供 す る こ とに な る。

地域 評議 会 は七十 入 第一 定 員会 の会 員が，

また地 区評 議会 は地 区代 表が それ ぞれ指 導 し，

各 レベ ル にお け る活動 の相互 調整 と統 合が確

実 に 図 られ るこ とにな る。 これ らの評議 会 が

適切 に組織 され，運 営 され るな らば， 教会 の

宗 務 と実務 の 活動 の一体 化が 図 られ， 個 人 と

家 族 に豊か な祝 福 が もた らされ る こ とだ ろ う。

この神権 評議 会 の拡 張が， 効率 化 と調和 を

増 す だけ で な く， 教会 員の霊 性 の高揚 を も促

す もの と， 私 た ちは確信 して いる。 パ ウロが

エ ペ ソ人へ の 手紙4章 の 中で， 美 しい言葉 を
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も っ て 語 っ て い る よ うに ，.教 会 が あ る の は ，

「聖 徒 た ち を と との え て 奉/十 の わ ざ を させ ，

キ リ ス トの か ら だ を建 て させ ， わ た し た ちす

べ て の 者 が ， 神 の 子 を信 じ る/爵仰 の 一 致 と 彼

を知 る知 識 の 一・致 とに 到 達 し， 全 き 人 とな り，

つ い に， キ リ ス トの 満 ち み ち た 徳 の 高 さ に ま

で 至 る た め で あ る。」(エ ベ ソ4：1213)

ま た ， そ れ に 続 く2節 の 聖 句 を特 に 強 調 し

た い 。 これ らの 聖 句 は 晋 通 あ ま り 引 用 さ れ な

いが ， こ の 度 発 表 さ れ た 神 権 評 議 会 を.考 え た

時 に ， 特 に 深 い 意 味 を持 つ もの で あ る 。

1愛 に あ っ て 真.理 を語 り， あ ら ゆ る 点 に お

い て 成 長 し， か し ら な る キ リ ス トに 達 す る の

で あ る、，

ま た ， キ リ ス トを基 と して ， 全 身 は す べ て

の 節 々 の助 け に よ り， し っ か り と組 み 合 わ さ

れ 結 び 合 わ さ れ ， そ れ ぞ れ の 部 分 は 分 に 応 じ

て働 き，か らだ を成 長 させ ，愛 の うちに育 て

られ てい くの で ある。」(エ ペ ソ4：15一 一16)

.兄弟姉妹 の皆 さん， 全身 がす べ ての節 々す

なわ ち評議 会 の助 け に よ り結 び合 わ され.ると

い うとこ ろに 注 目 してい ただ きたい。 今 日こ

の.方針 に よって，神 権 の鎖 は宗 務 と実務 の両

面 で完全 に結 ば れ るので あ る。指導 者 の皆 さ

ん は 各レベ ルの神 権評議 会 に よって 力 を授 か

り， 同時 に祝 福 を与 え られ るこ とだ ろ う。私

た ちは その こ とを知 って い る。

シ オ ンを確 立 し，聖 徒 た ち を地Lに お け る

主 の最 終的 な統 治に備 え させ るこの偉 大なみ

.業を進 め るに あた って， 柔の 祝福 が .豊か に 注

が れ る よ うに願 っ てい る。 これ らの こ とを イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よ り中 し一.Lげる、，ア

ー メン。

説 教 中 のN・ エ ル ドン ・タ ナ ー第 一 副 管長
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評議会による教会管理

さ よう ，私 たち は王国 の発 展 のた め に，一 歩踏 み 出す 。 この 結果， さ『ら に大

いな る 一致 が得 られ ， 効率 よ く主 の王 国 を建 設で さる よ うにな る ことだ ろ う

十二使 徒評議員会会長

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン

愛 す る兄 弟姉 妹 の皆 さん・ タナ ー副 甑 力》
ら発表 の あ った よ うに， この度 地域 や 地

元 に おけ る教 会 の 管 理 制 度 が 多 少 変 更 され

るこ とに なっ た。最 初 に 申 し上 げ てお くが，

これか ら皆 さんに お話す るこ とは， 私 た ちが

数 カ 月間祈 りを もって研 究 し， 熟考 した末 に

決定 した事柄 であ る。教 会 の評議 会 に 関す る

こ の発表 は， 新 しい もの では な く， 聖典 の記

述 と，従 来 の教 会管理 手 続 きに 基づ く原 則 を

強化 す る もの で あ る。合 衆 国に住 む 方 々の 中

には ， これが 地 区集 会 の半年 後 に催 され る集

会 です でに行 な われ て い るこ と とま った く同

じで あ る ことに お気づ きの方 もあ るだ ろ う。

これは 非常 に大切 な事 柄 なの で， 必要 に応

じて ス ライ ドを使 い なが ら説 明 した い と思 う。

しか し， まず皆 さん に， この 発表 が大 管長 会 ，

十 二使徒 定 員会 ， 七十 人 第一 定買 会， 管理 監

督会 の一 致 した承 認 を得 た もの であ る こ とを

お伝 え してお きたい。 き ょう皆 さん にお話 す

る事 柄 が， 教会 の 各 レベ ルの伝 達 と一致 を大

いに促 し， 王 国の 発展 に寄 与す るこ とに， 何

ら疑 いは ない。

評 議会 の 設置 の意 義 をよ く理 解 で きる よ う

に， 少 しその 背景 につ い てお話 し よう。

教会 が 設立 され てか ら， 一般 に宗 務 は十二

使徒 定 員 会， 実務 は管理 監 督会 が それ ぞれ携

わ って きた。 これ は今 日で もその ま ま実施 さ

れ て い る。

もち ろんすべ て の方 が御 存 じの よ うに，管

理 の系 統 は大管 長 会か ら十二 使徒 定 員会 ，七

十 人第一 定 貝会 会長 会， 地域 担 当教 会幹 部，

地 区代 表， ス テー キ部長 を経 て監 督 に至 る。

今 後 も この権能 の 系統 に何 ら変 更 はな い。

先 頃， 各地 の実務 を効 果 的に処 理 す る必要

が生 じた こ とか ら， あ る国 々に地 域 管理 監督

を召す こ とが認 可 され た。地 域管 理 監督 は地

域 担 当教 会 幹部 と協 力 して働 き， 実務 に 関す

る 自分 の責任 につ いて管 理監 督会 に報 告 して

きた。次 いで，管 理 監督 会が 大管 長会 に報告

す る制度 が とられ てい た。'

か つ てデ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大管長 の第

一 副 管長 ステ ィー ブン ・L・ リチ ャー ズ長 老

は次 の よ うに語 っ たが，私 たちは そ の原 則 を

こ こで再 び強 調 したい。

「教 会 管理 の真 髄 は評議 会 に よ り管理 す る

ところに あ る と思 う。大管 長会 評議 会， 十二

使徒 評 議 員会 ， ステー キ部 長 会評議 会 ……監

督 会評 議 会 な ど… …私 は これ まで の経験 か ら

評議 会 の価 値 を十 分 に認識 してい る。 …… こ

こに知 恵 が あ る。神 の王 国 を治め る ために評

議 会が 設 け られ たの は， 神 の知 恵 に よるの で

あ る。 人 々は 同 じみ た まの下 に働 くな らば，

表 面上 異 な る考 え を持 ち， また過去 の経 験に

大 きな相 違が あ って も， 必 ず意 見 を ひ とつに

す るこ とがで きる。 そ して， み た まの導 きの

下 で互 い に話 し合 うな らば， 一 致 に到達 で き

るの であ る。」(Coψ 廻η66Rのoπ 「大 会報

告」1953年10月 ，p.$6)
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大 管長会 ，十 二使 徒 定 員会， 管 理 監督 会 は，

中央， 地域 地 区 の 各 レベ ル で評 議 会 を組織

す るこ と を決定 した 。 これ らの評 議 会 は，教

会相 互調 整評議 会(中 央 レベ ル)，地 域評 議 会，

複合 地 区評議 会(必 要 な場 合 の み)，地 区評議

会 と呼 ばれ る。 その ほか に， 現 在 の ステー キ

部や ワー ド部 で行 なわ れて い る コー リレー シ

ョン評議 会 が ある。

各 レベ ルの管理 運 営 を効率 よ く行 な うため

に， これ らの評議 会 が すべ て の教 会 プ ロ グラ

ム を代 表す る とい う広 い理 解 を持 ち， そ れ ぞ

れ を各 レベ ル にお け る相互 調 整， 企画 ， 決議

機関 とす る こ とに な った 。正 し く組織 し，運

営す れば， これ らの評 議 会は ，教 会 の宗 務 と

実務 の処理 を一体 化 で きる こ とだ ろ っ。

また， 「地域 担 当教 会幹 部」の 名称 が 「代 表

役 員」 に， さ らに合衆 国 とカナ ダ以 外 の国 で

は 「地域 管理 監督 」 が 「地域 監 督」 に それ ぞ

れ変更 され る こ とにな った 。 この 名称 変更 は

直 ちに 発効す る。合 衆 国 と カナ ダでは ，管 理

監督会 が，教 会 本部 または 地域 か ら， 実務 を

取 り扱 う代 表者 を任 命 す る こ とに な る。

さて ここで， 地域 地 区， その他 の レベ ル

で評議 会の 管理 運営 に携 わ るす べ て の方 々 に

一言 申 し上 げ てお きたい 。十 二使徒 定 員 会 は

引 き続 き実 務 に深 い関 心 を寄せ ， 管理 監 督会

適 宗務 にか か わ りを持 つ 。私 た ちに とって，

これは ひ とつ の大 きな プ ロ グラム であ る。 こ

の責 任 の分 担 は， 管理 上 の便 宜 を図 るため に

定 め られた もの に過 ぎない 。主 にか か わ るす

べ ては霊 の こ とだか らである。(教 義 と聖 約29

：34参 照)

では ，各 レベ ル にお け る評 議 会 につ い て簡

潔に説 明 し よっ。

1.教 会相 互調 整評 議 会

この評議 会 は， 大管 長会 ，十 二 使徒 定 員会 ，

管理 監督会 か ら成 る。

また，七 十 人 第一定 員 会会長 は， こ の評議

会 と， 中央福祉 活 動委 員 会 に招 待 され る。

教 会相互 調 整評 議 会 は， 方 針 を定 め， 例 外
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が あれば それ を認 め， 履行 を認 可 し， 地域 評

議 会 で解 決 で きない問 題 を処理 す る。

教 会相 互調 整評 議会 と地 域 との 連絡 は， 教

会 の宗務 と実 務 の ライ ンを通 して 行 なわ れ る。

さ らに， この評 議会 は(必 要 な範 囲内 で)

優先 順位 を定 め， 地 域 と地区 の評 議会 が 設定

され た指 針 に沿 っ て運 営 で き るよ う」こす る。

また この評議 会 は，教 会 の様 々 な プ ロ グラム

や 活動 に 当て られ る時 間 と資金 の配布 のバ ラ

ン スを とる とい う大 きな役割 を果 たす 。例 え

ば， 各地 の地 域評議 会か ら年 間 に800の 建 物

の建築 申請 が 出 され たが，教 会 の 資金 と時 間

は600分 しか なか った とす る。 その場合 ， 教

会 相互 調 整評 議会 が， 必要 度 の最：も高 い場 所

は ど こか を判 断す る。

この評 議会 は また， 様 々 な方 針 が履 行 され

る前 に， 宗務 と実 務 に関す るすべ て の計画 を

検討 し， 認可 す る。

2.地 域評議 会

地域 にお け る各種 の事 項 を相互 調 整 し， 計

画 し， 決議 す る主体 とな る評 議 会 は，地 域評

議 会 であ る。 この評 議会 は， 代 表役 員 の指示

の下 に運営 され る。地域 評議 会 は， 地 元に 関

連 す る事 項 を考慮 し， また教 会 本部 で 認可 さ

れた プ ロ グラムや 活動 をすべ て の地 区 とステ

ー キ部 め役 員 に伝 達す る。 また， この 地域 評

議 会 は 少な くと も3カ 月に一度 会 合 を開 く。

地 区代 表 は地域 評議 会 に出席 し，代 表役 貝

に協 力 して働 く。 また地 区代表 は ，代 表役 員

とステ ー キ部 長 の間 に立つ 役 員 であ る。 た だ

し， この管理 権 には例 外 が あ り， そ れ はす で

に通 達 され て い る。 この評 議 会制 度 で は， 地

区代 表 も管 理者 とみ な され る。現 在， 地 区代

表 は地 区 レベ ルで教 会 の諸務 を管理 す る責 任

を負 って い る。

地域 評議 会 は，地 域 のた めの計 画 ， す なわ

ち大規 模 な活動 や 目標 を概 説 した一 般 的 な指

針 を定 め る。 そ して， 実務 担 当者 は， 実務 に

関す る詳 細 な計 画 を進 め る。他 方， 地 区代 表，

伝 道 部長(招 待 され た場合)， ス テ ー キ 部 長



(招待 され た場 合)は ， 宗務 に 関す る詳 細 な

計 画 を進め る。代 表役 員 と実務 担当 者は ， そ

れぞ れの計 画 を実 行 に移 す前 に， 地域 評議 会

にすべ て の計 画 を提示 し，検 討 を加 え， 認可

を受 け る。

そ れで は， 地域 評議 会 の果 たす 役割 を，合

衆 国 な らびに カナ ダ以外 の国 と， そ の両 国の

地 域 に分 けて 見 てみ よう。

A.合 衆 国 とカナ ダ以外 の国 に おけ る地 域評

議 会

合衆 国 とカナ ダ以 外の 国 にお け る地域 評議

会 は， 以下 の 人 で構 成 され る。代 表役 員 ，地

域 監督 ，地 域 内 のすべ て の地 区代 表 。

また，話 し合 う内容 に 応 じて以 下 の責 任者

が招 待 され る。地 域福 祉 部長 ，地 域総 合 施設

部 長， 地域 財務 部 長， 地 域資 材管 理部 長 ，地

域 情報 管理 部長 ， 教 会教 育部 地域 デ ィレ クタ

ー
，教 会広 報地 域 デ ィレ クター 。必要 に 応 じ

て，代 表役 員 は伝 道部 長 を招 待す る こ とが で

き る。

全世 界 の代 表役 員 の責 任は 次 の通 りであ る。

1.地 域 を管理 し，宗 務 面 での指 導 を与 える。

2.地 域評 議 会 の集 会 を管理 す る。

3.優 先順 位 を決 め る。

4.計 画 の管理 を行 な う。

5.教 会 の方 針か らはず れ ない よ うに見 守 る。

6.訓 練す る。

地域 監 督の責 任 は 次の 通 りで あ る。

1.宗 務 面の 必要 が 満 たせ る よ うに 業務 の運

営 を行 な う。

2.計 画 に必要 な援助 を与 え る。

3.技 術 的 な援 助 を提 供 す る。

4.訓 練 を助 け る。

代表 役 員(教 会 幹部)と 地 域監 督(管 理 監

督 会 の代表 者)は そ れ ぞれ独 自の管理 の職 を

与 え られ てい るが，達 成 す る 目標 は 共通 で あ

る。地 域 の諸事 をすべ て 相互 調整 す るため に，

合 衆 国 とカナ ダ以 外 の国 では ，代 表役 員 と地

域 監督 で構 成 され る評 議 会の役 員会 を設 け る

こ とが認可 され てい る。 代表 役 員 と地域 監督

は 協 力 して評議 会 の ア ジェ ンダ を決 定 し，指

針 を計画 し， 四半 期評議 会 で どの よ うな実務

的 事 項 を取 り上げ るか を決 め る。 また， その

際 秘 書の援 助 を受 け る。 この よ うな協 力体制

を組 む こ とに よって，報 告 系路 は それ ぞれ違

いな が ら，共 通の 目的 を達 成 で きる よ うに な

る。 役員 会 は通常 週 に一度 開 く。 あ るいは状

況に 応 じて頻 度 を増 して もよい。

で は， 合衆 国 とカナ ダ にお け る地 域評 議会

に つ い て見て み よ っ。

B.合 衆 国 とカナ ダにお け る地 域評 議会

地域 評議 会 の構 成 員は，代 表 役 員 と地 域 内

の すべ て の地 区代 表 であ る。必 要 に応 じて，

代 表役 員 は伝 道部長 を招 待 す る こ とが で きる。

また， 話 し合 う内容 に応 じて以下 の責 任者

を招待 す る。 福祉 活動 地域 デ ィレ クター ，教

会 広報 地 域デ ィレ クター， 教会 教育 部地 域デ

ィ レ クター， その 他必要 とされ る人 々。福祉

活 動 に関 す る事 柄 は， 福祉 活動 地域 デ ィレ ク

ター の 出席が なけ れ ば話 し合 って は な らない。

合 衆国 とカナ ダに おけ る地域 評議 会 の役割

は ，他 の 国 々にお け る地域 評議 会 の それ とは

異 な っ てい る。合 衆 国 とカナ ダに は地域 監督

が いな いか らで あ る。 したが って， 教会 本部

が 代 表役 員 と協議 した上 で，福 祉 活動 と総合

施 設 の部 門 を担 当す る人 々 を選 任 す る。 これ

らの 人 々は代 表役 員 と協 力 して働 き， 必要 に

応 じて地 域評 議会 に 出席す る。管理 監督 会 は，

実務 担 当者 を選任 す るか， さ もなけれ ば定期

的 に 開催 され る地 域評議 会 へ の教 会本部 の職

員 の招 待 を認 可す る。管理 監督 会 に よ り選任

され た これ らの 人々 の責任 は， 次 の通 りであ

る。

1.宗 務面 の必 要 が満 たせ るよ うに業務 の

運営 を行 な う。

2.計 画 に必要 な援 助 を与 え る。

3.技 術的 な援 助 を提供 す る。

4， 訓 練 を助 け る。

3， 地 区お よび複 合地 区評 議 会
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福祉 活動 に は， 複合 地 区 レベ ルの評 議 会 が

必要 であ る。 こ こで， 複合 地 区評 議会 につ い

て見 てみ よ う。

A.複 合 地 区評議 会7

複合 地 区評議 会 に は，福 祉 活動 を取.り扱 う

権 限が与 え られて い る。 この 評議 会 を管 理 す

るのは代 表役 買 で，運 営 方法 は地 域 評議 会 に

準 じる。 また，複 合地 区 評議 会 を構 成す るの

は，代表役 員 ，福 祉 活動 地域 デ ィレ ク ター(必

要 な場 合)，該 当地 区 の地 区代 表，複 合地 区福

祉活動 デ ィレ クター で ある。 福祉 活動 につ い

て話 し合 う場 合 は，代 表 役員 が指 定 した ひ と

つ の地区 評議 会か ら， ステー キ部 監 督評 議 会

議長 とステー キ部 扶助 協 会会 長 が 出席す る。

複合 地 区評議 会 の会合 は必要 に 応 じて 開催 さ

れ る。

では， 地 区評議 会 に話 を移 そ う。

B.地 区評 議会

地区評議 会 は， 地 区代 表 とステー キ部 長 で

構 成 され る。

また， 話 し合 う内容 に応 じて 以下 の責 任 者

を招 待す る。 地 区福祉 活動主 任， 地 区広 報 デ

ィレクター， 教会 教育 部 地 区指 導主 事， その

他 必要 に応 じて宗 務 と実 務 プ ロ グラム の代 表

者 。福祉 活動 につ いて話 し合 う場 合 は， 地 区

代 表に よ り指 名 され た ステ ー キ・部 監 督 評議 会

議 長 とステー キ部 扶助 協 会 会長 が 出席 す る。

代 表役 員か ら許 可 を得 れば， 伝 道部 長 を招 待

す るこ ともで き る。

地区評 議会 は， 教 会 の 中央， 地域 ， 複合 地

区の各評 議会 の 活動 をす べ て伝達 し実施 す る

だけ でな く， 複数 のス テー キ部 に 関係 す る管

理 運営事 項 と相互 調 整事 項 を処 理す る。地 区

評議 会 の集 会 は少 な くとも3カ 月に一 度 開 く。

集 会 を簡 易化 して不 必要 な旅 行 を避 け るため

に， 中間打合 せ 会 を開 いて， 地 区評 議 会 の集

会 の改善 を図 る。

地区代 表 の果 たす 義務 は， 地 域評 議 会 にお

け る代 表役 員 のそ れに 準 じる。

地区評 議 会 の業務 を促 進 す るた めに は， 地

区 レベ ルに おけ る福 祉 活動 の運 営 を担 当す る
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地 区福 祉 活動 の主 任 を召す 必要 が あ る。

4.ス テー キ部評議 会

ステー キ部 コー リレー シ ョン評議 会 とステ

ー キ部 福 祉活 動委 員会 の構 成 貝は， 現 状 の ま

まであ る。

5.ワ ー ド部 評議 会

教 会 の評議 会 につ いて強 調 され た こ とが ，

そ の ままワー ド部 に 当て は まる。.ワー ド部 コ
ー リレー シ ョン評 議会 とワー ド部福 祉 活動 委

員会 の構 成員 に変 更 はな い。

各 レベ ル にお け る評議 会 制度 の 大要 は， 以

上 に述べ た通 りで ある。

6.家 族 会議

家庭 の団結 と一 致が 大切 で あ るの で，家 族

会議 につ いて触 れて お く。 家族 会議 を開 くよ

うに両親 に奨 励す るこ とに よ り， 天 の家庭 に

倣 って この世 の家 族 を築 くよ うに してい ただ

きたい 。

愛 す る ステー キ部長 の兄 弟 た ちに 申 し上 げ

た い。

現 在 は過渡 期 で ある。 これ ま でス テー キ部

長 が手 がけ て きた福祉 活動 や 広報 活動 に 関す

る責 任 の 多 くは， 現在 地 区代 表の 手 に移 され

て い る。 この変遷 の 時期 に支 障 を来 さ ない よ

っに して いただ きたい。 ステ ー キ部長 や その

他， 現 在責任 を与 え られ て いる 人々 は，代 表

役 員に よって正 式 に解 任 され る まで， 担 当す

る地 区， 複合 地 区， あ るいは 地域 の責 任 を続

け て果 た して いただ きたい。 この 変更 に あ た

って，代 表役 貝 は教会 教育 部や 広 報部 の代 表

者， また特 に福祉 事業 部 の代 表者 に会 って，

(担 当者の 召 し と解任 も含 め て)業 務 のす べ

て の面 につ いて 十分 に検討 す る こ とが 必要 で

あ る。

終わ りに あた っ て申 し上 げた い。

教 義 と聖約 に は，教 会 を導 く定 員会 に特 に

与 え られ た もの で あるが， すべ て の評 議会 に

適 用で きる原則 が記 され て いる。 教義 と聖 約



第107章 か ら 引 用 し よ う。
い ア

「而 して
， 以 上 の何 れ の定 貝会 〔「評 議 会」

に 置 き換 え るこ とが で きる〕 の為す 決議 も，

こ とご と くそ の一致 の 挙手 に よ って為 さ ざる

べか らず 。 す なわ ち これ ら定 員会 〔評議 会 〕

の全 会 員 は…… 一 人一 人皆 その決議 に賛 同せ

ざるべ か らず 。… …

これ らの定 員会 〔評議 会 〕 …… の為 す決.議

は， 全 くの正 義 ，神 聖 ，謙 遜， 柔 和， 堅 忍，

イ言仰 ，善 徳 ，知 識， 節制 ， 忍i耐，敬 度i，同情，

仁愛 な どに よ りて為 され ざるべ か らず。

そは， もし彼 らこ れ らの徳 に高 む 時は， 主

に就 け る知1識に乏 しか ら ざるべ し， との約 束

あ る故 な り。」(教 義 と聖約107：27，3031)

主 は私 た ちが この 規範 に倣 って，教 会 のす

べ ての 管理 レベ ル で神 権評 議 会 を運営 す るよ

うに期 待 して お られ る と，.私は思 う。私 た ち

は この 業 のすべ て の面 に お いて， す なわ ち宗

務 と実務 にお い て， ひ とつに な らなけれ ば な

あか

らない 。私 た ちが主 と崇 めて い る御 方 に とっ

て， すべ ては霊 にか かわ るこ とだ か らで ある。

教 会の 諸事.の管理 運 営につ い て考 え た時 に，

今 大 いな る一 致 に向 か って大 き く一 歩 を踏み

出 したこ とが おわか りいただ け た と息 う。私

た ち神 権 者 は，先 程 引用 した 啓示 の中 で主が

告げて お られ る よ うに行動 す る必要 が あ る。

兄弟姉.妹の皆 さん， この こ とを理 解 してい

た だ きた い。私 た ちは王 国に とって最善 の こ

と を行 な うため に， すべ ての カ を注 いで きた。

き ょ う，私 た ちは土 国の 発展 の ため に新 たな

㎝渉 を踏 み出 して い る
。 この神 権 評議 会 の制

度 を実 施 しよ うとす る私 た ちの働 きを， 主 が

祝 福 して一ドさる よ うに願 ってい る。 そ して，

み た まの導 きの下 に， さ らに大 いな る一一致 が

得 られ ，効率 よ く主 の王 国 を建 設 で き るよ う

に ， イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ って祈 る。

ア ー メ ン。

説 教 中の エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン十 二使 徒評 議 員会 会 長
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実務面の計画と優先順位

評 議 会 と，教 会の 総 合施 設， 財務 ， 福祉 事業 ， 資材 管理， 情報 管理 の各 部 門

の 間に は深 い つな が りが ある

管理 監 督

ビ ク タ ー ・L・ づ ラ ウ ン

愛 す る兄弟姉 妹 の皆 さん・ベ ンソ ン会長 力ご
提示 され た事 柄 の幾分 か で も， 皆 さんが

理解 して下 され ば と願 ってい る 。 これは， 教

会管理 におけ る画 期 的な 第一 歩 であ り， これ

までに ない教 会 の発展 に神 権者 を備 え させ る

もの であ る。 また，か つ て な く効 果 的に計 画

と決定 を行 な う機 関 を導 入す る もの で あ る。

私 は今， 畏敬 の 念 を持 って こ こに立 ち， 主の

み 手が この神 の 王国 の僕 た ち を導 い てお られ

るこ とを証す る。地 区， 複合 地 区， お よび地

域 の評議 会が 設 け られ た こ とは， ま さに画期

的 な 出来事 で ある。 管理 監督 会 は， これ まで

述べ られ たす べ てρ 事 柄 に心 か ら賛 成の 意 を

表 したい と思 う。

御 存 じの よ うに， 管理 監督 会 は， 大管 長会

の指 示 の下 に，実 務 面の 多 くの諸 事 を管理 す

る責 任 を負 って い る。総 合施 設， 財務 ， 福祉

事 業， 資材管 理， 情報 管理 が これに 含 まれ る。

私 たちは これ らの 実務 組織 を管 理 しなが ら，

全世 界の神権 者 の必要 を満 た し， 教 会活 動 を

支援 して いるの であ る。合 衆 国 とカナ ダでは ，

教 会本部 の実 務 デ ィ レ クター と管 理 運営 チー

ムが これに あ たる。 しか し中に は，施 設 管理

部 門の よ うに， 各地 に分散 して い る部 門 もあ

る。合 衆 国 とカナ ダ以外 の国 々 では， これ ら

の部 門はすべ て各地 域に 分散 され ， 各地 域 の

地域 監督 に よって管理 されて い る。 そ して，

地域 事務 局 が上 記の 活動 のすべ ての責 任 を負

う ように なって い る。

ここで，地 域事 務 局の職 員 が 負 って い る4

つ の主要 な責 任 につ い て， さ らに詳 し く御 説

明 したい。 これ らの責 任 の幾 つか ， 中 で も福

祉 活動 に 関す る業務 は， ス テー キ・部長 や 地元

の 委員 会， そ の他 の 入々の協 力 に よ り現 在 ま

で 実施 されて きたの で， 特 に留意 いた だけ る

もの と思 う。

第1に ，私 た ちは宗務 上の 必要 を満 たす た

め に働 か なけ れば な らない。 つ ま り， 実 務担

当者 は， 土地 の購 入，建 物 の建築 ， デゼ レ ト

産 業， 監督 の倉 庫， 雇用 セ ン ター ，社 会 福祉

機 関 の運営 ，教 会 出版物 の配 送 な ど を行 な う。

しか し，福 祉生 産事 業 は この 中に含 まれ ない 。

教 会 本部 の5つ の部 門の管 理運 営 チー ム と

地 域 監督 はそ れ ぞれ，予 算 を組 み， 業務 の調

整 を図 り，実 績 を調 査 し，法 律や 税 制上 の制

約 を守 りなが ら，業 務 を遂行 す る責 任 が ある 。

私 た ちは， これが非 常 に大切 な責 任 で あ る こ

とを理解 して い る。

第2に ， 地域 評議 会 を通 じて 計画 の援 助 を

与 える。 み業 を推進 す る上 で必 要 な計画 は，

宗務 と実務 の 双方 の指導 者が 協 力 して立 て，

代 表役 貝 の指示 の下 に遂 行 され る。 時折 ， 技

術 を要 す る計 画が あ るが ， そ の場合 詳 しい計

画 は お もに，実 務担 当者 が立 て る。 この 中に

は， 各部 門 あ るいは各組 織 に必 要 な情報 の収

集 ， 物質 的 な援 助 の要求 に 関す る調 査， 印刷

物 の要 求 見通 し，経 費節 約計 画 の立 案， 福祉

事 業 の物理 面 の本 計画 な どが含 まれ る。 しか
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し， 決 して これ だけ では な い。

第3に ， 広範 な技術 援助 を提 供 す る。例 え

ば， 集 会所 の 設計 ，福 祉農 場 の業務 監 査， 会

員 記録制 度 の確 立 な どが これ に 当た る。

第4に ， いつ ， どこで， どの程 度 の訓練 を

施 すか 地域 評議 会 で決 定 され た こ とに基づ い

て， 訓 練 を施 すの を手 伝 う。 そ の際， 訓練 資

料 の準備 と， 業務 の 技術 面に 関す る教 育 の両

方 で援助 を提供 す る 。

これ らの責任 を果 たす 時に 大切 な のは， 最

小 の経 費 で最大 の効 果 をあげ るこ とであ る。

この こ とは，全 世 界 どこの地域 にお いて も言

える こ とであ る。

幾つ か の地域 では， す でに私 たち の職 員が

これ らの業 務 を果 た して い る。 これ ら実務 担

当者 が適 切 に責 任 を果 たす 時， 宗務 の指 導 者

にか か っ てい る時 間や 労 力の 重荷 を取 り除 く

こ とが で き るの であ る。

例 えば， ア イ ダホ州 ボ イシの場合 ， 評議 会

の 基本 で あ る協 力 と相 互調 整 の体制 が複合 地

区で で きあが っ てお り， この一 年 間 その体 制

で運 営 が速 め られ て きた 。そ の ため に，地 元

の福 祉 面 での 自立 が 目に 見 えて よ くな り， 生

産 物 も7種 類か ら21種 類 と，約3倍 の増加 を

見 て い る。 また， 地元 でか ん 詰 に され る生 産

物 も3種 類 か ら11種 類 に増 え， それ だけ現 金

に よる支 出が減 って い る。76，000ド ル もあ っ

た支 出が， 現 在 では わず か3，000ド ルに減 っ

てい るの であ る。 また，1980年 の計画 で は，

さ らに18種 類 の生産 物 を増 や そ うと して い る。

この こ とに よっ て， 監 督 の供 給指 示書 の 中に

含 まれ る基 本 食料 品が ，44種 類 に もな ろ うと

して い るので あ る。

また，農 場 間の 生産 物 の流通 も次 第に 統合

.されつ つ あ る。例 え ば，福 祉 プ ロ グラム で酪

農 業 を行 な って い る農場 は，干 し草 を作 って

い る別 の福 祉農 場 か ら必要 な干 し草 を購 入す

る。 これが 効率 よ く行 な われ る と;一 般 の市

場 で取 引 きす る必要 が な くな り， 倉庫 資 源制

度 の下 で生 産 され た もの が ます ます 多 く使わ

れ る よ うにな っ て くる。 これ が行 な われ るよ

うに な ったの は， ボ イシ地域 の神 権指 導者 が

自分 たち のなす べ き事柄 につ い て ビジ ョンを

持 ち， 実務 担 当者 の協 力 を得 て その計 画 を実

施 して きたか らで あ る。 計画 は実 行 に移 され，

そ の結 果， 自給 自足 とい う大 きな 目標 に向 か

って着実 な進 展 を見 るこ とが で きた ので ある。

先 程ベ ン ソン会長 が， この 評議 会 の全般 的

な概 念 を説 明 して下 さったの で， そ のこ とに

つ い ては私 が こ こで繰 り返す まで もない と思

う。 しか した だひ とつ， 合衆 国 とカナ ダ にお

け る地域 評議 会 の組 織 と，他 の 国の地域 評議

会 の組織 との 間に， 非常 に重 大 な違 いが ある

こ とを強調 したい と思 う。管理 監 督会 は合 衆

国 とカナ ダで は地域 監督 を任 命 しな い。 その

必要 が な いか らで あ る。 その た.めに，権 限を

分散 して い る教 会本 部 の実務 部 門，例 えば福

祉事 業部 や， あ るいは現 場 での仕事 が 主 にな

る総 合 施 設部 な ど で は ， 管 理 監 督 会 に よ り

指 名 され た地域 デ ィ レ ク ター や そ の 担 当者

と， 教 会本部 の実務 デ ィレ クター が，代 表 役

員 と協 力 して働 く。 合衆 国や カナ ダにお け る

これ らの担 当者 は， 他 の国の 地域 監督 が一 括

して 負 ってい る同 じ義務 と責任 を果 たす の で

あ る。

す でに広 範 な福祉 活動 が進 め られ てい る・合

衆 国 とカナダ では， 地域 福祉 活動 デ ィレ クタ

ー の全 貝が 任 命 され るまでド な お数週 間 を要

す るであ ろ う。そ こで， 今現 場 で業務 に携 わ

って い る人々 は現行 の報 告体 制 を維持 し， 新

しい組 織 が設 け られて， 地域 評議 会 とのつ な

が りが 明確 に な るまで， 現在 の業 務 を継続 す

る よ うに お願 い した い。 この大 会の 後， これ

らの変 更 が皆 さん の地域 で どの よ うに行 なわ

れ るか ， 詳 し く説 明 され るこ とに なって い る。

複合 地 区 と地 区 の評議 会 は， 複数 の地 区あ

るい は ステー キ部 の活動 を管 理 し，相 互調 整

す る。同 時に， 地域 評議 会 で決 定さ れ た事 項

を伝 達 し， 実施 す る。 この複 合 地区 と地 区の

組 織 は，合 衆 国で も， カナ ダ で も， それ 以外

の 国 々で もまっ た く同 じであ る。

地域 評議 会 と複合 地 区お よび地 区評議 会 と
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の 大 きな違 いは， 複合 地 区 と地 区 レベ ルで は，

現 在の福祉 活 動評 議会 あ るいは委 貝 会が 含 ま

れ る こ とに.ある。簡単 に言 えば， 福 祉活 動 に

つ いて話 し合 わ れ る時 はいつ で も， ステー キ

部 監督評議 会議長 と指 命 された ス テー キ部 扶

助 協会 会長 が正 式 な一 員 と して評 議 会 の集 会

に出席 す る。合 衆 国 とカナ ダ以 外 の国 々 では，

地 域監 督は， 討議 事 項 を見 計 ら って， 複合 地

区評議 会 と地区 評議 会 に適切 な実務 面 の代 表

者 を出席 させ る よ うに す る。

今 回の評議 会 に 関す る変 更 の特筆 す べ き点

は， それ ぞれの 地 域 で優 先 事項 を判 断 して，

それ を進め るため の計 画 を立 て られ る よ うに

な った こ とで あ る。宗務 の系統 を通 して指 示

され る ままに， 代表 役 員 は，地 域 の必 要 を満

たす ため に何 を優 先す る必 要 が あ るか を明 ら

か にす る。 そ して ，私 たち実務 担 当者 は， こ

れ らの優先 事項 を実施 す るの で あ る。 これ は

特 に，教 会 の福 祉 活動 に 関 して言 え るこ とで

ある。

こ こ数年 間，地 元 の指 導者 か らしば しば次

の ような質 問 を受 け て きた 。「私た ちのワー ド

部， ステー キ部， 地 区 では どっい っ こ とを し

た らよいの で し ょ うか。 福祉 活動 の ど うい う

点 を強調 した ら よいの で しょうか 。」ここに 出

席 してお られ る神 権指 導 者 の皆 さん も， 一度

は この ような疑 問 を持 った こ とがお あ りの こ

とと思 う。 と りわけ ，40年 間福祉 活 動 が実施

され て きた合 衆 国 の西部 以 外の 地域 の ステ ー

キ部指 導者 は， そ う感 じて いるの では な いだ

うつか 。

福祉 活動 が広 範 囲に 及ぶ こ と，特 に倉庫 資

源制度 の運 営が 幅広 いため に， か な り入 念な

検討 が必要 で あ る。 その上 で， 計画 が正 しい

か ど うか， そ れが主 に受 け 入れ られ る ものか

どうか主 に尋 ねて み る必要 が あ る。

大管 長会 は神 権指 導 者 に，地 元 の教 会 員の

自立 を促す 計画 を慎 重 に祈 りの気持 ち を もっ

て立 て る ように と勧 告 して いる。 会員 が 必要

と して い るものが 変 わ って きた こ と， 教 会 の

急速 な発展 ，不 確 実性 の 時代， 困 ってい る教
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会 員 に援助 の 手 を差 し伸 べ る とい う教 会 の義

務 ， 自立 す る よ うに とい う主の 戒 め， こ.れら

の こ とを考 え る時 に， この こ とが特 に 重要 に

な って くる。 しか し， これ は秩 序正 し く， 時

宜 を得 て行 なわ なけ れば な らな い。

私 た ちは 中央福 祉活 動委 員会 の 一員 と して，

教会 の総 大会 時や ， あ るいは全世 界 の各地 を

訪 れ た折 に皆 さんに お会 い して， 皆 さん が広

範 な福祉 活動 に積 極 的に 参画 したい と願 っ て

い る こ とを よく知 るこ とが で きた。事 実， 総

大会 に 出席 す る大勢 の指導 者 が， この西部 山

岳地 帯 で実施 されて い る高度 な福 祉 活動 の実

際 の姿 を見 て， 地元 で もそれ を行 な い たい と

強 い励 ま しを得 て帰 って行 く。 しか し， 十分

な計 画 を立 てず に行 な うと， 成果 が上 が らず

に挫 折 感 のみ を残 し，結 局指 導者 に とって.も

教 会 員に とって も大 きな失敗 を招 くこ とに な

る。

もち ろん，必 要 としてい る事柄 ， 時機 の 問

題 ， あ るいは援 助手 段 な ど状 況 は それ ぞれ違

って お り， 私 た ちは そのた めの 手段 や方 法 を

開発 して， 皆 さん のお役 に 立 ちた い と考 えて

い る。

計画 の 立 て方は2段 階 あ る と思 う。 つ ま り，

基本 計画 と本 計画 で ある。

基 本計 画 は正 式 の計 画 では な く， まず ワー

ド部 レベ ルか ら始 まる。監 督 は まず ， ワー ド

部 福祉 活動 委 員会 を確 実 に開 くよ うにす る。

名前 が示 す通 り， これは あ くま で も基 本計 画

で あ り， 福祉 活動 委 員会 と評議 会 を組 織 し，

福 祉 活動 に関 連 した福 音 の原 則 を教 え，個 人

と家 族 の備 え を推 進 し， 断食献 金 か ら教会 員

に援 助 を与 え るこ とな ど， 基 本的 な こ とのみ

を行 な う。

地 域や 地 区の 組織 が十分 整 い， 倉庫 資 源制

度 を実施 す る準備 が で きて いる所 で は， さら

に広 範 で密 度の 濃 い計画 が必要 とな る。 これ

.が， 福祉 活動 の 本計 画で あ る。

福 祉 活動 の本 計画 は， 次 の よ うな段 階 を踏

ん で立 て る。

1.福 祉 活動 の原 則 を教 え る計 画 を立 て る。



2貧 しい 人， 困 って い る人，悩 んで い る

人の 必要 を明 らか にす る。

3.こ れ らの 必要 を満 たす ため に教 会 の援

助 手段 を調 整 す る。

この本 計画 が 完全 に実 施 され る ように な る

と， 貧 しい者 ， 悩 んで い る者 の世 話 をす る監

督 を援 助 す る倉 庫資 源制 度 の要 素が 地域 内に

生 まれて くる。(教 義 と聖約52：40参 照)

この本 計画 の 目的 を達 成 す るた めの一 番 良

い方 法は ，段 階 的 に進め るこ とで あ る。 まず

第一段 階 では ， 机上 に 図表 を広 げ て検討 し合

うとい った大 局 的 な話 し合 いが持 たれ る。 こ

の第一 段 階の 計 画 では， その地 域 で現在 行 な

われ てい る福 祉 活動 の状 況 を調べ ， 今後 ど う

な るべ きか， あ る いは どうな って い くか につ

いて 記述す る。 第二段 階 はむ しろ， 技術 的す

なわ ち運営 上 の 問題 で あ る。 この第 二段 階 で

は，地 域や ゾー ンが 自立 で き るよ うに倉 庫資

源制 度 をいつ 導 入す れば よいか， その青 写真

を作 る。

この本計 画 を実 行 に移 す ため には，7つ の

ステ ップ が考 え られ る。宗 務 お よび実 務 双方

の役 員は， 地域 評議 会 を通 じて以 下 の事柄 を

段 階 的に行 な う。

1.原 則 とプ ロ グラム とを教 え るため の正

式な地 域計 画 を立 て， そ れ を実施 す る。

2.地 域 の 必要 と援助 手 段 の調査 を行 な う。

3.監 督 の 倉庫 の在 庫 を調べ る。

4.法 律 ，税 制， 農 業政 策 等， 地 元の状 態

と制 約 とを研 究 す る。

5.宗 務 上 の管轄 区域 と，工 場や 施 設 の設

置予 定 地 を記 入 した地 図 を準備 す る。

6.必 要 な事 業， 施 設， 活動 を推 薦 す る。

7， 計 画 案 を 中央 福祉 活動委 員 会 に提 出 し，

承認 を得 る。

本 計画 では複 雑 な ところは何 もな いが， た

だ時 問 と努 力 を要す る。 そ こで， 地域 の代 表

役員 の指 示 の下 に， 地 区代 表 とステー キ部 長

は， この福祉 活 動 の本 計画 を進 め るため に必

要 な手 続 き を開始 して いた だ きたい と願 って

い る。皆 さん の計画 が完 全 に近け れ ば， それ

だ け私 た ちは皆 さん の地 域の福 祉 活動 が適切

に実 施 され る よ う協 力 で きる とい うこ とを御

理 解 い た だ きたい。福 祉事 業部 の職 員 は， い

つ で もお役 に立 ち たい と願 って いる。 彼 らは

受 け入 れ態勢 を整 え， 経験 を積 み， 将 来へ の

展 望 を持 って いる。 した が って，皆 さんが霊

感 と思 い を地 元 の必要 に 向け るな らば， やが

て数 年後 に福 祉活 動 を実施 で きる ように，指

針 とな る青写 真が 描 け るご とだ ろ う。

ここ で， その基 本計 画 と本計 画 の一例 を御

紹 介 した い。

皆 さん方の 中 には， 昨年10月 の大 会 で，私

が メキ シ コのベ ル メヒ ロ支部 の こ とにつ いて

述 べ たの を思 い 出 され る方 もお られ る と思 う。

支 部長 と福祉 活動 委員 会 は， 福 祉活 動宣教 師

の助 け を得て ，教 会福祉 活動 の基本 プ ロ グラ

ム を支部 内 で実施 す る基本 計画 を立 て た。 そ

の結果 ，教 会 貝の生 活 に大 きな変化 が見 られ

た。教 会 員 たちは 自分 の家屋 にペ ンキ を塗 り，

家 畜 の囲 い を作 り， さ らに個 人 と家族 の備 え

の 基 本 を教 えて健康 を維 持す るこ との大切 さ

を生 活に取 り入れ て きた。

そ して， 現 在彼 らは教 会 の礼拝 堂 を建 てて

い る。そ れ も， レ ンガ造 りか ら始 め， ほ とん

どの仕 事 を自分 た ちの手 で行 なって い る。 ま

た ， ロ ドル フ ォ ・ウ ィ リア ム ・モー テ ンセ ン

伝 道部 長 に よる と， ベ ル メ ヒロ支部 はす でに

ワー ド部 にな って い る とい う。 ほ とん どの家

族 が菜 園 を造 り， 中に は蜜蜂 を飼 って蜂 蜜 を

とっ てい る とこ ろ もある。 さ らに， 大半 の家

族 が一年 分 の 食糧貯 蔵 を始め て い る。 この一

年， 改宗 者 のバ プ テ スマ も急 激 に増加 した。

これ らはすべ て，8年 前 に改 宗 したカス タネ

イダ監 督が ，ベ ル メ ヒロの 人々 を福音 に 添 っ

た生 活 をす るよ うに導 く方法 に つ いて ビジ ョ

ン を持 っ た結果 と して起 こっ たこ とであ る。

まず教 会 員の福 祉か ら出発 し，徐 々 に生 活の

すべ ての面へ 援 助 の手 を伸 ば してゆ く基 本計

画 に よっ て， この ワー ド部 は以 前に は想像 も
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つ かな い高 さに まで 高め られ た の であ る。

こ こで も うひ とつ， これ とは ま った く違 う

例 を合衆 国 の中か ら拾 ってみ よ う。 ジ ョー ジ

ア ・ア ラバマ 複合 地 区 では， 本計 画 の7つ の

ステ ップ を実 行 に移 した。教 会 本部 で その 計

画が 承認 され る と，福 祉 活動 デ ィレ クター と

その事 務 所 を通 じ， ス テー キ部 の福 祉活 動.委

員会， な らびに この 複 合地 区 を構.成す る2つ

の地区 評議会 の協 力 を得 て， 直 ち に この 計画

が 実行 に移 され た。 それ か ら15カ 月間 に，23

の生産事 業 が行 なわ れ る よ うに な った。 以前

は何 もなか っ た所 に で ある。 そ して現 在 ， 資

金 も集 ま リ， 倉庫 を建 築 中 であ る。 この倉庫

は， 今年 の 夏の終 わ りまで には 完成 す る 見込

み であ る。 また， 末 日聖 徒社 会福 祉 機関 もす

でに開 設 され てい る。 この ため， 監 督 た ち も

困っ てい る人々 を助 け る適切 な訓練 が受 け ら

れ るよ うに な り， 聖徒 たち もこの プ ロ グラム

に参加 す るこ とに よって， 非常 に 大 き な安 心

感 を覚 え るよ うにな って きた 。 そ して ，15カ

月前 に抱 い てい た よ うな怖 れ を抱 く必 要が ま

っ た くな くな ったの であ る。⊥ は こ う述べ て

お られ る。「もし汝 らに備 えあらば怖 るること

なか らん。」(教 義 と聖 約38：30)

私 た ちが これ まで実 際 に 日に して きた よ う

に，神 権指 導 者 と実務 担 当 者が まず， 主 の望

ん でお られ る事柄 を理 解 し， 評議 会 を開 い て

よ く計画 を立 て， その 計画 を実 施 す るな らば ，

この現 代 の予 言 者の教 え も， 占代 の もの と同

じよ うに必ず 実行 で き るは ず であ る。 願 わ く

は，私 たちが この大会 を機 に， さ らに よ く自

分 の義 務 を理 解 し，任 命 され た務 め を勤勉 に

果 たす こ とが で き るよ うに。(教 義 と聖 約107

：99参 照)イ エ ス ・キ リス トのみ 名に よ り申

し上 げ る。 ア… メン。

大 管長 会 のN・ エ ル ドン ・タナ ー 第 一副 管 長 ， ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンポ ール 大 管長 ，

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー第 二 副 管 長 と十 二 使 徒 評 議 員会 会 員 の エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン

ソ ン， マー ク ・E・ ピー タ ーセ ンの 各長 老(左 よ り)
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「一 切 の 生 くる者 の 上 に 自立 せ ん 」

自分や 子孫 の 上 に振 リか かる あ らゆ る事 柄 に備え て，

力， 活 力，能 力，手 段を 十分 に利用 する 必要 かあ る

自分 の持 て る才能 ，体

十 二 使 徒評 議 員会 会 員

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

私 は本日激 会員の皆さんの前に立ち・警
告 の声 を発 したい と思 う。 これは予 言 者

の声 で あ る。 なぜ な ら， 私 が話 す こ とは， か

つ て私 た ちの時代 につ い て使徒や 予 言 者 た ち

が語 った こ とだか らで あ る。

それ は， オ リブ 山上 で の イエ スのみ 声 であ

り， バ トモス 島で の ヨハ ネの声 で あ り， ミズ

ー リ州 に おけ る暴虐 と虐殺 の さ中での ジ ョセ

ブ ・ス ミスの声 で あ る。 それ は，今 に も世 の

人々に 注が れ よ うと して い る測 り知 れ ない苦

難 と滅 亡 に備 え る よ う主 の民 に呼 びか け る声

で あ る。

平和 と繁 栄 の時 代 はわ ずか の 間で あ り， い

つ まで もそれ が続 くわけ で はな い。 前途 に は

大 きな試 練が 待 ち受 けて い る。過 去 の悲 しみ

や 危機 は ，来 るべ き出来 事 の前兆 に過 ぎな い。

今 や私 たち は，物 質 的 に も霊 的 に も自 らを備

えな けれ ば な らな い。

霊 的 な備 えは， 神 の戒 め を守 り， 聖 きみ た

まの導 きに従 うこ とに よ って で きるの であ る。

この備 えの あ る人 は， この世 を去 った 後に，

パ ラダ イス で安 息 と平安 に就 き， 日の光 栄 の

王国 に おい て究極 の栄光 と栄 誉 を受 け 継 ぐこ

とだ う つ。

また，物 質 的な備 え は，主 が定 め られ た方

法 で地球 の資源 を用 い て，生 活 の必需 品 をま

か な うよ うにす るこ とに よって で きるの であ

るげ主 は次 の よ うに言 われた 。 「あ らゆるもの

はわが ものな れば， わが 聖徒 らを扶養 す るは

わが 目的 な り。 され どその事 たるや ，必ずぬ.
かな

が 道 に適 いて 行わ れ ざるべか らず。」(教 義 と

聖 約104：14-18参 照)

一般 に よ く言 われ る ことで あ るが ，物 質面

で 人 を救 うこ との で きな い宗 教 は， 霊的 に も

人 を救 う力 を持 たな い。 この世 に おけ る物質

的 な必要 を満 たせ な くて， ど うして来 るべ き

世 にお いて霊 的 な祝福 を得 るこ とがで きるで

あ ろ うか 。

土 地や 家屋 や作 物， 労働 や 汗や=苦労， 人間

ア ダム が顔 に汗 してパ ンを食べ たことなど(創

世3：19参 照)，物 質 的 な事 柄 につ いて 主 は次

の ように言 わ れた。 「汝 らもし，日の栄 の世 界

に一 つ の所 を得 ん こ とをわ れに願 わ ば， わが

命 じて汝 らに求 む る とこ ろを行 ない てそ の備

え を為 さざ るべ か らず 。」(教 義 と聖約78：7)

そ して主 は， 教会 とその会 員 に，福 音 の律

法 に従 って物 質的 な 「備 え をな し且つ 組織 」

す るよ うに命 じられ た。 さ らに次 の よ うに言

われ た。 「これ，汝らに如 何 な る銀難下 る とい

え ど も， わが 摂理 に よ りて 日の栄 の世 界の下

に在 る他 の一切 の 生 くる者 の上 に わが教 会員

の 自立せ んが ため に して， また， 汝 らが 来 り

て汝 らのため に備 え られ た る冠 を得 て， 多 く

の王 国 の統 治者 とせ られ ん ため な り。」(教 義

と聖 糸勺78：1L14-15)

福 音 をもた らす 教会 と同様 ，福 音 を受 け 入

れ た聖徒 も， この世 の あ らゆる権 力 に左右 さ

れ る こ とな く， 主 を畏れ か しこみ ，霊 的 に も
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物質 的に も自 らの救 い を全 うす るよ うに すべ

きであ る。

しか し，銀 難が 間近 に 迫 って い る こ とを忘

れ ては な らない 。戦争 が 国か ら国へ と広 が っ

てす べ ての 国々 を覆 い， 武装 した2億 人の兵

士が ♂・ルマ ゲ.ドンに 集 ま るであ ろ う。

廷 ：髄 か ら平 廻 興2 、孝.らμ ・ 殺 「)くの

天使 が働 き始 め て い る。 殺 り くの天 使 の剣 は，

丑三示旦¢!君グ来 与れ で.悪∠へを1球犀.し.，..太ヤ∴なる

福千年 の到 来 を告 げ られ る時 まで， さや に納

め られ な いで あ ろ う。

地震や 洪 水や 飢饅 が起 こ り， 津 波が押 し寄

せ ，雲 は雨 を降 らせ ず， 地 の作 物 は枯 れ て し

ま っこ とだろ っ。

伝 染病 ，疫 病 ，疾 病が 蔓延 し，死 を招 くで

あ ろ う。 また， 激 しい苦 悩 が地 を覆 い， 荒 廃

を招 く病 気 が全 地 に広 が るで あ ろ う。 あぶ は

この世 に住 む 人々 に とりつ き， そこ に う じを

生 じさせ ， 「人々の…… 肉 は骨 よ り離 れ 眼 は落

ち くぼむ 。」(教 義 と聖約29：14-20参 照)

ガデア ン トン流 の強 盗 団がす べ て の国 々に

横行 し，不 道徳 な行 為 や殺 人， 犯 罪 が増加 す

るであ ろ う。 また， 兄 弟 同士争 い合 うよ うな

状態 となる であ ろ う。

これ らの事柄 につ いて， これ以上 説明 す る

必要 は ないで あ ろ う。私 た ちは聖典 を調べ る

よ うに命 じられ てい る。聖 典 に は， これ らの

事柄 がは っ き り と記 され てお り， これ らの事

柄 は必ず現 実 とな るこ とだ ろ う。

和 平条約 を結 ぶ 外交 官 に よっ て平和 が得 ら

れ る， 入類 が平 和 に暮 ら して神 の戒 め を守 る

よ うに なれば福 千年 が来 る，予 言 された 末 日

の 災 いや破 滅 は何 らかの 方法 で 回避 で き る，

これ らはいず れ も現代 に おけ る悲 しむべ き邪

説 であ る。

私 た ちは平 和 を宣 言 し，戦 争 を避 け， 病気

を癒 し， 天 災に対 して備 えるた めに 全力 を尽

くさなけれ ば な らない。 しか し， その よ っに

力 を尽 くして も， なお来 るべ き出来 事か ら逃

れ るこ とは で きない で あ ろ う。

自分 の知 識 を吟味 し， 自分 に 与 え られ て い
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る光 と知 力 を働 かせ て，個 人 として， また教

会 として 私 た ちは備 えな けれ ば な らない 。 自

分や 子孫 の上 に振 りか か るあ らゆ る事 柄 に備

え て， 自分の 持 て る才能.体 力， 活 力，能 力 ，

・手段 を十 分 に利用 す る必要 が あ るの であ る。

悪 人が 滅ぼ され る世 の終 わ りの時 まで， 世

の邪 悪 な状態 は 続 くであ ろ う。私 た ちは この

世 の 中で 引 き続 き暮 らさなけ れ ばな らない。

しか し， 主 に助 け を求め る な らば，世 の もの

とは な らない。私 たちは あ らゆ る種 類 の 肉欲

や世 欲 を克服 す る よ うに努 め る。 そ して ，す

べ ての 入 に， バ ビロ ンか ら逃 れ て教 会に加 わ

り， 末 日聖徒 として生 活 す る よ うに 勧め る も

の で あ る。

至 高者 の聖 徒 として，私 たち は 「日の栄 の

下に.在ゑ他の二 翅 俊生 ≦.る.者の上 に∵.∴自立 」

(教義 と聖約78：14)す るよ う努 め る必 要が

あ る。私 たちの望 む こ とは ただ， 罪 の束 縛か

ら解 放 され， 暗 黒の 鎖 を断 ち切 り，世 の 人 々

の上 に立 ち， 高 潔 な生活 を送 るこ とで あ る。

常 に主 を信 頼 し，世 に 染 ま るこ とな く， 自

立 しなけ れば な らな い。 神か ら授 か った 自由

意 志 を働 かせ て，経 済的 ，物 質 的 な問題 を解

決 す る よ うにす るこ とが 必要 であ る。

私 た ちは今 働 くため に この世 にい る。長 時

間 ，一 生懸 命 に，勤 勉 に働 き， 背 中が痛 み，

筋 肉 が疲労 して固 くな る まで一 日中働 くの で
ち ト　

あ る。 この死す べ き試 しの世 では， 元 の塵 に

帰 る 日まで，顔 に 汗 してパ ンを得 なけ れ ばな

らな い。

労働 は 人生 の律法 であ り， 末 日聖 徒 の生 活

を支配 す る原 則で あ る。体 力が 続 く限 り， 自

活 す る とい う責 任 を他 の 人に委 ね ては な らな

い。施 しは悪 に満 ち てい る。勤 勉， 倹約 ， 自

立 は， 救 いに不 可 欠 な要 素 で あ る。'

私 た ちは 自分 自身 の健 康 を管 理 し， 畑 に種

を ま き， 食糧 を貯蔵 し， 日常 生 活 の諸事 を処

理 す る ために 教育 と訓 練 を受 け るこ とが必 要

で ある。 霊的 に も物質 的 に も， 自分 自身 の救

い を全 うでき る人間 は， 自分以 外 に いな いか

らであ る。



私 た ちは， 家 族 の必要 を満 たす ため に この

地上 に い る。妻 は夫 に， 子 供 は両 親 に， 年 老

いた両親 は子供 に， 兄 弟や 親戚 は そ れぞ れ互

いに扶養 を求め る権 利 が あ るの であ る。

教 会 の 目的 は聖徒 の 自活 を促 し， また 必要

に応 じて 食物や 衣 服， 他 の必 需 品 を作 る助 け

を与 え るこ とで あ る。 これは， 聖徒 が施 しと

い うバ ビロ ンの悪 に頼 るこ との ない ようにす

るため で あ る。貧 しい 人々 を助 け るため に，

教 会 は農場 を経営 し， ぶ ど う畑 を作 り， 酪農

場や 工場 を経営 す るな ど， 多 くの こ とを行 な

って い る。い ず れ も，世 の悪 の 力か ら自立す

るため で あ る。

いつ 末 日の 災害 や苦 難 が， 私 た ち個 人の上

に， あ るいは聖 徒 の群 れ の上 に 注が れ るか，

私 た ちは知 らな い。 それ らはすべ て ，死 すべ

き この世 で受 け る試 練 と経験 の 一部 で あ る。

しか し， 主 は故 意に再 臨 の時 と， それ に先立

つ銀 難の訪 れ る時 を私 た ちに知 らせ るこ とを

控 えてお られ る。 そ して，主 は 私 た ちに， 目

を覚 ま し，常 に 備 えて い る よ うに とだ け告 げ

てお られ るの であ る。

私 た ちが最 善 を尽 くして将 来 起 こ るこ とに

備 え るな らば， 主 は私 た ちに必 要 な もの を与

え て助 けて下 さ る と，私 は確 信 して いる。

主 は イ ス ラエ ルが 飢 え のため に滅 びる こ と

の な い よ うに，40年 の 間， 週 に6日 ， 天か ら

マ ナ を降 らせ て下 さった 。 とこ ろが， カナ ン

の地 で焼 いたパ ン を食べ られ る よ うにな る と，

翌 日か らマ ナ は降 らな くな った。 そ して， 自

分 の手 で 食物 を得 るよ うに求め られ たの であ

る。(出 エ ジプ ト16：3-4，35参 照)

また，荒 野 に いた40年 の間， イス ラエ ルの 一

人々が 身 に付 けて い た着物 と， 足 に 覆い て い

た くつ は古 び なか った。 しか し， 約 束の 地に

到着 す る と，主 は 彼 らに， 自分 の 着物 は 自分

で作 る よ うに 命 じられ た。(申 命29：5参 照)

エ リヤ(エ ライ ジャ)の 言 葉 に よ り， イス

ラエ ル全 土に 飢饒 が あ った時 ，主 が再 び 地 の

表 に雨 を降 らせ て下 さ る まで，や もめの 家 の

か め の粉 は尽 きず ， びん の油 は絶 えなか った。

(列 王 上17：10-16参 照)イ エ ス の 次 の 言 葉

は 注 目'に値 す る 。 「そ こ に は 多 くのや もめ が い

た の に ， エ リヤ は … … ひ と りの や もめ に だ け

つ か わ され た 。」(ル カ4：25-26)

来 るべ き滅 亡 の 日に す べ て の 聖 徒 が 救 わ れ

る とに断 言で き.な℃飢L々 レ，.とこで申 し上

げ られ る.のは，.主を愛 し，主 か ら命 じられた

す べ ての こ と を行 なお うと努 め てい る人 々以

外 に，安 全 や保 護 を約束 され る人は いな い と

い うこ とであ る。

例 えば， 将 来確か に訪 紅 るで あ ろ う原水 爆

の 大破 壊 か ら個 人や 集 団 を守 れ るの は，信 仰
バ の や ド コ 　　ヒ　いゆ　　 　 　 　

の友惹剛勧 権能を除竺て即}に ない・
そこ で，私 た ちは警告 の声 を挙 げて 申 し上

げ るの であ る。「警戒 しな さ い。 備 えな さい。

目を覚 ま して 準備 しなさい。」徒順 と「数 と正

義以 外に安 全 な道 は ない。

主 は次 の よ うに言われた 。「主 の責 罰 は夜 と

な く昼 とな く来 り， また その風 説 はすべ ての

人 々 を悩 すべ し。 誠 にそ は，主 の 来 るまで止

め らるる こ となか らん。 ……

さ りなが ら， シ オン も しわが す でに命 じた

る ところ を何 に て もすべ て守 り行 わば 免れ ん。

され ど， シ オン も しわ がす でに 命 じた る と

.ころ を何 にて も守 り行 わ ざる時は， われ激 し

き苦 悩， 疫病 ， 災， 剣， 応報 お よび焼尽 す 火

を もて， すべ て シオンの為 した る業 に従 いて

これ を報 いん。」(教 義 と聖約97：23，25-26)

父 な る神 よ，旋 風 の ご と く全地 に 来 る難 難

の 日に ，平安 と安 全 と保 護 とを私 た ちに与 え

た まえ。

悪の 力 を退 け，私 た ちの前 に道 を開 き， 汝

の 民 を個 人 と して， 教会 員 として， 日の光 栄

の世 界の下 に あ る他 の一切 の生 くる者の上 に

自立 させ た まえ。

私 た ち を汝 の愛 のみ腕 の 中 に永遠 に抱 きか

か え， 私 た ちに， 汝の 王 国にお け る永遠 の救

い を得 さぜ た まえ。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り.申し上 げ る。

アー メン。
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教会福祉の基本

主は断食献金を惜しみなく納めるように言われた。これを行なう者には豊か

な報いが与えられる

第 二 副 管長

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

私 は この集会 で・ 教 会福祉 の 基 本に つ レ'て
話 す責 任 を与 え られ た。皆 さんは， マ ッ

コンキー兄 弟の 説教 をお聴 きになって，教 会福

祉 の基 本が よ くお わか りに な った こ と と思 う。

自 らの労働 に よって生 活す る よ うに とい う

のが，教 会福 祉 の基 本 であ る。主 は，私 たち

の始祖 に言 われ た。 「あなたは顔 に汗 してバ ン

を食べ， つ いに 土 に帰 る」(創 世3：19)と 。

私 たちは世 の方 法 を取 捨 して， 生 活必 需 品

の支給 を政府 に求 め る とい う，世 間7般 に.見

られ る態度 を拒絶 し よ うで はな いか 。 この慣

例 が， もし も全面 的 に取 り入れ られ るこ とに

で もな れば， 自由社会 は隷 属 社会 に変 わっ て

しま うこ とだろ う。労 働 の大切 さ を教 え る福

音 を擁護 しよ うでは な いか 。 そ して， 自立 し

よ う。救 い は個 人の 問題 で あ り， 集 団の救 い

などあ り得 ない。 あ る人 々 は，パ ウロの 次の

言葉 を誤 って理解 している。 「あ なた が たの救

われ たの は， 実 に， 恵み に よ り， 信仰 に よ る

の であ る。 それは ， あな たが た 自身か ら出 た

ものでは な く， 神 の賜 物 で ある。 決 して行 い

に よるの では な い。」(エ ペ ソ2：89)こ

の聖 句か ら，行 ないす な わ ち労 働 は不 必要 で

あ る とい う誤 っ た解 釈 牽 して い る人 が い る。

しか し， ニー ファ イは次 の よ うに 真理 を語

った。 「人が 最善 をつ くして は じめ て，神 の め

ぐみ に よ り救 われ る。」(IIニ ーフ.アイ25：23)

イエ ス ・キ リス トの腰 い の血 の効 力 を 自分

自身 に招 いて救 い を得 るに は1最 善 を尽 くす

こ とが 必要 で あ る。政 府 の施 しを受 け てい て

は， 真珠 の 門 を くぐるこ とはで きな い。 また，

だ れか の助 け を当て に して い る人 も， その 門

を く ぐる こ とは で きな いの であ る。

したが って，教 会福 祉 にお け る行動 の 第一

の 原則 は， で き るだ け 自挿す る こ とで ある。

第二 の原 則は， 家族 が 団結 して ，互 いに支

え合 うこ とであ る。両 親 は子供 を扶 養 す る よ

うに神 か ら命 じられ てお り，子 供 た ちは両 親

を養 う責 任 を課せ られ て い る。

しか し， 戸活 で きず ，家 族か ら も援助 ..を受

け られ ない教 会 員に は，教 会福 祉 の第 三 の原

則が適 用 され る。 す なわ ち，神 が命 じてお ら

れ る よっに，教 会 員が その よ うな 人 を援 助 す

るの で ある。

福音 の神 権 時代 ご とに，主 は聖 徒 た ち に こ

れ らの原 則 を教 え られ た。

ここ で私 は， 自活す るこ との 大切 さにつ い

てお話 した い と思 う。 多分皆 さん は何 回 とな

くこの こ とを耳 に され た こ とだ ろ う。皆 さん

は.，過 去 の いか な る時代 に も増 して，生 活 物

資 の不 足す る 日に対 す る備 え を今 十分 に行 な

って おか なけ れば な らない 。そ の 日はや が で

来 る。 私 は， その 日が あ ま り速 く来 な い よ う

に 願 って い る。 自分 の生 きて い る間 に来 な い

こ とを願 って い る。 しか し， 遅か れ早 か れ そ

の 日は 来 る こ とで あろ う。

た とえ数年 前 ほ ど， 自給 の大切 さにつ い て

多 くの こ とを聞 か な くなっ た と して も，決 し
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てこの こ とを忘 れ て は な らない 。そ れ は，聖

徒 た ちが この盆 地 に到 着 して以 来， ず っ と教

え られて きた基 本 原 則 だか らで あ る。私 た ち

は，収 穫 の 日に， 次 の収穫 日まで 自給 で きる

だけ の物 を蓄 え る よ うに勧め られて い る。 欠

乏 の 時代 に 自給 で き るだけ の備 え を してい た

だ きた い。

私 は， どの よ うな こ とが 起 こ るか知 ら ない。

私 に 次 の よ うに尋 ね る人が い る 「ど うす れ ば

よい の で し ょう。 も し私 た ちが 一年 分 の貯 蔵

をして も，他 の 人々 が しなけれ ば， 貯 蔵 品は

一 日で な くな って しまい ます
。」確 か に，貯 蔵

品が 尽 きれ ば終 わ りで あ る。 しか し，私 はそ

冗、の よ.うな心 配 を して いな い。主 か ら告 げ られ

た こ とを行 な い さえす れば ，主 は必 ず 私 た ち

に必要.な助 け を与 えて 下 さ るで あろ う。
.主は イ ス ラ

エ ル の民 にエ ジプ トの地 を出 る

よ うに告 げ られ た 。 そ して，御 存 じの よ りに，

彼 らは エ ジプ トを出 た。 しか し， 彼 らが紅 海

に た ど りつ い た とこ ろで， パ ロの 軍隊 に追 い

付か れ た。 ど う した らそ の軍 隊か ら逃 れ る こ

とが で きるか， イス ラエ ルの 民 は思 い悩 んだ

こ とであ ろ う。彼 らには その方 法 が分 か らな

か った。 しか.し， 主 は御 存 じで あ った。 その

時 が 来 る と，主 は モー セに言 われ た。 「あ な た

のつ え を上 げ…… な さい。」(出 エ ジプ ト14：

16)モ ー セが つ え を上 げ る と，紅 海 の水 が分

か れ て乾 い た地が 現 われ ， イ スラエ ルの 民 は

ひ と りの 命 も失 われ ずに そ の海 を渡 った。 も

し彼 らが 主か ら命 じられ た こ と を行 な って い

なけ れば ， その ように守 られ ，救 わ れ る こ と

は なか った であ ろ う。

主 か ら告 げ られ た こ とを行 なお うで は ない

か。 そ して， 主 を信 頼 しよ う。 そ うす れば ，

欠乏 の時 代 に も，主 は私 たち に必要 な助 け を

与 えて下 さる であ ろ う。

主 か ら告 げ られ た大切 な戒め の ひ とつ に，

惜 しみ な く断 食献金 を納 め る こ とが ある。 こ

の戒 め を守 る者 に は，物 心 両面 の豊 か な報 い

が与 え られ る こ と を知 ってい た だ きたい 。主

が言 わ れ る よ うに， 私 た ちの祈 りが答 え られ

るか否 か は， 貧 しし}人々に 寛大 で あ るか どう

か に よる。 イザヤ の時代 に ，主 は この こ とを

明 らかに され た。 当時 ， 人々 は次の よっに不

平 を もら した。 「われ われ が 断食 した の に，

なぜ， ご らんに な らないの か。 われ われ がお

のれ を苦 しめ た のに， なぜ ， こ ぞん じないの

か。」(イ ザヤ58：3)す る と主 は答 えて言 わ

れ た。

「この よ うな もの は， わた しの選 ぶ 断食 で

あ ろ うか 。 人が おの れ を苦 しめ る 日で あ ろ う
あ ヒ

か。 そ の こ っべ を葦 の よ っに伏 せ， 荒布 と灰

とをそ の下 に敷 くこ とで あ ろ うか 。 あなた は，

これ を断 食 と とな え， 主 に受 け 入れ られ る 日

と， とな える であ ろ うか 。」(イ ザ ヤ58：5)

私 たちは ど うで あろ うか。 断 食 をす る時 に，

顔 を しか め て いな いだ ろ うか 。今 に も飢 え死

に しそ うな顔 をす る こ とは ない だ ろ うか。古

代 の イス ラエ ルの民 に， 主 は次 の よ うに問 い

か け てお られ る。

「わた しが選 ぶ ところの 断食 は… …飢 えた

者 に， あ なた のパ ン を分 け与 え， さす らえ る

貧 しい者 を， あ なたの家 に 入れ， 裸 の者 を見

て， これ に着せ ， …… な どの事 では ないか 。」

さ らに主 は 言 われ る。

「そ うす れ ば
， あ なたの光 が 暁の ように あ

らわ れ出 て， あ なたは， す みや かに いや され，

あ なたの義 は あ なたの前 に行 き，主 の栄光 は

あな たの しん が りとなる。

また， あ なたが 呼ぶ とき，主 は答 えられ，

あ なたが 叫ぶ とき， 『わ た しは ここにお る』と

言 われ る。… …

飢 えた者 にあ なた のパ ン を施 し， 苦 しむ者

の願 い を満 ち足 らせ るな らば， あな たの光 は

暗 きに輝 き， あなた のや みは真 昼 の よ うに な

る。」(イ ザヤ58：610)

これ らの比 類 な い祝 福 につ い て考 えて いた

だ きたい。す べ て は，貧 しい人 々に惜 しみ な

く与 える 人へ の約束 で あ る。

「主 は常 に あな た を導 き， 良 き物 を もって

あ な たの願 い を満 ち足 らせ ， あ なた の骨 を強

くされ る。あ なた は潤 った 園の よ うに， 水の
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絶 えな い泉 の よ うに な る。」(イ ザヤ58：11)

モル モン経 の偉 大 な予 言者 ， ア ミュ レ クの

教 えに よれば， 祈 りが 答 え られ るか 否か は，

貧 しい人 に寛 大 であ るか ど うか に よ る。 この

偉大 な予 言者 は， ア ルマ の伝 道 中の 同僚 で あ

る。 アルマ 書 第34章 に記 され て いる 彼の 説教

は， モル モ ン経 の 中 で最 も偉大 な説教 の ひ と

つに数 え られ て いる。 彼 は キ リス トの贈 罪 に

つ いて語 った後 ，次 の よ うに述 べ て い る。
「それ であ るか ら私 の兄 弟 らよ

， ね がわ く

はあ なた た ちが 悔改 め を生 ず る信仰 を起 し，

神が 自分 た ちを憐 み た も うよ う，神 の御 名 に

よっ て祈 り始め るこ とを神 が許 した まわ ん こ

とを。」(ア ルマ34：17)

こ こでア ミュ レクは， 美 しい言葉 で祈 りに

つ いて教 えてい る。

「家 に居 る時 はあ な たの家 族 全体 につ い て

朝 も昼 も晩 も神 に祈 れ。 ……

一切 の義 しい こ とに敵対 す る悪 魔 を防 ぐこ

とがで き るよ うに神 に祈 れ。

あな たの 田畑 の収 穫 が豊 であ る よ う， そ の

作物 につ い て神 に祈 れ 。 ……

こればか りで はな い， あ なたが 一 人 で部 屋

に居 る と きも， 秘密 の 所 に居 る とき も， また

野に居 る とき も心 に あ るこ とを うち 明け て祈

れ。

声 をあ げて主 に祈 らな い時 で も， 自分 の 為

また 自分の まわ りの人 々の為 を思 って た えず

心 の 中で主 に祈 れ。」(ア ル マ34：21，2324，

2627)

さて， この よ うに祈 る入 々は極 め て善 良 で

ある と考 え る人が い るか も しれ な い。 しか し，

ア ミュ レクは も うひ とつ 大切 な 資格 を付 け加

えてい る。
はらから

「私 の愛す る 同胞 よ
。 これ で満 足 だ と思 っ

て はいけ な い。 た とえ これ らの こ とをみ な行

って も， もし も貧 しい者や 着 る物 の な い者 の

願 い をこ とわ り，病 ん で い る者， あ るい は悩

ん でい る者 を見舞 わず， 持 物が あ りなが らそ

の幾分 を貧 しい者 に施 さない な らば， あ なた

た ちの祈 りは空 し くな って そ の効 果 は な く，
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またあ なた た ちの神 の言葉 を否定 す る偽 善 者

の よ うにな るで あ ろ う。

それ であ るか ら， もし忘 れ ずに慈 善 を行 わ

な いな らば， あ なた たち は金銀 を精 製す る人

た ちに(価 が な いか ら)棄 て られて ， 人の 足

で踏 まれ る鉄 かす の よ うな者 であ る。」(ア ル

マ34：2829)

貧 しい 人に寛 大 で なけ れ ば， この よ うな恐

るべ き結果 に 見舞 われ る とい うこ とは， 何 と

も驚 くばか りであ る。 旧約聖 書や モ ル モ ン経

の聖 句に は拘束 され た くな い と考 え る人は，

教義 と聖 約 か ら引用 す る次 の聖 句 を考 えて い

た だ きた い。

教 義 と聖約 第104章 か ら数 節 をお読 み した

い と思 うが， その前 に， その聖 句の 内容 につ

い て御説 明 しよ う。 こ こで主 は， 地球 が御 自

分の もの で あ るこ とを宣 言 され，私 たちが 主

か ら離れ て独 自に管理 した り所 有 した りで き

な い と述べ てお られ る。貯 蓄や 債券 の 額が ど

れほ ど多 くて も， また所有 す る土地 や財 産 が

どれ ほ どあ って も， それ らはす べ て私 た ちの

もの では な い。主 の もの であ る。 さ らに主 は，

私 た ちにす べ ての祝 福 を授 け， それ らを管理

す る責 任 を与 え る と言 われ る。 主の 目的は聖

徒 た ち を扶養 す るこ とにあ る。 しか も， 主 の

方法 で行 な うよ うに，主 は求 め てお られ る。

そ の方 法 とは，持 て る者 が持 た ない 者 に与 え

るこ とで あ る。 主は私 たち を管理 の職 に任 じ

るにあ た って，私 た ちに 自由 意志 を与 えて下

1さ って い る。 これ らの祝福 .を受 け て い なが ら，

貧 しい 人々 に 自分 の持 ち前 を分 か つ こ と を拒

む時， その 人は どこに行 くのか ， 主 はそ れ を

告 げ てお られ る。.では，そ の啓示 を読 んで み..

よ っ。

「そは
， わが生 くる者の為 に 造 りて備 えた

つかさ

る この世 の幸福 を掌 ど る者 として， すべ ての
せき

人 を して その責 に任 ぜ しむ るは 主 な るわれ 必

要 とす る ところな れば な り。

主 な るわれ は諸 々の天 を拡 げ， わが手 つ か

ら創れ る もの， す なわ ち この地 を築 きた り。

されば， その 中に あ るよろず の もの は わが も



の な り。

あ らゆ る もの はわが もの なれ ば， わが聖 徒

ら を扶 養す るは わが 目的 な り。
かな

され どその・事た るや ， 必ず わが 道 に適 い て

行 われ ざるべか らず 。見 よ， この道 は主 な る

われ， わが 聖徒 ら を扶 養 す るため 命 を下 した

る とこ ろに して， 貧 しき者 は高 くせ られ， そ

れ に て富め る者 は低 くせ られ ん こ とな り。

地 は 物 に満 ち 足 りて余 りあ り。 然 り， われ

よろず の物 を備 えて 人の子 らに これ を与 え，

人各々 を自由意 志 に よ りて動 く もの となす。
なにぴと

この 故 に， も し何 人 た り ともわが造 りし多
おきて

くの物 の 中 よ り取 り， わ が福音 の律法 に従 い
と ロ ま え

て これ を貧 し き者 乏 しき者 に 自己の取 前 をわ

か つ こ とをせ ざる時 は， 悪 人 と共 に地 獄 に落
み

ちて苦悩 を受 け 目 を挙 げ て望 み視 ん 。」(教 義

と聖 糸勺104：1318)

この 啓示 は， 私 た ちへ の指針 として この神

権 時代 に与 え られ た もの で ある。 この啓示 に

照 らして考 えた時 に， 貧 しい人 々に 目を くれ

ず に いて， 主 の祝 福 を受 け られ る とい えるだ

ろ っか 。言 えるわ けが ない。主 に 従 わな けれ

ば， 罰 が科せ られ る であ ろ う。

教 会福 祉 の原 則 と意 義 につ い て， もうこれ

以上 話 す必 要 は ない と思 う。次 に ，神 権指 導

者 の果 たす責 任 に つ いて少 しだけ 申 し上 げて

お きたい。

実施

今 朝皆 さんは ，神 権 評議 会 につ い て簡単 に

説 明 を受 け た。 これは 何 ら新 しい もの で はな

く， そ の適 用範 囲 を ステー キ部 レベ ルか ら中

央 レベ ルの 間に拡 張 した に過 ぎ ない。 私 は長

年 の間， 各地 の教 会 を訪 れ て， ステー キ部 長

と共 に地 区 の福 祉集 会 に 出席す る特 権 を得 た。

この集会 が地 区や 複 合 地区 レベ ル の問 題 を処

理 す るのに どれ ほ ど大切 か ，私 は 十分 承知 し

て い る。 福祉 に 携 わ る 多 くの 人々 がす で に何

年 間 も行 な って きた こ とが ，今 朝， 正 式 に承

認 され たの であ る。 私 た ちは確 か に長年 福 祉

の仕事 に携 わ って きた が， まだ行 な わなけ れ

ばな らない こ とはた くさん あ る。 そ こで， 地

区， 複合 地 区， 地域 の評議 会 は福祉 活動 をど

の ように確 立 した らよいか ， その方 法 を提 案

した い と思 う。

最初 に 申 し上 げてお くが， 教 会の 多 くのプ

ログ ラム は大 管長 会か ら宗務 あ るいは実務 の

指 導者 に割 り当 て られ る。 けれ ども， 福祉 活

動 は どち らか一 方 にだ け割 り当て るこ とは で

きな い。

福 祉 活動 は， 中央 福祉 活動 委 員会 よ り運 営

の指 示 を受 け る。 この委 員 会は， 大管 長会 ，

十 二使 徒定 貝会 ，管 理 監督 会， 中央扶 助協 会

会 長会 ， お よび福祉 事業 部 の実務 デ ィレ クタ

ー に よ り構 成 され る
。 また福 祉 活動 は，管理

監 督会 の指 示 の下 に実施 され る実 務 的 な活動

に似 てい るの で，福 祉事 業部 は管 理監 督会 を

経 由 して 中央福 祉委 員 会に報 告す る。 しか し，

福 祉事 業部 は， 福祉 活動 で重 要 な役割 を果 た

す宗 務 お よび実 務 の指導 者 の援助 機 関 を務 め

る。

代 表役 員 の役割

地 区の代 表役 貝 の皆 さん は，鼓 舞 し，計 画

し， 方 針か らはずれ な い よ うに 見守 る こ とに

よっ て，担 当地 域 の福祉 活動 が順 調 に実施 さ

れ る よ うに してい ただ きた い。 また， 地 区代

表 が福 祉活動 の原則 と実施 につ いて よ く理 解

で きる よ うに訓 練 を施 す責 任 もあ る。 この訓

練 を効 果的 に行 な うに は，管理 監 督会 と福 祉

事業 部 の援助 を仰 ぐこ とで あ る。 これ らの組

織 には ，今 朝 こ こで提示 された 各評議 会 の レ

.ベ ル で，代 表役 員 と協 力 して働 くよ うにす で

に依 頼 してあ る。

十 二 使徒 定員 会 と七十 人 第一定 貝会 会長 会

か ら与 え られ る指示 に従 え ば， あな たの管理

す るすべ て の地 域 で，福 祉活動 の偉大 な成 果

を期 待 で き るであ ろ う。

地 区代 表 の役割

地 区代 表 の皆 さんは，福 祉 活動 プ ロ グラム

につ いて教 え， その 実施 を促 す大 切 な責仕 を
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負 って いる。

皆 さん は，宗 務 の指 導者 ，特 に代 表 役 員か

ら，教 会福 祉 活動 の 原則 と教義 に つ いて 教 え

る際 に指導 を受 け る。 皆 さん には 直接 運営 に

携 わ る責任 は ない が， 地 区や 複合地 区の福 祉

活動 担当者 に協 力す る必要 が あ る。

皆 さん は， 第1回 の正 式 な地 区評 議 会 を召

集す る と同時 に，担 当地 区に おけ る福 祉 活動

の責任 者 とな る。 そ して，地 区福祉 活動 主任

と協 力 して， 代 表役 員 の指示 通 りに福祉 活動

を運営 しなけれ ば な らな い。 その よ うにす る

時に，霊 的 に深 い満 足感 を味 わ うで あろ う。

私 は， 教 会福 祉活動 の実施 に あ た って，地

区代 表が きわめ て重 要 な位 置 を 占め て い るこ

とを強調 した い と思 う。 地 区代 表の 働 きいか

ん で，担 当す るス テー キ部 の福 祉活 動 プ ロ グ

ラム は， 成功 もす るし， 失 敗 もす るの で あ る。

ステー キ部長 と監督 は長年 ， ス テー キ部や

ワー ド部 で福祉 の基 本 原則 を教 え， 実施 す る

大 きな責 任 を果 た して きた。 これ らの方 々の

働 きは ，今 朝 発表 され た新 しい組 織 を通 じて，

大 い に高め られ るべ きであ る。特 に監督 の皆

さんが， これか ら数 カ月先， あ る いは数 年先

に， この福祉 活動 にお いて大 きな成 果 をあ げ

て一ドさる こ とを期 待 して い る。

私 た ちすべ ての者 が各 自の義 務 を一 生 懸命

に果 た し，教 会福 祉 活動 プ ロ グラム を実施 し

て， これ を生 活 に取 り入 れ るこ とが で き るよ

っにへ り くだ って祈 る もので あ る。 これ らの

こ とを私 たちの瞭 い主 イエ ス ・キ リス トのみ

名 に よって 申 し.Lげ る。 アー メン。

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー 第 二 副 管 長

140



福祉活動の原則を適用する

地 区 と地域 の評 議 会か 設 立さ'れた 目的 は ，ス テー キ部 や ワー ト部 にお ける教

会の 業 を促 進す る こ とて あ リ， また特 に家族 を助 ける ことであ る

大 管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄蜘 妹の皆さん激 会の総大会}よ
人々 の胸 に何 と大 きな喜 び を与 え るこ と

だ ろ う。今 また この会 で皆 さん と共 にみ た ま

の 導 き を感 じ， また皆 さんの 熱意 と力に 触れ ，

皆 さん が これ まで行 な って こ られ た業 と成果

を伺 い知 る こ とが で き，心 か ら感 謝 して い る。

1970年 代 の この10年 間 に， 教会 は著 しい発

展 を遂 げ て きた。 主 は この教 会 に祝福 を.与え

て下 さ ってお り， この教 会の 発展 は今 後 さら

に加速 され る こ とだ ろ う。今 朝， 数 名の 教会

幹 部 の方 々か ら説 明が あっ た よ うに， 神 権評

議 会が 地 域や 地区 レベ ル に まで拡 張 され た の

は， この よ うな教 会 の発 展 に則応 で きる よ う

にす る ため であ る。

主 は啓示 を下 して， この変 化 と発 展 に対応

で きる よ うに，教 会 の神 権組 織 を備 え て下 さ

っ たの であ る。 その こ とにつ いて は，す で に

十分 に説 明が あ っ たの で，改 め て詳 し く述べ

る必要 もな い と思 う。 しか し， き ょうの発 表

の先例 とな る 出来事 を教 会歴 史の 中か らひ と

つ 引用 して御 紹 介 した い。

「き ょうの午 後
， 十二 使徒 会 は評 議 会 を開

き，一 同が告 白す る機会 を設 けた 。… …私 た

ち の別 れ る時 が近 づ いて きた 。 この次 いつ会

え るか， そ れは神 の みが御 存 じで あ る。 そこ

で私 た ちは， 私 た ちが 予 言者， 聖 見者 として

認め て い る人に尋 ね た方 が よい と感 じた。 そ

うす れ ば， 彼は私 たちの だめ に神 に尋 ね， 啓

示 を受 けて下 さる であ ろう。そ して，(そ の啓

示 が変 わ らな い限 り)私 た ちは別 れ る時， そ

の 啓示 に従 えば よい。 そ うす れば ，私 た ちの

心 は慰 め られ るで あろ う。… … ま こ とに大 い

な る啓示 を与 えて下 さ る よ うにお 願 い した。

啓示 は， 私 た ちの心 を広 げ， 苦難 の 中で私 た

ち を慰 め， 暗 黒の 力の真 っ ただ 中で希望 の光

を投 げ かけ て くれ るか らで あ る。」(伍sの η

げ'加 α 協 醜 「教 会 歴 史」2：20910)

この 要請 に 応 えて，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スは主 に伺 い， 現 在の教 義 と聖約 第107章 に

あ る啓 示 を受 けた ので あ る。

「十 二使 徒 会は， 巡 回管理 高等 評議 員 会に

して， 教会 の 大管長 会 の指揮 下 に於 て， 天の
さだめ かな

制 に適 うよ う主の御 名 に よ りて職 務 を行 う。

す な わ ち， これ らの者 は教 会 を設立 し， よろ

ず の 国民 に於 け る教会 の あ らゆ る事務 を整理

し， まず 異邦 人 よ り始 めて 次 にユ ダヤ 人に 及

ぼ すべ き者 たち な り。

『七 十 人』 は十 二使徒 会 す なわ ち巡 回高等

評 議 員 会の指 揮 の下 に教会 を設立 し， また よ

ろず の 国民 に於け る教 会 のあ らゆ る事 務 を整

理 す るに主 の御名 に よ りて行 い， まず 異邦 人

よ り始め て次 にユ ダヤ 人 に及 ぼすべ き者 た ち

な り。」(教 義 と聖 約107：3334)

つ ま り，十 二使 徒会 は， 教 会の 大管長 会 の

指 示 の下 に主 の み名 に よって職 務 を行 な う。

そ して， 七十 人は，'十二使 徒 会の指 示 の下 に

そ の職 務 を果 たす の で ある。 また この 啓示 に

は、 主 のみ業 で 必要 とされ る時 に，地 区代 表
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や その他 の 人々が備 え られ る こ とも述べ られ

て い る。

「然 るに十 二使徒 会 に も 『七十 人
』に も属

せ ざ る他 の教 会職 員 は，す べ て の国 々 を巡 回

す る責 任 を有 す る こ とな し。 され ど事 情 の許

すか ぎ りは巡 回すべ きものな り。而 して教 会

に於 て重要 に して責 任 あ る地位 を有す る こ と

を得 。」(教 義 と聖約107：98)

主 は，神 権 に よる教 会 の管理 を完全 な もの

とす るために， 「監 督職 に就 けるすべての事 務

を処理 す る」方 法 と， 王 国の実 務 を行 な う方

法 を示 して下さった。(教義 と聖 約82：12参 照)

再 び， 教義 と聖 約 第1d7章 を読 ん で み よ う。

「そは監 督 の職 は
， すべ て この世 に属 す る

こ と を執 り行 えば な り。… …

さ りなが ら， メル ケゼデ クの神権 の大祭 司
つ

は，真理 の 『み たま』 に よ りて この世 に属 け
も っ

る知 識 を有 つ故 に， この世 に属 け る こ との奉

仕 をなす ため に特 に任命 せ られ 得べ し。

また この大祭 司 は， イ ス ラエ ル 人の 中 の判

士 とな り，教 会 の事務 を執 り… …」(教 義 と聖

糸勺107：68，71-72)

ここ数 年 の問 に， この啓 示 され た方法 は ま

す ます よ く応用 され るよ うに な って きた。 そ

して今 日私 た ちは， 全世 界 の国 々 に教会 を打

ち建 て るために この 啓示 を どの よ うに適 用 す

るか， その 方法 をさ らには っ き り と理 解 しな

けれ ばな らな い。世 界 の動 きを見て み る と，

王国の諸 事 を処理 す るこの方 法 は現 実 に則 し

てい るだけ で な く，数 年 後 には 必ず 必要 とさ

れ る もので あ る。』

この よ うに王 国が 組 織 され る と， 十二 使徒

定 員会 の兄弟 た ちは教 会 を巡 回 し， 必要 な秩

序 を打 ち建 て るこ とがで きる。 しか し， 従 来

行 な ってい た よ うに プ ロ グラムや 各部 門 の管

理 の責任 は 負わ ない ので あ る。 各部 門や プ ロ

グラムの指 導 と管理 は，今 後， 七 十 人第一 定

員会 の教 会幹部 の仕 事 に な るか らで あ る。 ま

た， 七十 人 第τ 定 員会 の兄 弟 た ちは， 管理 監

督会 お よび教会 の実 務 部 門か ら積極 的かつ 有

能 な支援 を得 る こ とが で きる。 これ らはす べ
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て， 私 た ちが 一致 協 力 して さ らに 前進 し， か

つ て なか ったほ どの速 度 で歩 み を速 め て ゆ く

ため で あ る。

地 区 と地域 に神権 評議 会 を設立 した 目的は ，

ステ ー キ部 や ワー ド部 にお け る教会 の 業 を促

進 す る こ とで あ り， また特 に家 族 を助 け る こ

とで あ る。兄弟 姉妹 の皆 さん， この こ とを御

理解 いた だ きたい 。

ス テー キ部長 の皆 さんに は， 今 回の 発表 が

皆 さんの肩 の重 荷 を幾 らか で も軽 くす る もの

であ る こ とを理 解 して下 さる よ うに願 って い

る。 これ らの責 任 の大部 分 は今 後， 地 区代表

に 移行 され，皆 さんは 自分 の ステー キ部 の諸

事 に全 力 を傾 注 で き るこ とにな っ た。 そ こで

この こ とを踏 まえ た上 で，福 祉 活動 を含 む教

会 の諸 活動 を管 理， 指導 す るス テー キ部 長 の

義務 と特 権 につ い て少 し述べ て お きた い。

ス テー キ部 長 の仕事 を印象 深 く感 じた最 初

の模 範 は，私 の父， ア ン ドル ー ・キン ボール

で あ る。父 は1898年 か ら1924年 まで， 実 に26

年 半 もの 間， シオ ンのセ ン トジ ョセ ブ ・ステ

ー キ部 の部長 を務 め た
。 この ス テー キの 名前

は， 殉教 した予 言者 の栄誉 をた たえ て付 け ら

れ た もので あ る。家族 はつ ま しい生 活 を して

い たが， 父 は， どの ように貧 しい人 々の世 話

をす れば よいか を監督 に教 えただ け でな く，

しば しば 苦難 に あ え ぐ人 々 を 自ら助 け て いた 。

その よ うな 人々 に対す る父の献 身 は， かつ て

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管 長が 授 け て下 さ っ

た祝福 の 成就 だ と私 は思 う.。父は ジ ョセ ブ ・

F・ ス ミス大 管長 か ら， ヒー プ盆地 の 人 々が

や が て父 を， 「親 を慕 う子供 」の よ うに慕 って

くるで あろ うとの約 束 を受 け てい た。 もちろ

ん， 当時 の私 に は， 父 の行 な って い るこ とが

す べ て理 解 で きたわけ では な い。け れ ど も，

父が示 して くれ た模 範 は， どの ス テー キ部 長

に も必 要 な こ とだ と思 った 。

父 は 自分 が 説 くこ とを 自 ら実 践 した。 ただ

人々 に， 自給 自足 をす る よ うに と説 くだけ で

はなか っ た。私 た ちは いつ も家族 として模 範

を示 す よ うに教 え られ た。.私た ちは 自分 た ち



の 食糧 の ほ とん どすべ て を自分 た ちの手 で ま

か な った 。 父 は い つ も菜 園 の 手 入 れ を して

いた 。食物 を得， 素 晴 ら しい香 りを与 えて く

れ る菜 園 の手 入れ を した。私 は よ く水 を くみ ，

菜 園 に水 をや った。 その ほか ，牛 の 乳 しぼ り

を した り， 果 樹 園の 木 を刈 り込 んだ り， 囲 い

の修理 を手伝 った りした。私 に は 兄がふ た り

いたが ， 彼 らは いつ も簡 単 な仕事 を して， い

つ も大 変 な仕 事 を私 に 回 した。 しか し， 私 は

不 平 を言 わ なか っ た。 その結 果， 私 は体 が 強

くな った 。

私 もまた， ステー キ部 長 と して奉 仕す る特

権 に 浴 した。1938年 に セ ン トジ ョセブ ・ステ

ー キ部か ら分 か れ てで きた， マ ウ ン トグラハ

ム ・ス テー キ部 の最 初 の ステー キ部 長 に召 さ

れ たの で ある。 ス テー キ部長 の皆 さん が経験

してお られ る よ うに，私 も また， 苦 難 を負っ

て い る人 々 と悲 しみや喜 び を共 に して きた。

1941年9月 の洪水 の こ とを， 私 は今 で もよ

く覚 えて い る。ス テー キ部 大会 の 開か れ る週

末 に雨 が降 り続 い た。 そ して， ステー キ部 大

会 の翌 日，つ いに ヒー プ 川は氾 濫 し， ア リゾ

ナ州 の ダ ン カン とその 一帯 に洪 水 が起 こった 。

私 は，聖 徒 た ちが早 急 に必要 な ものに つ いて、

第一 副 ス テー キ部長 の バー ノ ン ・マ クグラ ス

兄弟 と話 し合 い， 直 ちにサ フォー ドにあ る ス

テ ー キ部合 同 の福祉 倉 庫 か ら物資 を車 に積 ん

で，60キ ロほ ど離 れ た ダン カ ンに 向か った。

私 た ちは その地 に到着 す る と，必 要 な手 配 を

整 え た後， 車 では 橋が 危 な い とい うこ とで，

バ ー デ ンま で13キ ロの道 の りを歩 いて行 っ た。

私 は， 洪 水で破 壊 した家や 農 地 の荒 れ た様 を

見 た時 ， ま った く悲 し くな って しまっ た。 し

か し， それか らの数週 間 ，私 は ステ ー キ部長

の在任 中で最：も充 実 した経験 をす る こ：とが で

きた。私 た ちは高 等評 議 員会 とワー ド部 監督

会 の 力 を得 て ，再 建 に乗 り出 した。福 祉 倉庫

か らの支 給 品 と地 元 の 人々 の労働 に よって，

再 建工 事 を開 始 した 。地 域 の聖徒 たち は素晴

ら しい献 身振 りで， 私 た ちは結 局， 中央福祉

委 員会 に援助 を要 請 しなか っ た。地 元 の力 だ

け で処 理 した の であ る。

これ とほぼ 時 を同 じくして，教 会 員に， 経

済 的 な 自立 を図 り， 負債 を避 け るよ うに と切

に助 言 した こ とを覚 えて いる。私 が 召 された

時 は， まだ大 恐慌 の余 韻が残 って いた。 当時

は まだ個 人 と家族 の備 え とい う呼 び方は して

いな か ったが ，私 た ちは ステー キ部 内 の聖徒

た ちに， 自分 の必要 は 自分 で満 たす よ うに と

教 えた。 多少 言葉 の違 い はあ ったが ，私 た ち

はす で に労働 ， 自立， 愛， 奉仕 ，奉 献， 管理

の基本 原則 を説 いて いた5

私 は 自らこの よ うな体験 を した こ と もあ っ

て，1936年 に福祉 活動 が再 び 強調 され る よ う

に な って以 来，教 会が この よ うに大 きな発展

を遂 げ て きた こ とを思 う と感慨 無量 で あ る。

自分 の過去 の経 験 と，現 在聖 徒 た ちが必要

と して い る事 柄 を考慮 した上 で， もし も私が

今 ステ ー キ部 長 の職 に ある とした ら，福 祉 活

動 の中 で こ うす る であ ろ う と思 うこと を述べ

て み たい と思 う。

まず 第1に ，私 はプ ロ グラム を研 究 す る。

聖典 や 手引 き， そ れに福 祉活動 に関す る資料

を研 究 す る。 そ して， 福 祉活 動 こそ 「福音 の

実 践」 で あ るこ とを理 解 す るで あ ろ う。

福 祉 活動 は 次の3つ の部分 か ら成 って い る

と思 う。 第1に ，将 来 を見越 した生活 をす る

こ とに よつて 問題 が起 こ るの を予 防す る。第

2に ， 緊急 の助 け を必要 と しで い る人々 に一

時 的 な援助 を与 え る。 第3に ，根 の深 い， あ

るい は長期 的 な問題 を抱 えて いる 人々 を社 会

復 帰 を させ る。

私 は40歳 代 の初 めに， ステー キ部長 として

教 会 の総大 会 に 出席 し， クラー ク副 管長 が こ

れ らの こ とにつ いて話 され るの を聴 い た こ と

を今 で も覚 えて い る。 これ らの こ とは 当時 と

同様， 今 日で も言 え る こ とで あ る。

ステー キ部 長 であ る私が行 なわ なけれ ばな

らない重要 な こ とは， ステー キ部福 祉 活動委

員 会 の委 員長 と して の義務 を学 び， また地 区

福 祉 活動 評議 会 に活 発に参加 す るこ とであ る。

兄 弟 の皆 さん， あ る種 の福 祉 活動 は地 区 また
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は複合 地区 レベ ル で行 なわ な けれ ば な らない

とい うこ とをよ く認 識 して い ただ きたい。 た

とえ， すべ て の設備 を 自分 の ステ ー キ部 に設

置す る方が便 利だ として も，地 区 評議 会 で他

の ステー.キ部 に設 置す るこ とが決 定 され た ら

私 はそれ を支持 す るであ ろ う。

物事 は， 自分の 生活 に応 用 してみ て初 め て

よ くわか る もの であ る。私 は福 音 の基 本 原則

が 自分 の 生活 に，.また 家 庭 に 欠 け て い る状

態 を目に した くな い。私 は個 人 と家族 の備 え

の教 えに従 いた い と願 って い る。す な わ ち，

菜 園 を造 り， 家族 の 資源 を上 手 に管理 し，教

育 の視 野 を広 げ た い。 また， 健康 を保 ち，家

庭 貯蔵 を増や し，家 屋 や敷 地 の手 入れ をした

い。 そのほか 主か ら命 じられた すべ て の こ と

を行 ない たい。

ス テー キ部長 と して， 父 が地 域社 会 に示 し

た も うひ とつの模 範 が あ る。父 は いつ も努 め

て家 の 中や 庭 を きれ いに整 えて いた。 ご く当

た り前 の こ との よ うに 父 はそれ を行 な って い

た。サ フォー ドに年 老 い たひ と りの カ ウボー

イが住 んで いた。 ち ょう どそれ は，私 が使 徒

に召 され た頃 の こ とだ った。 その カ ウ ボー イ

は私 の家 に来 る と， こ う言った。 「スペ ンサー 。

わ しは昔， 集 会 に行 く時， いつ もあ な たの家

のそば を通 った もん だ。 それ で気 がつ いた ん

だが ，大 会 のあ る時 は， いつ も家 の 周 りが き

れ いに掃 除 され てい た。 だが ， そ うで ない 時

は， あ ま りきれ いに な って いなか ったね 。」

さらに私 は，福 祉 活動 の ため に 自分 の持 ち

物 を捧 げ る ように した い。私 は， 断 食献 金 を

惜 しみ な く納 め， 定 員会 会 員 として 福祉 活動

の割 り当て に喜 ん で応 じた い と思 う。

第2に ， 自分 で で きるだ け学 ん だ後， その

福 祉活動 の 原則 と実 施方 法 をワー ド部や ステ

ー キ部 の役 員 に教 え る。同 時 に，福 音 の原 則

と義務 ， それ に具 体 的 な割 り当て も教 え る。

副 ステー キ部長 と共 に ，聖典 に記 され て い る

ように，監 督 に 「貧 し き者 を探 ね て富 め る者
へ り くだ に ぎ

お ごれ る もの の謙 りに よって その乏 しき を賑

わ しめ」(教 義 と聖 約84：112)る こ との大 切
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さを教 え よ う。

聖 句 を引用 して その理 由 を述べ ， また断 食

の律 法 と倉 庫 の利用 法，個 人の 必要 の判 定 基

準 ，被 援助 者 に与 え る仕事 の種類 ，個 人的 な

問 題 を抱 えて い る人々へ の助 言 の仕 方 な どに

つ い て教 え る。 しか し， 私 た ちが決 して忘 れ

てな らな い こ とは， この よ うな 困 って い る人

人に実 際 に援助 の 手 を差 し伸 べ るのは ，監 督

のみ に委任 され た責 任 で あ る とい うこ とであ

る。

また，私 たち は， ステー キ部 扶助 協 会 の姉

妹 たち に， 家庭 訪 問 に よって監 督 を助 け るに

は ど うす れ ば よいか な ど とい う事 柄 につ いて，

ワー ド部 の姉 妹 た ちを訓練 す る よ うに教 え る。

さらに， 定 員会指 導者 に は，有 意 義 な ホー ム

テ ィー チ ン グを行 な うこ と，個 人 と家 族 の備

え を促 す こ と，重 大 な問題 を持 つ 兄弟 を助 け

るこ とな どにつ いて指 導す る。

第3に ， ス テー キ部 でで き る範 囲 で福祉 活

動 を実施 す る。 本 当の祝福 は実行 す る こ とに

よって 得 られ るか らで あ る。 「実行!」 これが

私 た ちの モ ッ トー であ る。 しか し，今 朝 の話

を伺 って い る と， こ う書 き加 えた方 が よいか

もしれな い。 「計画 を して実行 す る!」 と。と

にか く，全 体 の一部 で あ るか も しれ な いが，

私 た ちは計 画 した後 に， それ を実行 し， 仕事

を成 し遂 げ る よ うにす る こ とが 必要 で あ る。

奉仕 の機 会 は た くさん あ り， 満 たすべ き必

要 は数 々 あ る。デ ゼ レ ト産 業の 資材 集 めか ら，

生 産 の増加 ， さ らに定 員会 を通 じて行 な う就

職 の あ っせ ん まで， 実 行 しな けれ ば な らな い

こ とは い ろい ろあ る。 また， 断食献 金 を集 め，

レー マ ン人 の兄弟姉 妹 の ため に里 親 を見つ け

るこ と もそ うで あ る。 自己 を犠 牲 にす るこ と，

互 いに助 け合 うこ と も福祉 活動 の 実践 で あ る。

結 局， この偉 大 な計画 は，与 え る者 と受 け

る者 の双 方 に祝福 を もた らす もので あ る。与

える者 は， 「彼 らのいと小 さき者 に捧 ぐる とも

皆 われ に捧 ぐれ ば な1)」(教 義 と聖 約42：38)

とい う聖 句，また受 け る者 は， 「あ らゆる もの

はわが ものなれ ば， わが 聖徒 ら を扶養 す るは



わ が 目的 な り」(教 義 と聖約104：15)と い う

主 の約 束 を忘 れ ない よ うにす る こ とであ る。

教 会 は いつ もすべ て の主 の子 供 た ちに関 心

を払 って きた。 私 は，1907年 の 中国の 大飢 饅

の こ とを思 い 出す 。当 時 の大管 長会 の ジョン ・

R・ ワ インダー 副 管長 は， 苦難 に あ え ぐ民 に

20ト ンの小 麦粉 を送 る こ とを総 大 会 で発表 し

た。 その時 ，B・H・ ロバ ー ツ長 老が この決

定 を支持 して こ う述べ た。

「いか な る災難 も
， 私 た ちの慈 愛 の心が 及

ぶ 限 り，決 して天 父 の子供 たちの 上 に降 りか

か る こ とはな い。 この 計画 は， 本 大会 で全 会

一致 の 支持 が得 られ る もの と私 は信 じて い る
。

この計 画 は，愛 と宗教 的 な 目的 のため に物 資

を集め る とい う私 た ちの方 法 が 賢明 な もの で

ある こ とを証 してい る。 この地 上 に， 絶 えず

愛 の集 積 され て い る組 織 が あ るこ と を，神 に

感 謝 したい。 必要 な 時 に， 人の子 らに 恵み を

施 す手 段 が あ るこ と を感謝 した い。 また， キ

リス トの教 会 の 中に この よ うな蓄 え をす るよ

う教 えて下 さ った神 の知 恵 に感謝 した い。私

は心か ら， ワイ ≧ダー 副 管長 の 発表 された決

議 を支持 す る もので あ る。」(Co卿 名θη6θ他 一

ヵoγ'「大 会報 告」1907年4月 ，p.59)

決議 案 は全 会一 致 で採 択 され た。

先 日，合 衆 国 とカナ ダ地域 ， さ らに 多 くの

穀 物 貯蔵 庫 を建 設す る認 可 を出 した時， 私 は

この 話 を思 い出 した 。 そ して， きょ う も，指

導者 の方 々 に福祉 プ ログ ラム を実施 す る義務

の あ るこ とをお話 しな が ら， この話 を思 い出

した。

先 程 も申 し上 げ た よ うに， 行 な うこ とに よ

って，実 行す る こ とに よ って初 め て， 本 当の

祝福 は 来 るので あ る。私 は ，現 在 の教 会の 発

展 を非常 に喜 ん で い る。私 た ちは皆 さん に大

きな期待 を寄 せ て い る。 また， 今後 も引 き続

き皆 さんの 管理 の職 の 範囲 内 で築 き， 改善 し，

働 き， 歩み を速 め る よ うにお願 い したい。 と

同時 に， 皆 さん が立 派 に働 い てお られ る こ と

を知 り， この公 の場 を借 りて感 謝 の言 葉 を述

べ たい 。

次 に， インデ ィア ン学生里 親 プ ロ グラムの

ため に奉 仕 し，犠 牲 を払 って下 さって い る方

方 に愛 と感謝 の 気持 ち をお伝 え した い1素 晴

ら しいイ ンデ ィア ンの両親 の皆 さんに， 私 た

ちの愛 をお伝 え したい と思 う。皆 さん が子供

た ち を手放 して教 会 の完全 なプ ロ グラムに託

し， 立 派 な教 育 を受 け させ よ う と多 くの犠 牲

を払 って い るこ とを， 私 た ちはよ く知 って い

る。 この よ うな皆 さん の愛 は， 子 供 たちの生

活 に祝福 を もた らす と同時に， 彼 らの 家族 を

も強め るこ とにな る。またデ 自分 の生活 と時 間，

さ らに財産 を も差 し出 して協 力 して下 さって

いる里 親 の皆 さんに も，心 か ら感 謝 を 申 し上

げた い。 この よ うに レー マ ン人の 青少年 を受

け 入れ るには，愛 と2里 行 く精神 が必要 で ある。

人々 に愛 を示 し，無 私 の奉仕 を して下 さって

い る皆 さん と皆 さんの家 族 には， 多 くの祝 福

が 与 え られ るこ とだ ろ う。 この プ ロ グラムか

ら， 里親 の家族 も， インデ ィア ンの 家族 も祝

福 を受 け る こ とが で きるの であ る。 この 里親

制 度 は主 か ら霊 感 され たプ ロ グ ラム で ある。

す で に レーマ ン人の青 少年 の 多 くが教 会 の力

強 い指 導 者 とな って いる。 また，地域 社 会，

ひ いては世 界の指導 者 と して活 躍 して い る人

も多い。

監 督の 皆 さん には， 教会 公認 の この大切 な

プ ロ グラム を今後 も継 続 して ゆ くよ うにお勧

め した い。 この プ ロ グラムに よ って恵 み を受

け る こ との で きる レー マ ン 人の青少年 を捜 し，

彼 らがバ ラの よ うな花 を咲 かせ るこ とが で き

るよ う導 いて いただ きた い。 ステー キ部長 の

皆 さん は， こ の こ とを監督 に指 導す るよ うに

して いた だ きた い。

次に， 福 祉農 場 を効 率 よ く，経 済的 に， し

か も安 全 に経 営 し， その農 地 をきれ いに よ く

整 え てい る と 自信 を持 って 言 える方 々に も感

謝 したい 。福祉 農場 は， ス テー キ部長 が管理

の 原 則につ い て教 え る絶 好 の場 であ る。 この

発展 を阻 止す る要 因が あ る とす れば， そ れは

指導 者 の 問題 であ ろ う。 この福祉 農場 の ため

に委員 会 を組織 し， 効.果的 に委任 を し， そ し
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て報告 を受 け る面接 を定期 的 に行 な って い る

ステー キ部 長 の皆 さん に心 か ら感謝 して い る。

また，質 の向 上 を計 る こ，との大切 さ を理 解

して お られ る方 々 に も感謝 申 し上 げ たい 。主

に とって は，質 の 限 界 とい っの はな い。 自分

た ちの福祉 農場 で生 産 す る物 を主 の み業 の た

め に使 える とい うこ とは何 と素 晴 ら しい こ と

ではな いだ ろ っか 。

私 た ちは また，新 しい 倉庫， か ん 詰め工 場 ，

デゼ レ ト産 業 ビルの建 設 の報告 を受 け， 非常

に喜 ん でい る。 これ は大 きな犠 牲 に よって で

きた もの で あ る。十分 な力が備 われ ば， この

業務 を担 当す る人々 か ら認可 が得 られ るで あ

ろ う。私 た ちが この よ うな 倉庫 を持 つ こ とは

主 の願 いで あ る。 これ らの 倉庫 を通 して， 私

たちは 貧 しい 人や 困 ってい る人 を助 け る こ と

が で きるの であ る。

主 は， 教 会の最 初 の管 理 監督 に次 の よ うな

勧告 を与 え られ た。

「また監 督 た る者 は この教 会 に一 つ の 倉庫

を指定 し， こ の民 の必要 以 上 に余 れ る金銭 糧

食は両 つ なが らすべ て此 所 に保 存 し， 監督 の

手に於 て これ を管理 すべ し。… …

か くの如 く， われ この民 に わが律 法 に従 い

て組 織す る特権 を許 す 。… …

見 よ， これ はエ ドワー ド ・パ ー トリッヂに

示 され たる一つ の 範例 に して， こは他 の土 地

に て もすべ て の支部 教 会 にて も以 て範例 とな

すべ きこ とな り。」(教 義 と聖約51：13，15，

18)

主 は今 日で も， 主が 示 され た範 例 に従 うこ

とを望 ん でお られ る。現 在の ブ ラ ウ ン管理 監

督 は，事 情の 許す 限 り， すべ て の支 部教 会が

この範例 に従 うよ う導 く責 任 が あ る。 その た

め に努 力 を払 ってお られ る方 々 に も，私 た ち

の愛 と感 謝 をお伝 え したい と思 う。

ここで 今一 度， 私 た ちが今 行 な って い る業

は，単 に私 たちの業 ではな く，主 のみ 業 で ある

こ とを申 し述 べ てお きた い と思 う。 私 た ちは

主 の王 国 を建 設 してい る。 そ して， その王 国

の一 員 と しての 特権 を受 け て い る。 その よ う
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な重 大 な責 任 を持 つ 私 た ちは， 主が 教義 と聖

約 第105章 の 中で述 べ られ てお られ る勧 告 を

その ま ま実 行す る義 務が あ るの で あ る。

「お よそ 日の栄 の王 国の律 法 の諸 原 則に よ
あた

らず んば， シオ ン を建つ るこ と能 わず 。 これ

に よ りて建 て ずば， シオ ン をわれ に受 け 入 る

る こ.とか なわ ざるな り。
さ と

されば， わ が民 の律法 に従順 な る こ とを覚

る までは 必ず これ を懲 しむ るを要す 。 も し必

ず要 すれ ば， 彼 らの受 くる こ とに よ りて打 ち

懲 しめ ら るるな り。… …

シオ ンの王 国 は誠 にわ れ らの神 とその キ リ

ス トの王 国 なれ ば， い ざわれ らその律 法 に従

うべ し… …」(教 義 と聖 約105：56，32)

最 後 に も う一度 ， これ まで皆 ざんが 行 な っ

て下 さったす べ ての事 柄 に心 か ら感謝 を申 し

一ヒげ た い。

神 が生 きてお られ， これが神 のみ業 で あ る

こ とを私 は知 って い る。私 は， これか ら も絶

えず 神 の霊感 が あ って，私 たちが正 しい判断

が で きる よ うに主 に祈 って い る。 これ ら をイ

エ ス ・キ リス トのみ 名に よ り申 し上 げ る。 ア

ー メン。

赤 ん坊 をあ やす スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ
ー ル 大 管 長



教 会 ニ ュ ー ス

地 区代表 セ ミナー報告

1979年3月30日 に 開催 され た本 セ ミナ ー で

は， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 の説

教 が特 に 強 い印象 を投 げ かけ て い る。(p.149

参 照)こ の金 曜 日の セ ミナー では ， ほか に も

何 人か の教 会幹 部 が， 組織 上 の変 更 を提示 し

た 。キンボール大 管 長 も， 「この末 日にお け る

主 のみ 業 の進展 を速 め な けれ ば な らない」 と

語 っ てい る。

エ ズラ ・タフ ト・ベ ン ソン会長 とビ ク ター ・

L・ ブラ ウ ン監 督 は，地 域 と地 区 に評議 会 を

設 置す る こ とにつ いて 説 明 した。(詳 し くは，

福祉 部会 での説 教 を参 照pp.128-132)

その後 ， ゴー ドン ・B・ ヒン クレー長 老 の

司会 で， 質疑 応 答の 場が 設 け られ，L・ トム ・

ペ リー長 老， トーマ ス ・S・ モ ン ソ ン長 老，

デ ビ ッ ド・B・ ヘ イ ト長 老，J・ リチ ャー ド ・

クラー ク副監 督 が質 問 に答 えた 。 そ こで ヒン

クレー長 老 は，変 更 が それ ほ ど大 きな もの で

は ない こ とを強調 した。

1.地 域 担 当教 会 幹部 と地域 管理 監督 の役 職

名 が それ ぞれ，代 表 役 貝， 地域 監督 と変更

された 。 「

2.地 域 お よび地 区 の評議 会 は， 中央 ， ステ

ー キ部
， ワー ド部 の評議 会 で行 な われ てい

る と同様 に， 宗務 と実 務 の両 方 につ い て相

互 調 整す る。

3.こ れ まで ス テー キ部 長 に課 せ られて いた

複 合 ステー キ部 に 関す る責任 は， 今 後地 区

代 表が 担 当す る。

N・ エ ル ドン ・タナー 副 管長 は， これ らの

組織 上 の変 更が すべ て の教 会幹 部か ら全 面 的

な支持 を受 け た もので あることを述べた。 「こ

れ に よ って主 のみ業 の進 展が 速 ま りあ らゆ る

レベ ル に おい て教 会 の諸 事 の管理 運営 が確実

に行 なわ れ るよ うにな るで あ ろ う。」

また， 他 の話者 か らの助 言 を確 認 して， タ

ナ ー副 管長 は次の ように語った。 「評 議 会の制

度 に よっ て教 会 を運営 す る一 方 で， 忘 れて な

らない の は家 族会 議 で ある。私 た ちが教 会 で

行 な って いる こ と， ま た行 な うべ きこ との 多

くは，個 人 と家庭 を助 け る こ とを 目的 として

い る。 したが って家族 会議 を忘 れ な いよ うに

しよ う。 そ して ， 教会 の基 とな る家 庭 を守 り，

強め るため に，最善 を尽 くそ うで は ないか。」

ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター長 老 は
， 新 たに地

区代 表 に与 え られ た幾 つか の責 任 につ いて触

れ ， 地区代 表 は 「担 当す る地 区の管理 者 と し

ての役 割 を担 い，…… ステー キ部 長 た ち と 『会

議 を開 き』 … …代 表役 員が地 域 評議 会 で行 な

っと同 じよっに，地 区評 議会 で優 先順 位 を定

め ，計 画 し， 見守 り，訓練 を施 す 必要があ る」

こ とを述 べ た。 また，地 区代 表 は 「代表役 員

の ス タ ッフ」 であ り，若 干 の例 外事 項は あ る

が ， 多 くの こ とにつ いて 「ステ ー キ部 長 を管

理指 導 す る立場 に立 つ」 と説 明 して い る。

また ，ハ ンター長 老 はあ る興味 深 い調査 結

果 を述べ た。 「ワー ド部 の霊 的健 康 と活動 の

鍵 を握 る もの は数 多いが ， 中で も成功 と失 敗

のバ ロ メー ター とな るの が， ワー ド部 男性 会

員 に対す るメル ケゼ デ ク神 権 者 の割 合 で ある。

不 活発 な長老 や長 老 見込 み会 員 の活発化 や 昇

進 に時 間 を効 果 的に 充て る と， ワー ド部 全体
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の霊 性 が高 ま るこ とは明 らか で あ る。 同時 に，

子供 た ちや 青 少年 を助 け た い と思 うな らば，

まず両親 を.援助 しなけれ ば な らな い こ ともお

わ か りだ ろ う。」

さ らに，伝 道 活動 につ い ては 次 の よ うに 語

ってい る。 「私 た ちの手 元 に，素 晴 らしい情報

が あ るので御 紹 介 した い と思 う。 それ は， 改

宗 者の 人数 が専任 宣教 師 の 人数 で はな く，教

会 員数 に大 き く左 右 され る とい うこ とで あ る。

改宗者 のバ プテ スマ数 を大幅 に 増す た め に私

たちに で きる こ とは数 多 くあ るが， 中で も教

会 員が効 果 的に伝 道 活動 に参 画 す る こ とが ，

その第一 に挙 げ られ る。」

セ ミナー 午前 の部 の最 後 の話 者 であ ったマ

ー ク ・E・ ピー ター セ ン長 老 は
， 「地 区代 表 と

い う言 葉か ら受 け る イ メー ジ」 は， 召 しに関

係 な く他の すべ て の神 の僕 か ら受 け るイ メー

ジと何 ら変 わ りな い， と述べ た。

さ らに， イエ ス ・キ リス トを私 た ちの模 範

とし， 「キ リス トの ご と く」な る こ と，イェ ス

が キ リス トで あ るこ とを人々 に証 す る こ と，

また イエ ス と御 父 が一 致 してお られ る よ うに

私た ち もひ とつ とな る こ との大切 さ を強調 し

た。

また ピー ター セ ン長 老は ，各 人 が義 しい者

となる こ との大切 さに 触れ ，み 業 に携 わ る者

としてふ さわ しい徳 を身 につけ る責 任 の あ る

こと を地 区代表 た ちに 訴 えた(教 義 と聖 約 第

4章 参 照)。 「自分 が キ リス トの よ うに な れば，

人に もそ うな る よ うに教 えるであろ うし，自 ら

.を主 に捧 げて いれ
.ば， 人 に もそ うす る よ う教

えるであ ろ う。 そ して ， 自 ら率 先 して プ ロ グ

ラム に従 えば， 人 々に もそ うす るよ う教 え ら

れ るので あ る。」

家庭 の 中で模 範 を示 す こ と も同 じよ うに大

切 で あ る。 「私た ちは，キ リス トの よ うな模 範

を示 し，妻 や子 供 た ちに主 を信 じる信仰 を持

たせ る よ りに して い るだ ろ っか 。」

ピー ター セ ン長 老は また，「教 会 に おけ る地

位や誉 れ な どに対 し」 不 当な大 望 を抱 くこ と

を警告 している。 「指示 に完 全 に従 う態 度 を持
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ち， 細 い点 まで指 示通 りに行 な っこ とであ る。

…… どの よ うな場 合 で も， 献 身的 に義 務 を果

たす こ とを 目指 して い ただ きた い。」

話 の結 び に当 た って，長 老 は こ う述 べ た。

「主 は私 た ちに生 産者 とな る よ う望 ん でお ら

れ る。豊 か な実 を結 ばせ る よ うに命 じて お ら

れ る。 ……私 た ちの実 が いつ まで も残 る よ う

な働 きをす るため に， 私 た ちは召 され，聖 任

され て い るので あ る。言葉 を変 えて 言 う と，

私 た ち は 目標 に 向 か っ て 計画 し，祈 り.，.実

践 しな けれ ばな らな い。私 たちの 怠慢 の ため

に落 ちこぼ れ る者 が な い， 証 を失 う者 や不 活

発 にな る者 もいない とい う目標 であ る。」

私 たちが 忠実 に歩 む時， 「貴い約 束が与 え ら

れ る」 と， ピー ター セ ン長 老 は言 う。救 い主

は こ う約 束 して お られ る。「もしわた しのいま

しめ を守 るな らば， あ なたが た はわ た しの愛

の うちにお るの であ る。」(ヨ ハ ネ15：10)

この セ ミナー で紹 介 され た新 しい地 区代 表
あ き

は ， 以 下 の12名 で あ る。 日本 大 阪 の 安 芸 宏;

メ キ シ コ， チ ワ ワ 州 コ ロ ニ ア フ ア レ ス の ウ ォ

ー ル ド ・プ ラ ッ ト ・コー ル;南 オ ー ス ト ラ リ

ア ， バ ラ ヒル ズ の ドナ ル ド ・W・ カ ミ ン グス;

ウ ル グ ア イ， モ ンテ ビデ オ の エ イ リエ ル ・ア

ル サ イ セ ス ・フ ェ ドリ ゴ ッ テ ィ ・シ ニ ア;南

ア フ リカ ， ヨハ ネ スバ ー グ の ル イ ス ・P・ ヒ

ー フ ァ ー;カ ナ ダ
， ア ル バ ー タ州 カ ル ガ リー

の ブ レ イ ン ・L・ ハ ドソ ン;イ タ リア ・ トラ

バ グ リア トの レ イ オ ポ ー ル ド ・ラ シ ェ イ;オ

ー ス トラ リア ， エ ッ ピ ン グ の ア イ ア ン ・グ ッ

ドウ ィ ン ・マ ッ キ ー;ユ タ州 ソ ル ト レー ク ・

シ テ ィ ー の ス ペ ンサ ー ・ハ ム リン ・オ ズ ボ ー

ン;ア ル ゼ ンチ ン， ブ エ ノ ス ア イ レ ス の ア ル

ツ ロ ・パ ー ル メ リー;韓 国 京 城 の 韓 仁 相;バ

ー ジ ニ ア 州 リ ッチ モ ン ドの ニ ー ル ・ウ・ッ ドロ

ウ ・ズ ン デ ル 。

☆ ☆



キ ンボール大管長，

伝道活動のビジョンを語る

副 主 幹 マ ー ビ ン ・K・ 力.一 ドナ ー

1979年3月.30日 金 曜 日の地 区代 表 セ ミナー

の 冒頭 で， スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル 大管

長 は， 中 国に おけ る伝 道 活動 に備 えをす るよ

うに語 った。

キンボー ル 大管 長 は，合 衆 国 と中華 人民共

和 国 との 国交 が正 常化 す るこ とを 「殊 の 外，

深 い 関心 をも って」'見守 ってい た と語 る。 ま

た，1979年1月9日 に上 海 で開催 され た宗務

部 の 第一 回宗 教会 議 につ いて も触 れ た 。 この

会 議 で は， カ トリ ックや プ ロ テス タ ン ト，仏

教 ， ヒン ズー 教 な どの宗 教代 表 者800名 が，

宗 教 活動 につ いて話 し合 った。

「私 た ちは前 回 の大 会 で，す べ ての 国，特

に 中国 に平 和が もた ら され る よう全 会 員 に真

剣 な祈 りをお願 い した。 また， 私 た ちの宣 教

師 が入 国 で きる よ うに祈 る こ とをお願 い した 。

それ以 来， 大勢 の 人 々が 中国 を訪 れ， 多大 な

関 心が 向 け られ た。私 たちの 嘆願 を聞 き届け ，

偉 大 な隣 人 であ る 中国 を，主 イエ ス ・キ リス

トに ぬか ず く大家 族 に加 え て下 さ る よ っに天

父 にお願 い したい と思 う。」

次 い で， キ ンボー ル大 管長 は， この大 国 で

の伝 道活 動 を開始 す るため の いろ い ろな方法

につ い て語 っ た。「私 た ちは もっと言葉 の勉 強

をす る必要 が あ る。中 国の北 京 官語 に通 じた

人が もっ と必要 で あ る。」

大 管長 ば また， 中国 人 自身が で きる こ とを

幾 つか 挙 げて いる。「中国 人の教 会 員 は，中国

にお いて主 の み業 が発 展す るよ うに祈 って い

ただ きた い。独 身 の 中国 人の青 年 はす べ て伝

道 に 出 る準 備 を して い ただ きた い。」これを援

助 す る ため に ，香 港 ではす べ て の教会 堂で北

京 官語 の クラスが 設 け られ てい る。

「中国 の子 供 た ちは
， 中 国で伝 道 す るの に

備 えて，貯 金 を してい ただ きた い。 合衆 国や

カナ ダ にい る中 国 人の会 貝 た ち を強 め る こ と

も必要 で あ る。」

キ ンボー ル大 管長 は， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ

ケ イ大 管長 と ヒュー ・J・ キ ャノ ン長 老が ，

1921年 に 中国 を福 音 伝道 の ため に奉献 した こ

とを出席 者に思 い 出させた 。「彼 らは急速 に朽

ち果 てて い る神 社や 塔， 寺 院 を通 り抜け ， い

と杉 の森 に入 っ た。す ると敬 慶 な思 いに か ら

れ，何 か が頭上 に とど まるの を感 じた。 彼 ら

は 目に見 え ない聖 い御 方が 自分 た ち を導 いて

お られ る こ とを確 信 した ので あ る。そ して，

世 界で最 も人 口の 多い国 の中心 地， 北京 で，

何 人に も妨 げ られ るこ とな く， マ ッケ イ大管

長 は奉献 の祈 りを捧 げ たので あ る。」

キ ンボー ル大管 長 は また， ナ イ ジェ リア と

ガ ーナ での 宣教 師 の働 きにつ いて 語 った。 そ

の 地 で働 いて い るレ ンデ ル ・N・ メイ ビー長

老 とエ ドウ ィン ・Q・ キ ャノ ン ・ジュニ ア長

老 か らの最 近 の手紙 を紹 介 した 。

「主 の み手 が
，私 た ちの訪 れ る先 々で あ ら

ゆ る事 柄 の上 に及 んで い るこ とが はっ き り と

分 か ります。 …… これ ほ どの成功 を収 め る と

は考 え て もみ ませ ん で した。… …私 た ちは ま

る で， 話 に聞 い た初期 の宣教 師の ような活動

をし，成 功 を収め て い ます 。 これ ほ ど容 易 に

人 々が福 音 に引 きつ け られ る ところは， 世 界

の どこ を捜 して も恐 ら くな いで し ょ う。手 を

差 し伸べ さえす れば， 機会 はそ こに あ るの で

す か ら。一 軒一 軒戸別 訪 問す る必 要 な どあ り

ませ ん 。 チ ラシ を用 意 して お くだけ で よいの

です。せ わ し く通 りを歩い てい る 人で も， 立

ち止 ま って話 して くれ ます 。建築 現場 で働 い

てい る 人で も， チ ラ シ を受 け取 っ て くれ ます 。

そ して，1時 間ほ どして その現場 を通 る と，

彼 らがチ ラシ を読 ん でい る光景 を 目に します 。

この よ うな こ とは，珍 し くあ りませ ん 。

先 日， バ プテ スマ と組 織の こ とで南部 に車
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を走 らせ て いた とこ ち， ウム ア ヒア市 の 中央

で タイヤが パ ン ク して しまい ま した。 す る と，

制 服 を着 た消 防士 がわ ざわ ざ立 ち止 ま って，

タイヤ の交 替 を手伝 って くれ たの です 。 そ こ

で私 た ちは 彼 に， 『ジョセ ブ ・ス ミス の証』の

パ ンフ レ ッ トを渡 しま した。す る と，15分 も

しない うち に， そ の消 防士 は私 た ちの とこ ろ

にや って来 て， この教 え をず っ と待 って いた，

と言 うの です。 そ して， バ プ テスマ を受 け た

い と言 い ま した。 それ か ら， 自分 の村 の人 々

もこの福 音 を受 け入 れ るに違 いな い と話 して

くれ ま した。 その村 は， 私 た ちの いた道 路 か

ら，45キ ロほ ど南方 に あ りました ので， 私 た

ちは そ こに 立 ち寄 りま した 。最初 に出会 った

村 人は， 学校 の教 師 を して い る人 で，.偶然 に

も先の 消防士 の 親戚 で した 。私 た ちは その 人

の家に案 内 され， 消 防士 の奥 さん と6人 の子

供 た ち をは じめ， 大勢 の人 々の歓 迎 を受 け ま

した。教 師 に モル モ ン経 を1冊 贈 り，私 た ち

はあ なたに この 書物 を渡 す ため に地球 の反対

側 か ら旅 を して きたの で，是 非読 ん で いた だ

きた い と言 い ま した。す る と彼 は， 自分 だ け

でな く， 村 人に もそれ を読 んで聞 かせ たい と

答 えて くれ たの です 。」

キ ンボー ル大管 長 の語 る ところに よ る と，

改宗 者 のバ プテ スマ の総数 は ，ナ イジ ェ リア

で483名 ， ガー ナ で430名 であ る。 大管 長 は，

教 会が今や 大 管長 会特 使 のデ ビ ッ ド ・M・ ケ

ネデ ィー 兄弟 の援助 もあ って， 新 しい地域 に

広が って い る こ とを指 摘 した 。

「私 たちは
， あ らゆ る地 域 で， 真理 を求 め

て い る人 々や， 生 活 を改善 した い と望 ん でい

る人， 家 庭 を見直 そ うと して い る人，福 音 の

メ ッセー ジ を聞 いて その真理 を認 め る人， そ

の よ うな 人々 を見 いだ してい る」 と大 管長 は

語 る。

しか し， 国 内で福 音 を宣べ 伝 え る こ とを許

可 しない政 府があるので， 「私 た ちは個 人的 に

も， また家庭 や 評議 会や 集会 の場 にあ って も，

主 の助 け に よって， 中 国や ソ連， 東 ヨー ロ ッ

パ の諸 国， 中東 の 国々 の指導 者 の心 を和 らげ
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る方法 を見 いだせ る よ うに祈 り続 け た い。.イ

エ ス ・キ リス トの福音 と真 理 を教 える こ とを

制 限 し， あ るいは全 く禁 じて い るすべ て の 国

国 の指導 者 の心 が和 ら ぐよ うに祈 りた い。 そ

して， 命 じられ て いる よ うに ，全世 界 で主 の

み業 が推 し進 め られ る よ うに 願 って い る。天

父 は私 た ちの祈 りを聞 いて下 さ るだ ろ う。私

は そ う確 信 して い る。 た だ し， 私 た ちは揺 る

ぎない信 仰 を持 って願 わ なけ れば な らない。

そ して ，門 が開か れ た時 に足 を踏 み入 れ る備

え を しなけ れば な らない。」

キ ンボー ル大管 長 は また， レー マ ン人 の 中

で教 会が 発展 してい る こ とに喜 び を示 し， ジ

ョン ・テ イ ラー 大管 長 の言葉 を引用 した。 「神

か らの承 認 を保 ちた いな ら， レーマ ン人の 中

におけ る主のみ 業 を引 き延 ば してはな らない。」

レーマ ン人の 中で伝 道 して い る宣 教 師の数

につ いて は， 「教会 の 中に レーマ ン人の新 たな

世 代が 誕生 して い る」 と述べ てい る。 その た

め に， レー マ ン人宣 教 師の数 は， 昨年 よ りも

27パ ー セ ン ト増加 して い る。

しか し， 教 会全体 を見渡 し，会 貝総 数 と宣

教 師数 と を比較 した場合 ， その割 合 は は るか

に低 く，大 管長 は落 胆 した様 子 で あっ.た。

教 会 員 の1パ ー セ ン ト(現 在0.67%)が 伝

道 に 出れば ，宣教 師 は41，000名 を越 え るは ず

で あ る。 しか し，残 念 な ことに， 現 在 はわ ず

か27，699名 で あ る。 各 ワー ド部， 支部 か ら も

う一 組 夫婦 の宣教 師 を出す だけ で，16，500名

の新 しい宣教 師 が生 まれ る。 各 ステー キ部か

らあ と5組 夫 婦 の宣教 師 を送 れば ，10，000名

以上 増 え る。 「家 に帰 る道すが ら，この こ とを

考 えて いた だ きた い。」

キ ンボー ル大管 長 は宣教 師 に関 す る も うひ

とつ の 点に触 れ た。¢私は ，主要 都 市に住ん で

い る， 言葉 を異 にす る小数 民族 に 手 を差 し伸

べ るため に， 何か を しな けれ ばな らない と痛

感 して い る融 、実 に，合 衆 国に は，スペ イ ン語

や 中国語 ， ギ リシ ャ語， ポル トガ ル語， イ タ .

りア語 ， ポー ラン ド語 な ど様 々な 言葉 を話 す

人 々が何 百万 人 もい る。







さ らに，合 衆 国 に住 むユ ダヤ 人の数 は， イ

ス ラエ ルに住 む数 よ り.も多い こ と を指摘 し，

次 の よ うに 述べ た 。「イ ス ラエ ル では，ユ ダヤ

人 を改宗 し，バ プ テ スマ を施 した場合 ， その

宣教 師 は 罰金 を科せ られ た上 に投 獄 され る。

しか し， ア メ リカで は その よ うな こ とは な い。

ご覧 の よ うに ， この 国 でで き るこ とは まだ た

くさん ある。」

次 に， 全世 界 で主 の み業 の発 展 を見 る こ と

が で きる よ うに， キ ンボー ル大 管長.は， 教 会

が急 激 に発 展 して い る国々 で は， 経費 の節 減

を考 えて小 ざな教 会堂 を建 築す る こ とに な っ

た こ と を語 った。 「これが ，レーマ ン人の 間で

さ らに み業 を推 し進め るため に， 私 た ちが行

なお うと して い る こ とであ る。」

も うひ とつ の改 善 点 は， 教 会が 急 激 に発展

して い る地 域 に おけ る家族 や 教 会ユ ニ ッ トの

ため に， テ キ ス トや 報告 書 の簡 易化 が 図 られ

るよ うにな った こ とで あ る。 これ に よって ，

教会 の組 織 か ら遠 く離 れて 住ん で いて も， 教

会 の祝福 を受 け られ る ように な った。

教 会 評議 会 の新 しい制度 が 発表 に な った こ

とに関 連 して， キ ンボー ル大管 長 は 次の よ っ

に述べ て い る。

「主力㍉躯ま旨丞 益燕 な烹蕊 頂魚 嘉 杢煎意行 なラ.

ため に何 らか の 藪善 な 必鶉蕊 動 瓦ζ芝滋 偶

この 神権 時代 の この 時期 に なすべ きすべ て の

こ とを与 え られ た として も，何 ら驚 くに あた

らな い。

また，今 後個 人 と家 族 を 中心 とした事柄 を

しば しば耳 にす るで あ ろ うが， 驚 くには 及ば

ない 。私 た ちの基 本 的 な責 任 は，個 人 と家族

とに 関わ るもの だか らであ る。聖典 では 個 人

の こ とが 特 に述べ られ， 近代 の予 言 者 た ちは

家族 の こ.とを語 って い る。 その こ とか ら，個

人 と家族 の こ とが 強調 され る理 由が よ くわか

る。同 時に ，特 に現 代 の よ うな時代 にあ って

は， それが 具体 性 を具 えてい る こ と もわ か る

の.であ る。 私 た ちは数 十年 前 に使 ってい た物

指 しを，今 も使 え る とは 必ず し も言 え ない。

今 利 用で きる交通 手段 に ，必 ず しもいつ まで

も頼 れ るわけ で は ない。 教会 幹 部は ，簡 易化

に よ って， ま た家族 の よ うな基 本組 織や 基 本

原 則に 目を向け る こ とに よ って， 大 きな力が

得 られ る こ とを確 信 して い る。」

さらに， キ ンボー ル大 管長 は指 導者 た ちに，

教 会は 「多忙 な教 会指 導 者や その 家族 の ため

に ， あ る程 度 の時 間 を解 放 しよ うと努 め てい

る」 と語 り， 地方 の指導 者 た ちに 「時間 の余

裕 を持 つ よ うに」 と助 言 して いる。

1980年Q世 界記 録会議 の 強麹 点 は側 .人璽鼠

録 であ り， これ につ いて キ ンボー ル大管 長 は，

教 会 員， 非教 会 員 を問わず ， 大勢 の 人が これ

に 出席 して 臨 伝 の書 鉱 方：や嵐.どめ.方を習得

払 よ'つ ・'1・べ.た。 また， 次 の

よ うに 語 って い る。

「私 た ちは皆 さんの 注意 を喚 起 した い。 教

会 貝 は教会 の素 晴 らしい発行 物 を活用 す る よ

うにす る必要 が ある。 なぜ な ら， これ らの書

物 は個 入 と家族 の ため に有益 だか らで 為る。

神 殿 の近 くに住んでいる人に も，遠 隔地 に住ん

でいる人にも，多 くの益 を与 える こ とだ ろ っ。」

科 学 技術 の発達 に よ りい ろい ろな点 で便 利

に な ったが， 活 字は 今 なお情報 源 と して 欠か

せ な い と，キ ンボー ル大 管長 は語 る。 「コ ミュ

ニケー ションの 技術が高 ま り，人々の交 際が お

ろそか に され る よ うなこ とに なって も，教 会

員は聖 典や 教 会刊行 物 か ら離れ るこ とはな い。

教 会刊 行 物 を愛読 し， その 姿 を子供 に 見せ て

い る善 き両 親は，知 らず知 らず の うちに子供

に とって力 強 い模 範 とな っ てい るの であ る。」

キ ンボー ル大 管長 は地 区代 表 に， 救 い主 が

指導 者 と して示 され た模 範 に従 い，指 導 を託

され てい る人 々の よ き僕 ，友 とな る ように勧

め ， 「独隙 .雲膨 レ私 な ちは責 任が 大 き

く躍 急ばな ゑは豊 鮎滋 孟.る者 とな.らなけ れば

な らな い」 ζ請 .った 。

教 会 は 「今 や 驚 くほ ど発展 して い る。 主 の

み業 はか つ て ない勢 いで 前進 している。」そ し

て大 管長 は こ う続けている。 「しか し，全世 界

40億 の人 々に福 音 を広め るため には， も.っと

も っ と多 くの こ と をしなければならない。……

私 た ちに は なすべ きこ とが 多い。 そ して， 敵

の力 も非 常に 強 ぐな って い る。 この業 を行 な

うの に疲 れ切 って しまわ ない ように，私 た ち

は皆 さんに勧 告 し，祈 る もの であ る。」
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家族の証

系図探求で経験 した

不思議iな出会 いr

日本横浜ステーキ部
町 田第2ワ ー ド部

仲 原 マ ヤ

私 が系 図探 求 を熱心 に始 め よ うと したのは,

改宗 した翌 年 の1971年 の あ る 日の こ とです 。

それ は一家 の愛 の支 え であ る夫 が,神 様 の も

とに 召 され た時,ふ た りの娘 と共 に この世 に

残 され た私 は,真 理 の福音 を知 りなが ら,毎

日言 い表 わす こ との 出来 な いほ どに,悲 しみ

打 ちひ しがれ た思 い で した。 そ の様子 をご覧

にな っ た当時 の 岡崎伝 道部 長 は,次 の様 に私

達 母娘 を励 ま して下 さ いま した。｢仲 原姉 妹,

系図探 求 を して3人 でハ ワ イ神 殿 に行 きな さ

い。 そ こで神様 は必ず 愛す る貴女達 の先祖 と

ご主 人に会 わせ て 下 さ るで し ょ う｣と 。不 信

仰 な私 は,系 図探求 を して果 た して先祖 の 方

方や 夫 に会 うこ とが 出 来 るか しら,と 思 い な

が らも不 承不 承 ス テー キ部 系 図委 員の助 け を

受 け,系 図の作 成 を始 め ま した。 その様 な時

『み た ま』 は私 に｢懸 命 に系 図探求 を しな さ

い｣と ささや きま した。 どれほ どあつ い思 い

に満 た され た こ とで し ょ う。

た だただ ハ ワ イ神 殿 に行 けば 愛す る夫 に会

えるの だ。 系 図探求 を しなけれ ば …… 。今 は

亡 き父母 や,私 をこ よな く,い とお しんで く

れ た祖 父母 に も会 えるのだ,と 一 途 に思 い,勇

気 を取 りも ど し系 図探求 の旅 が 始 ま りま した。

夫 の 家系 図 を探求 す るの は,い とも簡 単 に

思 え ま した。 なぜ な らば,夫 の母 や 兄弟,親

戚 もほ とん ど健 在 です ので,も しわ か らな け

れば,そ の方 々 に伺 うこ とがで きるか らです 。

夫 は由緒正 しい神社 の神 官 の喬 です ので,そ

の神社 に問 えば たや す く先祖 を探 求 で きるか

らです。 ところが私 の方 は,両 親 を幼 い時 に

亡 くしたため,そ う安 々 と探 求 出来 ませ ん。

一 本 の頼 み の綱 は
,私 の父方 の先 祖 に関 して

は,父 の兄 たち,す な わ ち伯 父 た ちが 健在 だ

とい うこ とです 。 それ で も父が亡 くな ってか

らは,私 は遠縁 に 当た る朝倉 家 の養 女 に戸 籍

上 も入籍 したため,父 方 とは疎縁 に な って い

ました。 まして母 方 とは,母 の死後,完 全 に

無 縁 となって しまい ま した。

そこに は深 い理 由が あっ たそ うです 。幼 く

して朝 倉家 の養 女 とな った私 が,そ こで完 全

に身 も心 も朝倉 家 の者 にな らなけ れば な らな

い理 由の ひ とつ は,朝 倉家 は歴史 上に も残 る

新 田義 貞公 と戦 って敗れ た朝 倉義景 の 娘の 末

喬 で あ る とい うこ とです 。 その家 を継 ぐこ と

にな って いた のです か ら,一 旦入籍 した以上

は里心 がつ か ない よ うに,生 家 とは出来 る限

り交際 が あ っては いけ なか った そ うです。 そ

して落 武者 といえ ど も一 国一城 の末 喬 であ る

その朝 倉家 の者 として,一 生 を過 ごさなけれ ば

な らない よ うで した。何 とか して母 の本 籍 を

探 し出 さなけれ ば…… と一 心 に思 い ま した が
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▲ バス を降 り,会 場 に入 る団員 たち

一嘱

遜劃

鴇躍
鷺 ㌧概

9月5日(水),横 浜 の神奈 川県 民 ホー ル を

皮切 りに,12日(木),東 京の 普 門館 での 公演

を最 後 として,7日 間 にわ た るモル モ ン･タ

バ ナ クル合 唱団 の 日本公 演 は大成功 の うちに

幕 を閉 じま した。

来 日 したの は団員350名,随 員,同 伴家族

100名,合 わ せ て約450名 。 彼 らは,私 たち

B本 人 の心 に 多 くの 感動 を呼 び起 こ して くれ

ま した。

中で も圧巻 は,団 員の エネ ル ギ ッシュ な行

動 と素晴 ら しい歌 声 です 。公演 に聴 き入 る人

人 をた だた だ魅 了す るばか りで した。

彼 らの リハ ーサ ル風 景や 団員 の素 顔等 は,

民間 の テ レビで も一部 紹介 され,多 くの人 々

の 目に とま りま した。伝 道 の業 に彼 らが 一役

か った こ とは言 うまで もあ りませ ん 。

団 員の 平均年 齢 は45歳 。意 外に高 齢 です。

しか し,あ の 美 しい声 は,鍛 えぬか れ た練習

もさる こ となが ら,人 生 も中ば を越 え,円 熟
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とりの祝 福 として ては な く,来 る こ との て き

なか った 多 くの 人 々に伝 え て,共 に分 か ち合

いた い と思 い ます｣と 。 これ は,遠 方 か ら来

られ た人々 の偽 ら さる気 持 ちて あ ったに違 い

あ りませ ん。

公演 の合 間 に,団 員 の方や 随 員の方 に イ ン

タヒューす る機 会 もあ りま した。

ある団員 は｢日 本 の 公演 を本 当に楽 しみ に

して い ま した か,今 実 際,こ の ように 日本 人

の皆 さん の前 て公 演て きるのは夢の ようてす｣

と喜 ひ を率 直 に語 って くれ ました。
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